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　　　１、プレイヤー決定フェイズ






　気付いたら、あった。

　それがこのゲームと御調みつぎ和水なごみとの出会いだった。

「？　何だこれは？」

　見知らぬアイコンが携帯端たん末まつの画面上で明滅している。

　こんなもの、いつダウンロードした？　和水はそう思いつつ、そのアイコンに触ふれてみる。と、携帯端末の画面が一変した。

『ライフ・マニピュレーター』

　黒い背景に、そんな白い文字が浮かんでいた。これがタイトルロゴらしい。実に素そっ気けない作りだ。文字が躍おどるとか、色鮮あざやかなエフェクトがかかるとか、小こ気き味み良いＳＥがピロリンピョンと鳴るでもない。何の演出もなかった。形だけ作りましたけどこれ以上何か必要ですか？　とこちらに投げっぱなし。これを作った者のそんな姿勢が垣かい間ま見える。

　ライフ・マニピュレーター……マニピュレーターというと、ロボットとかの手のことだったか？　遠えん隔かく操作して動かす機き械かいの腕うで。それとも、操そう縦じゆうする人、っていう意味か？

　そんなことを漠ばく然ぜんと思っていると、画面に変化が現れた。飾りも何もないタイトルロゴ。その後ろから、ひょこ、とキャラクターが顔を覗のぞかすではないか。このアプリを開いてから、初めて動きがあったわけだ。和水は注意を引かれる。

　それは女の子のようだった。黒のバニーガールの格かつ好こうをしている。背景の黒と紛まぎれて見づらい。どうも、こういうところも何というか行き届いていない、残念なアプリだ。

「私は運うん命めい測そく定てい機械です」

　和水は突然の声にぎくりとしてしまう。携帯端末から音声出力されたようだ。動画を見ていたら突然絶ぜつ叫きようや喘あえぎ声が響ひびいた時のように、和水は周囲を見回してしまった。といっても、夜中の自宅に他ほかの誰が居るでもない。広い邸てい宅たくに一人ぼっちはいつものこと。父親は相変わらず忙しい。母親は小さい頃に亡くなったし、その代わりに育ててくれた祖母も亡くなって久しい。いつも自分の面めん倒どうを見てくれる父親の秘書さんも今日きようは帰宅していた。

「私のことはウンソクさん、あるいはウンソクちゃんとお呼びください。お返事はいたしかねますが。次に、私運命測定機械はあなたをプレイヤーとして認めます」

　なんだ？　どうやら、この画面の中のキャラクターが喋しやべっているようだが……。

　そうやって画面を見つめる和水に向けて、バニーガールキャラは続けてくる。

「では、あなたの使用するポケットを選せん択たくしてください」

　ポケット？　て、何だ？　と、和水は眉間みけんに皺しわを寄せる。

「ポケットとはこの世界の運命を導く者です。例示するならば、向こう上じようのポケットは世界を向上へと導きます」

　バニーガールは一方的に言葉を垂たれ流してくる。

　こういうのってどこか操作すればスキップできるのではなかろうか。

　和水なごみがそう思うと、画面内の女の子はその場でスキップし始めた。とても華か麗れいなやる気のないステップ。

「プレイヤーであるあなたは、自分の望むポケットを選せん択たくし、駒こまとしてゲームを進めます」

　スキップしながら、ちっとも弾はずまぬ声。それから、その運うん命めい測そく定てい機き械かいと名乗ったゲームキャラは無意味なスキップを止める。息も切らさず汗もかかぬまま（当然だけど）、そのキャラは画面の下から、まるでよっこらしょと持ち上げるかのように、画像をスクロールさせてきた。

　それは向むか井い歩あゆ美みだった。

　さらさらした長い黒くろ髪かみ。小さい頃はこれに野球帽ぼうなど被かぶっていたものだが、これは現在の彼女だ。横を向いて笑っている。クラスメートと談笑しているところを写したものらしい。大きな瞳ひとみが輝いて見える。可愛かわいかった。

　……というか、なんで歩美の画像が？

「現在、プレイヤーが操作可能なポケットはこの向こう上じようのみです。選せん択たくをどうぞ」

「……わけがわからない」

　和水は正直なことを呟つぶやいた。こんなアプリが携帯端たん末まつに入っていたことも、このキャラクターの言うことも、歩美の画像が手の中にあることも、何が何やらだ。

　和水は眉まゆをひそめて、しかめ面つらになってしまう。

　と、画面内のバニーガールが肩かたを竦すくめたように見えた。それから、凪なぎの湖のように平へい坦たんな声で、

「今のあなたのような反応を示した人物は、統計上、次にこのアプリを閉じようと試みます。その確率は９割を超えます」

　そう言われたからではないが、和水は画面を何度も乱暴にタッチしてみた。うんともすんとも言わない。画面が切り替わったりもしない。

「また、アプリを閉じようとしてそれが叶かなわなかった人物の大半は、私をタッチしてみる傾向があるようです。特にＹ染色体を持つ人物は私の特定箇所に興味を持つようですね。あなたにもその傾向があると推測します」

　和水はなんとなく、伸ばしかけていた指を引っ込めてしまう。

「タッチしませんか？　それでは、新たな情報の開示が許可されました。あなたが私の特定箇所にタッチされた場合、私はあなたの劣れつ情じようを煽あおる反応を示すと約束します。具体的には私の着衣が乱れる、タッチに相応ふさわしい音声出力がなされる、揺れる等々です。それらが重複することもあり得ますのでご了りよう承しようください。あなたは自由に劣情を催もよおすことが可能です。タッチされますか？」

　和水なごみはなんとなく、引っ込めかけていた指を伸ばしてしまう。

「本当に触ふれるとは何を期待していたのですか？」

　大変平へい板ばんな声と熱のこもらぬ目で見つめられ、和水は大いに動揺する。

　自由に劣れつ情じようを催もよおすことが可能とか言ってたのに、

「なんだこれ。何が劣情だ。するかそんなもの」

「訂てい正せいを求めます。先程の私の反応はあなたの劣情を煽あおるに十分であったと推測します。ご不満であれば、更に追加で悪あく罵ばを加えることを提案します」

　和水は更なる言葉責めを持ちかけられて、

「バカらしい。付き合ってられるか。こんなの電源を切ればいいだけだ」

　思わずバニーガールに受け答えするように呟つぶやいた。

　バニーガールの声は相変わらず素そっ気けない。

「電源を切るということはつまりあなたは彼女、向こう上じようを選せん択たくしないと解釈します。あなたは向上の未来を望まぬものと理解しました。この世界の行く末から、向上の世界は除かれます」

　何だか引っかかる言い方だ。向むか井い歩あゆ美みを選ばない？

「歩美を選ぶとどうなるっていうんだ……」

「質問にお答えいたします。プレイヤーが選択したポケットは、プレイヤーの操作する駒こまとなります」
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「駒こま？」

　和水なごみは携帯端たん末まつからの声に反応してしまった。

「ここ、ゲーム内ではこのように表示されます」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいがそう言うと、画面が切り替わった。

　真っ黒な背景の中、白い線路が真横へ延びている。いや、線路ではなくマス目だ。文字の書きこまれたマス目が連なって一列を為なしていた。その列は画面外へと続いている。

　だが、和水の目を引き付けたのはそんなマス目ではない。そのマス目の列右みぎ端はしに立っている歩あゆ美みの姿だ。微び妙みようにディフォルメされているが、それは向むか井い歩美の特徴をよく捉とらえていた。

「このポケットを模もした駒は、サイコロの出た目の数だけ進みます」

　画面上にサイコロが現れる。

「そして、駒の止まったマス目に書かれていたことが、現実のポケットの身に起こる事じ象しようとなります。プレイヤーはサイコロを振って、自分の選せん択たくしたポケットの身に何が起こるのか決定する役割を担にないます」

「……このマス目に書かれていることが実際に起こるだって？」

「左さ様ようです」

　和水は画面のマス目を注視する。

　今、歩美（の姿をした駒）は何も書かれていないマス目に立っていた。列の右端、スタート地点といったところか。そこから左側に並んでいるマス目にはそれぞれ何か書かれている。

『見知らぬ友人は低き道へと誘いざなう』

『より学ばんと欲する者は幸いとなる』

『悪あつ漢かんは道を阻はばみ、高みを目指す者はそれを除く』

『衆しゆ生じようの中、寿ことほぎを見出す』

『失うせたる物は、良き縁えんを生む』

『君くん子し危うきはドミノピッツァ』

　意味不明だ。未来に起こることが書かれているというが、その内容は具体的でない。抽ちゆう象しよう的な指し針しん、くらいのものだ。これはまるで、

「……おみくじとか占うらないみたいだ」

「このマス目に書かれていることは選ばれうる未来の姿です。幾いくつもの未来、可能性があります。けれど選択は為されなければなりません。無限の選択肢しの中からたった１つの現実を。可能性は可能性にすぎません。選択が為されなければ、存在しないのと同義です。プレイヤーは選択しなければなりません」

　画面内の黒バニーがわかったようなわからないようなことを囁ささやいてきた。

「大体、これ何だよ」

　和水は画面の左端のマス目を指して言う。歩美駒から数えて６つ目のマスだ。それ以降もマス目が続いているようだが、７マス目より先は画面外で何が書かれているかわからない。

「内容について詳しよう細さいをお求めの場合、ご自分でご確認ください」

「でも、意味がわからな過ぎる。君くん子し危うきはドミノピッツァって」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいと名乗る黒バニーは突き放してきた。

「サイコロを振って、そのマス目を選べばよろしいかと。そうすれば、そこに書かれた事じ象しようが発生します」

「選ぶって言っても、サイコロの目で決まるんだろ？　それって結局ランダムじゃないか」

「それがこのゲームのルールです」

　画面上のサイコロを振って、出た目の数だけ駒こまを進め、止まったマス目に書かれた出来事が現実の歩あゆ美みの身に起きる……まあ、双六すごろくと占うらないを足したようなものだろうか。

　運命測定機械は最も早はやどうでも良さそうな口ぶりだ。

「さて、プログラム上定められていることですので、ここでもう一度あなたの選せん択たくを確認いたします。あなたはプレイヤーとして向こう上じようのポケットを選ばれますか。それとも、ポケットを選択せずゲームに参加する意思を放ほう棄きなさいますか。とっとと、ご自由にどうぞ」

「歩美を駒に選ぶ、か……」

　呟つぶやいてから、はたと気付く。

　まるで人間とやり取りするみたいにコミュニケーションを取っていたが、これはゲームのキャラクターに過ぎない。それをここまで動かすとは。

　和水なごみはこれが非常に手の込んだゲームなのではないかと気になった。

「おい、さっきから僕ぼくの言うことに反応してるってことは、僕の言ってることがわかってるのか？　こちらからの音声も拾ひろって対応してるのか？」

「どうでもいいことを気にする人だな」

　黒バニーはぼそりと呟いた。そして、そんな呟きなどなかったかのような無関心さで、

「質問にお答えいたしますと、その通りです」

　言って沈ちん黙もくした。和水も口を噤つぐむ。

　これは一体、どういうことなんだ。何かの冗じよう談だんか。にしても手が込んでいる。

　……歩美が向上のポケットとか意味は良くわからないが、とにかく歩美を駒にして遊ぶらしい。ゲームのマス目に書かれていることが実際に歩美の身に起こるとか眉まゆつばにも程があるが……。

　興味を惹ひかれないわけではない。というか、実は興味津しん津しんだ。眉つばであろうと、溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむという。これを使って歩美との仲を改善できるとしたら万ばん々ばん歳ざいだ。ともかく、現状のままではいられない。変えなくてはいけないのだ。こんなものでも、そのきっかけにできるかもしれない。

　以上のようなことをざっと考えて、和水は決めた。

「やろう」

　その呟つぶやきも運うん命めい測そく定てい機き械かいは拾ひろったようだ。ゲームの中から面めん倒どうくさそうに、

「プレイヤーの参加を認めます」

　そして、和水なごみを値踏みするように凝ぎよう視ししてくる。

「プレイヤーの現在の手持ちチップは３枚です」

「チップ？」

　画面の上にコインのマークが浮かんだ。黄色のコインが３枚並んでいる。

「それでは、サイコロに触ふれてください。サイコロが回転し始めます。お好きなタイミングでもう一度触れればサイコロは停止します」

　事務的に話を進めていく運命測定機械。和水は改めて疑問を呈ていした。

「このチップって何だよ？　これをどうしろって言うんだ」

「チップとは現状を変へん革かくしようという意思の力を表しています」

　運命測定機械は熱のない口く調ちようで続ける。

「チップ＝プレイヤーの力、といってよろしいでしょう。チップの多いプレイヤーほど運命を切り開く力を持っているとご理解ください。そして、そのチップの数は増減することがあります。それは駒の止まったマスの内容によって決定されます」

　止まったマスによってチップが増えるとか減るとかが決まる……ということは、『このマスに止まったら一回休み』みたいに『このマスに止まったらチップを１枚もらえる』とか書かれているのか。

　和水は、いよいよ双六すごろくめいてきたな、と思う。

　その和水の心を読んだかのように、運命測定機械は言葉を重ねてきた。

「お断りしておきますと、マス目に『ここで止まった場合プレイヤーはチップを得る』などと明示されているわけではありません。止まったマスの内容、すなわちポケットの身に起こる事じ象しようによってチップが得られたり失われたりするのです」

「どういうことだ？　歩あゆ美みの身に何が起こるかで、僕ぼくのチップすなわち意思の力が左右されるっていうのか」

「あなたは向こう上じようのポケットを選せん択たくしました。それはつまり、あなたはこの世界が向上の世界となることを望んだ。そう理解されます」

「いや、僕は歩美が駒こまだというから選んだだけで、世界とか向上とかさっきから何を言っているのかさっぱり……」

　和水の言葉は軽く流される。運命測定機械は和水の声など急に聞こえなくなったかのよう。

「……ゆえに、この世界が向上の世界に近付けば近付くほど、あなたの意志の力は強まります。あなたの望みにより近付いたわけですから。逆にポケットの身に起こる事象によっては、向上の世界の実現が困難になり、あなたの意思を挫くじくこともあるでしょう。その場合は相そう応おうのチップが失われます。そうしてあなたが全すべてのチップを失ってしまえば、あなたの中からは世界を変えようという意思が完全に失われてしまいます。それはプレイヤーとして認められません。あなたはゲームオーバーです」

「チップが無くなるとゲームオーバー？　そうなると、どうなるんだ？」

「大変申し訳ないのですが、もう説明がだるいので後はご自身で経験して判断することを望みます。何もかも教えてもらえると思ったら大間違いです、ということをあなたに教えます」

　投げやりな態度を隠かくそうともせず、運うん命めい測そく定てい機き械かいは画面内でサイコロに寄りかかった。

「おい」

　和水なごみの呼びかけにも最も早はや無反応。さっさとサイコロを振れ、ということか。そう思うと和水は考え込んでしまう。

　変なゲームだ。胡う散さん臭くさい。歩あゆ美みの身に降りかかることがこのサイコロで本当に決まるとは思えないが……でも、もし本当だったら？　歩美の身に何が起こるか事前にわかっていれば、歩美に何か危険が迫ったとしても、僕ぼくは事前にそれを知って対応することができる。それはきっと歩美の助けになる。

　歩美を助けることができれば、歩美も僕に一いち目もく置かざるを得ないだろう。

　……これこそ僕の望んでいたきっかけじゃなかろうか。そうだ、僕は歩美と再会してからのぎこちない関係をどうにかしたいと思っていた。……それに、何な故ぜあの時から僕を無視して、しかも僕の前から消えたのか。上う手まくいけば、それを聞きだすこともできるのでは……。

　和水の意識は更に深い所へと漂ただよっていく。

　あの時……黒い服を着た歩美の姿が思い返されてきた。蟬せみがうるさかったのも覚えている。丁ちよう度ど、ばあちゃんが死んだ時だ。ばあちゃんの容よう体だいが悪くなってから、久しぶりに会ったのは葬そう式しきの時。歩美は黒いワンピース姿だった。

　ずっと幼おさな馴な染じみとして一いつ緒しよにいたのに、あの辺りから急によそよそしくなったんだった。僕等二人に良くしてくれたばあちゃん。そのばあちゃんが倒れてから、歩美はあまり僕の家に近寄らなくなった。あまりにも冷たい態度。そして、あまりにも歩美らしくない態度だった。今思っても腑ふに落ちない。歩美は小さい頃から思いやりのある子だった。僕が近所の悪ガキ達に苛いじめられていた時、ただ一人味方になってくれたのは歩美だ。しかもただ優しいだけじゃない。突っかかってくる年上の悪ガキどもを、歩美はコテンパンにしたものだ。歩美の家はなんとかいう道場をやっていて、歩美も朝晩稽けい古こをしていたっけ……。

「和水はわたしが守ってあげるからね！」

　そう胸を張る歩美……。

「ほんと、和水って見てられない。わたしがいなかったらダメなんだから……。いい？　しょうがないから、和水が大きくなっても一緒にいてあげる。ずっと……何見てるのよ？」

　そう宣言して顔を赤らめる歩美。

　それがどうしてああなったのか。絶対、何か理由があったはずなのだ。さもないとおかしすぎる。理り不ふ尽じんだ。

　だから、僕ぼくはあの葬そう式しきの日、久しぶりに会った歩あゆ美みに問い質ただした。その結果は……。

　僕と目も合わせてくれない歩美に、子供の頃の僕は何と言っただろう？

「ねえ、なんで？」

　そう、疑問の言葉を浴びせたはずだ。

「どうしてばあちゃんのお見舞いにも来てくれなかったの？」

「それは……」

　奥おく歯ばに何か挟はさまったような物言いだった。言いたくない理由があったのか。だが、その頃の僕はそんなことを察することもできないバカだった。何度も何度も繰り返し、

「ばあちゃんが寝込んでから何日も経たってたのに。どうして？　もしかして、すごく忙しかったの？　ばあちゃんに会えないくらい大変だった？」

「そんなんじゃ、ないよ……」

「忙しかったからじゃないの……？　じゃあ……会いたくなかったの？」

「わたしだって……おばあちゃんに会いに行きたかったよ。……でも……」

「じゃあ、来てくれればよかったのに……。ばあちゃん、歩美に会いたがってたんだよ？」

　歩美はそう聞いて、確か俯うつむいたはずだ。あれは後こう悔かいしていたのだろうか。

「わたしだって会いたかった。でも……」

「でも……？」

「……言えない」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、歩美がそう言ったものだから、僕はそれを問い質さずにはいられなくなった。自分に話してくれない。すなわち自分を拒絶されたような気がして、

「言えないってどうして？　ああ、わかった。僕のせい？　僕がばあちゃんの傍そばにいたから、僕に会いたくなかったから、だから来なかったんでしょ？」

「違う……」

「違うの？　なら、どうして？　歩美ちゃんは……僕とも会おうとしなかったじゃないか」

　喋しやべっているうちに何だか情けなくなってきて、ますます歩美を責めるような言い方になってしまったのだ。

「なんで？　何でなの？　そんなに……そんなに僕のこと嫌いやなの？　嫌きらいになったの？」

　そう言った後の、歩美の顔。決然と、堰せきを切ったように。

「……和水のためなのに！　どうしてわかってくれないの？」

「わかるわけ、ないよ！」

「……っ！　わからず屋！　嫌い！　大嫌い！　……そうよ、だってわたしと和水は一いつ緒しよにいちゃいけないんだって……住む世界が違うから」

「何、それ？　……僕ぼくと一いつ緒しよに居ても面白くないってこと？　でも僕が嫌いやだからって、ばあちゃんにまで会いに来ないなんて、そんなことしなくてもいいじゃないか……。最後にばあちゃんは歩あゆ美みに会いたがってた。また、前みたいに僕と歩美とばあちゃんと三人で遊園地に行こうって……楽しみにしてたのに……」

「わたしだって本当は……！　和水なごみのためだから、だからそうしたのに。何でこんな……どうしてわかってくれないの？」

「僕が悪いの？　でも、最初に歩美が急に僕を無視しだしたんじゃないか」

「違う、そういうことじゃないの！　わたしの気も知らないで！　好き勝手なこと言わないでよ！　和水の……わからず屋！」

　売り言葉に買い言葉。それで歩美との繫つながりはぷっつりと切れてしまった。学校で会っても目も合わさず、口も利かず。お互い意い固こ地じになって知らぬ風ふうを続ける。いや、それでも少し時間をおけば自然と仲直りはできたのかもしれない。どちらともなく歩み寄り、まるで何事もなかったかのように元通りに。実際、僕は歩美とちゃんと話したかった。喧けん嘩かなんかではなく。だが、どうしても話せなかった。歩美の怒った顔を見ると、こちらも同じように怒りがこみあげてきて、ふん！　となってしまったのだ。そして、歩美が見えなくなると落ち込む。またやってしまった、と。

　さらに悪いことに僕はその直後、それまで離れて暮らしていた父親に引き取られて小学校も変わってしまった。まるで計ったかのように最悪のタイミングでの転校だ。仲直りができるほど時間を置いた頃には、もう歩美は傍そばにいない。取り返しがつかなくなっていた。

　なぜ小学校を変わる際、ちゃんとそのことを歩美に話さなかったのか……。何も言えぬまま別れてしまった……。

　やってしまってから、和水は何度もその場面を夢で見る。悪あく夢むだ。半身を失ったかのような喪そう失しつ感かん。

　本当は、それでも会いに行けないことは無かった。歩美の家に直接出向いて話を聞く。そうすれば良かっただけのこと。できないことではなかったのに、行かなかった。行けなかった。

　また嫌きらいとか言われたら……？　歩美が誰かと仲良くなっているのを見てしまったら……？

　そう考えると、足が萎なえた。とても会いに行こうという気になれない。

　あんな別れ方をしなければ、今でも友達でいられたろうに……。今思えば、あまりに幼よう稚ちだった。言葉が足りなくて喧嘩になってしまったと思える。子供の頃の僕の大馬鹿野や郎ろう……。

　と、和水はぶつぶつと心の中で愚ぐ痴ちってしまう。

　結局、そのまま和解することもなくずるずると来てしまった。そして、今。今年の春から入学した高校で、まさか歩美と再会することになろうとは。

　廊ろう下かだった。春の日差しまだ麗うららかな頃、和水は別のクラスから出てきた歩美と目があったのだ。久しぶりに会ったにもかかわらず、一発で歩美とわかった。最後に見たときと比べて、ずっと背も大きく、女の子らしくなっていたが見み間ま違ちがえるはずもない。歩あゆ美みも僕ぼくのことは気付いたはずだ。

「？　おい、どうした御調みつぎ？」

「歩美ちゃん、ドアのところで止まってると出られないんだけど……？」

　お互い、クラスメート達の呼びかけに答えることすらできなかったのだから。

　同じ高校に入学しているなんて。和水なごみはこの偶ぐう然ぜんに運命すら感じてしまう。

　これは歩美と仲直りしろと、神様か誰かが後押ししてくれているに違いない。ならば、今度こそうまくやらなければ。

　でも、会ってすぐ和解するなんてこともあるわけない。昔のことは依い然ぜんしこりとなっていて、ぎこちない。声をかけることさえできなかった。

　こんなんじゃ駄だ目めだ。今みたいな状態は我が慢まんできない。昔のことを清せい算さんして、仲直りするきっかけが欲しい。

　そこへ、このゲームだ。このゲームで歩美を操作できるのであれば……今の関係を修復できるかもしれない。

　和水は思いきる。

　やってやる。このゲームを使って、うまいこと今の状況を打破してやる！

　和水は我に返った。過去へと飛んでいた意識が戻る。相変わらず、携帯画面内では運うん命めい測そく定てい機き械かいがつまらなそうだ。

　和水はその横、画面上のサイコロにその指を当てた。途と端たんに画面内でくるくる回り始めるサイコロ。そして、もう一度タッチ。サイコロの回転がゆっくりとしたものとなり、遂ついに止まる。

　目は３。

「選せん択たくは為なされました」

　運命測定機械が平板な声で言う。それに合わせて、画面上の歩美駒ごまがピョンピョンと跳はねるように３マス進んだ。そこに書かれていた言葉は、

「イベント『悪あつ漢かんは道を阻はばみ、高みを目指す者はそれを除く』が発生します。イベント達成の後、新たな選択へ進んでください」

「何が起こるんだ？」

　和水の問いかけに答えは無い。というのも、携帯端たん末まつの画面はいつもの待ち受け画面に戻っていたからだ。ゲーム画面はおろか運命測定機械の黒バニー姿すら見当たらなかった。それどころかゲーム『ライフ・マニピュレーター』のアイコンもどこにも見当たらない。

　……まさか夢でも見てたのか？

　だが、そうでもないようだ。和水は携帯端末画が面めん上部に黄色のコインが３枚並んでいるのを見てそう思った。

　こうして、御調和水はゲームに参加した。











　　　２、行動フェイズ






　和水なごみは偉いさんの子供だった。

　偉いさんの子供というと、取り巻きを引き連れた嫌いやな奴やつというステロタイプが思い浮かぶ。が、和水はむしろその逆だった。非力な子供で、友達もいない。子供達のグループになじめなかったのだ。

　和水は忙しい父親の元から離れて、祖母の元で暮らしていた。祖母は優しい人だったが、親から離れて暮らすというのはあまり恵まれた家庭環境とは言えないかもしれない。

　そんな和水が、ある日悪ガキ達と喧けん嘩かになった。喧嘩の原因は子こ猫ねこ一匹ぴき。悪ガキ達が子猫を苛いじめていた。周りの子供達はそれをただ見ている。和水は猫を可哀かわいそうに思って、やめるように言った。それだけのことだ。だが、悪ガキ達は和水が気に食わなかった。

「偉そうに！」

　そう言って、悪ガキ達は和水を取り囲んで小突きまわす。さらに、エスカレートした悪ガキ達は和水の見ている前で子猫を川に投げ込もうとした。非力な子供に何ができただろう。押さえつけられ、何も手出しできない和水を囃はやしたて笑い者にする悪ガキ達。悔くやしかった。

　すると、遠巻きにして見ていた子供達の中から一人が進み出てきた。和水と同じ齢としくらいの子だ。和水を笑う悪ガキ達に対しておもむろに、

「何がおかしい？」

　と、悪ガキの一人を投げ飛ばしてしまった。

「なんだこいつ!?」

「やんのか！」

　怒り狂った悪ガキ達がその子に殴なぐりかかる。自分を押さえていた悪ガキもその子に向かったため、和水は自由を取り戻すことができた。そして、放り出されていた子猫を抱かかえて蹲うずくまる。次々と投げ飛ばされる悪ガキ達に潰つぶされないように、しっかりと。

　無傷とはいかなかったのか。全すべての悪ガキ達がほうほうの体ていで逃げ出した後、その子はあちこちに擦かすり傷やらをこさえつつ、和水に一言、

「弱いくせに何やってんの？」

　呆あきれたような声だった。

「子猫を助けてくれてありがとう」

　和水の礼に、その子は黙だまりこむ。そして、首を横に振った。和水の手の中で小さく鳴く子猫を指差して、

「……その猫を助けたのは、あなた。わたしは見てただけだった。止めに入らなければ、きっとわたしはそのまま。これからずっと卑ひ怯きよう者ものになるところだった」

　こうして和水なごみは初めての友達を得た。そして、それ以降もその子には何度か助けてもらったものだ。いや、いつも助けてもらってばかりだった。

　子供の頃はそれでもよかった。でも、そのうち段々と意識されてくる。自分は男で、その子が女の子だということ。守られてばかりではなくて、自分が守る側になりたいという思い。

　和水はその子のことが大好きだったし深い友情を感じていた。その頃は。そして今は……。




　目の前にいたのは不自然なまでの不良だった。

　英語でいうとアンナチュラル　ヤンキーか。などと御調みつぎ和水は意味不明なことを思い浮かべてしまう。

　まるで突然、漫画の中から切り出してきたかのような不良。

　というのも、その長ちよう髪はつは編み込まれ、黒いシャープなグラサンに、肌はだ浅黒く鼻ピアス。指に光るは金指輪。クリスチャンでもなかろうに胸から覗のぞく銀十字。一体お前どこのメ～ンだ？　と問い質ただしたくなるくらい一昔前の似え非せヒップホップ系ヤンキーなのだから仕方がない。でかい図ずう体たいに漂ただよう威い圧あつ感かん。和水も小さい方ではないが、それでもこのヤンキーは頭一つ抜け出ている。

　うん、これはわかりやすい。

　密ひそかに和水は頷うなずいた。

　普通、誰が不良かなんて見た目ではわからないものだ。だが、ここまでわかりやすい不良がいてくれるとは。

「悪あつ漢かんは道を阻はばみ、高みを目指す者はそれを除く」

　それがマス目に書かれていた内容だ。

　予定通りと言える。

　こいつが今日きようのトラブルの元に違いない。見たまんまの悪漢という奴やつだ。しかも今、道路にたばこを投げ捨てたし。それも、物もの珍めずらしげに近寄ってきた子供達めがけて「見世物じゃねえ！　ゲラウェイ、ファッキューガキども！」の威い嚇かくと共に、だ。どう見ても見世物だと思うが。見世物でなければ何でそんな愉ゆ快かいな格かつ好こうをしているのか。笑われたくてそんな格好をしているのだろうに。もしかしてツッコミ待ちなのかもしれない。というか、火のついた吸い殻がらを子供達に投げつけるとは何事か。

　当然、子供達は蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去った。それを見て和水は思う。

　間違いなくこいつは反社会的ゴロツキと断言していい。

　この不良が向むか井い歩あゆ美みに手を出そうとしているのだろう。そして、それはあえなく失敗することとなる。なぜなら、この僕ぼくがそうはさせないからだ。

　手にしたバットを握にぎりしめ、御調みつぎ和水は鋭い眼まな差ざしを不良に送る。

　ただし、物陰から。別に不良が怖いわけではない。御調和水はそんなものを恐れない。その点については向こう見ずといっていいくらいだ。ルールやマナーを逸いつ脱だつしている相手に対しては、物怖ものおじせず声を上げる。それが御調みつぎ和水なごみという人間だ。

　たとえば、中学の頃、和水は教師から友達と仲良くしろと注意されたことがある。クラスの和を乱すな、と。だが、その友達とやらは陰で仲間を揶や揄ゆして貶おとしめるようなところがあった。

「あいつ、この前～、ほんっと使えねえよな～」

「そういうことを陰でこそこそ言うのはやめたらどうだ」

「はあ？　御調、お前空気読めよ。話盛り上がってるのにつまんね～奴やつだな」

　だから和水は、そいつと仲良くなんかできない、と頑がんとして従おうとしなかった。当然、教師は怒る。クラスの仲を悪くする問題児だと騒さわぎ立てたが、和水は決して折れなかった。悪友と親しくしてその同類になりたくない、と言い放つ。自分を曲げようとしない和水について、教師は自分勝手な奴だと最低の評価を下したものだ。

　そんな和水であったから、相手が強面こわもてのお兄にいさんであろうとその態度は変わらない。その頑かたくなな態度が余計なトラブルを招いたことも数知れず。とにかく、御調和水は物分かりのいい、いわゆる大人おとなとは程遠い。

　にも関わらず、この場において御調和水は一いつ旦たんグッとこらえた。今にも飛び出して「吸い殻がらを拾ってあの子達に謝れ！」と言い出しそうになるのを必死で耐えた。何な故ぜといって、今この不良に見つかってしまっては元も子もないからだ。

　予定では向むか井い歩あゆ美みがあの不良に絡からまれて難なん儀ぎすることになっている。それがゲーム『ライフ・マニピュレーター』で示された内容だ。

　その彼女の危機に颯さつ爽そうと、格かつ好こうよく助けに入る。

　それまで我が慢まんせねば。

　そう、その大目的。歩美に自分がいかに頼りになるか知らしめること。そのためなら、不良に対する憤いきどおりも今は我慢して待つことができる。

　昔の頼りないアイツから、え？　しばらく見ない内にこんなに格好よくなったの？　何だかドキドキしちゃう、的な展開を和水は所しよ望もうだ。男なら一度はこんなことを考えたことがあるだろう。

　不良を陰から窺うかがいながら、和水は思う。

　彼女が僕ぼくを認めてくれれば、昔のことも忌き憚たんなく話しあえるようになる。きっとなる。ここ何年もの間会うことも叶かなわず、その間ずっと胸に引っ掛かっていた棘とげ。それを清算する絶好の機会にしてやるのだ。

　と、そこで決意も新たにした御調和水。事を仕損じてはならぬと頭の中で今回の段取りを確認し始める。

　まず第１段階。

　学校から歩美の家までの間に何かトラブルを引き起こしそうなものは無いか、先回りして確認する。もし何もなければ、そもそも『ライフ・マニピュレーター』ゲーム自身がただの与よ太た話ばなしだったということで笑い飛ばせばいい。

　だが、実際にこうまでわかりやすい悪あつ漢かんがでんと構えているとなれば話は別だ。

　そこで第２段階へ移行。

　一応用意した武器（バット）を構えて、歩あゆ美みがこの場にやってくるのを待つ。今既すでにこの段階だ。予定通りに進んでいる。

　さらに第３段階。

　予定では歩美がやってくる。不良「げっへっへ、姉ねえちゃんちょっと付き合えや」「あーれー」的展開の中、実に偶ぐう然ぜんさりげなく通りがかった僕が「いたいけな婦ふ女じよ子しに破は廉れん恥ちな言動はやめたまえ！」キリッ。戸と惑まどう歩美。この場面で僕ぼくが現れるとは予想外のはず。高校に入ってから初めてまともに顔を合わせて、

「え……？　まさか……？」

「大だい丈じよう夫ぶか、歩美」

「うそ、どうして……」

「こんな形でまた話せるとはな」

「バカ！　危ないよ、逃げて！」

「心配するな！」

　そして第４段階。

　予定によると、バットという大変説せつ得とく力のある代しろ物ものを前にして不良は「すんませんっした！　あっしはこれでドロンしやすんで！」

「和水なごみ……わたしのためにこんな危ない真ま似ねを……」

「歩美が無事ならなんてことないさ」

「あなたのこと、あんなに冷たくしたわたしを助けてくれるなんて……ごめんなさい！」

「なあに、わかってくれればいいんだよ」

「何て心が広いの……そう、それはまるで武たけ田だ信しん玄げんの雪せつ隠ちんのよう！」

「はっはっは、言葉の意味はよくわからないけれど、讃たたえてくれているのはよくわかるよ」

「おい、そこのユー。ユー、黄き桜ざくら学がく園えんの奴やつだろ？」

　いよいよ第５段階。ここまでの予定は決定であって欲しい。

　僕の心の広さに触ふれた歩美はこれまでの行いを悔くい、僕に不ふ実じつを詫わびる。当然僕はそれを許して「おい！　ユーだユー！　イヤー腐くさってんのか？　メ～ン!?」不良に絡からまれる。あれ？

　例の不良は既すでに御調みつぎ和水の真ん前に立ちはだかっていた。和水は見上げる。見下ろしてくる不良の視線はサングラス越しでよくわからない。が、おそらくは和水の顔をまじまじと見つめているはずだ。

「ユー調子こいてんの？　黄桜学園の奴か？　って聞いてんだよ。パードゥン？」

　物陰に隠かくれていたつもりだったが、すっかり丸見え。身を晒さらしてしまっていたようだ。

　しまった。と、和水なごみは唇くちびるを嚙かむ。

「その制服は黄き桜ざくら学がく園えんだろ？　おい、ユーのところの向むか井いって奴やつ知ってるか？　向井歩あゆ美みってウィメンだ」

　不良の口から歩美の名が出てきた。

「……彼女が何か？」

「知ってんだな？　オーケー、話を進めよう。んじゃ、そいつ呼んで来い。ベリークイックリーで」

　不良は和水を与くみし易やすしと踏んだようだ。顎あごで指さし図ずしてくる。こちらにはバットという目にも危険なアイテムがあるにも関わらず。これは和水にとって少々予想外と言えた。

「ほら、早く走れや、ランナウェイ！」

　？　逃げろっていうのか？

「さっさと連れてこないと、ユーのケツの穴の風通しを直径５センチほど良くするぜ？」

「断る」

　和水は決して線が太い方ではない。背の高さは人並み以上だが、モリモリっとした筋肉とは無む縁えんの体。引き締まった体ではあるが、見た目め的てきには細い。ひょろっとして見えるかもしれない。それに比べればこの不良はボリューム満点だ。だが、和水は自分の倍近く体重のありそうな相手に怖気おじけることはなかった。こういう輩やからに対して抱いだく嫌けん悪お感かんの方が勝まさったからだ。

　和水が決然といったものだから、不良の肩かたがピクリと震ふるえた。

「あ？　５センチじゃ不満か？　ファック！　この食いしん坊め」

「そんなことを問題にしているんじゃない。僕ぼくには君に指図されるいかなる謂いわれもない」

「おい、優しく言っているうちに言うこと聞けよハンサムリーダー？　その綺き麗れいな横っ面つら張り飛ばされて、一生耳鳴りが止まらない体になりてえか？」

「……暴力を誇こ示じして人を威い圧あつしようというのは一般社会のルールから逸いつ脱だつした行為だ。今すぐ改めるよう忠告する」

　和水は抑制した口く調ちようで告げた。それに対して、不良は下げ卑びた笑いで応こたえる。

「日本語話せよ、このアスホー！　東大にでも行くつもりか？」

「大体、彼女をどうするつもりだ」

　不良は、べっ、と唾つばを吐はいた。

「思い上がったクソアマに思い知らせてやるのさ、ユーシー？　調子に乗って跳はね回ってるとどういう目に遭あうか」

「……彼女が君に何かしたのか」

「俺おれのツレが世話になってなぁ。俺って義理がベリーハードだし？　お礼してやろうってんだよ」

「理解できないな。君の友人が世話になったのなら、君の友人自身が頭を下げに来るべきだ。代わりに君が来て、そこに誠意はあるのか？」

「ファック黙だまれ間抜け。来れるもんならとっくに来てるに決まってんだろ。ユーの脳みそは常温アイスか？　俺おれのツレはサツに捕まって臭くさいランチでダイエット中だ」

「ああ、もちろんそうだろうな。お似合いだ。それと君の喋しやべり方が寒くて仕方ないんだが、どうにかしてくれないか」

「ユーは本当に面白い奴やつだな。クソアマを可愛かわいがってやった後で、ユーもファックしてやるよ。慌あわてるな順番だ。だから、さっさと向むか井いを呼んで来い」

　和水なごみの体温が急上昇する。

「……彼女に何をするだと？」

　不良は腰こしを前後に振って見せた。

「ゴートゥヘヴンさ。桃色のヘヴンへご招待してやる。気持ちいいぞ。特に俺が。具体的には、２・３発パンチ食らわせて泣き叫んだところで２・３発……」、

「その薄ら寒い口を閉じろ、下げ衆す」

　対話を打ち切る和水。先程の不良の行為を見ていたこともあり、話し合いに意義を見いだせなくなっていた。

　こんな奴に気を長くして何になる？

　予定とはちょっと違うが、もういい。こいつをこれ以上のさばらせるのは我が慢まんならない。どちらにしろ、こいつを片付けることに変わりは無いのだ。

　だが、不良は口を閉じない。

「口を閉じるのはユーの方だぜ。誰に向かって口きいてると思ってるんだ？」

　そして、ポケットから光るものを取りだした。

「これを見てもまだ生意気ラビットちゃんでいられるか？」

　ナイフだ。

「人にナイフを向けるとは、とことんルールから逸いつ脱だつした奴だ」

　和水はそんな言葉と共にバットを身構えた。

「おいユー！　人にバット向けるのは一般社会のルールから逸脱した行為じゃねえのか？」

「僕ぼくはいいんだ」

　和水はこういうゴロツキを相手にするときバットのような得え物ものを持っていると大層心強いことを知っている。あるとないとでは心の中の勇気の量が全然違う。和水の言動に激げき怒どした相手にボコボコにされるかどうかも違ってくる。ゴロツキは自分の身に危害が加えられるかもしれないと察すると、途と端たんに腰こし砕くだけになるものだ。

　こんな奴はバットを構えるだけで追い払はらえる。実際にそれを使うまでもなく。

　そんな和水の思おも惑わくは、しかし外れてしまう。

　和水の自らを棚たなに上げた言葉に、不良は大げさに舌した打うちしてみせた。

「ホリィシット！　まったくユーはどうしようもない聖なるウンコだな！　大体、素人しろうとの振り回すバットなんざ怖こわくねえんだよ。さあいいぜ。かかってこい。できるんならな」

　ナイフを構えてくる。薄うすら笑いを浮かべながら。

　本気にしてないようだ。なら仕方がない。こいつには我が慢まんならないし、望み通り力で決着をつけてやろうじゃないか。

　そう思うと、和水なごみはバットをまるで真剣のように不良に突き付ける。そして素早く、そして大きく振りかぶった。その時だ。

　なぜか手が滑すべった。

　おおっとぉ、手が滑ったぁー！　と叫んでバットを相手めがけて放り投げるとか、そういう類たぐいの滑ったではない。まるでうなぎでも摑つかんだかのように、にゅるんと和水の手からバットが逃げていったのだ。

「な……!?」

　緊きん張ちようで手に汗をかいていたから？　それともたまたまグリップが何らかの理由（例えばハイドロプレーニング現象とか）で滑りやすくなっていたとか？　とにかく、和水の手からバットがすっぽ抜ける。

　しかも、すっぽ抜けたバットはゴンと落ちて、パカンと割れた。

　木製バットが割れるというのはよっぽどのことだ。相手ピッチャーの豪ごう速球を完かん璧ぺきに芯しんで捉とらえた！　というのにそのままベキリとバットをへし折られ三さん振しん、試合終了、俺おれ達の夏は終わった……というくらいよっぽどだ。そのよっぽどのことが、よりにもよって今、何の盛り上がりもなく起きたのだ。実に不自然な不運。英語でいうとアンナチュラル　ミスフォーチュンといえよう。

　不良が爆ばく笑しようした。

「ヘーイ、フルチンだぜー！　ユー、笑かしに来たのかよ？」

　丸まる腰ごしになった和水を蔑さげすむ。さらにバカにした口く調ちようで、

「俺は優しいガイだからな。ユーがわざわざバットを捨ててくれたなら、俺もこいつは引っ込めるぜ。フェアプレイの精神、かっけえだろ？」

　ナイフを仕し舞まい込んだ。そして、その懐ふところからナックルを取りだし手に嵌はめていく。それをギュッと握にぎって、

「これで拳こぶしと拳だ。オー！　なんてこった。五分五分になっちまった！　小便漏もらしそうだぜ」

　怯おびえて見せる。

　どこが五分五分だ。そう和水は心の中で呟つぶやかざるを得ない。

　不良はそれから一転、ナックルを嵌めた拳を顔の前に掲かかげ、体をゆっさゆっさ揺すってみせてきた。ボクシングか何かを齧かじっているようだ。

「さあてそろそろ、ユー死んじゃうのはどうよ？」

　やる気だ。

　和水なごみがこれらのアクシデントで動揺していなかったといったら噓うそになる。見る見る自分の中の勇気が縮こまっていく気がした。何しろ、この不良は典型的パワーファイターに見える。素す手でだろうが何だろうが力で押してくるタイプ。それに対して、和水も素手で立ち向かわねばならないというのだ。

「どうするハンサムミスター？　心細くて泣きそうじゃねえか！　帰ってママのおっぱいちゅっちゅするか？　それとも今俺おれの拳こぶしにちゅっちゅするか？」

　不良はニヤニヤと拳を突き出してくる。体格の不利は如何いかんともし難い。それでも、

「一々下品な奴やつめ。その存在自体が青少年の育成に悪い影えい響きようを与えていることに気付いているか？　自害して詫わびろ」

　和水は退しりぞこうとはしなかった。これまでもそうであったように、こういう輩やからを前にして湧わき上がってくる怒りを抑おさえることはできなかったからだ。怒りは理性や保ほ身しんを吹き飛ばす。口を噤つぐむことができない。

　和水の言葉にも不良は余よ裕ゆうだ。

「怖こえー。ユーがいつ泣きだしちゃうか怖いぜ。心配でたまらねえ。俺にこんなに心配させるなんて、ユーは罪作りな男だな。よってギルティだ」

　和水は油断なく不良の出方を窺うかがう。不良は口も滑なめらかだ。

「ユー、俺に対してソーリーしちゃっていいんだぜ？　そうしたら、俺のＡＴＭにしてやるよ」

「……言葉で人を殴なぐるのが好きなのか？　いつまで喋しやべってる」

「強がるなよ。武器無しじゃもう勝ち目は無いってわかってんだろ？」

「……なんだ、武器もない僕ぼく相手に腰こしが引けてるのか？　とんだ口だけ番長だな」

「なに？」

「やれるものならやってみろ、と言っている」

「オーケー、ミンチにしてやんよ」

　相変わらず舐なめ切った態度で、しかし素早くジャブが一発撃うち込まれた。

　和水の目から火花が出た。あっさり腰が砕くだけそうになるのを、あと一歩のところで踏みとどまる。しかし、よろけるのは防げない。

「どっちが口だけ番長だよ？　ユー、言ってみな？　どっちだ？　正解するまでパンチングマシーンな」

　シュシュッ、とこれ見よがしに拳を振るう不良。和水の心が折れて媚こび諂へつらってくるのを待ち構えている。和水はこの侮ぶ辱じよくに震ふるえた。

「……良く喋る奴だな」

「ぶっぶー。オー、ミステイク！　そして特別ルール。倍になります」

　素早いステップで踏み込んできて、ワンツー。二発食らって、さらに和水はよろめいた。

「さあて、ネクストラウンド。これで不正解だと、前歯の一本くらい折っとくか？」

　不良はご満悦だ。右腕うでを引き絞しぼり、今にも強烈なのを放ちそう。

　こんな奴やつにやられっぱなしでいいのか？　僕ぼくは昔の僕じゃない。歩あゆ美みに助けてもらってばかりいた頃の非力な僕じゃない。そうだ、そんな僕じゃなくなりたいんだ！

　その思いは行動となって現れた。闇やみ雲くもな突進。不良に向かって体ごとぶつかっていく。

　が、不良はそれすらも見越していたのだろう。和水なごみは左のジャブで出鼻をくじかれ、しかもそのまま胸倉を摑つかまれた。

「パンチングマシーンが自分から殴なぐられに来るんじゃねえよ。俺おれのタイミングってもんがあるだろ？　勤勉なマシーンだな。オーケー。その心意気に免めんじて今から処刑をスタートする」

　和水は逃げられない状態で、不良の右が来るのを待ち受けるしかない。

　と、その不良の右腕がはっしと摑まれる。次の瞬しゆん間かん、不良の体が宙を舞った。

「ノー!?」

　その場ででんぐり返しをしたかのように不良の体がくるりと回る。ドスンと尻しりから落ちた。腰こしをしたたかに打ちつけて、

「……っ！」

　声も上げずに悶もん絶ぜつ。仰あお向むけにじたばたしていると、その首元がズンと踏まれた。小さなつま先が喉のどにめり込んでいる。不良は静かになった。僅わずか数秒の出来事だ。
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　これは……この技は。実戦古こ武ぶ術じゆつとか何とかいう妙みように物ぶつ騒そうなこの技。こんなのを使うのは……。

「みっともない……。弱い者いじめはやめなさい」

　その声の主は不良の喉のどに片足をかけて立っている。そこから目線を上げていくと、形のいい足が伸びていき、短めの制服のスカートの奥へと消えた。腰こしに手を当て胸そびやかし、和水なごみにどうだと言わんばかり。和水の目は更にその上、彼女の顔に釘くぎ付づけになる。背に向けて流れるような長い黒くろ髪かみに快活そうな大きな瞳ひとみ。厳きびしく引き締められた口元。が、和水と目が合うとその口元は少し緩かん和わされたように見えた。

　そこにいるのは向むか井い歩あゆ美みだった。

「弱いくせに何やってんの？」

「……歩美……」

　和水はうまく言葉を胸の奥から吐はき出せない。

　久しぶりに歩美の声を聞いた。いや、本当は学校で何度も聞いている。別のクラスに歩美がいるのに気付いて以来、何度も声をかけようと近付いたことがあるからだ。だが、できなかった。だから、こうして面と向かって話すのは本当に久しぶりのこととなる。あの悔くいの残る別れの時以来、何年ぶりだろう。

　漠ばく然ぜんとした思いを抱かかえながら、和水は見る。

　昔と同じように、歩美の姿は頼もしい。でも、頼もしいと思ってしまう自分は不ふ甲が斐いない。

　と、歩美が半分安あん堵どし、半分怒ったように言ってくる。

「もう。まだこんなことしてるの？　気に入らないからって、いちいち喧けん嘩かとかしたらダメだよ。和水も子供じゃないんだから。我が慢まんして。大人おとなになったら？　心配させないで欲しいな。昔みたいに、また余よ計けいなことに首を突っ込んだりしてるんでしょう？」

　歩美の言葉が和水の耳を打った。

「まったく、わたしがいなかったらどうなってたことか……」

　ちら、と和水の顔を一いち瞥べつしてくる。ふぅ、と息を吐く。可愛かわいらしい顔がやや伏し目がちになった。その肌はだは卵のようにシミ一つない。だが、そんな可愛い顔をしながら未だ大男を足あし蹴げにしている。

　余計なこと？　僕ぼくがやろうとしたことは余計なこと？

　わたしがいなかったらどうなっていたことか……。

　その言葉が上から目線のように感じられて、和水は呻うめいた。

「……まただ」

　向井歩美の眼まな差ざしが上げられる。

「なあに？　どうかした？」

　歩美の言葉や態度から、和水は引け目を感じてしまう。

　自分が保護者でついていないとダメな奴やつ。そう言われているような……。今度こそは歩あゆ美みに僕ぼくがやるところを見せてやろうとしたのに、また、こうなのか。

「昔からそうだ。……いいのか？　そんな技を一般人に使って。道場に知れたら大おお目め玉だまだろ」

　向むか井い歩美は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったように口ごもり、

「……それは……」

　それから、ちょっと腹立たしげに和水なごみに言ってきた。

「絡からまれているから助けてあげたのに！　どうしてそういう言い方するの？」

「誰が助けてくれなんて頼んだ？」

　そう言い続けるうちに和水の感情は高ぶってきた。さっき歩美が言った言葉が思い出されてくる。

　不良を倒した時、歩美は何と言った？　弱い者いじめ……？　歩美はさっき確かにそう言った。弱い者……！

　そのことに思い至って、和水は悔くやしい。

「なあ？　いつ、僕が助けを呼んだ？　余よ計けいなことをしないで欲しいな」

　向井歩美は不良から足を除のける。

「ちょっと待ってよ……わたしはそんな」

「僕は昔と違うんだ。背もずっと大きくなった。……歩美も少しは変わったかと思ったのに、全然だな。投げ飛ばすとか……そういうところ、ちっとも女の子っぽくない」

　歩美の口が真ま一いち文もん字じに引かれる。そして、売り言葉に買い言葉の勢いで、

「弱いくせにこんな相手に突っかかっていくなんて。和水こそちっとも変わってないじゃない。少しは考えるようになったかと思ってたのに」

　また言った。弱い？　弱いと言ったか？　僕は彼女を助けるためにここに来た。なのに、

「これじゃぶち壊こわしだ！　こんな奴やつ、実際に殴なぐったりしなくても、反はん撃げきの意図さえ見せれば追い払はらえるのに！」

「とてもそうは見えなかったけれど？　一方的に殴られていることは暴力沙ざ汰たとは呼ばないの？」

「バットさえ折れなければ、それを振り回してこいつを追い払えたんだ」

「でも、実際はそうはならなかった。でしょう？　それに、父とうさんも弱者を救うためなら、うちの技を使ったことは許してくれる」

　和水は胸の奥の憤いきどおりをとにかく吐はき出さずにはいられなかった。たとえ、それが理り不ふ尽じんな言いがかりだとしても。

「……なぜ来たんだ？　どうしてこんな最悪なタイミングで。歩美が自分で手を出さなくても、警察を呼ぶなり方法はあっただろう？　なのに、それをしなかった。こんな不良を叩たたきのめして嬉うれしいのか？　僕を助けた？　ほんとは自分の力を使ってみたかっただけじゃないのか」

　逆に助けられるなんて、なんて失態だ。かっこ悪い。恥はずかしい。

　和水なごみは恥ち辱じよくで心を震ふるわす。そのせいで、湧わき出る言葉は刺とげ々とげしい。

　見る見る歩あゆ美みの表情が険しくなっていくのがわかった。

「……どうして、そうなの？　和水はどうして……。変わってないのね」

　歩美が顔を俯うつむかせて呟つぶやく。そこに浮かぶ表情は失望か。

　と、そこで軽やかな音が響ひびく。

「あ……！」

　と、歩美が慌あわてたように懐ふところから携帯を取りだした。

「……こんな時に！」

　中身を見て一言。そして、和水の方を窺うかがうようにして、

「もう……！　……あのね、わたしこれからバイトなの」

「……だから何だ」

「だからもう構っていられないってこと！」

　そう言うと、歩美は走り出す。と、ちょっと振り返り、

「……危ないこと、もうしないでよ！　迷めい惑わくなんだから！」

　そうして携帯を開きつつ、背を向けて去って行ってしまった。

　なんなんだ？　やってきたと思ったら、さっさと行ってしまった。僕ぼくと喧けん嘩かだけして……。

　残された和水の胸に去きよ来らいするのは後こう悔かいだ。

　どうしてこうなってしまうんだ？　ゲームの指示は間違ってなかった。なのに、結局こんな形になってしまった。仲直りするどころか喧嘩別れじゃないか。

　和水は肩かたを落としながらその場から離れる。引っくり返っている不良には目もくれない。

　しばらく歩いただろうか。人ひと気けのない道みち端ばたで足を止めた。そして、辺りを見廻す。別に誰かに見られても問題は無いのだが、気になってしまうのだ。

　辺りに人影なし。

　それでようやく納なつ得とくし、携帯端たん末まつを取りだした。

　同時に、待ちかねていたかのように端末から声が漏もれだす。

「イベント『悪あつ漢かんは道を阻はばみ、高みを目指す者はそれを除く』のクリアを確認しました」

　和水は端末の画面に目をやった。

　双六すごろくのようなゲームが映し出されていた。幾いくつものマス目が連なり、画面外へと続いている。そのマス目の内の一つに、コマが一つ置かれている。少女の姿をしたコマだ。それはとても向むか井い歩美に似ている。

「え？　これでクリアなのか？　僕は歩美を助けることに失敗したのに」

　和水は声に出して問いかけてしまった。と、

「イベントの内容と等しい事実が現実世界で発生しました。現実に悪漢は道を阻み、そして取り除かれました。イベント内容の実現がクリアの目安です。このクリアによってあなたに発生するチップはゼロ枚です」

　携帯端たん末まつからの返答。

　そうか。これでもいいのか。

　和水なごみは納なつ得とくすることにした。まだゲームに慣れていないので、加か減げんがよくわからない。

　携帯画面からまた声が囁ささやきかけてきた。

「では、再びサイコロを振って、彼女の運命を決定してください」











　　　３、情報取得フェイズ






「おっはよー！」

　そう言って、向むか井い歩あゆ美みが背後から抱だきつく。柔やわらかなタッチだ。屈くつ託たくのない笑顔。その顔が、ふと傾かしげられた。

「どうしたの？　元気なくない？　夏バテ？」

　目をくりくりさせている。

　朝の学校で、彼女の姿は実に眩まぶしい。和水は視し界かい全体が明るくなったような気分にすらなる。

「ううん、別に普通だよ」

「そお？　また遅くまで勉強してたんじゃないのー？　いっつも頑がん張ばりすぎるんだから」

「そんなことないよ。そもそも勉強じゃないし。本を読んでいただけ」

「ああ！　そういえば、この前貸してもらった本、すっごく面白かった！　ライロニア国のお話。ねえ、他ほかにもないの？」

「そうだなあー、あたしのお勧めは……」

　そう言って、元もと部べ真ま奈な美みが人差し指を顎あごに添えるのが見えた。その鼻先にはちょこんと眼鏡めがねがのっている。元部は和水のクラスメートの一人だ。おかっぱ頭で日本人形を連想させる。その清せい楚そさは着物を着たらぴったりはまるであろう。元もと部べは外見に合わせたかのように物静かで、これまで彼女が話している姿は滅めつ多たに見られなかった。だが、ここ最近は向むか井い歩あゆ美みと非常に親しん密みつだ。別のクラスの歩美がわざわざ教室にやってくるくらいである。

　そして、そういったやり取りをじっと見ているしかない和水なごみだった。

　口くち惜おしい。

　歩美と元部を見る和水の偽いつわらざる心情だ。

　本当なら、元部の役割を僕ぼくが果たしていたかもしれないのに。わかっていたのに、それを生かせなかった自分が情けない。

　そう思うと、何だか口を挟はさみたくて仕方が無くなった。だから、

「元部、ちょっといいかな」

　同級生にしてはやけに偉そうに言ってしまった。

「え……なに、かな？」

　元部は驚いたように目を丸くした。一いつ瞬しゆん口ごもる。一方、

「……」

　元部と楽しげに話していた歩美の口は閉ざされた。元部と話していた時の笑みが引っ込んでいる。

　何を警けい戒かいしているのか。それとも緊きん張ちようしてる？

　和水はそんな歩美の態度に内心やきもきしながら、でもそれを表に出さぬよう、歩美と目を合わさない。そのことに気を向けていたせいで、ややぶっきらぼうに元部に告げてしまう。

「今日きよう、元部は日につ直ちよくだろう。もっと早く学校へ来るべきじゃないのか」

「あ、そうだったね……ごめん」

　恐きよう縮しゆくする元部。だが、隣となりの歩美は……。

　和水は全くの親切心からそう注意しているつもりだ。なのに、どういうわけか歩美の表情はみるみる翳かげるばかり。

　元部はどぎまぎした様子だ。歩美と和水を見比べてくる。

　和水は一つ咳せき払ばらいし、

「まったく仕方ないな……ほら、日誌は僕が持ってきておいてあげたから。今度からしっかりしてくれ」

　気の利いたところを見せようと試みた。親切心の発はつ露ろというもの。だが、

「……ちょっと。どうして和水はそうなの？　また勝手なことを……」

　元部ではなく、隣の歩美が反応した。違うクラスの、本来なら無関係なはずの歩美がもの申してくる。どういうわけか芳かんばしくない反応だ。

　和水は内心うろたえつつ、

「勝手なことって……僕は元部のことを思って」

「もー！　だとしたら、なんでそういう風ふうな言い方をするの？　いちいち角かどが立つようなことばっかりして……！　そんなんじゃ皆から白い目で見られるんだよ？　大人おとなになれって言ったでしょう？　そういう、余よ計けいなことするのもうやめたら？」

　ぷい。歩あゆ美みは目線を外し、和水なごみから離れていってしまう。そのまま教室から出ていってしまった。ぴしゃりと閉められた教室の扉とびらが、歩美の心情を代弁している。

　どうしてだ？　なぜこうなる？

　和水がうっそりと立ち尽くしていると、その横でおどおどしていた元もと部べが控え目な声をかけてきた。その手には和水が持ってきた日につ直ちよく日誌がしっかり握にぎられている。

「あの、御調みつぎくん……日誌持ってきてくれてありがとう……」

「ん？　ああ、気にしないでくれ」

「御調くん、親切だよね。……えーとあの……昔、歩美ちゃんと何かあったの？」

「え、なに？　何か彼女から聞いたのか？」

「いいえ、ただ……いつも二人の傍そばにいると緊きん張ちよう感かんがあるっていうか……」

　そこへ同じくクラスメートの脇わき坂さかが割り込んできた。

「御調、お前なんで歩美ちゃんに対してはあんな態度ばっかなわけ？　自じ重ちようしろ。いつお前がぶん殴なぐられるか、見ててはらはらするわ」

　制服を着き崩くずした脇坂は顔をしかめてくる。

「ていうか、歩美ちゃんを苛いじめるのはファンクラブ会員ナンバー７の俺おれが許さねえ。わかってるか？　歩美ちゃん、他ほかの子にはいつも笑顔なのに、お前が相手だと強こわ張ばってんだよ」

「僕は何も行き過ぎたことはしていないつもりだが？」

「歩美ちゃんのこととなるとすぐ絡からんでいくくせに。お前、むっつりだよなー」

「何を言う」

　この脇坂というお調子者に、和水は早口で反論した。

「僕ぼくは別にただ元部に日直日誌を渡してあげただけであってそれに勝手に怒りだしたのは向こうなのだから僕は何も絡んでなどいなくてむしろ向こうが僕に絡んできているのだし他意は全くなくて僕自身は一般的善ぜん意いの第三者に過ぎないぞ」

　元部がぽつりと、

「……歩美ちゃんのこと、すっごく意識してるよね。わかるよ」

　脇坂も乗っかってくる。

「なー？　まあ、歩美ちゃんの魅力に気付いた同志として忠ちゆう告こくしてやるけど、お前もファンクラブに入れ。そして鉄の規律でもって己おのれが情じよう欲よくを律するのだ！　まずは素すぶり３００本な！」

「君が何を言っているのか全然わからない」

　和水は首を振ってやった。

　と、元部が、

「でも、意識してるっていうなら、歩あゆ美みちゃんも……」

　呟つぶやきつつ、ちら、と和水なごみを見つめてくるではないか。

「……まあ、深くは聞かないけれど……意地を張らない方がいいんじゃないかな……？」

「君も何を言っているのか全然わからない」

　和水は元もと部べに対しても同じように首を振ってやった。

　そもそも、この子が歩美と仲良くなったからいけないのではないか。

　そう思うと、和水は元部をやっかみの目で見てしまう。

　歩美に感謝されるのは、僕ぼくでも良かったはずなのだ。

『失うせたる物は、良き縁えんを生む』

　これがわかっていながら、みすみす……。

　和水は後こう悔かいと共に振り返ってしまう。

　先日、『悪あつ漢かんは道を阻はばみ……』をクリアした後のこと。

　和水はゲームの指示に従って新たにサイコロを振った。ゲームのマス目に書かれている内容が実際に歩美の身に起きるのだとわかった上での行動だ。今度こそうまくやってやる、という意気込みが和水を後押ししていた。

　そして、出た目は２。『失せたる物は、良き縁を生む』というのがマス目の指示だった。

　それを受けて向むか井い歩美の身に何が起こったかといえば、

「無い！　無い！」

　と騒さわがしいから、和水が耳そばだてるに定期を落としたのだという。授業が終わって教室から生徒が帰り始めた頃合いのことだ。何とも唐とう突とつな落とし物騒そう動どうで、英語でいうとアンナチュラル　ロスト　アーティクルか。

　これはチャンス、と和水は意を強くした。

　マス目に書かれていた内容から鑑かんがみるに、歩美の無くした定期を見つけ出してやれば、良き縁すなわち仲直りができるということではないか。

　そう思った和水は早さつ速そく定期を探し回る。通学路を目を皿のようにして歩き回り、更には駅や交番で定期の落とし物が無いか確認した。その過程で、女生徒からのみ定期をスリとる変へん態たいスリの話を聞き及び、さてはそいつが！　と手掛かりを得て意気揚よう々よう。その変態スリを追いかけて通つう勤きん通学電車を猛もうチェイス。ところが、ようやく追い詰めて定期を取り戻したところで、なぜか歩美が現れた。

「……何で人の定期のこと探し回っているの？」

　なぜそのことを知っているのか。

「僕はただ社会通念に照らして迷めい惑わく行為を行っている者を見過ごせなかっただけだ。別に歩美の定期を探してたわけじゃ全然これっぽっちもない」

「！　そのパスケースの中、まさか見てないでしょうね!?」

　そういえば、これが歩あゆ美みの定期かどうか、

「ああ、今いま確認する」

「人の物を勝手に調べるなんて信じられない！　ばか！」

　などと理り不ふ尽じんな非難を浴びてしまい、大層不ふ本ほん意いな思いをした。しかも、その定期は歩美のものではなかったのだ。骨折り損のくたびれ儲もうけ過ぎる。

　では、歩美の定期はどこへ行ったのかといえば、

「向むか井いさん、これ、美術室に落ちてたんだけど……」

「ああ……移動教室の時に……。ありがとう！　元もと部べさん！」

　とっくの昔に元部真ま奈な美みが拾ひろって保管してくれていたという落ちだ。これがきっかけで、歩美と元部は名前で呼び合うような親密な仲へ。一方和水は相も変わらず、歩美とは打ち解けられないままでいる。

　こういったわけで、和水なごみが元部に羨うらやみの眼まな差ざしを向けたとしてもむべなるかな。

　もっとも、『失うせたる物……』は向こう上じようの世界の実現のために役立つイベントだったらしい。どこがどう役に立つのか、和水にはちっとも理解できなかったが。ともかく、自分の望んだ結末とは違う不本意な物だったが、和水はこの達成で新たに１枚のチップを手に入れている。

　だが、それが和水にとってどんな慰なぐさめになるだろうか。

　なぜ、こうなってしまうのか……。

　和水は何だか遠くを見つめたくなった。

　それ以降も、今に至るまで和水はゲームを続けている。運うん命めい測そく定てい機き械かいの指示に従い、サイコロを振っては歩美に起きる出来事・イベントを決めていた。例えば、次に振ったのは『君くん子し危うきはドミノピッツァ』だ。

　これはまあ、ピザを食べると太るとかそういうことを意味するのであろう。だからピザに近寄らせるな、と。それ以外、どう解釈しようがあるというのか。そう思った和水は歩美がピザ的な物を口にするのを阻そ止しせんとした。歩美が何か食べようとしたら「待ちたまえ！」と声をかけ、その内容を確認。食べてもいいかどうか判断してやった。

　こんなに気を使ったのに、得られたのは歩美からの不ふ審しんそうな視線のみ。

「僕ぼくは歩美のためを思ってだな」

「わたしの食生活に口を挟はさむのが、わたしのためになるっていうの？」

「肥満の危険性をもっと知った方がいい。最近、太ったりしていないか？」

「……っ！　どうして、そういつもいつも余よ計けいなことを……！」

「いや、これも歩美のためにだな……」

「わたしが太ったかどうかなんて聞いていいことだと思ってるわけ？　喧けん嘩か売ってるの？　買うよ？　超高値で買うよ？　オークション市し場じよう過去最高額がくで落らく札さつしてあげようか？」

「……太ったのか？　……大だい丈じよう夫ぶ、全然そうは見えない」

「まだ値を吊つりあげるか!?」

　逆げき鱗りんに触ふれたりして命の危険を感じたりした。そして、ホントに命の危険に出くわすから世の中油断ならない。

　学食で言い争う二人の脇わきに、相撲すもう部ぶの連中が大たい挙きよして現れたのだ。黄き桜ざくら学がく園えん相撲部は伝統ある部で、その学食への勢いは肉の弾だん幕まくと呼ばれている。メシを求めて、悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとく殺さつ到とうするのだ。その地じ響ひびきは相撲部のオルガンと呼ばれ、前ぜん線せんの兵士を恐怖させた。かのチャーチルは相撲部のこの学食行ぎよう列れつを称して、学内に肉のカーテンが引かれていると演説し共産主義の脅きよう威いを訴えたなんてことは全くなかったという。

「焼きそばパン大盛りで！」

「メンチ・カツ・コロッケ盛り盛りの、天ぷら・かき揚げ上げ上げで！」

「ご飯はんライスお代わり！」

「じゃあ俺おれパンサンドイッチ五人前！」

「お好み焼き風ふうスパゲッティホットケーキミックスにでんぷん振りかけて！」

「押すなバカ！」

「わー！」

　そして将しよう棋ぎ倒だおしの大だい惨さん事じ。危うく和水なごみ達も巻き込まれるところだった。

　何でこんな時に限って相撲部が殺到するんだよ、という疑問の残る将棋倒しで、英語でいうとアンナチュラル　ノックオンだ。

　そこで運うん命めい測そく定てい機き械かいからイベントクリアと告げられる。

「？　何が？　ピザなんて関係なかったじゃないか」

「いいえ。向こう上じようのポケットは危うくドミノピッツァに巻き込まれるところでした。イベント達成です」

　和水の疑問に対し、運命測定機械はドミノのように折り重なって倒れる相撲部員達を示したものだ。

「……これがドミノ・ピッツァ……？」

　和水は茫ぼう洋ようとした気持ちを抱かかえて佇たたずむほかなかった。

　さらに和水を困こん惑わくさせたのは、ゲームのイベント内容がたまに意味不明すぎることだ。『無む駄だを省くという無駄に淫いんす』と書かれたマス目に止まった時がそうだった。歩あゆ美みを模もした駒こまがそのマス目に止まった途と端たん、

「クリアです」

　運命測定機械に告げられて、目が点になったものだ。

「え？　何もしてないぞ」

「向上はたった今、何もしていないをしています。イベント達成です」

　運命測定機械は禅ぜん問もん答どうみたいなことを言ってきた。

　まあ、これなどは止まるマスによってクリア条件が簡単なものもあれば難しいものもあるということで、深い意味は無かったらしい。

　一方で、和水なごみに将来の展望を抱いだかせるイベントもあった。『大切な物は近きにあり。しかるにこれを遠きに求む』という内容だ。例によって、イベント内容自体は何が起こるのか明確ではなかった。とにかく和水が予想するに、歩あゆ美みにとって大切な物はすぐ傍そばにあるのにそれに気付かず、それを別の場所で探し求めてしまう、ということか。となると、その大切な物は近くにあるよ、と歩美に教えてやれば高こう評価が得られるのでは？

　和水はそう考えると俄が然ぜん歩美にこの内容を言って聞かせてやりたくなる。ただ問題は、歩美の大切な物が一体何かということだ。

　……もしかして恋人とか？　遠くを探すより近くを探した方がいいよ、例えば僕ぼくなどはどうか？　そんなことを真ま面じ目めな顔して言ったら張り倒されるだろう。しかし、もし歩美が本当に彼氏的な物を探しているのだとしたら……。それは近くにいるよ、なんて教えて本当に僕ではない彼氏を見つけて仲良くなったりしたら、僕は死ぬことになる。おそらく揮き発はつ性せいを会え得とくして、全部蒸じよう発はつして消えてなくなるものと思われる。

　和水はそう考えると俄然歩美にこの内容を言って聞かせてやりたくなくなる。

　ダメだ、歩美が探している大切な物が何であるのかをまずはっきりさせなくては、下へ手たに動けない。

　以上のような結論を得て、和水は歩美の大切な物に対する内ない偵ていを試みた。

「わー！　このアイス美お味いしそうだね！」

「外国から最近やってきたアイス屋さんなんだって。綺き麗れいだし、かわいいよね」

「あー、食べに行きたいなあ。でも、遠い……」

「随ずい分ぶん遠出しないと食べに行けないね」

「わたし、今アイスに嵌はまってて！　色々探してるところなんだ。あー、食べに行っちゃおうかなー」

　内偵開始５分で判明。歩美が元もと部べ真ま奈な美みと一いつ緒しよになって雑誌を見ているところに耳をそばだてているだけでミッションコンプリートした。歩美は遠くのアイスを所しよ望もうしているようだ。ちなみに歩美はこのところいつも元部の席に入り浸びたりでキャッキャッと騒さわいでいる。

　何だ、アイスか。だがそれなら、どんと来いだ。

　和水には自信を持ってお勧めできる近場のアイスがあった。そこで、まるで元部真奈美に話しかけるように、会話に紛まぎれ込んだ。

「やれやれ。そんなアイスよりも美う味まいアイスがすぐ傍にあるのに。雑誌を見て有り難がってるようじゃ、本当に美味いアイスがわかるかどうか怪しいものだ」

「あ、御調みつぎくん」

「……喧けん嘩か売ってるの、その台詞せりふ？」

「あ、あの、御調みつぎくんの知ってる美お味いしいアイスってどんなのなの？」

　とりなすような元もと部べの問いかけに、和水なごみは得意げに答えた。

「ボードウォーク遊園地で売っているアイスさ。そこらへんの店で売ってるようなアイスとはわけが違う。あれほどの物はお目にかかったことがないね」

　ボードウォーク遊園地はこの街の郊外にある大規模娯ご楽らく施設だ。デートスポットとしても有名な場所。和水はここのアイスが美う味まいことについては大層自信がある。

「いっぺん食べに行ってみるといい。味は保証する」

　これを聞いて歩あゆ美みは感激し、僕ぼくを見る目も変わるだろう。そんな和水の思おも惑わくは、

「……それ教えたのわたしなんだけど……」

　きょとんとしたような歩美の表情に打ち砕くだかれる。

「ていうか……忘れてたの？」

　歩美がむくれた。

　あれ、そういえば……小さい頃、歩美とばあちゃんと僕とで遊園地に行った時、ボードウォークアイスを食べたんだっけ。歩美が、ここのアイス美味しいんだよ、と満面の笑みで……。

　自分に教えてくれた相手に得意げに教え返すという、とても恥はずかしい行為に和水は動揺した。あー、とか言いながら自分の席に戻る。突っ伏す。

　そこで軽やかな着信音。携帯からもごもごと運うん命めい測そく定てい機き械かいが話しかけてきているようだ。が、それを聞く気力もない。というか、周りに気付かれないよう、押さえて声が漏もれてくるのを防ぐ。

　どうせ、「イベントクリアです」とか「とっととご自由にサイコロを振ってください」とか言ってるんだろう。うるさいうるさい。

　和水はそう心の中で文句をつける。

「……そっか。でもそういえば、確かにボードウォークアイス食べてないな……」

　歩美の声が聞こえてきた。

「うん、今度食べに行ってみよう！」

　おや？　思ったより喜んでる。和水がこっそり窺うかがってみれば、歩美達はボードウォーク遊園地のことで盛り上がっているようだった。

「『大切な物は近きにあり。しかるにこれを遠きに求む』のクリアを確認しました。では、再びサイコロを振って、彼女の運命を決定してください」

　運命測定機械の指示を聞き流しつつ、和水は思ったものだ。

　もしかして、これは結構うまくいったんじゃないか？　こんな風ふうにクリアしていければ仲直りも近いかもしれない。

　こんな風に和水は着々とゲームをこなしていたが、馴なれてくるに従い不満な点も見えてくる。

　確かにこのゲームは絶対のようだ。マス目に書かれていることは必ず起きるのかもしれない。ただ、それが曖あい昧まいすぎるのだ。事後に、ああそういうことか、とようやく思い当たるのでは上う手まく活用できない。

　もっと上手いやり方は無いものか。もっと歩あゆ美みの身に具体的に何がどう起こるのか判断する方法は無いものか。

　幾いくつかのイベントを達成した後、和水なごみはそう考えるようになった。だが、それを運うん命めい測そく定てい機き械かいに問い質ただしてみたところで、

「ご自分で試行されることをお勧めします」

　と、素そっ気けない答えが返ってくるのみだ。

　運命測定機械は詳くわしいことを説明しない。いや、説明しないのはマス目に書かれている内容だけではなかった。このゲーム全体についても、詳しいことが分からない。和水は何だか宙ぶらりんな気分だ。

　そもそも、このゲームは何なのか。目的は何なんだ？　双六すごろくみたいだからゴールを目指すのか？　どうなったらゴール？

　色々とわからないことだらけだ。和水の中に生じた疑問がどんどん膨ふくらんでいったとしても仕方のないことだろう。

　そして、それが極まった時。帰宅していつものように一人で夜を過ごしていた時、遂ついに和水は携帯端たん末まつに話しかけていた。

「どうして何も教えようとしない？　何か企たくらんでるからか？」

　普段の待ち受け画面が、すぐに黒いゲーム画面へと切り替わる。その黒に重なって、バニーガールのキャラクターが顔を出した。そして、抑よく揚ようのない声。

「質問にお答えいたしますと、私にはその権けん限げんが与えられていないからです」

　怪しいものだ。

　気だるげに画面内でサイコロに寄りかかっている運命測定機械を見て、和水は眉間みけんに皺しわを寄せる。

　単に説明するのが面めん倒どうなだけなのではないか。とするならば、

「……どこかにこのゲームの内容を説明したテキストは無いのか？」

　和水は言いながら、携帯端末をあちこち操作してみる。

　普通、ゲームには説明書がついているものだ。こいつに一つ一つ聞くより、まとめて書かれたルールブックのようなものがあればそっちの方が早い。

「質問にお答えしますと、ございません」

　と、和水は黒い背景の中に真っ黒な丸の形をしたアイコンが表示されているのに気付く。非常に見づらい。和水は深く考えもせず、それをタッチした。

　画面が切り替わる。

「おい、何だこれは。あるじゃないか」

　スレッド一いち覧らん表ひようと表示された画面。その一番上に、

『ライフ・マニピュレーターとはどんなゲームか？』

　そんな表題を冠かんされたテキストが示されていた。

　これを開けば、このゲームの詳くわしい内容がわかるはずだ。

　そう意気込んだ和水なごみを、運うん命めい測そく定てい機き械かいの声がいなしてくる。

「あなたの間違いを正す必要を認めます。これは、私が用意したゲームの内容説明、といった類たぐいのものではありません」

「何だって？　じゃあ、何なんだ」

「このテキストは１プレイヤーが記したものであり、私が関与したものではないことを理解願います」

「１プレイヤー……？　ちょっと待て。僕ぼくの他ほかにも、このゲームをやっているプレイヤーがいるってことか」

「端たん的てきにいうと、そうです」

　そう言うと、運命測定機械は画面のスレッド一覧表の陰に隠かくれる。

　一覧表にはこの『ライフ・マニピュレーターとはどんなゲームか？』の他にも『情報交こう換かん求む』『ヘルプ！』『マジになってやってる奴やつって何なの？』『オフつまんね』『これ読んだ人は死にまーす』『りんごとミカンはどっちがバナナ？』『こちとらこの一しごきに命懸かけてんだよ！』『草食系けいインド人』といったスレッド名が並んでいる。

　和水は意味がわからないスレッドは放っておいて、とにかく『ライフ・マニピュレーターとはどんなゲームか？』を開くことにした。とにかく、少しでもこのゲームのことを知りたかったからだ。自分の他にもこのゲームに参加している者がいる、という情報だけでも大きな前進といえる。更に、そのプレイヤーがこのゲームについて何か知っていることを書き込んでいるかもしれない。

　和水がスレッド名にタッチすると、テキスト内容が表示された。

「『ライフ・マニピュレーターとはどんなゲームか？』

　プレイヤーは、まずポケットを自分の駒こまとして選せん択たくすることとなります。

　ポケットとはこの世界の運命を決定づける人間のことです。各ポケットはそれぞれ隷れい従じゆうや博愛といった未来をもたらすと言われています。

　言ってみれば、ポケットとはキーマンとなる人物です。世界が変容していくのに必要な中心人物。ポケットがいる限り、世界はそのポケットの司つかさどる運命へと流れていく可能性があります。ポケットが死亡するなどすれば、そのポケットの表す世界へと向かう流れは止まります。その運命は選択されなかったことになるのです。

　運命の落ち行く穴（ポケット）。運命測定機械はそういう意味でポケットと名付けたようです。

　プレイヤーはポケットのもたらす未来を現実のものとするために、ポケット達を操作することとなるでしょう」

　僕ぼくの例でいえば、向こう上じようのポケットであるという歩あゆ美みを操作することで、向上の未来を実現させるということか。それがこのゲームの目的か。

　和水なごみはいまいちピンとこない。別に自分はこの世界を向上の世界にしてやろう、なんて意気込んでゲームを始めたわけではないからだ。歩美しか選べるポケットはいなかったのだし、それが歩美だったからこそゲームをしてみようという気になった。それだけだ。

「もちろん、そう簡単に自分のポケットの未来を実現できるわけもありません。邪じや魔まが入るでしょう。そして、その邪魔をする相手というのは自分以外のプレイヤーやポケットということになります。この世界の未来を決定できるポケットはたった一人なのです。だから、そのたった一人の座を巡めぐってポケット達は相争い、脱落していくこととなります」

　向上の未来とやらの実現をさほど望んでいない僕にはあまり関係なさそうだ。やりたいポケット同士で勝手に決めたらいい。そう思った和水だったが、それに続く内容に戸と惑まどわざるを得ない。

「運うん命めい測そく定てい機き械かいの目的は、我々プレイヤーに世界の未来を選せん択たくさせることにあるようです。そのために様々なゲームを設定してきます。

　これら運命測定機械の用意したゲームで、最後まで勝ち残ったポケットがその世界の未来として選ばれたこととなります。

　では、選ばれなかったポケットは？　勝ち残れなかったポケットはどうなるのか？　確かなことは言えませんが、あまり愉ゆ快かいなことにはならないはずです。選ばれなかった運命に未来は無いのですから」

　歩美がこのゲームで勝ち残れなかった場合、歩美の身にはあまり良くないことが起きる。そう、このスレッドを書いた者は主張している。本当だろうか？　何の根こん拠きよもない話ではないか。

「私の経験上、このゲームにはおそらく12人前後のポケットが存在しているはずです。そして、それを駒こまとして操作するプレイヤーもまた、それと同数存在するでしょう」

　なぜ、このテキストを書き込んだ者はそんなことを知っているのだろう。よほど、このゲームについて経験を積んでいるのか？　やり込んでいるのか？

　和水はこのスレッドの冒ぼう頭とう部分を確認した。【白ネズミ】というハンドルネームでこのスレッドが立てられたとわかる。

「このゲームで、プレイヤーが持つチップはポケットを補助するために使用されます。チップを消費することで、自分のポケットに有利なようにゲームを操作できるはずです。運命測定機械にそのような取引を持ち掛けた場合、おそらく彼女はそれを受け入れるでしょう」

　チップとやらの意義についても書かれていた。うまく利用すれば、自分の望むようにゲームをコントロールできるらしい。

　運命測定機械が、チップの数がプレイヤーの力となる、といったのはこういう意味か。

　と、【白ネズミ】のものでない書き込みがスレッド内に書き込まれていた。このスレッドを読んでいた者がコメントしたものらしい。

「突然の質問ですいません。このゲームで勝ち残れなかったポケットについてなのですが、具体的にはどうなってしまうのでしょうか？　命の危険に晒さらされたりなんてことはあるのですか？」

　それは【クジラ島じま】というハンドルネームで書きこまれている。和水なごみはその名前に郷きよう愁しゆうを覚えた。

　頭をふとよぎるのは、青い小山のようなオブジェ。小さい頃行った遊園地にそういう名前のオブジェがあったのだ。迷子まいごになったらクジラ島へ集まろう。そう言われたっけ。このプレイヤーもあの遊園地に行ったことがあるのだろうな。それでそんな名前を……懐なつかしすぎる。

　そして、そのまま【白ネズミ】からの返答を読みふける。

「断定はできませんが、勝ち残れなかったポケットはこの世界に最も早はや影響を及ぼすことができない状態に陥おちいるものと思われます。死ぬのか、存在が消えてしまうのか。いずれにせよ、もしあなたの大事な人がポケットとなっているのなら、細心の注意を払はらうべきです」

　おいおい、冗じよう談だんではないぞ。

　和水は首を振った。

　もしゲームで勝ち残れなかったら、歩あゆ美みが死ぬ？　歩美の存在がこの世から消えてしまう？　こんなゲームで？　まさか！

　そうは思いつつも、不ふ吉きつな書き込みに和水の心は穏おだやかでない。

「なら勝ち残ればいいだけじゃん」

【Ｋオス】というハンドルネームが嚙かみ付いていた。

「自分のポケットが消えるのが嫌いやなら、他ほかのポケット達をやっつけて生き残ればいいだけの話でしょ？　大体、あんたの書き込みが正しいなんてわかんないじゃん。ほんとに一人しか勝ち残れないの？　この世界の未来として選ばれなかったポケットはほんとに消えちゃうの？　あんた、それに命懸かけられんの？」

【Ｋオス】のコメントから刺とげ々とげしい物を感じる。それに対する【白ネズミ】の返答は明快な物ではなかった。迷っているかのような書きぶりで、

「運うん命めい測そく定てい機き械かいのゲームは危険な結果をもたらす。それは、私が経験から得た結論です。とはいえ、確かに決して私の言うことが正しいとは限りません。もしかすると、誰も傷つかないで済む方法があるのかもしれません。ただ、今の私にできることは、このゲームに参加しているプレイヤー全員に警けい鐘しようを鳴らすことだけなのです」

【Ｋオス】はそれに対して長文で返していた。

「は？　あんた、妄もう想そう書き散らしてどうするつもり？　俺おれはこのゲームで上う手まいことやってるし、あんた何の目的があってそんな萎なえること言うわけ？　気分悪いんだけど。ゲームの邪じや魔ましたいの？　それとも、他ほかのプレイヤーを萎なえさせてその隙すきに自分がいい目を見ようって作戦？　プロパガンダ？　ゲームやめれば？　そんなにこのゲームが気に食わないなら。ていうかさ～（略）～」

　以降は【白ネズミ】と【Ｋオス】の間で水みず掛かけ論が続いていた。

　このゲームは危険だ、気をつけろと警告する【白ネズミ】に対し、その根こん拠きよは？　と問い掛け続ける【Ｋオス】という形だ。いや、一方的に【Ｋオス】が【白ネズミ】に対して敵意をむき出しにしているというべきか。【白ネズミ】がどのような言葉で語りかけようと、【Ｋオス】は汚きたない言葉で【白ネズミ】をあげつらうばかり。けれど、【白ネズミ】はそこまでされても諦あきらめようとしない。警告を発し続けている。ここまで叩たたかれれば普通は嫌いやになって放り出してしまうだろう。なのに【白ネズミ】は罵ののしり返すこともせず、愚ぐ直ちよくなまでに危険を訴え続けていた。【白ネズミ】にはそうせざるを得ないほどの危機感があるらしい。ということはつまり、そんな危機感を持つくらいこのゲームに詳くわしいということでもある。

　どう考えたものだろう。

　和水なごみは口をへの字にして天てん井じようを見た。

　ポケットである歩あゆ美みの身が危険かもしれないという話、本当だったら……。だが、このゲームの概がい要ようが少しはわかった気がする。

　たとえ、この話が本当だったとしてもうまくやればいい。歩美との仲を改善できるようにゲームを続ける。危険があるといっても、【Ｋオス】が書いているように勝ち残ればいいだけだ。もしくは行き詰まって嫌になったら途と中ちゆうでゲームを止やめればいいだろう。

　そうとなれば、もう少しゲームに役立つ情報が欲しい。例えば、マス目の内容が具体的に何を意味しているのか、うまく判別するスレッドは無いだろうか。いやそれよりも、ゲームに精通している人間に直接教えてもらうという方法もある……。

　どうしたらゲームを上う手まく進められるか。そのことに気を取られている和水は、既すでにゲームにのめり込んでいるといっていい。【白ネズミ】と【Ｋオス】のやり取りを見て、【白ネズミ】からならもっと詳しい話を聞けるかも、と胸むな算ざん用ようしてしまうくらいだ。

　他のスレッドも見てみれば、更に役立つ内容があるかもしれない。

　和水は、海水を飲んだ難なん破ぱ者しやがさらに海水を求めるかのように、他のスレッドを開いた。『ヘルプ！』と書かれたスレッドだ。ＰＣなどで操作法がわからなかった時に使うヘルプ機能のようなものを期待したのだ。

「『ヘルプ！』

　変な奴やつに付きまとわれてる！　もうやだ！　誰か何とかして！」

　悲痛な叫びが書き込まれている。書き込み者の名前は【ありんす】とある。

　それに引き続いて書き込まれたコメントは、

「それ、俺おれ」

「いやいや、俺おれだよ」

「じゃあ僕ぼくも」

　ふざけていた。こんなことを喜んで書き込んでいるのがプレイヤーなのか。和水なごみは眉まゆをひそめてしまう。

【ありんす】がまた書き込んでいた。

「ふざけないで！　もうやめて！　ここ見てるんでしょう？　巻き込むのはやめてよ！」

「落ちつけよ」

「トイレにでもいって落ち着け」

「僕がトイレさ！」

「じゃあ、俺も」

「いや待て。ありんすが女の子だったらともかく、おっさんだったら取り返しつかないだろ」

　必死の訴えをまともに取り合おうともしていない。何か和水は気分が悪くなってきた。

　と、次のコメント。

「【ありんす】は吉きつ祥しよう中学２年Ｃ組の佐さ原はら真ま帆ほ。リアル女子中学生。読モやってる」

「マジで？」

「俺、トイレになるよ」

「ありんすちゃんは天使」

「中学生なんてババアだろ」

　ていうか「ありんすちゃんは天使」とか書き込んでるの【Ｋオス】じゃないか。何やってんだこいつ。

　と、スレッドに変化があった。

「やめて！　消して！」

　という【ありんす】の書き込み。それ以降もコメントが続いていたようだが、和水は耐えきれず閉じた。溜ため息を吐つく。

　正直、ゲームの役にはこれっぽっちも立たない。【ありんす】がこの後どうなったのかちょっと心配ではあるが、ここはもう二度と見たくない。何か嫌いやな気分になる。プレイヤー達の悪意を見せつけられているような気分だ。他ほかのスレッドもこんなものばかりなのだろうか。だとしたら、『ライフ・マニピュレーターとはどんなゲームか？』以外のスレッドは駄だ目めだ。とても目を通せない。疲れた……。

　と、考えに耽ふける和水の耳元へ、運うん命めい測そく定てい機き械かいからの唆そそのかすような呼びかけが届く。

「それでは、再びサイコロを振って、向こう上じようの運命を決定してください」











　　　４、第一戦闘フェイズ






　これは……。

　和水なごみはそのマスに目を奪うばわれる。携帯端たん末まつに表示されたゲームのマス目の数々。一本の道となって連なるその内の一つに、看かん過かできぬものがあった。

『和解、明るい歌声に雪崩なだれは消える花も咲く』

　和解。これはまた、このゲームにしてはかなり例示的な内容ではないだろうか。文字通り、歩あゆ美みが和解するという意味であろう。誰と？　もちろん、今現在歩美と仲なか睦むつまじからざる者、すなわち僕ぼくと、だ。歩美と僕は和解して刺とげ々とげしい関係も氷解、遂ついにバラ色の未来が訪れるということに違いない。

　和水はそう思った。というか、そう思い込むことにした。

　狙ねらうしかない。

　和水の口元が引き締まる。

　そのマスは今、駒こまがあるマスから数えて５つ目だ。

『乾かわいた大河を泳ぎて、命冥みよう加がを得る』

『災わざわいは招きやすく返し難い。幸いは招き難く返しやすい』

『英雄は称たたえるべし。されど、怪物無くして英雄なし』

『深しん淵えんを覗のぞく時、深淵もまたこちらを覗く』

　と、そのマスまで曖あい昧まいな警句めいた言葉が続いている。

　とにかく、サイコロの目で５さえでれば全すべて上う手まくいく。自分の望んでいた結果が得られるのだ。

　和水は気合を入れてサイコロを振った。

　舌した打うちする。

　６だ。行き過ぎてしまった。

　歩美の姿をした駒が跳はねるように移動していく。そして、止まったマスに書かれている内容は、

『恐怖は人知れず忍び寄るもの』

　これは何を意味しているのだろう。歩美の身に、何か恐怖を引き起こすような良からぬことが起きるということか。しかも、人知れず気付かれないうちに。

　和水はもう一度舌打ちしてしまった。

　この内容では曖昧すぎる。具体的に何が起こるのか、どうにも判断できない。悪いことが起きそうだ、と仄ほのめかしているのはわかる。だが、これではまた実際に物事が起きてから、ああそういうことか、で終わってしまう。

　ならば、と和水なごみは携帯端たん末まつを注視した。黒い背景に隠かくれるようにあった黒丸アイコン。そのアイコンは、通常の待ち受け画面でも背景に溶け込むような色をして現れるようになっていた。それを再びタッチする。そうすることで、このゲームに付属している掲示板へと移動した。

　目もく論ろ見みがあった。『ライフ・マニピュレーターとはどんなゲームか？』へのコメント。和水はそこに書き込む。

「僕ぼくも質問を。マス目に書かれている内容が曖あい昧まいで、具体的にどういうことが起きるのかさっぱり分からなくて困っている。知恵を貸してほしい。『恐怖は人知れず忍び寄るもの』という内容なのだが……」

　それだけコメント欄らんに書き込むと投とう稿こうした。その際、自分のハンドルネームはノーネームで済ます。

　ここにいる【白ネズミ】はこのゲームに造ぞう詣けいが深いようだ。何らかの助言を得られる可能性はあるだろう。

　その和水の期待は裏切られない。翌朝、和水のコメントに対する返答が書き込まれていた。

「はじめまして、ノーネームさん。ご質問の内容について、確かなことは言えませんが、あなたのポケットには危険が迫っているようです。その危険が実際にどんなものか、というのがあなたの知りたいことですよね。これについては、ポケットと近しいあなたの方が詳くわしいと思います。何か心当たりはありませんか？　あなたのポケットを恨うらんでいたり、妬ねたんでいる人はいませんか？　あなたのポケットは何か危険な物を所持していたり、その近くで生活していませんか？　それとも、どこか危険な場所へ旅する予定があるとか。それらに備えるのは、あなたのポケットを守るのに有益なことだと思います。せっかくコメントくださったのに、こんな答えしかできなくてすいません」

　和水はその答えを読んで、思い浮かべる。

　歩あゆ美みを恨んでいる人？　友人は多いようだし、学校で歩美を悪く言っている者を見たことは無い。となると、歩美は何か危ない物でも持っている？　毒とか爆ばく発はつ物とか？　ありえないな。歩美の体たい得とくしている武術の方がよっぽど危険だ。となると、歩美がどこかにでかけてそこで危険に巻き込まれるということか。しかし今の時期、毎日授業もあるのに歩美がどこかへ遠出するとは思えない。旅行に行くはずもないだろう。

　和水は唸うなってしまった。

　だめだ。歩美に迫る危険に思い当たる節ふしが無い。

　もう一度【白ネズミ】に相談してみようと携帯端末を覗のぞき込む。と、その眉まゆをひそめてしまった。【白ネズミ】のコメントとほぼ時間を同じくしてまた別のコメントが書き込まれていたのに気付いたからだ。

「こいつは危険を煽あおるだけだ」

【Ｋオス】の書き込みだとすぐにわかった。【白ネズミ】のコメントに嚙かみ付いている。

「いつも不確かなことを言っている。確かなことを言えないんだったら黙だまってろ。お前も気をつけろよ。こいつは親切面づらして口出しして、お前の情報を聞き出そうとしてる。何か企たくらんでるのさ。お前やお前のポケットを特定しようとしてるんだ。他人の正体を探ってこそこそしてる、それこそ名前通りのネズミ野や郎ろうが」

【白ネズミ】の書き込みから幾いく分ふんも経たっていない。驚くべき早さのコメントといえよう。

　和水なごみは自分が非難されたわけでもないのに、息苦しさを感じた。【Ｋオス】の悪意を見せつけられて、息が詰まりそうな気分だ。

　自分の書き込みのせいで、これ以上場が荒れるのは気が重い。

「回答に感謝する。参考になった」

　和水は【白ネズミ】へのお礼のコメントだけ書いて【Ｋオス】は無視した。

　なんでこいつはこんなに【白ネズミ】に粘ねん着ちやくしてるんだろう。よっぽど腹に据すえかねることでもあったのだろうか。【白ネズミ】のコメントの内の何かが図ず星ぼしだったから逆上しているとか？　いずれにせよ、こんな【白ネズミ】のコメントをずっと待ち伏せて見張っているような行動は気味が悪い。

　……待ち伏せ……粘着……。

　和水ははっとした。いた。思い当たった。歩美を恨うらんでいる者。人知れず忍び寄る恐怖。

　あの不良だ。

　和水の頭の中に、柄がらの悪い大男の顔が浮かんだ。黒いサングラスをかけて、舐なめた口く調ちようを改めなかった奴やつ。

　あいつは歩美を襲おそおうとして、返り討うちにあった。僕の知っている、歩美に恨みを持っていそうな人間といえばあいつくらいだ。今度は人知れず、すなわち闇やみ討うちでもしようとしているのではないか。

　と、和水は不ふ敵てきな笑みを浮かべる。

　上等だ。それなら、今度こそ僕ぼくの手でぶっ倒してやる。この前は不運にもバットがすっぽ抜けてしまったが、今度はそうはいかない。僕にとってもリベンジだ。そして、歩美に僕の雄ゆう姿しを見せつけるいい機会となる。

　そうと決まれば、この前と同じように歩美の身辺に気を配らなければならない。あの不良は再び歩美に接せつ触しよくを図ろうとするはずだ。今日きようは早く家を出よう。学校までの道の途と中ちゆう、あいつを探すのだ。不良がいつ、どこで歩美を襲おうとするのか、そこまで明確にわかればいいのに。

　自分１人だけの朝食を手早く済ませると、和水は身み支じ度たくを整えた。もちろん、その身支度の中にはバットが含まれている。新品だ。

　早く行かないと、自分が見つけ出すより先に歩美が襲われてしまうかもしれない。

　そう思うと気が急せいた。

　そこで和水は　おや？　と再び携帯端たん末まつに注目する。画面にはゲーム掲示板が表示されたままになっていたが、そこに新たなコメントが寄せられているではないか。ほんの少し前に投とう稿こうされたものらしい。

　それは和水なごみに向けてのコメントだった。

「もしあなたのポケットに危険が迫っているなら、ポケット本人にそのことを教えた方が良くありませんか？　警告を与えておけば、ポケット本人も気をつけると思います」

　コメント主は【クジラ島じま】とあった。以前、【白ネズミ】に質問していたプレイヤーだ。

　そのコメントに和水は考え込む。

　このプレイヤーは優しい良い人なのかもしれない。歩あゆ美みの身を案じてくれている。見も知らない無関係な相手のことを心配しているのだ。そして、その内容も的まとを射ているだろう。そう言われるとそうなのだ。歩美本人がこれから不良に襲おそわれると知っていれば、おそらく危険は減る。

　和水はもう一度、【クジラ島】の言うことを頭の中で反はん芻すうした。

　……ただ、歩美がこれから自分の身に何が起こるか知り、身辺に注意を払はらうようになったとしたら……『恐怖は人知れず忍び寄るもの』は成り立たなくなってしまわないか？　何が起こるか事前にわかっていたら、それは恐怖でも忍び寄るでもなんでもない。マスに書かれた内容は現実に起こるというのに、矛む盾じゆんしてしまう。かもしれない。

　というか、本当はこっちの方が大きな理由なのだが……歩美が僕ぼくの言うことを信じてくれるだろうか？

　そう考えた和水は、【クジラ島】の助言から目をそらした。

　そうだ。歩美には言わない方がいい。

「歩美、お前この前の不良にまた狙ねらわれてるから気をつけろ」

　そう言ったところで、何であなたがそんなこと知ってるの？　何か根こん拠きよがあっての話でしょうね？　なんて問い詰められるのが目に見えるようだ。それに対して、

「いや、ゲームでそう決まってるから」

　って答えるのか？　それじゃバカだと思われる。

　和水は携帯端たん末まつを仕し舞まい込む。強い決意で表情が引き締まっていた。

　僕がやる。これは歩美のためでもあるのだ。いや、歩美のためなのだ。歩美をつけ狙う不良を僕が追い払う。絶対守る。歩美に危ない真ま似ねはさせない。歩美に害をもたらす奴やつをやっつけるのだから、歩美のためになるに決まってる。

　だが、どうしても心に引っかかる思いは完全には消し去れない。

　……本当にこれでいいのか？　本当は、僕は自分の都合のために歩美を危ない目に遭あわせようとしているのではないか？　彼女に危険が迫っているのに、そのことを教えてやらないのだから。見て見ぬふり。それは正しいことなのだろうか。歩美のことが本当に大切なら、たとえ自分がバカにされようとも、歩美に警告しておくべきではないのか？




　和水なごみは通学路で網を張った。例の不良がまた歩あゆ美みに絡からむとしたらここだろう、という人通りの少ない場所。民家と民家の間の高い塀へいに囲まれた一角だった。学校までの道のりの中では、不意を討うつのにうってつけの場所だ。それに、まさか朝っぱらから襲おそわれるとは誰も思わない。『恐怖は人知れず忍び寄るもの』に時も場所も合がつ致ちしている。不良が待ち伏せするとしたら今この場所に違いない。和水はそう判断した。だからこそ、バットを構えてそこの物陰に待機している。

　だが、時と場所は合っていたとしても、そこに来る人が違っていた。

「あれ？　どうした御調みつぎ？　お前、こんな朝早くに学校か？」

　何者かが路地へ足を踏み入れる音に身を固くしていた和水。その和水に何者かが呼びかけてくるではないか。その声は、

「脇わき坂さかか……」

　和水から力が抜ける。同じクラスの軽けい薄はくな男だ。別に親しいというわけではない。口も軽いし、ノリも軽い。和水は胡乱うろんな目つきで脇坂を見た。

　僕ぼくは姿を隠かくしていたというのにどうやって見つけたのか。こいつ、どこか動物めいた嗅きゆう覚かくでも持っているのかもしれない。

　着き崩くずした制服をだらしなく垂たらしながら、脇坂は頭を搔かく。ついでに大きな欠伸あくびを一つ。

「朝練か？　まあいいや。一いつ緒しよに学校いこーぜ」

「いや、僕はここで……」

「ここで、なに？」

　不良を待ち伏せしないといけないから、とは言えず和水は口ごもる。

「？　何だよ？　ここで何かあるのか？」

　ええい、面めん倒どうくさい奴やつに見つかってしまった。和水は誤ご魔ま化かそうと、逆に脇坂に問いかけた。

「お前こそ、こんな朝早くにどうしたんだ」

「え、俺おれ？　俺は朝練だよ」

「お前、何か部活に入っていたか？」

「入ってるよ。それも掛け持ちでいくつもな」

　こいつがそんなに運動神経がいいとは知らなかった。和水は脇坂のことを少し見直した。

「へえ。何部に入ってるんだ？」

「あれ、言わなかったっけ？　向むか井い歩美ファンクラブとか……」

「それは部活とは言わない」

「他ほかにも２年の橘たちばな先せん輩ぱいファンクラブにも入ってるしサナコ生徒会長親衛隊にも入ってる。これでも俺幹部だし、粛しゆく正せいとかで忙しいんだぜ？」

　和水の言うことなどまるで聞いていない風ふうに、脇坂は話を続ける。和水は顔をしかめた。

「お前、僕ぼくのことバカにしてるのか？」

「？　なんで？」

　まるで理解不能といった面おも持もち。小首を傾かしげた様さまはとぼけているとはとても思えない。

　ああ、こいつは幸せな奴やつなのだな。と、和水なごみは納なつ得とくした。

「……大体お前、ファンクラブとかで朝練って何するんだよ」

「そりゃ色々さ。まず俺おれらのアイドルの周りに男の気配がないかどうかの定期報告。その後筋トレだな」

「な、ん、の、た、め、に？」

　和水は割と本気の力を込めて疑問を呈ていした。

「俺らはいつ彼女達が危険に晒さらされても助けられるように備えなきゃならん。それこそが真のファンというものだ。彼女達が困っていたら身を呈して助ける！　いざってときのために体を鍛きたえておくのは当然だろ？　さらに、どんなシチュエーションだろうと問題ないよう、予あらかじめイメトレしておくのも重要だな。例えば今日きようの朝練では、学校がゾンビで囲まれた場合俺達は学園のアイドル達をどうやって守り抜くか、ってのを課題にしようと思ってる。俺が思うに食料と武器の調達が第一なわけで、まず購買を占せん拠きよしてだな……」

「わかった理解した黙だまれ」

　和水は脇わき坂さかの妄もう想そう作戦案を遮さえぎった。

「……とにかくお前のその熱意だけは買う。どうしてそこまで思い込めるのかはわからないが。そんなに彼女達のことを思うなら告白でもすればいいだろうに」

「俺達はいわばユニコーンだからな。清純な乙女おとめを守るために尽じん力りよくするのは当たり前。その清純な乙女を自分達の手で汚けがすことは絶対にない」

　誇ほこりに満ちた眼まな差ざしだった。

「人は俺達のことをユニコーン隊と呼ぶ」

　初耳だ。とてもどうでもいい。和水は愛の反意語である無関心を眼差しに宿す。

「やべえ、遅れる！」

　脇坂ははっとした様子だ。携帯端たん末まつを覗のぞきこんでいた。

「で、俺はもう学校行くけど、お前は行かないの？」

　脇坂は今にも駆かけ出さんと足をバタバタさせている。

「僕はゆっくり行く。先に行ってくれ」

「そっか。じゃ、お先！　でも、殺気丸出しでバット構えて物陰に隠かくれてるなんて怖いからほどほどにしとけよ！　通報されっぞ！」

　脇坂は最後に言い置いて走り去ってしまった。

　言われた和水はちょっと虚きよを突かれた格かつ好こうだ。

　そんなに目立っているのか、僕は？




　放課後になる頃には噂うわさになっていた。本当に目立っていたらしい。というか、脇わき坂さかが言い触ふらしたのだろう。

「御調みつぎの奴やつ、朝っぱらからバット持って誰か待ち伏せしてて超ビビった！　ていうかウケル！」

「へえー、誰と喧けん嘩かするつもりだったんだろ？」

「結構見た目と違って危ない奴だよな」

　みたいな声がちらほら聞こえ、和水なごみは大層居心地悪い。

　それらの声はどうやら歩あゆ美みにも届いていたようで、学校に居る間、しばしば物問いたげな視線を向けられたりした。和水は針はりの筵むしろに座らせられているような感覚を覚える。

　歩美に僕ぼくのやろうとしていることを知られたら、止められるに違いない。

　そう思うから、

「あの……ちょっといい？」

　何か言いたげな歩美が向こうから話しかけてきた時、誤ご魔ま化かさざるを得なくなる。そのために、丁ちよう度ど傍そばにいた元もと部べに、

「そ、そういえば、元部って誰かと付き合ってるのか？」

　何がそういえばなのか意味不明だがそう問いかけ、

「え？　あの……いないけど」

「そうか。とても魅み力りよく的なのだから居てもおかしくないのにな。はっはっは」

「え？　あの……え？　え？」

　赤面させ、しどろもどろにしたりした。そのやり取りを見ていた歩美は途と端たんに無言になり、ぷいと姿を消してくれたので難なん儀ぎを逃れたという次第だ。

　そうこうするうちに授業が終わる。物問いたげな周囲の目から解放されて、和水はほっとした。すぐに学校から飛び出し、再び不良を先回りせんとする。

　まったく、あの不良め。早く来ないからいらん恥はじをかいたじゃないか。さっさとやってきて僕にやられればいいのに。

　和水は今度は例の通学路途と中ちゆうで待ち伏せしたりせず、通学路全体を巡じゆん回かいするようにした。

　一つところで待ち伏せしてると好こう奇きの目で見られてしまう。あくまで自然にふるまおう。下校途中ですよ、と言わんばかりの顔で。

　そんな目もく論ろ見みを抱いだいた和水の前に現れたのは、やはりまた不良ではなく別の者。

「和水！　ちょっと待ってってば！」

　背後から駆かけ寄る音。振り返れば歩美がいた。肩かたで息をしている様子。学校から走ってきたようだ。

「……話があるの！　さっきからわたしを避さけて、何さっさと帰ってるのよ」

　また思おも惑わく違いだ。不良が来る前に歩美に見つかってしまった。これじゃまたいいところを見せられない。

　そう思うと、和水なごみはいら立ちを覚える。自分の予定通りに進まないのが不満だった。だから、

「なんだよ……どうして今ここへ来たんだ、歩あゆ美み」

　来るのはいいけど、もう少し後で来てくれよ。和水は心の中で呟つぶやいた。

　僕ぼくが不良を叩たたきのめして「君のことをつけ狙ねらっていたみたいだから片付けておいたよ」とさらりと格かつ好こうつける計画が台無しだ。だって歩美がこの場に居たら、僕が不良をやっつける前に歩美自身が不良を返り討うちしてしまうだろうから。

　歩美の顔がぱっと和水の方を向く。不満そうな口ぶりを聞きつけたらしい。

「……何だか戦う気満々って感じだね……言ってた通りだ。またバカなことするつもりなのね。危ないことに巻き込まれてるのなら、帰りなさいよ」

「は？」

「だから心配させないで。バット持ってうろうろしてちゃ駄だ目め」

　口を真ま一いち文もん字じに引いている。真剣な表情だ。

　こういう顔は昔よく見た。僕を止めようとする時の顔。僕を守ろうという時の顔。でも、それじゃダメだ。今度は僕が守る番なんだ。

「断る。むしろ、歩美の方こそ大人おとなしくしていてくれ。これから何が起こっても、手を出したりしないでほしい」

「……まったく……どうしてそうなの？」

　和水は悪戯いたずらを見つけられた子供みたいな気分になった。強がるように言い返す。

「別に僕はふざけてるわけでも、遊びでうろうろしているわけでもないんだ」

「じゃあもう知らないから！　わたし帰るよ？」

「気をつけてな」

　歩美はちっとも帰ろうとしないのだ。腕うで組ぐみし、口を尖とがらせる。

「だからそうじゃなくて……ああ、もう！」

　今にも地じ団だん太だを踏みそう。

「なんなんだよ。僕がここにいようがいまいが、いいだろ、別に」

「いい訳ないでしょ」

　歩美は撥はね退のけた。

「危ないことするのはやめて。何度も言わせないで。その……和水が無茶するのって、見てられない。呆あきれちゃう。冷静になってよ」

　さすがに和水はむっとした。頭ごなしに過ぎるではないか。

「……無む茶ちやでも何でも、僕はやらなくちゃいけないんだ」

　やらないと前に進めない。歩美が倒したあの不良。あいつに負けたままではいつまで経たっても歩美に追いつけない。対等な関係になれない気がする。歩美に、こんな不良は僕にとっても大したことない相手だ、と見せつけたかったのだ。ちゃんと歩あゆ美みを守れる男なのだ、と。なのに……。

「和水なごみには無理だよ……」

　歩美が言げん下かに否定したものだから、和水の傷は深くなる。

「バカなことを考えてないで逃げて」

　逃げろときた。和水は苦い笑いを浮かべる。

　そんなに僕ぼくは頼りない男だと思われているのか。歩美には容た易やすいあの不良も、僕には手に負えないから逃げろ、と。僕はどれだけ歩美の下に思われてるんだろう。

「……嫌いやだ」

　和水は短く吐はき出した。

「誰が逃げるか。僕がやる」

　こうなると、最も早はや言葉は邪じや魔まな気がした。和水は視線を巡めぐらす。いい加減、そろそろ不良が出てきてもいい頃だ。

「何を言っているの？　本当に危ないから。意地張らないで」

　歩美はそれでも言葉を止めない。僕を案ずるその言葉の一つ一つが刺ささるというのに。

　和水はそう思いつつ、不良を目だけで探す。待ち焦こがれていると言っていい。この状況を打ち破ってくれる敵てき……。

「あんな奴やつ、怖くもなんともない！　今度は絶対勝つ。この前はバットが折れたりしたからあんなことになったけれど、今度はそうはいかない」

「もー！　なんでそう意い固こ地じなの!?　昔からそういう融ゆう通ずうの利かないところが……！」

「君こそ自分で何でもやろうとして、僕だって役に立とうと……！」

　くそ。なんでいつまで経たっても来ないんだよ、あの不良！　ていうか、あれ？　……何かおかしい……？

「……ちょっと待って」

　普段ならこのまま喧けん々けん諤がく々がくやり始めるところ、歩美がストップをかけてきた。和水は機先を制されて戸と惑まどう。

「……っと、なんだ？」

「……なんでこんなに静かなの？」

　それは和水も思っていたことだ。

　駅へと向かう交差点。二人が立つのはその傍そばの歩道橋だ。車やトラックが音たてて通り過ぎ、歩行者は信号待ちをしたりしている。普段なら。なのに、どういうわけかその時に限って人通りがない。車も通らない。不意に訪れた静けさ。不自然な沈ちん黙もくだった。英語で言うとアンナチュラル　サイレンスか。

　と、歩道橋上から何者かが落ちてきた。どさり、と鈍い音。車道に倒れ込むその人物の手足はあらざる方向へ折れ曲がっている。

　まさか死んでいるのか？　黒いサングラスに小山のような体付き……。

　和水なごみがそれはこの前の不良だと認識する前に、

「喧けん嘩かは終わり？」

　肝きもを潰つぶした。突然、背後から声をかけられたのだ。さっきまで何の気配もなかったというのに。

　和水は慌あわてて振り返る。

「誰だ一体……」

　和水の声が途と中ちゆうで途と切ぎれた。目の前の人物の風ふう体ていに目を見張る。

　少女だった。どこか眠ねむたげな眼まな差ざし。あどけなさが残る美少女といっていい。だが、どうにも不ふ釣つり合いな白衣をまとっている。ただの白衣ならまだしも血ち飛沫しぶきが鮮あざやかな白衣。術後、そのまま外に出てきたかのような。

　何とも不自然な白衣だった。英語でいうと、アンナチュラル　ホワイトローブだった。

「わたし、喧嘩が嫌きらいなの」

　その血ち塗まみれの少女は憂うれえるように呟つぶやいた。

「喧嘩する人は皆死ぬといいの。そうすれば、誰も喧嘩しないニコニコした人達だけが残るの。とても素す敵てき」

　微笑ほほえんでくるりと回る。白衣の裾すそが翻ひるがえった。白い素足が覗のぞく。

　下に何も穿はいてないのだろうか？

「……なんなの？」

　歩あゆ美みの声は低い。緊きん張ちようが目に見えるようだ。

「インド人両りよう成せい敗ばい」

　今度は歩道橋の上からだ。頭にターバンを巻いた男がゆっくりと降りてくる。純日本風ふうの顔立ちに古代インド王族のようなきらびやかな装しよう束ぞくがミスマッチだった。

「争いを望む者達は両者とも滅ぼされん。今、その一方が倒された。もう一方も倒されなければ宇宙の流れは偏かたよる。そは大矛む盾じゆんなり。偏へん向こうは正すべし」

　車道でひしゃげている不良を指差しながら、ターバン男は厳おごそかにのたまう。

　何だこいつら。

　和水はきな臭くささを感じた。外見がおかしいのは一いち目もく瞭りよう然ぜんとして、その中身もおかしい。和水は、この二人から距離を取るべきだ、という心の声に耳を傾けたくなる。だがしかし、和水は歩美と共に白衣の少女とそのターバン男の間ですでに挟はさまれた格かつ好こうになっていた。

「前門の虎とら、後門のインド人」

　と、ターバン男が独どつ鈷こ杵しよを取りだす。煩ぼん悩のうを滅ぼすための法具。と思ったら携帯端たん末まつだった。梵ぼん字じのストラップや数珠じゆずがジャラジャラしてるのでそれとわかる。かなり重そうだ。１０８個くらいぶら下がっているのではないか。

　ターバン男はその独どつ鈷こ杵しよ型携帯を開いて何か確認している。そして、言った。

「たった今、予言は成じよう就じゆした。『静かなる道の上で同どう胞ほうと見まみえ、静かなる道の下で仇かたきと見える』すなわち、彼等がそうだ」

　それを聞いて、白衣の少女の眠ねむたげな眼めが開かれる。瞼まぶたの奥に隠かくされていたのは、光るような飢うえた目。

「つまり、ポケットなの……？　では、わたしはここで喧けん嘩かをしなくてはいけないの？　今すぐ？」

「兵はインド人を尊ぶ」

　ターバン男は大おお仰ぎように頷うなずいた。

　何を言っているのかよくわからないが、時間をかけるより直ただちに攻こう撃げきした方が良い、という意味のことを白衣の少女に伝えたいらしい。

　和水なごみはターバン男の本意をそう判断した。かなり苦く慮りよしつつ。だが、白衣の少女は以い心しん伝でん心しんすぐさまターバン男の言いたいことを理解したらしい。泣く一歩手前に顔を歪ゆがめてイヤイヤする。

「ええー？　喧嘩嫌きらいなのに。わたしに喧嘩をさせるなんて酷ひどい人達……」

　どうやらこの二人は意思疎そ通つうに不自由していないようだ。それはすなわち、この二人の間に協力関係あるいは信頼関係が築かれているということだろう。有あり体ていにいえば、組んでいる。
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「でも、ポケットならしょうがないか♪」

　あっさり切り替えて、白衣の少女はうふふと笑う。

　今、ポケットと言ったか。歩あゆ美みがポケットだと知っているのか。予言がどうとか言っていたが、それはゲームのことではないか。

「何なんだ、お前らは」

　和水なごみは油断なく目を配る。もしかして、ポケットである歩美に危害を加えようというのでは……。

　歩道橋から一歩一歩降りてくるターバン男がそれに応こたえた。

「吾われはプレイヤーが一人なり。そこにある恐怖のポケットに与くみする者」

　恐怖のポケットと名指しされた白衣の少女は、けたたましく笑いだした。息がつまりそうな笑い。

「あはははは！　ああおかしい！」

　笑いながらその目からぽろぽろと涙なみだを流している。

　この子、情じよう緒ちよ不安定なのではないか。和水は訳が分からず、沈ちん黙もくする。

　ターバン男は少女の脈みやく絡らくない感情の爆ばく発はつにも動じた様子は無い。淡々と、

「吾等恐怖を体現する者なり。この世の全すべてに恐怖をもたらす。吾等は人々に恐怖をもたらさんと欲す」

　それから、再び車道に倒れ伏している不良を指差した。

「死や痛みは人々に恐怖をもたらす最も単純かつ効果的な事じ象しようなり。それを貴様等にも与えん」

「……要は、喧けん嘩かを売っているのね？」

　歩美が剣けん吞のんな口く調ちようで言う。難なん癖くせをつけられて、黙だまっている歩美ではないことを和水は思い出す。

　これは僕ぼくの出番だろう。ここで僕が歩美の前に出ないでどうする。

　和水は歩美を制して、

「君は下がってろ。こんな奴やつ等ら、僕が叩たたきのめして……」

　最後まで言えなかった。突然の激痛。手首がひしゃげたかのような感覚。和水は悲鳴を上げてバットを取り落としていた。身を屈する。何かされたのか？　なぜこんな痛みが……。

　畜ちく生しよう！　何だこれ！　腕が……！

　そうやって蹲うずくまり、手首を押さえる和水の視界にぬっとあらわれたもの。

「喧嘩嫌きらい。痛い？」

　白衣の少女が和水を覗のぞきこんでいた。間近で見る彼女の目は黒目がちで、どこを見ているのかよくわからない。人を不安にさせる眼まな差ざしだった。

「っ！　危ない！」

　間かん髪はついれず歩あゆ美みが手を伸ばし、和水なごみを引き寄せようとする。白衣の少女から引き剝はがそうというように。が、

「動かざることインド人の如ごとし」

　その身をターバン男に摑つかまれそうになって、はっとしたように歩美が飛び退のく。そうやって距離を取って、

「……何なの……何が起きたの？　和水、何をされたの？」

　そう呟つぶやくのが聞こえた。和水は苦痛に身をよじりながら、唸うなり声で応こたえる。

　手首の激痛は耐えがたい。耐えがたいというのに、見た目には何の異常もなかった。切られたとか砕くだかれたとか、そういった様子は無い。綺き麗れいな物だ。

　ターバン男が無む造ぞう作さに歩道橋の欄らん干かんを摑んだ。その部分が、べこりと凹へこむ。万まん力りきのような力だ。

「袋のインド人。貴様等に逃げ場なし。苦痛、それすなわち恐怖の力なり」

　その声は諭さとすかのようだ。

「恐怖のポケットは人々に苦痛をもたらす。今、貴様の身に起きているのはそういうこと。恐怖はその眼まな差ざしの先にある者に痛みを生じさせられる。そして、吾われは苦痛から逃れんとする者どもを摑んで決して放さぬ」

　両手を大きく広げ、抱だきつこうとでもいう格かつ好こうだ。

　冗じよう談だんではない。先程鉄製の欄干を握にぎり潰つぶしたあの力で抱きつかれたらどうなってしまうことか。

　目にした相手に痛みをもたらす少女に怪力男。

　和水は知れず、笑い出したくなった。馬鹿げてる、と。見た相手に苦痛を与えるとかそんな力が現実にあるものか。だが、笑えない。顔を歪ゆがませるしかない。和水を今襲おそっている痛みは本物だ。

「なんでこんな……どうして僕ぼく等らを襲う？　何かお前らに悪い事でもしたっていうのか？」

　和水は息も絶え絶えに問う。それを受けて、白衣の少女は目を瞬しばたかせた。

「別に？」

「理由も無しに、こんなことをしてるっていうのか」

「理由がなきゃしてはいけないの？」

　白衣の少女は微笑ほほえんでいる。とても優しげだ。

「理由がなきゃ人を助けてはいけないの？　理由がなきゃ人を苦しめてはいけないの？」

　白衣の少女は歌うようにそう唱となえる。

「理由があろうが無かろうがわたし達を襲うのなら、その逆があってもいいんじゃない？」

　歩美だ。いつのまにか、再び和水の傍そばまでにじり寄っている。白衣の少女が首を傾かしげるのが見えた。

「逆ってなあに？」

「理由があろうが無かろうがわたし達を襲おそわない」

「そんなのつまんない」

　拗すねたように、手を後ろ手に組む。だが、ターバン男の方は歩あゆ美みの言葉に、ふむ、と一ひと唸うなり。

「インド人にも三さん分ぶの理り」

　そんなターバン男の一いつ瞬しゆんの隙すきを突いた。歩美が和水なごみの手を取って駆かけ出す。脇わきをすり抜け、歩道橋を駆け登り、距離を取る。

　和水は急に引っ張られて足がもつれる。それを横目に歩美が何な故ぜかふっと笑う。

「な、なんだよ」

　階段を蹴け躓つまずきながら和水は問いかける。

「……思い出さない？」

　和水に向けて、歩美が小声で問いかけてきた。和水は痛みに悶もだえつつ、

「何をだ？」

「小さい頃のこと。こんなこと、よくあった」

　和水の頭の中に昔の光景が広がる。

　悪ガキ達に囲まれて、僕ぼくと歩美の二人だけ……。僕が突っかかろうとするのを、歩美が引っ張って逃げる。それは学校からの帰り道。待ち伏せしていた悪ガキ達が「おい、向むか井いは関係ねーから行けよ、俺おれ達御調みつぎに話があるから」と立ち塞ふさがった。確かそいつらとは掃そう除じ当番のことで揉もめていたはずだ。そいつらがサボるので一言いったら、じゃあ御調が代わりに全部やればいいだろお前やれよ、みたいに拗ねじれて……。それで標的にされた。今考えればくだらないことでトラブルに巻き込まれたものだ。向こうがそんなに怒っていたのは、僕が意い固こ地じになり過ぎていた所せ為いもある。普通に注意すればいいものを、余よ計けいな一言を付け加えたりしたから……。ある意味自じ業ごう自じ得とく。でも、それでもいつだって歩美は僕を助けようとして、逆に自分が危ない目に遭あうのも厭いとわなかった。

「……あの時も、直前まで喧けん嘩かしてたっけ」

　あんな言い方したら誰だって言うこと聞かなくなるに決まってるでしょ？　もっと相手のこと考えて！　とか歩美からガミガミ言われてたはずだ。

「そこを見つかって」

　歩美が微笑ほほえんだように見えた。また何か別のことが思い出されたらしい。

「こんな風ふうに走り回って、はぐれて迷子まいごになった時はわかってる？」

　それは小さい頃遊び回った遊園地でのお約束の言葉。よくばあちゃんから言われたフレーズ。和水は足をもつれさせながらも、

「当然だ」

　だが、はぐれる余地などなかったのだ。和水達が歩道橋の上に辿たどり着く。足が止まった。

　白衣の少女が黒目がちの目をくりくりさせていた。

「どうして……どうやって先回りを……」

「何の内ない緒しよ話してたの？　あ、別に話さなくていいよ？」

　その目。和水なごみは悶もだえんばかりの痛みを意識せざるを得ない。とにかく、ターバン男の話が本当なら、こいつに見られているだけで苦痛に晒さらされ続けてしまう。

　そう思った和水は、白衣の少女の理り不ふ尽じんな物言いに文句の一つも言いたくなった。

「君は矛む盾じゆんしてる。襲おそうってことはそうする理由があるってことだ。亡なき者にしたい理由が。理由が無いなんてことは無い」

「でも、無いの」

「なら僕ぼく達を襲わなくてもいいだろ」

「だから、理由が無いと襲っちゃいけないなんて誰が決めたの？」

「じゃあ、理由が無いから襲わなくちゃいけないとでも決められてるのか？　そうじゃないはずだ。君は僕等を襲う理由を深く考えていないだけじゃないのか。よく考えろ」

　白衣の少女の顔が大きく傾く。考え込んでいるのだろうか。と、不意に痛みが消えた。

　白衣の少女は空を見上げている。今度は空に苦痛を与えようとでもいうかのように。

　空を見ているから、こっちに痛みが来なくなった？

　和水は噓うそのように痛みの引いた手首を確かめる。拳こぶしを開いたり握にぎったり。

　まさに好機だった。今ならいける。素早く、歩あゆ美みを見た。頷うなずき返してくる。

「走れ！」

　叫びと共にもう一度駆かけ出そうとした。歩美もだ。

　だが一方、白衣の少女の方は鼻歌を口ずさみながら、ふらふら歩き始めるではないか。しかも、するり、と和水達の脇わきを通り抜けていった。まるで和水達など忘れてしまったかのように。

　え？　なんだ？　と和水は思わず呆あつ気けにとられてたたらを踏む。そこへ、

「帰るの」

　白衣の少女が振り返って微笑ほほえんでくる。

　訳がわからない。さっきまで痛めつけておいて、今度は急にやめて帰るとか。本当に理由なんかない気まぐれなのか。

　と、そんな和水の戸と惑まどいに応こたえるように、

「今は時にあらず。予言はそう告げている」

　携帯端たん末まつに目を落としながら、ターバン男はのたまった。

「吾われ等らの受けし予言はポケットと相まみえること。倒すことにあらず」

　ターバン男は白衣の少女に従うようにその背後に立つ。そして、連れ添うようにその後を追おうとした。

「お前ら、何が目的なんだ……」

　和水なごみは咎とがめだてるように呟つぶやく。その出で鱈たら目めさに一言言わずにはいられない。そこへターバン男が真しん摯しな眼まな差ざしを向けてきた。

「恐怖とはすなわち理由なきもの。理由あらばそこに恐怖は生ぜず。死にも理由あらば恐怖とならず。死が怖おそれをもたらすのはその理由なきゆえなり。なぜ、人は死なねばならぬのか。その理由がわからぬゆえに恐怖が生まれる」

　目を見開き、

「吾われ等らの望むは恐怖の世界。理由なき世界なり。そこではあらゆる理り不ふ尽じんが起き、理由に縛しばられる者は無い。因いん果が無き世界。世界はそうあらねばならない」

　こいつは何を言っているんだ。和水は頭を振る。

　こいつらの言うこと為なすこと支し離り滅めつ裂れつだ。先程言ったことと全く反対のことを言ったりする。そして、人に苦痛を与えてくるのだ。たぶん、それはその場の気分か何かで決めている。理由ない世界を目指すとか言いつつ、ゲームのマス目の指示を理由にしてこの場から立ち去るとか。言っていることとやっていることが違うではないか。こんなのがポケットなのか。歩あゆ美み以外のポケットはみんなこんな連中なのか。理解できない……。

　深い吐と息いきに、和水は我を取り戻した。

「……見逃してもらえた、ということ？」

　歩美が緊きん張ちようを解いた様子で息をしている。白衣の少女とターバン男は既すでに姿を消していた。歩美でさえ、彼等の剣けん吞のんさにたじろがずにはいられなかったということか。後を追ったりせず、逃げるに任せていた。

　静けさは最も早はやない。急ブレーキの音。交差点内に幾いく台だいもの車が立ち往おう生じようしている。倒れている不良を取り囲むような並びだ。「……救急車！」といった叫びも漏もれてきた。

　それをまるで遠くの他ひ人と事ごとのように眺ながめる和水。妙みように現実感がなかった。と、その和水の腕うでに、そっと歩美が触ふれてくる。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　和水の手首を矯ためつ眇すがめつしているようだ。どこか負傷しているのではないか、と目を皿のようにしている。

「あいつに何をされたの？」

「よくはわからない。とにかく急に痛み出して……でも、今は何ともない」

　その言葉に、歩美は肩かたの力を抜いたようだった。表情が見る見る和やわらいでいく。

「……よかった……」

　その言葉で、和水もようやく安あん堵ど感に包まれた。

　歩美は無事だ。それが一番大事なこと。もし歩美に何かあったら、どうなっていたかわからない。しかも、さっきはすごい通じあった気がした。まるで昔に戻ったかのように。

　もしかして、うまくいっているんじゃないか。このまま昔みたいに仲直り……。

「……あいつら、和水なごみを狙ねらってきたんだよ」

　歩あゆ美みがぼそりと言った。相変わらず和水の腕うでを見つつ、

「でも、わたしが絶対守るから……だから、安心して」

　いや、それは違う。

　と、和水は歩美の勘かん違ちがいに言葉が詰まる。

　奴やつ等らはポケットである歩美を狙ってきたのだ。狙われているのは歩美なのだ。どんなに間抜けな僕ぼくでもわかる。この襲しゆう撃げきは歩美がポケットだからこそ招き寄せられた災さい厄やくだ。だが、そう言えるわけもない。歩美をポケットとして選んだのは僕なのだ。つまり僕のせいで、今こんなことになっている。

　僕が歩美を巻き込んだ。歩美を助けていい格かつ好こうをしようという自分勝手な願いが、こんなことを巻き起こしている。

　守りたいと、そう願っていたはずなのに。なのに、何してるんだ僕は？

「いや……そうじゃない」

「？　なに？」

「危ないのは歩美の方なんだよ」

　だから、僕が守る。そのためにゲームを利用する。もう、そうするしかない。

「何を言っているの？　いいから和水は大人おとなしく……」

「いつまでも守られてばかりの僕じゃない。その……僕がやらなくちゃいけないことだから」

　巻き込んだ歩美を守るのは自分でやらなくてはいけないこと。当然だ。なのに、歩美の表情は曇る。沈んだ声で、

「……また、なの？　またわたしの言うことを聞かず、無茶をしようっていうの？」

「いや、でもこれは……」

「お願いだからわかってよ……和水は何にでも首を突っ込みすぎるところがあるんだよ。苛いじめられている子こ猫ねこがいて、それを助けに入る……それはすごく勇気のいることだよ。すごいと思う。でも……いつもいつも助けに入るのはどうなの？　むしろ和水の方が危ないんだよ？　わたしは……苛められてる子猫がどうなろうと、和水が無事な方がいい。もう心配したくないの。危ないことは止めて」

「違う違う、そうじゃない」

　これは苛められてる子猫を助けるとかの話じゃない。歩美を守るという話だ。そのためだったら、僕だって子猫より歩美を優先する。

　和水はそう訴えようとした。だが、歩美の方が先に口にする。

「そうだよね。わたしが間違ってる。和水が無事なら子猫なんてどうでもいいなんて、自分勝手でひどい言い草だもの……。和水、そういうの嫌きらいだもんね……。だから、言いたくなかった……」

　いや、違う。僕ぼくが違う違うと否定したのはそういうことじゃなくて……。

「いや、そうじゃなくて、それはもちろん僕だって子こ猫ねこより歩あゆ美みが無事な方が……」

　だからこそ、歩美が無事でいられるように、僕はやらなくてはいけない。だが、歩美には伝わらない。伝わる前に、

「……ごめん。わたし、頭を冷やさないとダメみたい」

　と、和水なごみの言葉を遮さえぎってきたからだ。歩美は、自分の気持ちをわかってもらえない、と怒っているように見える。

「ちょっと待ってくれ、歩美」

　歩美は首を振り、

「今はその……とにかく、ごめん」

　それだけ言って背を向けてしまった。そのまま、言葉を拒絶するように歩き出す。和水は声もかけられず、それを見送った。と、不意に歩美がこちらを振り返るではないか。まるで我が慢まんしきれなくなったかのようだ。一いつ瞬しゆんの交差。すぐに歩美は顔を背そむけると、今度こそ行ってしまった。

　歩美を守りたいからこそ言っているのに、どうしてこう行き違ってしまうのか。

　それに気付くと、和水は自分が不ふ甲が斐いなくて仕方なくなった。

　どうしよう、どうしたらいい？　安あん易いな気持ちでゲームを始めて、こんなことになるとは……。

　そして、和水は一つの結論を得る。

　行動で示すしかない。口で守る守る言っていても意味は無いのだ。歩美に嫌きらわれようと怒られようと、やってやる。絶対に歩美の身に危険が及ばないように。そのための盾たてとなる。そうすることが今の僕にできる唯一のこと。やろうとしていることは間違いではないはずだ。僕は歩美のナイト的存在になるのだ。いや、ナイトみたいな表だって感謝されるようなものじゃなくてもいい。陰からでも歩美を守る。守りきってやる。

　和水のそんな気持ちは固く握にぎられた両の拳こぶしに表れていた。




　自宅に辿たどり着いて、和水はようやくゲームクリアの通知が来ていたことに気付く。

「『恐怖は人知れず忍び寄るもの』の達成を確認しました」

　携帯端たん末まつの画面の中から、運うん命めい測そく定てい機き械かいは抑よく揚ようなく告げてきた。それを聞いて、和水は思う。

　そうか。今回は実にわかりやすい内容だったというわけだ。忍び寄る恐怖というのは文字通り、恐怖のポケットがやってくるということそのものズバリを意味していた、と。なんて直接的な内容だったことだろう。

「おい、恐怖の奴やつは歩美と戦おうとしてた。どういうことなんだ。こんなことが続くっていうのか」

　もちろん、和水なごみの問いかけなど歯し牙がにもかけない。それが運うん命めい測そく定てい機き械かいだ。淡々と自らの役割だけをこなしていく。

「今回の内容達成であなたの取得したチップはありません。それでは、再びサイコロを振って、彼女の運命を決定してください」

　運命測定機械はサイコロを振るように命じてくる。舌した打うちしつつ、和水は画面を見た。そして、

「……え？」

　マス目を確認して戸と惑まどう。

　今、歩あゆ美みの駒こまが居るマスから先にあるマス全すべてに同じことが書かれていたからだ。

『恐怖企たくらみて向こう上じよう消失す』

　なんだこれは。

　不ふ吉きつな予感に、和水の毛が逆立つ。

　向上、すなわち歩美がいなくなるということか。まさか、死ぬ？　しかも、サイコロで何を振っても同じ結果になるとか……これでは選せん択たくも何もないではないか。決められた運命は変えられないとでもいうのか。

　絶句する和水を前にして、携帯端たん末まつから囁ささやいてくる者がある。

「ここでシェフのお勧めとっておき情報を」

　運命測定機械が極めて事務的な表情でとっておき情報とやらを明かしてきた。

「マス目に書かれた内容を覆くつがえすことは可能です」

「なに？」

　マス目に書かれたことは現実に起こること。そういう前提だったはずだ。

「マス目に書かれた内容は極めて実現性の高い事じ象しようです。けれど、やはりそれは可能性でしかありません。現実として確定している事象ではないのです」

「よくわからないな」

「端たん的てきに申しますと、マス目に書かれた内容が正しいとは限らない、ということです。内容とは異なった事象が現実に起こりえます。特に、ポケットもしくはプレイヤーがマス目の内容にそぐわない行動を取り続けた場合、その傾向は顕けん著ちよとなるでしょう」

「……変えることができるというのか。現実を、意図的に？」

「そもそも、現実を選せん択たくするのはあなた方自身ですから」

　運命測定機械の口ぶりは相変わらず素そっ気けない。

「マス目の内容が実現しないように行動すれば、現実が異なった様よう相そうを示すのは自明です」

　つまり、このマス目に書かれた縁えん起ぎの悪い内容も回かい避ひできるということだ。やり方によっては。

「ただし、そうなった場合、プレイヤーはチップを失うことになります」

「チップを？　何な故ぜ？」

「現実を変化させようという意思すなわちチップがそこで消費されたものと解釈されます。さらにとっておき情報の開示が許可されました。続けて情報を取得なさいますか？」

「なんだ、何が言いたい？」

「取得の意思ありとみなします。そしてそれは許されました。プレイヤーはチップを支し払はらうことでゲーム上の利益を得ることが可能です。具体的には、チップと引き換えに有利な情報・能力が提供されます。それではここで問題です。あなたは何を望みますか？」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいはガラスのような眼まな差ざしで和水なごみを見み据すえてきた。











　　　５、第二戦闘フェイズ






　歩あゆ美みの笑顔は弾はじけんばかり。

「よーし！　今度はアイス食べようアイス！」

　最も早はや初夏といっていい陽ひ射ざしで輝いて見える。生き生きとしていた。和水はそれを見ただけで劣れつ情じようを催もよおす、ということはないが何とも言えない気持ちにはなる。

　あの笑顔が自分に向けられたものだったらもっと嬉うれしいのに。

　そう思う和水は、いつものように、歩美から離れた場所で様子を窺うかがっていた。

　休日のショッピングモール。中高生のデートには手頃な場所といえる。賑にぎやかだ。行き交う客達の笑い声や、子供のはしゃぐ声。その中に歩美の嬌きよう声せいも混じっていた。

　私服姿の歩美は新鮮だった。萌もえ黄ぎ色いろのワンピースは、まさにこれから芽め吹ぶく生命力を感じさせる。下はデニムのスカート。ワンピースと合わせると、上が長くて下が短いというバランスで実に絶妙だ。すらりとした足がよく見える。

　ああ、今まで知らなかった。

　普段着の歩美を見て、和水は思わざるを得ない。

　こんな姿を今まで知らずにいたなんて、何ともったいないことをしていたことか。

　こうして和水なごみは、何とも言えない気持ちを持て余す。

　すごく大切な物が近くにあるのに、それが自分とは無関係なところで素す晴ばらしさを振りまいていて、ああもったいない、という気持ちだ。浪ろう費ひされている気分になる。

　が、そこで和水は気を引き締めた。

　いや、いかんいかん。そんな気分はどうでもいいのだ。何のためにこんなことをしているのか、それを見失ってはいけない。

　自ら頰ほおを張って気合を入れ直す。その様子を見ての、

「ママー？」

「見ちゃいけません」

　的なお約束にも最も早はや挫くじけない。和水はパワーアップしていた。羞しゆう恥ち心しん的に。恥はじることなんて無い。それもこれも歩あゆ美みを守るという決意ゆえだ。

　単に歩美をストーキングしているだけに見えるかもしれないが、そうではなかった。和水が今こうしているのは、歩美を守る、ただそれだけのためだ。陰からでも歩美を守る。決して何か下心があって歩美の様子を窺うかがっているわけではない。

　そうだ、全然下心なんかないぞ。と、和水は何な故ぜか心の中で強調した。

　歩美は今、元もと部べ真ま奈な美みと共に買い物をしている。実のところ、和水としては元部と立場を入れ替えて欲しいところ。

　だが、その身に過ぎ足る親密さを歩美から向けられながら、元部は心ここにあらずといった風ふうだった。落ち着かなげに視線を揺らし、

「えっと……うん」

　何かを探しているかのよう。

　元部真奈美は地味な単色の私服を着ていて、まるで学校の延長のようだ。落ち着いた、といえば聞こえはいい。が、単に無ぶ難なんな着こなしと言えなくもない。大人おとなしさが服を着ているような感じだ。

　そんなことを思う和水自身、実は人のことを言えない。目立たぬ服装をしている。

　その上で、物陰に潜ひそんでいた。

　客観的に見て完全にストーカーだ。だが、ちっとも疾やましさのないストーカーだった。自信満々というかやる気十分というか。爽さわやかな風が吹いて髪かみがさらっとなびくようなストーカーっぷり。

　歩美を守る。それを使命とした和水にとって、最早ストーカー行為ごときで動揺するような心の隙すきはない。端たん的てきにいえば、良心の呵か責しやくとかもない。

　歩美達を眺ながめてばかりもいられない。と、完全ストーカー視点から一転、和水は油断なく周囲に目を光らせた。

　いつ、どこで、あいつらがやってくるかわからない。そう考えると、誰もかれも怪しく見えてくる。襲しゆう撃げきの時間と場所も特定できればいいのに。こんなことなら、もっと余よ計けいにチップを支し払はらうべきだったか……。

「……やっぱり、御調みつぎくんだ」

　びっくりした。突然呼びかけられて、どぎまぎする。

　元もと部べ真ま奈な美みが和水なごみの方に歩み寄ってくるところだった。

　しまった、見つかった。歩あゆ美みに、見張っていることがばれる。

　と、歩美はショッピングモールの開放広場で一人座ってアイスを食べている。和水の前にいるのは元部真奈美ただ一人。

「……ああ、元部か」

　和水は動じた様子を見せないように振る舞った。

「奇き遇ぐうだな。うん、とても奇遇だ。こんなところで。今日きようはどうかしたのか？」

「今日は歩美ちゃんとお買い物で……」

「へえ。歩美も来てるのか」

　知ってるくせに空とぼける。

「それで？　歩美はどうした？　一いつ緒しよじゃないみたいだけど」

「ちょっとお手洗いって言って抜け出してきたの」

　確かに和水が隠かくれて様子を窺うかがっていたのはショッピングモールのトイレ入り口辺りだ。ただし、男性用の。

「ここは、元部が入るにはちょっとハードルが高い場所だと思うけど。まあ、人間何事にもチャレンジャーであり続けたいというのはわからないでもない」

　そう言って通りやすいように道を空ける和水。それを無視して、元部真奈美は率そつ直ちよくに尋たずねてきた。

「ねえ、さっきからずっと見てたよね」

「何を」

「歩美ちゃんのこと、ずっと見てた」

　いかん。ばれている。と、和水は大層動揺した。

　こんな時、グラスでバーボンとか飲んでなくて良かった。もし、飲んでたら確実にガシャーンと落としているところだ。もしくはタバコ吸ってなくてよかった。吸ってたら確実にライターの火でアチチとか火傷やけどしてるところだ。

　そんな動揺を示すテンプレを頭に思い浮かべる和水に向けて、元部は少し慌あわてた風ふう。

「あ、そんなに動揺しなくてもいいよ。歩美ちゃんは全然気付いてないと思う」

「君が何言ってるのかわからない。僕は動揺なんかしてないが」

「え、でも……」

　元部の視線は和水の表情を窺うよう。和水はその視線に耐えきれず、目を逸そらす。さらに何だか体がもそもそ動いてしまう。

「挙きよ動どうが怪しいよ……？」

　そんなバレバレなくらい挙動不ふ審しんか、僕ぼくは。完全に見み透すかされてる。こういうときに拳けん銃じゆうを持ってなくて良かった。もし持ってたら自分のこめかみに向けて引き金引いていたところだ。

　そんな感かん慨がいに耽ふける和水なごみに、元もと部べは更に事実を突き付けてくる。

「ねえ、見てたんだよね？」

「いや、見てないよ」

　眺ながめてただけだよ、と心の中で付け加えたので噓うそは言っていないことになるだろう。

　和水は歩あゆ美みを守るためならいかなる悪にも染まる覚かく悟ごである。

　だが、元部真ま奈な美みはその覚悟も無視。ちょっと口ごもった後、思い切ったように誘さそってきた。

「あの、良かったら私達と一いつ緒しよに見て回らない？」

　は？　なんだって？

「……その方が歩美ちゃんも本当は嬉うれしいんじゃないかと思う……」

　本当のことを言えばそれは僕も嬉しいのだけど、と思いつつ、

「いや、僕はたまたまここにきただけだからこの後予定もあるし一緒には行けなくてそもそも全然そういうつもりないし」

　と、和水は言い訳を並べた。そして、付け加える。

「……見守ってないといけないから」

　大人おとなしげな元部真奈美が、一いつ瞬しゆん不満そうに口を尖とがらせた。

「……どうしてそうなのかな。歩美ちゃんも無理にはしゃいでるし。どうして意地を張ってるのかわからない」

「……色々あるんだよ」

　和水は正直なところを告げた。元部は急にばつの悪そうな顔になり、俯うつむいてしまう。

「ごめんなさい。よく知らないのに立ち入ったこと言って……。ただ、御調みつぎ君も一緒の方が楽しいかと思って」

　何か気を使ってくれたらしい。和水はそう思うと素直に、

「ありがとう」

「え？　あ、その……本当はわたしが、御調君が一緒の方が楽しいっていうか……」

「んん？」

「いや、あの……で、でも、こんなことじゃいつまで経たっても、何も変わらないよ？」

「そうでもない、と思うよ」

　このゲームを使えば、世界だって変えられる。少なくとも、これから歩美の身に起こる事件だけは変えてみせる。

「じゃあ、わたしは行くけど……本当にいいのね？」

　元もと部べは念を押すようにそう問いかけてきた。和水なごみは肩かたを竦すくめる。それを返答とした。

　そうして、元部は歩あゆ美みの待つ広場へと戻っていく。

　それを隠かくれて見送りながら、和水は思った。

　まさか一いつ緒しよに行くわけにはいかない。間もなく恐怖のポケットとプレイヤーが歩美を襲おそう予定なのだ。歩美を拉ら致ちするつもりらしい。歩美達と一緒になって遊んでいる場合ではないだろう。

　運うん命めい測そく定てい機き械かいから「チップと引き換えに何を望む？」と問われて、手に入れたのがこの情報だった。『恐怖企たくらみて向こう上じよう消失す』の具体的な内容。それこそが今最も必要な物だと和水は考えた。そのためならチップを支払う価値はある。

　和水から１枚のチップを受け取った運命測定機械は言ったものだ。

「毎度ありがとうございます。イベント内容のより詳しよう細さいな説明をご所しよ望もうとのことですので、支払われたチップの分だけ開示が許されました。チップ１枚で開示できる情報は以下の通りです。恐怖のポケットは計画しています。向上のポケットを拉ら致ちすることを望んでいます」

　消失、ということで最悪の展開も予想した和水だったが、ひとまずは胸をなでおろす。だが、考えてみれば拉致されるのだって相当最悪な状況だ。これは防がなくてはいけない。

　そのために、更にチップを払って歩美自身を強くするという手もあったのだが……それには歩美にこのゲームのことを説明しないといけないだろう。

　突然、妙みような力が自分に宿ったら誰だって不ふ審しんに思う。そこへ、お前は狙ねらわれていてその力を使って自分の身を守れ、と説明しろというのか。僕ぼくが、歩美に？　とてもできない。

　それに実のところ、チップの残り枚数も心もとなかった。和水の手元にはまだ３枚のチップが残っている。とはいえ、これから何枚消費することになるかわからない。運命測定機械は言っていた。マス目の内容と異なる未来を実現したら、世界を変えようという意思を消費したとしてチップを没ぼつ収しゆうされてしまう、と。そこで何枚没収されることになるのかわからない。まさか問もん答どう無む用ようで手持ちチップを全部没収されることはないだろうが、没収チップが１枚で済むとは限らない。チップを全部失ったらゲームオーバーだそうだから、最終的に１枚は残るようにしなければ。

　そう考えると、和水がチップを余よ計けいに支払うことに躊躇ためらいを覚えたとしても不思議はない。

　とりあえず、自分の力だけでマス目の内容が実現しないように努力しよう。

　そう和水は決意した。

　歩美の傍そばを離れず、もし恐怖達の姿が見えたらすぐに警告を発する。できれば、僕の力であいつらをやっつけたいが、あの力は厄やつ介かい過ぎる。見られただけで痛みを感じるのだから、まともに対たい峙じしては手が出せない。歩美を逃がせられれば良しとしよう。

　恐怖達がいつどこで歩美を拉致しようとするのか、そこまで詳しよう細さいにわかればよかったのだが……。運命測定機械はもっとチップをよこせば教えてやると言わんばかりだった。こうして、ずっとストーカーのように張り付いているしかないとは何とも業ごう腹はらだ。ていうか、ストーカーだが。

　と、歩あゆ美み達が移動を始めた。

「遅ーい！　どこまで行っていたの？　さあ、次のお店行こう！　水着とか見ようよ」

「わ、わたしはいいよ……」

　歩美が強引に元もと部べを引っ張っているようだ。

　和水なごみはちょっと不満に思う。

　大体、歩美はこの前、僕ぼくを守るとか言ってなかったか？　それが今、僕のことを忘れたように遊んでいるとはどういうことか。僕は歩美のことが心配でついて歩いているのに。

　あの時以来、歩美はまた僕から距離を置いている気がする。少しは態度が変わるかと思ったのに、以前と同じようにぎこちない。いや、前以上に変だ。明らかに僕を避さけているみたいな素そ振ぶりがあった。そりゃ、僕も歩美に上う手まく話しかけられないままだけど。それでも、歩美の姿を見かけたらそそくさと立ち去るような真ま似ねはしない。歩美もそんな感じだった。前までは。

　なのに今は、どうも僕がそばにいくと逃げているみたいなのだ。これはショックだ。嫌きらわれているということか。顔も見たくないくらい嫌いやなのか。だとしたら、この前僕を守るとか言ったのは何だったのか。昔みたいに僕を守るとか……。守らなくちゃいけないと思われてる。それは情けなくもあるが、まあ気にしてもらえているという表れでもある。あったはずだ。だというのに、一体どうしてそんな……。
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　ぐだぐだ考えていると、歩あゆ美み達の姿がショッピングモールの奥へと消えていく。いかん、見失ってしまう。とばかりに和水なごみはその後を追った。いや、追おうとしたのだが、

「インドを射んと欲すれば、まず人を射よ」

　目の前に立ちはだかった人影にぎくりとする。厳おごそかな呼びかけ。腕うで組ぐみをしたターバン男が通せんぼをしていた。見み間ま違ちがえようもない。恐怖のプレイヤーだ。ショッピングモールの片かた隅すみとはいえ、こいつの格かつ好こうはえらく目立つのではないか。ここまでこの格好で来たのだろうか。いや、そんなことはともかく。

　何でこいつがここに？　こいつは歩美を拉ら致ちしようと狙ねらっていたはずじゃ……。僕ぼくの前に出てくるとは予想外だ。

　ターバン男は深い声で語りかけてきた。

「予言はいつものように正しき道を指す。貴様がこの場に潜ひそんでいたことは既すでに明らかなり」

　どうやら、僕が待ち伏せているのを知っていたらしい。和水は舌した打うちした。

　僕がチップを払って運うん命めい測そく定てい機き械かいから情報を得たように、こいつらも詳しよう細さいな情報を得ていたというわけか。それも、多分僕より多めにチップを払って。

　と、和水は眉まゆをひそめた。

「……お前の相あい棒ぼうのポケットはどうした？」

　あいつの凝ぎよう視しが一番厄やつ介かいだ。警けい戒かいして四方に視線を巡めぐらす。だが、いない。

「全すべての道はインド人に通ず。恐怖はすでに対象へと至れり」

　ターバン男は巌いわおのような顔つきで、ショッピングモールの奥の方を示す。ショッピングモールの奥の方、すなわち歩美達が向かった先だ。

　しまった。恐怖のポケットが歩美を拉致に向かって、恐怖のプレイヤーは僕を、

「くそ。足止めか」

　意図を察して、和水は呟つぶやいた。

　僕が邪じや魔まをするのを見越して、それを食い止めに来たというわけだ。

　だが、ターバン男は首を振るではないか。

「インド人取りがインド人に。吾わが望むは貴様の命なり。あの娘むすめを餌えさに貴様を誘さそい出すことが第一義であった」

「なんだって？」

　ターバン男の言葉に、思わず和水は息を吞のんだ。こいつらの本当の狙いは歩美ではない？　僕を殺そうとしている……？　突然、命の危険が実感として迫ってくる。

　これまでは、自分はプレイヤーということでどこかゲームの外側にいる気分でいた。外から駒こまを動かしているだけ。だが、よく考えればそうなのだ。ポケットを狙わずにプレイヤーを狙ってくる奴やつがいることだって十分考えられる。そのプレイヤーが色々邪じや魔ましてくる厄介なプレイヤーだったらなおさらだ。ゲームから排はい除じよしようと考えても不思議はない。

　和水なごみは後ずさる。実のところ、追い詰められていた。歩あゆ美みを陰から見張ろうと、トイレの前にいたのだ。そして今、和水の前はターバン男に塞ふさがれ、後退する場所はトイレの中しかない。つまり、

「窮きゆう鼠そインド人を嚙かむ、という。ゆえに、吾われは貴様を止めるに油断せぬ」

　大きく両手を広げ、抱だきつかんとするターバン男。その横をすり抜けようとしてもおそらく捕まってしまうだろう。あの、万まん力りきのような力で。

　じりじりと和水は後ろへ下がるしかない。じりじりとターバン男がにじり寄ってくるからだ。油断も隙すきも見せずに。

　このままでは逃げられない。追い詰められて縊くびり殺される。

　なら、一か八かしかない。ここを切り抜けて、歩美に警告を発しなければ。

　和水は、ぐっと足に力を込める。いきなりの飛び出しでターバン男の隙を突くしかない。だが、ターバン男は首を横に振ってくる。

「貴様が駆かけ抜ける前に貴様の息は止まるであろう。だが、貴様の好きなように試すがいい」

　読まれている。和水は反射的に右に飛び出すと、すぐに体を翻ひるがえして左へ飛んだ。フェイントのつもりだった。ターバン男の体が右に流れていくのがわかった。

　かかった！

　その喜びは束つかの間ま。ターバン男の長い腕うで、それが視界の脇わきから伸びてくるのが見えた。あ、やばい、と思う間もない。

　喉のど元もとに素早く、大きく厚い手が絡からんできた。和水の声はすぐに詰まる。足が宙に浮く感覚。ターバン男は和水のすぐ目の前で悲しそうな顔をした。

「だから言ったではないか。インド人先に立たずだ」

　カッと和水の頭の中が熱くなる。すぐに目の前もチカチカしだした。首にかかる凄すごい力。息ができない。

　こんなところで、本当に死ぬのか。歩美を守ることもできないで。

　意識がすっと失うせかけた。気持ち良ささえ感じる暗転。忘ぼう却きやく。さようなら。

「……お嬢じよう様、こちらです。あのお方こそ、お嬢様のお探しの方でございます」

「まあ！」

　誰かの声が聞こえた。

「見れば、難なん儀ぎされているご様子。すぐにお助けしなければ！」

「それで本当によろしゅうございますか、お嬢様？」

「無論です。私の大事な方をお救いするのに何の躊躇ためらいがありましょうか」

「仰おおせのままに、お嬢様」

　その直後、和水の視界を今度は銀色の物が掠かすめ飛んでいった。

　それは壁に突き刺ささる。銀のフォークだ。突き立ったフォークはビイインと震ふるえる音を立てていた。当然その存在はターバン男の気を引いたらしく、

「む」

　短く呟つぶやくのが和水なごみの耳に入った。

　と、和水はいつの間にかへたり込んでいる自分に気付く。そして、同時に息を求めて盛大に咳せき込んだ。

　自分の首にかかっていたターバン男の手は最も早はやない。床ゆかに放り出されたようだ。尻しりもちをついた腰こしが痛かった。そうして涙なみだながらに見上げてみれば、ターバン男が首を後ろに向け、背後を見み据すえているのが見える。

「誰か？」

　ターバン男が短く問う声。

「これが定められたことであるなら致し方ございません」

　中性的な声だった。野の太ぶとくも、甲かん高だかくもない。それが静かに、けれどはっきりと伝わってくる。

　そこでようやく和水は声の主を視界に捉とらえる。ターバン男の背後に立つ人影。二つある。その内の一つが、ゆるりと前に進み出していた。

　スマートな黒服を身に付けた長身の男。目め尻じりが切れあがっている。その細ほそ面おもてはまるで女性のようだ。口元が僅わずかに笑みを形作っていた。

　執しつ事じのイデアとでもいうべきか。その形を見ただけで、ああ、これは忠義に仕つかえる人物だな、とイメージされてしまう。そんな男だった。

「お嬢じよう様の命令ゆえ、本意ではございませんがご助力いたします」

　そう言う黒服の男は右手一本だけで構える。すっ、と片手を差し出すような格かつ好こうだ。肘ひじから直角に曲げ、掌てのひらを上にして構えた形。その手と同じ側の右足も同時に踏み出しているところを見れば、中国武術の形けい意い拳けんとも見える。だが、もう片方の手を自分の背中に回し、隠かくすようにしているのはどういうつもりか。まるで腰が痛くて手を当てているかのよう。ターバン男に対して、片手一本で対たい峙じしていた。

　何のつもりだ？　と和水は思ってしまう。あの怪力男を相手に、何だその構えは。摑つかまれて潰つぶされてしまうぞ。

「飛んで火にいる夏のインド人」

　言わんことではない。ターバン男が摑みかかった。

　だが、どういう魔ま法ほうか。その勢いを、黒服は片手でいなす。前に突き出した片手が相手の腕うでに触ふれると、それがくるりと回転して、いつのまにかターバン男の体勢が崩くずれている。

　ターバン男はたたらを踏んで、どうにか踏み止まった。その眼めが眇すがめられる。

「珍ちん妙みようなり」

　短い感想を漏もらした。それを見て呆あつ気けにとられている和水なごみの傍そばに、

「お怪け我がはございませんか？」

　柔やわらかな気配が舞い降りた。桃もものような香り。和水は腰こしを床ゆかにつけたまま、だらしなくそちらを見上げる。天使がいた。

　小こ柄がらな女の子だった。その髪かみは豊かだ。膝ひざ裏うらまで覆おおうかのような金の奔ほん流りゆう。その中から白い天使の羽が突き出ていないのが不思議なほど。背は高くないのに顔が小さいので、まるで人形のように見える。白い肌はだは、明らかに常人と異なっていた。日焼けとは無む縁えんに過ごしてきたのだろう。その顔つきは子供っぽい。そのくせ、どこか凜りんとしている。青みがかった真しん摯しな瞳ひとみがそう思わせるのだろうか。

　不自然なまでに天使だった。英語で言うとアンナチュラル　エンジェル。

「もしや、どこか痛みますか？」

　その小さな口から鈴の音ねが鳴った。その容相で日本語を話されると、不思議な気持ちになってしまう。和水は見とれている自分に気付き、慌あわてて返答した。

「いや。大だい丈じよう夫ぶ」

　本当は尻しりが痛いし喉のども痛いが。それでも大丈夫さをアピールするかのように立ちあがった。そうすると、天使の女の子は和水の肩かたほどの背せ丈たけしかない。

「どこも何ともない」

　天使の表情が安あん堵どしたように微笑ほほえむ。

「それは良うございました」

　なんか花でも咲いたかと思った。と、和水はまた見とれてしまう。そこへ、

「お嬢じよう様、前に出るのはお控えください。危のうございます」

　黒服が天使のことをお嬢様と呼ぶ。ターバン男と対たい峙じしているというのに、こちらにまで注意を払っていた。

　そのターバン男も、お嬢様とやらの姿すがた形かたちに一いつ瞬しゆん目を奪うばわれたようだった。黒服への身構えを解き、立ち尽くしたようになる。そして、

「立てば芍しやく薬やく、坐すわれば牡ぼ丹たん、歩く姿はインド人」

　感嘆したような呟つぶやき。

　と、すぐに視線をぎろりと黒服へ戻した。

「して、貴様等は何ゆえ吾われの行いを妨さまたげんとするか」

　殺意をむき出しにしている。それすらも、黒服は片腕うででいなすかのようだ。

「お嬢様は約束の者と相まみえる。それが運命と定められておりました。そして、約束の者が危機にあるのを見て、お嬢様は助力するよう私に命じられた。ゆえに私はあなたの邪じや魔まをしている。ただそれだけのことです」

　そして、ちら、と和水を一いち瞥べつし、

「お嬢じよう様のご命令さえなければ、むしろ喜んで傍ぼう観かんしたいところだったのですが」

　そう小声で付け加える。和水なごみはそれを聞き逃さない。というより、もしかすると和水にだけ聞こえるように言ったのかもしれない。

　こいつ、本当の味方ってわけじゃなさそうだ。

　和水はこの黒服には心を許すまいと誓ちかう。そんなことしたら、あとでしっぺ返しを食らいそうだ。

　ターバン男が重々しく宣せんした。

「インド人も鳴かずば撃うたれまい。わざわざ吾われの前に立つとは、後こう悔かいすることになるぞ」

「その割には私を摑つかむことさえできないようですが？」

　黒服が慇いん懃ぎんに問いかける。それには無言で、ターバン男は再び黒服へと挑いどみかかった。だが、片手だけでいなす黒服を攻せめきれない。

　何度か繰り返して後、

「貴様等は何者か」

　それは和水も聞きたかったことだ。ターバン男の問いかけに、和水も膝ひざを乗り出しそうになる。

　と、黒服が場違いな行動に出た。優ゆう雅がに一礼したのだ。

「そちらにおわすお方は三み澄すみ家のご息そく女じよ、三澄華はな江え様。私はその使用人です。名乗るほどの者ではございません」

　三澄華江。そんな名前なのか。和水は日本人離れしている少女に目をやった。そして、何か引っかかる。

　どこかで聞いたことがあるような気が……。

「吾わが事、成らざるか」

　深い吐と息いきと共に、ターバン男が呟つぶやくのが聞こえた。はっとして顔を上げれば、ターバン男の固い視線が和水の顔に突き刺ささってきている。

「この場は去らん。されど、貴様に安あん息そくの時はないと知れ」

　そう言い捨てると、身を翻ひるがえした。ショッピングモールの奥へと走り去っていく。それを見て、和水は思い当たった。

「待て！」

　叫んでしまう。歩あゆ美みが危ない。歩美の元には恐怖のポケットが向かっているはず。歩美が拉ら致ちされてしまう。

　和水はその後を追って駆かけ出そうとした。が、

「お待ちくださいませ」

　黒服に肩かたを触さわられた。と、くるりと体が回転して黒服と向き合う形になってしまった。

「追いかけてどうなるというのです？　あなたではあの男にむざむざやられるだけではございませんか？」

「邪じや魔まするな。僕ぼくは歩あゆ美みを逃がさなきゃならないんだ。このままじゃ歩美が危ない」

　和水なごみは身をよじって黒服の手から逃れようとした。が、叶かなわない。

「お嬢じよう様の命令はあなたを守ること。あなたの身を危険に晒さらすことは、立場上容認しかねます」

「放せって！」

　カッとなった和水は声を荒げる。と、お嬢様三み澄すみ華はな江えが和水の手に、その手を添えてくるではないか。柔やわらかく温あたたかな感かん触しよくに、和水は思わず意識をそちらに向けてしまう。

「どうか落ち着いてください。私、あなたを危ない目に遭あわすわけには参まいりません」

「でも、僕は歩美を守らないと」

「うふふ、喧けん嘩かは良くないよ？」

　ぞっとした。血の付いた白衣の少女。それがもみ合う和水と黒服の背後からぬっと顔を出したからだ。

　こいつはいつも気配なく忍しのび寄る。和水は焦あせりつつ、

「お前……歩美の方に行っていたんじゃ……」

「それより、八や十そ吉きちを知らない？」

　ふらふらと、白衣の少女は視線を彷徨さまよわせる。

「まあ、どこか怪け我がをされているのですか？」

　血ち飛沫しぶきの散った白衣を見て、三澄華江が的まと外はずれなことを言う。それに対して、恐怖のポケットは彼女と目を合わせようともしない。もっとも、それは三澄華江にとって幸いなことだったろう。

　あの目で見られたら最後だ。激痛を思い出し、和水は身を竦すくめてしまった。

「どちら様ですか？」

　黒服が片手だけ身構えた。こちらは明らかに警けい戒かいしている。

　バカ、そいつにそんな構えが通じるか。和水はそう言ってやりたかったが、恐怖のポケットの前で余よ計けいな刺激を与えたくなかった。

「八十吉、どこー？」

　恐怖のポケットは定まらない視線を背後に向けた。そして、和水達から離れていこうとする。

　漂ただようクラゲか何かみたいだ。捉とらえどころがない。でも、助かった。と、胸をなでおろす和水。

「お待ちください」

　咎とがめるように黒服が呼びかけるので、

「バカ、余計なこと言うな！」

　恐怖のポケットはくるっと顔を巡めぐらす。和水達を見み据すえた。わっ、と痛みを予想して身を竦めた和水だったが、

「喧嘩は駄だ目めだからね」

　念押しするように言われた。特に異状もない。拍ひよう子し抜けした和水なごみの前で、恐怖のポケットは朗ほがらかだ。

「今日きようのところはお別れしましょ。いずれ、ずーっとお別れするんだから」

　スキップでもするように、恐怖のポケットは去っていった。

　和水は追うことができない。けれど、恐怖が一人で去ったということは、歩あゆ美みが無事だということだ。

「何だったのでしょうか、あの方は」

　黒服の呟つぶやきに、

「知らないってのは怖こわいよな」

　和水は吐と息いき混じりだ。

　と、そこで軽やかな音。和水の携帯端たん末まつからだ。それを早速開いてみれば、

「『恐怖企たくらみて向こう上じよう消失す』の未達成を確認しました。イベント内容の改変により、プレイヤーからチップが消費されます。今回の消費枚数は１枚です」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいが前置きも何もなく、結果だけ告げてくる。

「これで、歩美はもう拉ら致ちされないんだな？」

「質問にお答えしますと、そうです。とりあえずは。もう一度同じことを恐怖が企めば繰り返されるかもしれませんが、それは私の与あずかり知ることではありません。それでは、彼女の運命を決定してください」

　さっさとゲームを進めろ、と言わんばかり。和水は顔をしかめたくなる。と、

「やはり、あなたが……」

　黒服が囁ささやいてきた。後半がよく聞き取れない。

　なに、何だって？　今、微かすかにプレイヤーと言わなかったか？

　黒服は三み澄すみ華はな江えに聞かれないよう、小声だったらしい。その三澄華江は立ち去った恐怖のポケットの方をじっと見送っている。

「あの方、お加減が悪そうでしたけれど、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」

　改めて、和水はこの二人に注意を向けた。お嬢じよう様と執しつ事じ。こんな庶しよ民みん的なショッピングモールの片かた隅すみで明らかに場違いだ。そしてそれ以上に疑問なのが、

「どういうことだ。何な故ぜ助けてくれたんだ」

「それは何度も申しております」

　黒服が慇いん懃ぎんな口く調ちようで答え、

「ええ。未来の夫のために尽くすのは当然のことですもの」

　三澄華江は慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべる。その三澄華江の言葉の中に看かん過かしえぬ物を聞きつけて、和水は戸と惑まどう。

　なんだと？　何を言っているのか。

　自分を未来の夫呼ばわりする少女とその従者を前にして、和水なごみはますます困こん惑わくの度合いを深めた。











　　　６、交渉フェイズ






　再度、三み澄すみ華はな江え達から自己紹介を受ける。

「三澄の家に名を連ねております、華江と申します」

　三澄華江は綺き麗れいな礼をして見せた。背筋がピンとしている。その背後に控える黒服が言い添えてきた。

「華江お嬢じよう様は齢よわい14にして、私立敬けい愛あい女学院中等部に所属されております。成績は優秀。御ご覧らんのように見み目め麗うるわしく、学内ご学友からは薔ば薇らの蕾つぼみと称されておいでです」

　三澄華江は顔を赤らめ、

「瀬せ場ば、そのようなことは申さなくて良いのです」

「失礼いたしました、お嬢様」

　黒服の優ゆう雅がな一礼。

　うむ。とても場違いだ。

　和水は周囲からの視線に痛みすら感じる。恐怖に見られてるのかと思ってしまうほどに。

　ファーストフード店で三澄達は人目を引いていた。三澄華江の容姿も要因の一つだが、それだけではない、黒服が席に着かず、華江の背後にずっと立っているのも問題だ。執しつ事じらしく恭うやうやしい態度で控えている。今にも紅茶を注ついできそう。実際、

「よろしければアフタヌーンティーでも如何いかがですか？」

　なんてティーポットを持ち出そうとしてきたので、

「ここは持ち込み禁止だ」

　危うく阻そ止しした和水なごみだ。黒服がどこからティーポットを持ち出そうとしたのかについては訴そ状じようが届いていないのでコメントできない。

　私はあなたの未来の嫁よめです。そんなことを言う少女を前にして、和水は事態を把は握あくできなかった。だから、詳くわしい話を聞くために二人をショッピングモール内のファーストフード店へ連れてきていたというわけだ。立ち話で済ませることではなかろう、という配はい慮りよだったが、むしろもっと配慮するべきだった。

　こんな、人の多いところに来るべきではなかったかも。

　今もハンバーガーを前にして「フォークとナイフはどこですか？」「お嬢じよう様、それは素す手でで食べるものでございます」とかやっている二人を見ると、和水は忸じく怩じたる思いだ。

「それ、ギャグでやってるのか？」

　思わずそう言ってしまう。もちろん、華はな江えは小首を傾かしげ、

「ぎゃぐ、とは何ですか？」

「お嬢様、ギャグとは冗じよう談だんや洒落しやれのことでございます」

　右手を自分の胸に当て、恭うやうやしく腰こしを屈かがめて、華江に囁ささやく黒服。

　真ま面じ目めな顔して何言ってんだ。和水はそれ以上この話題に深入りするのを避さける。それよりも、

「三み澄すみ華江さん、ね。で、その後ろのあなたは？」

「お気になさらずに。私ごとき使用人、空気と思ってくだされば結構です」

　そうはいくか。こんな背の高い男前の空気がいるか。世界中の空気を敵てきに回す気か。

「気にするなって言われても無理だよ」

「瀬せ場ば、御調みつぎ様の仰おつしやるようになさい」

「畏かしこまりました、お嬢様。お嬢様がそう仰られるのであれば」

　黒服は華江に言われると素直に従った。和水に向けて優ゆう雅がな一礼。

「私は三澄家の使用人、瀬場と申します。お嬢様専属の従者です。お嬢様が御ご幼よう少しようのみぎりからお仕つかえして参まいりました」

「瀬場は護ご身しん術じゆつを心得ていて、頼りになる男です。瀬場の言葉に従って何度助けられたことか。本日も私に助言をくれました。私がこの場へ来たのも瀬場の言葉あればこそ。お陰で、御調様という運命の方に出会うことが叶かなったのです。感謝しなければなりませんね」

「もったいないお言葉でございます」

　お嬢様の言葉に恐きよう縮しゆくして見せる執しつ事じ。やはり、和水は目の前の光景がどうしてもギャグにしか見えない。かけ離れた日常は笑いの対象となる。

　ということは、向こうにとっては僕ぼくの姿こそ笑いの対象ではなかろうか。黒服瀬せ場ばの口元に僅わずかな笑みが浮かんでいるのはそういうことか？　とはいえ、ここで僕まで吹き出してどうする。

　和水なごみは色々な思いを胸に収めて、事態の把は握あくに努めることとした。

「……で、僕は御調みつぎだ。御調和水。黄き桜ざくら学がく園えんの１年」

「存じております」

「そう、それだ。どうして僕のことを知っている？　僕は君達のことを知らないんだが。どこかで会ったか？」

　三み澄すみ華はな江えは首を横に振る。

「いいえ。本日初めて御調様のお顔を拝はい見けんしました」

「無理もありません。この縁えん談だんがまとまったのはつい先日ですから」

　と、瀬場が続けてフォローしてきた。

「お嬢じよう様も御調様とのご婚こん約やくを今け朝さ知らされたばかりです」

「……本人の知らないところで縁談とか婚約がまとまるとは奇怪な話だな」

「情報化社会の波というものでございましょう。良くも悪くも、情報に疎うといというのは最も早はやそれだけで罪なのです。忙せわしない世の中でございます。お茶の一つも自由に淹いれられないくらい不自由な世の中です」

　僅わずかな笑みを浮かべる瀬場にそう諭さとされて、和水は「あれ？　僕が悪いのか？」と一いつ瞬しゆん納なつ得とくしかけて踏み止とどまる。

「いやいや、そんな話があるか。情報に疎いとかじゃなくて、本人の了りよう承しようなしに何を勝手に縁談話を進めてるんだ」

　和水の言葉に、三澄華江が身を固くする様子があった。そして、

「……もしかして、御調様は私にご不満が……？」

　俯うつむいて、花が萎しおれたよう。

「いやいやいや、不満とかそういうのじゃまったくなくてむしろ不満なんて少しもないけれど……」

　瀬場の表情から僅かな笑みが消える。

「お嬢様を侮ぶ辱じよくされるおつもりなら、私もそれ相応の対応を取らざるを得ません。これはお嬢様のためなのです。相応の罰ばつを体に教え込まねば、犬は躾しつけられぬもの」

「だから違う！　お前ら、人の話を聞け！　大体おかしいだろう。今まで見たことも聞いたこともない相手と結婚とか婚約とか。僕はあなた達にそんなこと勝手に決められる覚えはないんだよ」

「いえ、私達が決めるも何も、そもそもこのお話は御調家の方から持ちかけられたお話でございますが？」

　あれ？　なんだろう？　瀬せ場ばの言葉に、和水なごみは思い返す。

　そういえば、三み澄すみという名前になにか聞き覚えがあったような……。

「御調みつぎ貞さだ之ゆき様が御調家と三澄家の縁えん組ぐみを望まれたと伺うかがっております」

　そうだ、父とうさんだ。父さんが突然電話をくれたことがあった。夜中、一人で自宅邸てい内ないにいた時のことだ。

「和水。今いい話がある」

　挨あい拶さつも無しに呼びかけてきた。

「三澄家を知っているか？」

「いや、知らないけど……それより父さん、いつ家に帰ってくるの？」

「とてもいい家いえ柄がらだ。この街では昔から勢力のある名めい家かでな。商業地区に多くの地所を持っていて、銀行とも関係が深い。資金は潤じゆん沢たくだし、昔でいう華か族ぞく様だ。お前もきっと気にいる。よし、話は決まったな」

　切れた。和水が何も言い返さぬ内に、何事か決まったらしい。政治に奔ほん走そうする父親は、基本的に和水を放置している。が、それでも和水に気を使ってか、一方的な電話を入れてくることは何度もあった。だから、和水はこれもそういったコミュニケーションの一部だろうと気にも止めていなかったのだが……。

「……こう来たか」

　目の前のお嬢じよう様＆執しつ事じの存在に、和水はようやく合が点てんがいった。

　父さんが勝手に僕ぼくとこの子の婚こん約やくやら何やらを取りまとめたらしい。まさか、今の世の中でこんなことがあるとはびっくりだ。父さんは何を考えているのか。結婚相手を勝手に決められて僕が喜ぶとでも思ってるのか？　とても納なつ得とくできない。

　けれど、三澄家の少女は和水の逡しゆん巡じゆんなど知らぬ風ふうだ。まるで迷いのない目をしている。穏おだやかな微笑ほほえみを和水に向けていた。だから、和水は疑問を口にせざるを得ない。

「……そっちだって、今日きようはじめて僕と婚約とか言われたそうじゃないか。それで、はい婚約します、なんて了りよう承しようできるのか？」

　三澄華はな江えは顔を上げた。不思議そうに目を丸くしている。

「おかしいのですか？」

「おかしい。明確におかしい。そういうのは一生の問題だろう。それが自分の知らないところで決められて、なのに納得できるのは変だ」

「なぜですか？　これは両家のためなのだと言われました。良いことなのだと。私は、三澄家と御調家のより良き縁を結ぶために参まいるのです。それに私の愛する方はただ一人、御調様です。御調様と添い遂とげたいと願っております。これは私が決めたことです」

　にっこり。何も通じていない。

　和水なごみはさじを投げたくなった。

「……お嬢じよう様は純粋なお方ゆえ、そのお心を翻ひるがえさせることは難しいかと存じます。婚こん約やくした相手、すなわち将来結けつ婚こんする相手でございます。結婚する相手とは愛し合うもの。そう教えられてきたお嬢様にとって、婚約者となった御調みつぎ様は無条件の愛を注そそぐ対象となったのです」

　瀬せ場ばが慇いん懃ぎんに忠告してくる。和水はぶつぶつと、

「……こんな風ふうに、父とうさんから結婚相手を決められるなんて……僕ぼくは人形じゃないっていうのに。これじゃ、父さんに決められた人生をただなぞるだけみたいじゃないか。僕はそんなのは嫌いやだ」

　不満を垂たれる。と、

「それをあなたが仰おつしやいますか？　他人の人生を決めてなぞらせているあなたが」

　瀬場の囁ささやき声が、和水にだけ届く。気付けば、黒服は和水のすぐ傍そばに佇たたずんでいるではないか。

「なんだって？」

　思わず聞き返した。が、瀬場は長い人差し指を自らの口元に持っていき、

「どうかお声を小さく願います。少々お話ししたいことがございますので、お時間を頂けますでしょうか？　向こう上じようのプレイヤー様？」

　そうだ、こいつ、さっきも僕のことをプレイヤーと……。こいつもゲームの参加者なのか？

「どうかしましたか、瀬場？」

「いいえ、お嬢様。ただ御調様が私と今後の雑事について話し合いたいとのことでございます。少々お待ちいただけますか？」

「ええ、構いません」

　華はな江えは穏おだやかに微笑ほほえむと、今度は物もの珍めずらしげにシェイクの吟ぎん味みにかかったようだ。「……これも素す手でで食すものなのでしょうか……？」とか何とか聞こえてくる。

　瀬場が和水に向き直ってきた。

「私ども、いえ私の事情をお話しした方がよろしゅうございますね」

「……聞かれたくない話なんだろう？　向こうの席に移ろう」

　和水はそう言ってテーブルを移動する。瀬場はついてきたが、やはり席に着こうとはせず立ったままだ。

「……見下ろされて話されるとやり辛づらいんだが」

「申し訳ございません。けれど、職務上お嬢様から目を離すわけにも参まいりませんので」

　しばしば華江の方に視線を向けつつ、瀬場は話し出す。

「私は、ご想像の通り、ゲームに参加しているプレイヤーの一人でございます」

「……で、あのお嬢様があなたの操作しているポケットというわけか」

「そこまでお気づきでしたか」

「あの子、さっき言っていたからな。あなたに言われてこの場に来たって。あなたが彼女のプレイヤーだからこそ、この場に来るよう仕向けたんじゃないかと思っただけだ」

「でしたら話が早うございます。仰おつしやる通り、お嬢じよう様はポケットの一人。博愛のポケットなのでございます」

「博愛？　世界を博愛の世界に導くポケットか」

「ただし、お嬢様はご自身のことを何もご存じありません。ゲームが行われていることも、そして……ポケットであるゆえに他者から狙ねらわれる恐れがあることも」

　そして、和水なごみの表情を窺うかがうように、

「あなたのポケットもそうなのではございませんか？」

「……まあ、そうだな」

　ゲームのことを説明したら頭がおかしいと思われるだろう。そう思った和水は、歩あゆ美みにゲームのことを説明していない。

　それはこの瀬せ場ばも同様ということか。

「お嬢様は心優しきお方。ゆえに、自らが争いの種たねとなりかねないと知れば、大層心を乱されるでしょう。お嬢様のお心を苦しめることなど、私にはできかねます」

　瀬場は僅わずかに眉まゆをひそめる。和水はその言葉に何か引っかかる。

「あなたはあの子が大事なんだろう？　なのに、どうして彼女をポケットとして選んだりしたんだ」

「逆でございます。お嬢様が博愛のポケットだからこそ、私はプレイヤーとなったのです。お嬢様をお守りするために、私が導く必要があるのです。全すべてお嬢様のためでございます」

　それはおかしいのではないか。

「でも、だって、結局あの子を危険に晒さらして……」

　言いかけて、和水は何な故ぜか口ごもる。

　何だかこれ以上言うとおかしなことになる。そんな気がする。言ってはいけない。だって、今瀬場に言っていることはそのまま自分に返って……。

　そう思うと、和水はその違和感に気付かないふりをして先を促うながした。

「……で？　ここにあなた達が来たのはゲームでそう決まっていたから、ということか？」

「左さ様ようでございます。私の振ったマス目の内容は『主しゆは約束の者と見まみえて救わんと欲し、従者は望まぬことを為なす』というものでした。お嬢様にとって、約束の者とはすなわち御調みつぎ様のこと。あなた様に会うことはゲームで定まっていたことゆえ、お嬢様をあなた様の元へとお連れしたという次第です」

「ん？　従者は望まぬことを為す……？」

　従者というのはこいつ、瀬場のことで……。

「マス目の内容の後半部分からおわかりでしょうが、別に私は御調様をお助けしたいと願ったわけではございません。お嬢様のご命令に、そしてマス目の指示に従ったまでのこと。ですから、先程の件でお礼など結構でございます」

　僅わずかな笑みを口に貼はり付けて、瀬せ場ばはきっぱりと告げてきた。

　どうもこいつ、見み下くだした感があると思ったら……どうやら僕ぼくのことが気に入らないらしい。それをこうやって堂々と告げてくるのは正直なのかプレッシャーをかけようという意地悪なのか。

　和水なごみは肩かたを竦すくめた。

「本当は僕を助けたくなんかなかった、か」

「私はお嬢じよう様の幸せをまず何よりも望んでおります。ゆえに、お嬢様とあなたのご婚こん約やくがお嬢様の幸せに繫つながるか否いなか、私にとって大変重大な関心事なのでございます」

　そう告げてくる瀬場が、ふと視線を動かしたのに和水は気付く。お嬢様である三み澄すみ華はな江えの方を注視しているようだ。

「……失礼」

　瀬場が大おお股またで歩み出す。会話を中座して何事か？　と和水も三澄華江の方を見た。

　惨さん劇げきの幕が上がっていた。何をどうしたのかわからないが、彼女はシェイクの中身を派は手でにぶちまけ、テーブルの端はしから端までを白く染めているではないか。それを真剣な眼まな差ざしですくっている。ストローの先っちょで。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　と、周りから声をかけられ、天使は微笑ほほえんだ。

「これは食べるのが難しいものですね」

「これ、使ってください」

　そう言って、三澄華江にハンカチを差し出す者達がいた。かわいい女子の二人組だ。

　っていうか、歩あゆ美みと元もと部べではないか。

　そうと認めた和水も立ちあがってしまう。

　何でここに？　そりゃショッピングモール内で休きゆう憩けいするのなら、ここファーストフード店は定番ではあろうが、よりによって今来るか。

「お嬢様、お怪け我がはございでしたか？」

　瀬場は華江に飛びつかんばかりだ。シェイクこぼしてどんな怪我をするというのか。

「この瀬場がついていながら何という不ふ手て際ぎわ。いかなる罰ばつをもお申し付けくださいませ」

「瀬場、私は大事ありません。この方達が助けてくださいました」

「いえ、助けるなんてそんな大げさな」

　歩美が答えている。と、その脇わきの元部が和水の方に顔を向けるのがわかった。

「あれ？　御調みつぎくん？」

　気付かれた。歩美も同じく気付いたようで、

「……あ……」

　小さく声を上げたようだった。すると、瀬せ場ばに顔や頭を拭ふかれている華はな江えが目をくりっと動かし、

「あら、もしかして御調みつぎ様のお知り合いですか？」

　歩あゆ美み達に微笑ほほえみかけるではないか。

「御調、様？」

　訝いぶかしげな歩美達に対して、華江は小さく手を打ち合わせるのだ。喜びで弾はずみださんばかりに。

「まあ、何という偶ぐう然ぜんでしょう。御調様、ご紹しよう介かいくださいますか？　御調様にとってご友人であるなら、生しよう涯がいを共にする私にとっても大切なお方です」

「？」

　といった顔の元もと部べと比べて、その隣となりの歩美の表情は見る見る曇る。

「……生涯を共に……？」

　和水なごみは思った。ややこしいことになりそうな気が……。

「……そう。なるほどね。この子が和水の大事な人ってわけ？　ふうん」

　歩美は冷ややかな口ぶりだ。

「いや、ちょっと待て。何か盛大な行き違いがある……」

「わかってたわよ……婚こん約やく者なんでしょう？　デート？　見せつけてくれるじゃない。行こう、真ま奈な美み。お邪じや魔ましちゃ悪いから」

　歩美は少しふくれっ面つらになっている。が、どこか無理して作ったような表情だ。

「え？　え？　どういうこと？　あの、御調くん、その人、本当に御調くんの……？」

　未だ事情を吞のみこめ切れていないらしい元部は、視線を右に左に彷徨さまよわす。その視線が華江とかち合った。華江はそれはそれは幸せそうな笑顔で、

「はい。御調様は私と将来を誓ちかい合った許嫁いいなずけです」

「え、ええー？」

　驚きの声が元部から上がる。そして歩美は、何も言わず、こちらに顔も向けず、ぱっと走りだした。華江の言った、許嫁、という言葉がスタートの合図だったかのように。

「お、おい」

　和水が呼びかけるが、何の引き留めにもならない。

「……歩美ちゃん……」

　元部の呟つぶやきが聞こえてきた。見れば、躊躇ためらうように和水を見上げてきている。

「……歩美ちゃんはこのこと知ってたんだ。だから……」

「何の話だ？」

　元部は目を伏して、

「……歩美ちゃんは、本当に御調くんのことが大事なんだよ……それを、考えてあげてね」

　それだけ呟く。そして、自身も走り出した。歩美の後を追って行ってしまう。

「あ、もし。お借りしたハンカチを……」

　華はな江えの呼びかけは空むなしく響ひびいた。

　和水なごみは頭を抱かかえる。

　ああ、よりによってなんでこんなことに。どうも歩あゆ美みの態度が最近おかしかったのはこの婚こん約やくが遠因だったらしい。となると、この誤解（というか間違い）を正さないと、歩美とはずっとぎくしゃくしたままだろう。昔のように仲直りなんて程遠い。

　それは和水の本意とはかけ離れていた。近寄ることはおろか、遠くから守ることだって難しくなる。

　こんな婚約話、無かったことにしないと。だが、と和水は脇わきを見る。

　三み澄すみ華江が和水の顔を見て天使の微笑ほほえみを浮かべていた。その美しさに目を奪うばわれそうになりつつ、和水の口からため息が出る。

　このお嬢じよう様がこちらの言うことを理解してくれるとは思えない。彼女にとっては僕ぼくとの結婚は既き定てい路線。もう決まった話のようだからだ。となると、誰にねじこめばこの話を御破は算さんにできるか。それはもちろん……。

「御調みつぎ様」

　考えの途と中ちゆうで、黒服の瀬せ場ばから呼びかけられた。和水は引き戻され、

「え、なんだ？」

「卒そつ爾じながら、あなたは先程の少女に懸け想そうされているのでございますか？」

　ぶ。婉えん曲きよくかつストレートに聞かれて和水はむせそうになった。

「な、なんでそんなことあなたに言わなくちゃならないんだ」

「……いえ、あなたとあの方が交際なさっているとすれば、お嬢様も考え直してくださるかもしれないと思ったのでございます」

　うー……。

「……思ったんだが……僕とあなたは協力しあえるんじゃないか？」

　和水は小声で瀬場に告げた。三澄華江に聞こえないように、だ。瀬場の口元が僅わずかに笑みを浮かべる。

「どういったことでございましょう？」

「あなたは僕とお嬢様の婚約に賛成じゃないんだろう？　僕も婚約とかはちょっと……」

「いえ、使用人が主人の判断に異を唱となえるなど出過ぎたこと。私はお嬢様のご命令に従うのみでございます。お嬢様があなたと結婚したいと判断されたならそのように。お嬢様があなたと結婚したくないと判断されたならそのように。そして、今のお嬢様は御調様と結ばれることを望んでおいでです。今は、でございますが」

　瀬場は建前を口にしてくる。どうも和水は瀬場の本心を摑つかみきれない。

　こいつはほんとはどうしたいんだろう？　どうしたら乗ってくる？

「……じゃあ、婚こん約やくの件についてじゃなく、ゲームについてはどうだ？」

「と申されますと？」

「恐怖のポケットとプレイヤーのことだ。あなたはあいつと戦った。僕ぼく等らも狙ねらわれている。これからも助け合っていけるだろ？」

　和水なごみは確認するように問いかけた。博愛のプレイヤーである瀬せ場ばとの協力関係を確かな物にしておきたかったからだ。

　歩あゆ美みを守るために、まずは味方が必要だ。歩美が今後も僕を避さけ続けるとするならばなおさらだ。襲おそってくる恐怖達を相手にする際、瀬場がいてくれれば心強い。

　そう和水は思った。だが、

「そのようなことはゲームで指示されておりません」

　瀬場の口く調ちようは素そっ気けない。

「お忘れのようでございますが、私があの場でお味方申し上げたのはお嬢じよう様のご命令あればこそ。そして、ゲームでそう決められていたからに他ほかなりません。あなたと協力して恐怖に対抗せよ、などとそのような指示は受けておりませんので、そのお話には肯がえんじかねます」

「でも、あいつはやばい奴やつなんだ。わかるだろう？　本気で僕を殺そうとしてきたんだぞ。そんな奴を相手にする時は力を合わせた方が……」

「あなたを殺そうとしたのは、おそらくそのようにゲームで定まっていたからでございましょう。何か問題でも？」

「問題大ありだろ。殺されるなんて大問題、滅めつ多たにないぞ」

「けれど、それはあなたにとっての問題であって、私の、さらに言えばお嬢様の問題ではございません。むしろ、お嬢様を巻き込むことになりかねませんので、あなたと近付くのは控えさせていただきます」

　あまりにも冷淡な対応に、和水は口調が荒れる。

「なんだよそれ……。自分とは関係ないから見捨てるってことか」

「見捨てる、というのは主体的な判断でございます。助けるか助けないか、という決定の自由があるならば見捨てることもできましょう。けれど私は、助けろ、とゲームで決められていればそれに従う。ただそれだけのことでございます」

「決められたこと決められたことって……そんなんでいいのか？　自分の気持ちとか、そういうのないのか？」

「ゲームの指示で決められていればあなたをお守りするのにやぶさかではありません。ゲームで決められていなければ、あなたをお守りする必要を認めません。何もおかしなことはないかと」

　こいつは決められたことに対して頑かたくなだ。和水は瀬場の慇いん懃ぎんな表情を一いち瞥べつした。

　規律とかマナーとか、そういうことにうるさい職業だからだろうか。
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　それとも……これも建前か？　決められたことなら従うが、そうでないならやらない。という言い訳。やらないで済ます理由付けとしてゲームの指示云うん々ぬんを利用しているだけではないのか？　ではなぜ、こうやって非協力的な態度を取るのかといえば、やはり僕ぼくが気に入らないから意地悪しているとかそういうことか……？

　和水なごみは瀬せ場ばの本心をどうにも窺うかがい知れない。

　いずれにせよ、和水は博愛のプレイヤーである瀬場の協力を得ることに失敗した。色よい返事を得られぬまま物別れに終わる。

「今度、是ぜ非ひ我が家へ遊びに来てください。父母も喜びます」

　そう無む邪じや気きに微笑ほほえむ三み澄すみ華はな江えと、それに恭うやうやしくつき従う瀬場。和水はその二人をため息交じりに見送ることしかできなかった。




　和水はまず家に帰ってから、父親に電話した。抗議の電話だ。かなり長いこと発信音を聞かされ続け、ようやくプツリと父親が電話を取ったようだった。

「困ります。和水さん」

　違った。秘書の柴しば崎さきさんだ。

「先生は今重要な会議中です」

「柴崎さんは知ってたのか？」

　和水なごみは前置きなしに問いかけた。

「何がですか？」

「婚こん約やくのことだよ。僕ぼくが三み澄すみ家のお嬢じようさんと婚約って」

「ああ、おめでとうございます。先生もこの件では大変喜んでおられました」

「僕は聞いてないんだけど？」

「おや、そうでしたか？　どうも連絡に不ふ手て際ぎわがあったようですね。責任者に伝えておきます。用件はそれだけですか。それでは」

「ちょっと！　婚約を勝手に決められて、僕が納なつ得とくしてると思ってるの？」

　電話の向こうの声は気もそぞろといった感じ。

「ご不満ですか？　私が拝はい見けんしたところ、三澄家のご息そく女じよは可愛かわいらしい方ではないですか」

「可愛いとか可愛くないとかじゃなくて……」

「はいはい。そうです。可愛いとか可愛くないとかではありません。先生は三澄家と関係を強化するおつもりです。三澄家の抱かかえる票田は大きいですからね。三澄家の支援が受けられれば先生の地じ盤ばんは盤ばん石じやくとなるでしょう。三澄家のお嬢さんが可愛くなかろうと和水さんには結けつ婚こんしてもらわなければ困ります。でも、可愛いんですよ。よかったじゃないですか。和水さんも先生のために頑がん張ばってください」

「僕は父とうさんの道具じゃない」

「はいはい。もちろんそうです。和水さんは先生の後継者ですからね。いずれ先生の後を継いでいただかないと」

　そうなのだ。こういう時痛感する。父親やそれに連なる連中は僕のことを一人の人間として見てくれていない。歯車か何かのように扱われている気がするのだ。

　普段はこんな思いは忘れている。普通に、親として接してくれている気がする。この柴しば崎さきさんだってやかましいことは言ってこない。

　だが、何か事があればこうだ。システマティックで取りつく島もない。僕が小学校を転校することになったときも、父親は僕の気持ちなど何も聞いてくれなかった。

　和水は暖簾のれんに腕うで押おしのような気持ちになってきた。それでつい電話の向こうに大声を出してしまう。

「あの！　僕は三澄家のお嬢さんと婚約なんかしないから！」

「はいはい、わかりました。その件は私では対応できませんので、後日先生にお伝えしておきます。それでよろしいですか？」

「後日じゃなくて、今父さんを出してくれ。大体、僕は父さんと話したくてこの電話をかけたんだぞ」

「ええとですね……和水さんが直接先生とお話しするのはいささか問題があるかと……」

「どういうことさ？」

「喧けん嘩かになるでしょう？」

「勝手に結けつ婚こん相手決められて喧嘩にならない方がおかしい」

「いつもそれで、今度は私が先生から叱しかられるんです。なんでちゃんとやっとかないんだって。無理ですよねえ。先生が強引に話決めてきて、そのフォローは秘書の私に丸投げって。やべ、先生来た！　では」

「あ、ちょっと！」

「あの、ちゃんと先生には和水なごみさんの件、伝えておきますから」

　ブツッ。

　切れた。

　和水は携帯端たん末まつを片手にソファへ倒れ込む。

　なんだか疲れる電話だった。ともかく、これで僕ぼくの意思は父とうさんに伝わるだろう。本人が嫌いやと言ってるんだから、この婚こん約やくもご破は算さんになる。はずだ。……大だい丈じよう夫ぶだろうか？　父さんの所へ引き取られるときも、僕の意思なんか無視された。……いやいや、さすがに結婚とか一生の問題だから、父さんもわかってくれるはずだ。あれで優しいところもあるし。僕が作文で賞を取った時とか手放しで喜んで褒ほめてくれたし、悪い人じゃない。はずなんだが……でも、あれは僕が賞をもらえるくらい役に立つ道具だから嬉うれしかったのか？　……それとも、こんな風ふうに捻ひねくれた見方をしてしまう僕の方がおかしいのか？

　しばらくソファに倒れ込んだままじっとしている。

　……これ以上考えても仕方ない。こちらの方でやれることはやったのだ。ボールは投げた。後はそれを受けて、父さんの方が動く番だ。婚約破は棄きということになって、三み澄すみ家と関係悪化したとしても、それは勝手に話を進めた父さんの自じ業ごう自じ得とくだろう。

　となれば、もっと差し迫った問題のことを考えなければならない。恐怖達のことだ。

　和水はむくりと起き上がる。

　ともかくさっきは瀬せ場ばの助けがあったから難を逃れられたわけで、僕一人では恐怖に太た刀ち打うちできないのは明白だ。だというのに、歩あゆ美みは今現在へそを曲げているし、瀬場は非協力的。瀬場はお嬢じよう様の命令があれば助けてくれるのだろうが、それは常に期待できるものではない。なんのかんの理由をつけて手を貸そうとしない恐れがある。それではだめだ。恐怖に対して共に戦う恒こう久きゆう的な味方、協力者が欲しい。それにはどうしたらよいか？

　和水は既すでに一応の目星をつけていた。

　携帯端末の待ち受け画面に目を走らす。あった。背景に紛まぎれて隠かくされたようになっている丸印。ゲームの掲示板を開くためのアイコンだ。

【白ネズミ】に相談してみよう。

　それが今和水の頼れる唯一の相手だった。

　この前助言をくれたみたいに、僕を助けてくれるかもしれない。協力をお願いすれば引き受けてくれるかもしれない。

　和水なごみは早速『ライフ・マニピュレーターとはどんなゲームか？』スレッドを開く。そして、【白ネズミ】に向けて書き込んだ。

「助けて欲しい。とあるプレイヤーから直接的な攻こう撃げきに晒さらされている。身の危険を感じているところだ。共に戦ってもらえないだろうか」

　そのような内容を書き込んでから待つことしばらく。【白ネズミ】からの返信があった。

「直接的な攻撃に晒されているとのこと。体の方は大だい丈じよう夫ぶでしょうか。怪け我がをしたりポケットを失ったりしていないことを願うばかりです。

　ゲーム参加者が自らの勝利のために、他ほかの参加者を排はい除じよしようとすることは以前もありました。その時はもっとストレートに殺し合いをやらされたのです。そのため、大きな禍か根こんが残りました。

　そんなことを繰り返させたくない。そう思い、私はこのような形でゲームに関わってきました。警告を発し、少しでも役に立てばと知っていることをお話ししてきたのです。けれど、私にできるのはそこまででもあります。私はあなた達のゲームに直接関わることはできません。ノーネームさんと一いつ緒しよに戦うことはできないのです。ご希望に添えなくて本当にすいません」

　そう謝辞で結んでいる。和水は読んで眉まゆをひそめた。妙みように煮え切らない言い方だと感じたのだ。

　直接は関わることができない？　これまで掲示板で助言はしてきているじゃないか。それで十分関わっている。なのに、実際に自分に行動を求められるとなったら腰こしが引けたのだろうか。

　和水は失望を隠かくせない。【白ネズミ】に言い訳めいた言葉を書き込んで欲しくはなかった。

　やんわりと拒絶されたわけで、だからといって和水は諦あきらめるわけにもいかない。もう一度願い出る。

「考え直してくれないか。もうあなただけが頼りなのだ。どうして今になって直接ゲームに関わることができないなんて言うのか。薄はく情じようではないか。どうか助けてほしい」

　すぐに【白ネズミ】から答えがあった。

「なぜ、私が直接あなた達のゲームに関われないのか。私は言ってみれば今、壁の向こう側にいるようなものなのです。壁を通して声は聞こえます。話し合うこともできるでしょう。でも、手を取り合って一緒にご飯を食べるとか、そういうことは絶対にできないのです。永遠に。

　私が運うん命めい測そく定てい機き械かいから許されているのは、こうして言葉を投げかけることだけなのです。

　私はこの掲示板に書き込むことはできます。けれど、ノーネームさんと直接会って、ノーネームさんを見たり触ふれたりはできないのです。

　どういうことなのか、なかなか説明することは難しく、またノーネームさんも理解することは難しいと思います。でも、どうか察してください」

　和水は言葉が出ない。

　壁の向こう？　牢ろう屋やにでも入ってるのだろうか？　出てこられない場所に閉じ込められてるとか？　それとも、もっと別の意味があるのか。

　などと考えていると、新たな書き込みが加わる。書き込んだ者の名前は【Ｋオス】。

「ほらな！　こいつはいざとなったら逃げるチキン野や郎ろうなんだよ。助けようともしないで、こういうところで御ご託たく並べてるだけのクソ野郎だ。口では偉そうなこと言って、実際には動こうとしないのさ。いつもそうだ。出し惜おしみしてやがる。俺おれ達にはその力を貸すのはもったいないってわけだ。助ける力があるくせに助けない。そういう奴やつは地じ獄ごくへ落ちるべきなんだよ」

【Ｋオス】はそれまでの和水なごみと【白ネズミ】のやり取りをじっと窺うかがっていたらしい。その後もまだずらずらと罵ば詈り雑ぞう言ごんを書き連ねている。それを見て、和水ははっとした。

【Ｋオス】の言い分を要約すれば、これまで手助けしておきながら今になってそれを止やめるのは薄はく情じようで無責任で許されない、ということだった。だが、【Ｋオス】がそう書き連ねれば書き連ねるほど、和水は何か気き恥はずかしくなる。【Ｋオス】が先程の自分に重なって見えてきてしまうからだ。

　これは逆さか恨うらみではないか。これまで助けてもらっていながら、それ以上助けてもらえないとなると薄情だ何だと恨うらみを持つ。善意を当てにして、その当てが外れたら文句を言う。これと同じことを僕ぼくは言っていたのか。

　と、さらに続けて【白ネズミ】からの書き込みがある。

「私はノーネームさんに直接手を貸すことはできませんが、他ほかの人なら力になってくれるかもしれません。ノーネームさんと一いつ緒しよに行動してくれそうなプレイヤーにこの掲示板を使って呼びかけてみてはどうでしょうか。

　あなたを襲おそったプレイヤーの狙ねらいは、他の参加者を全すべて倒して自分達以外の未来を無くしてしまうことでしょう。一人生き残って、自分達の勝ちを確定させたいのだと思います。

　となれば、ノーネームさん以外のプレイヤーやポケットもいずれ攻こう撃げきするはずです。いえ、もしかするともう既すでに手を出しているかもしれません。こうなれば他のプレイヤー達にとっても他ひ人と事ごとではないでしょうから、そこを訴えれば協力してくれる人もいると思います。そのプレイヤーに対抗するための味方を探してみてください。

　こんなことくらいしか言えずに申し訳ありません。健けん闘とうを祈ります」

　和水はちょっと恥ずかしくなった。

　自分に手を貸してくれない、などと失望したが、どうしてどうして【白ネズミ】はここまで考えてくれたではないか。掲示板で広く味方を募つのる。いい考えだ。やってみる価値はある。

　実際に手を貸せなくても、たとえ言葉だけでしか応援できないのだとしても、そこには他人を気き遣づかう心があるように和水には思えた。文句を言うだけの【Ｋオス】とは違う、建設的な物を感じる。直接手を触ふれあって助け合うなんて不可能だとしても、確かにそこには交流があるのだ。そこに【白ネズミ】が居てくれる。それだけで十分心強い気がしてきた。

　感謝の念から、和水なごみは【白ネズミ】に返信する。

「ありがとう。やってみる」

　そして早速、自分で掲示板にスレッドを立てることにした。もちろん、恐怖のプレイヤー＆ポケットに対抗するための味方を募つのるスレッドだ。

　ただ、はたと困った。こういうことをやったことがなかったからだ。

　スレッドを立てるにしても、まずタイトルを決めなくてはいけない。そして、その内容も。

　何か人目を引くタイトルにしないと、そもそも読んですらもらえない。その者が興味を持っている内容なら、どんなスレタイだろうと読んでくれるだろう。だが、そうでないなら一苦労だ。

　和水は自分のことを顧かえりみてそう思う。

　興味のない人にもとりあえずスレッドを開かせるようなタイトル名……。どうしようか。どうすれば、その内容にまで食いついてもらえるような名前になるだろう。

『一いつ緒しよに戦ってくれる味方求む』

　これだと普通だ。僕の求めている内容を簡かん潔けつに示しているがインパクトはなさそう。

　そう考えた和水は更に頭を捻ひねる。

　緊きん急きゆう性を訴えるというのはどうか。急募！　とかタイトルに加えるのだ。

『急募！　一緒に戦ってくれる味方求む』

　うん。〝！〟とかついてる言葉は強いインパクトを与えられていいかもしれない。となると、

『激安！　現品限り！　一緒に戦ってくれる味方求む』

　こうすると、いかにも緊急性が高い気がしてくるのではないか。早くしないと売り切れてしまうのだから。

『赤ちゃんが乗っています！　一緒に戦ってくれる味方求む』

　これも注意を引く。赤ちゃんが乗っていたらみんな気をつけざるを得ないだろう。注意を引くといえば、性的な言葉もどういうわけかとても人の目を引くものだ。

『もう濡ぬれ濡れ！　一緒に戦ってくれる味方求む』

　もう濡れ濡れが性的な言葉かどうか和水には全然わかんなーいのであるが、それでもこのタイトルが全然意味不明なのはわかる。

　色々考え過ぎて遠くに行ってしまった。和水はそう反省する。で、反省した結果考えたのが、

『危険なプレイヤー出しゆつ没ぼつに注意！　一緒に戦ってくれる味方求む』

　これなら、タイトルを見た者は自分にも危機が迫っていると読み取ってくれるかもしれない。後は内容だ。

　和水は恐怖のプレイヤーが直接自分を狙ねらってきたことなどを書き、助けを求めた。さらに、恐怖のプレイヤーは他ほかのプレイヤー全すべてをゲームから排はい除じよするつもりだ、とも書き加える。

　共通する脅きよう威いに対して手を携たずさえよう。そんな呼びかけで書き終えた。

　さて、反応はあるだろうか？

　少し緊きん張ちようしながら、和水なごみは『危険なプレイヤー出しゆつ没ぼつに注意！　一いつ緒しよに戦ってくれる味方求む』スレッドを掲示板に上げる。

　すぐに味方になってくれるプレイヤーが見つかればいいのだが……。

　しかし、何の反応もない。しばらく様子を見ていたが、『危険なプレイヤー出没に注意！』スレッドに何の書き込みもなかった。一定の時間で掲示板は自動更新される。ゆえに、何か書き込みがあればすぐ表示されるはずである。それがない。和水はわざわざ手動で何度も更新し直してみた。書き込みゼロ。妙みように落ち込む。

　やっぱり、タイトルにインパクトがなかったか。もっといいタイトルがあったかもしれないのに。たとえば、

『初登場オリコンチャートナンバー１！　一緒に戦ってくれる味方求む』

　初登場オリコンチャートナンバー１という言葉自体にもうインパクトがなかった。よくある枕まくら詞ことばでしかない。

　とかやっていると、遂ついに書き込みされたではないか。

　やった。これで味方を増やせる、と和水は喜び勇んで内容を確認する。

「スレタイ滑すべってる」

　一言だった。書き込んだ者の名前もなし。

　和水は大いに凹へこんだ。

　そんなどうでもいいこと書き込まないでほしい。ちゃんと中身を読んで、それについて意見を書き込むべきだ。……別に受けを狙ねらってタイトル考えたわけじゃないし？　こんな的まと外はずれなこと書き込まれたってちっとも傷付かないけど？

　和水がぶつぶつ心の中で呟つぶやいていると、そのうちぽつぽつと書き込みが増えてくる。

「別にいいんじゃん？　これってそういうゲームでしょ？」

【クルス】というハンドルネームがそう書き込んでいた。見たことがない相手だ。和水は【クルス】相手に呼びかける。

「恐怖のプレイヤーは僕ぼくの次はあなたを狙うかもしれない。そうなる前に、恐怖のプレイヤーに対抗できるようにしておきたい。プレイヤー同士で手を組んでいれば、向こうも迂う闊かつに手は出せなくなる。安心して生活できる」

　と、横から絡からんできた者がいる。【Ｋオス】だった。

「むしろお前を倒したい」

　そうノーネームこと和水を名指ししてきている。

「協力して一人を凹ぼころうなんて小物くせえ。人に頼るんじゃねえよ。自分達で恐怖とやればいいじゃねえか。それとも、お前のポケットってそんなに弱いの？　雑ざ魚こじゃん。どのみち勝ち残れねえよ。ここで消えとけ」

　和水なごみは行きがかり上、【Ｋオス】に返信することにした。

「次狙ねらわれるのが自分の番となった時、そうは言っていられなくなる。あなたはこの話は自分には無関係だと思っているのかもしれないが、そうではない。恐怖のプレイヤーの狙いは他ほかの参加者全員だ。これは全体の問題となる。そして、彼の操る恐怖のポケットは奇き妙みような力を使用する。一対一で対たい峙じするには危険な相手なのだ」

　だから力を合わせて対抗しようと呼びかけるのに対し、

「俺おれのポケット最強だから怖くねーし。何ビビってんの？　笑える」

【Ｋオス】は嘲あざけりでもって返してくる。

　こいつ、誰に対してもこういう書き込みしてるのか。和水はむっとしつつ、それでも答えた。

「強い脅きよう威いに対しては皆で団結して当たるべきだ。一人で、自分だけでできることには限界がある。たとえどれだけ強かろうとそれは変わらない。過信は誤ご謬びゆうを生む。あなたも気をつけた方がいい」

　するとまた幾いくつかの書き込みがされる。

「つけた方がいい」

「構うなよ。放置しとけ。基本だろ」

「一言で言うと、すごくどうでもいい」

「いくら口先だけで団結を訴えようとも、何の意味もない」

　それは【山やま田だ係かかり長ちよう】なる者からの書き込みだった。思いの外ほか長文で語ってきている。

「個人的な関わりや思い入れでもなければ、いくら団結を訴えても纏まとまらない。団結した方が得だ、団結したら自分の問題が解決される、そう思わせなければ誰もそんな呼びかけには従わないだろう。綺き麗れい事ごとで団結を唱となえてもそこに重みはない。問題の解決法を示すでもなく、ただ世界平和を訴える者が蔑さげすまれるのと同じだ。そう訴えている自分が気持ちいいだけの話だからだ。そんな物を見せられてる方は辟へき易えきする」

　皆で協力して対抗しよう、という僕ぼくの考えが綺麗事？　和水は釈しやく然ぜんとしない。【山田係長】の書き込みの続きを読み進めてしまう。

「どうしても団結したいなら、お前が強くてお前と味方になった方が得だ、敵てき対たいしない方が得だ、と皆に思わせられればいい。お前は今、まだ何もしていない。実績もない上で自分と一いつ緒しよになって戦おう、と訴えてもそれは受け入れられない。それは単に他人を利用して自分の危機を回かい避ひしようとしているだけに受け取られる」

　和水は唸うなってしまう。

　そんな風ふうに思われているのか、僕は。でも、実際そういうことなのかもしれない。関係ない人達を自分の安全のために巻き込もうとして……。だが、こう言われてしまっては味方になってくれるプレイヤーなど探しようがない。困った。

　と、【山田係長】の書き込みの続きに目をやって驚く。

「だが、俺おれはお前と協力することで得をしそうだと思った。だから手を組んでやる」

　散さん々ざん否定してきておいて、味方してくれるというのか？　何な故ぜ？

「ただし、それには条件がある。お前には俺の言うとおりに動いてもらう。さあ、この話に乗るか？」

　そこで【山やま田だ係かかり長ちよう】からの書き込みは終わっている。こちらからの答えを待っているということだろう。

　これはどうなのだろう？　【山田係長】は味方になってくれるという。だが、どこか一方的すぎないか？　こちらが完全に下に見られている。そんな気がする。僕の提案を否定しておいて、でもやっぱりその提案に乗ってやる、という上から目線の自分勝手さ。文句はつけるけどただ乗りする、みたいなご都合主義じゃなかろうか。しかも、俺の言うこと聞け、なんて条件までつけてくる始末。協力することで得になると思ったと書いてあるが、【山田係長】にとって何がどう得になるんだ？

　しかし……、と和水は考え直す。

　そんなことに拘こだわるのは愚おろかなことか？　幾いくら下に見られようと、共同で恐怖のプレイヤーに当たってくれるのなら安いものではないか。勝手に見み下くだしていればいい。僕は実利を取る。そう割り切るべきだ。

　それからしばらく考え込んだ後、和水は掲示板に【山田係長】への返事を書き込んだ。




　和水は倉庫街にいる。【山田係長】からの指示だ。ここで待て、とそう指示されていた。

　指定された時間はとっくに過ぎている。

　和水は手持無ぶ沙さ汰た。段々と伸びていく自分の影をぼんやりと見つめていた。そろそろ日も沈もうかという頃合いだ。

　もしかして、場所を間違えたか？

　そう、和水は不安になってきた。

　いつになったら姿を見せるんだ。冷蔵団地（倉庫街の名前）にあるＫＴＫＲと書かれた倉庫の裏で待て、という話ではなかったか。

　ここは大型トラックの行き来は多いが、人の気配はほとんどない。

　立ち並ぶ直方体の数々。何の飾りもない実用性一点張りの倉庫達だ。元は白かった壁がどこか赤茶けていたり、壁に書かれた会社名が陽ひに晒さらされ薄うすれている。渋しぶい、というかうらさびしい。

　あの倉庫の一つ一つに動植物の死し骸がいがいっぱい詰まっているのだなあ。

　和水はそんなことを茫ぼう洋ようと考える。諸しよ行ぎよう無む常じようの響ひびきあり。鐘かねなんか響いてないけど、そんな雰ふん囲い気きだったのだ。

　静かな場所だった。静かすぎる。荷物の積み下ろしをする倉庫の表側なら輸送用のトラックの出入りもあるが、和水なごみがいる倉庫の裏側には猫ねこ一匹ぴきいない。

　ここなら何が起きても邪じや魔まは入らないだろう。人を襲おそうには好都合な場所だ。

　そう思うと、和水はさらに妄もう想そうしてしまう。

【山やま田だ係かかり長ちよう】がわざわざこんな人通りのない場所を指定してきた理由とは……。

『危険なプレイヤー出しゆつ没ぼつに注意』スレッド内に、ここへ来い、会って話すことがある、と書き込んできたのは彼だ。幾いくつかのやり取りの後、そう書き込んできた。

　あれは唐とう突とつな要求に見えなかっただろうか。何だか不自然な書き込みに……。

　このゲームの掲示板は参加者なら誰もが見ることができる（ただし、掲示板の存在に気付けたなら、だが）。ということは、誰もが僕ぼくの『危険なプレイヤー出没に注意』スレッドを読めたということだ。そして、そこに書き込むことも。

　あの恐怖のプレイヤーであるターバン男だって、僕のスレッドを読んでいたかもしれない。特に僕は、恐怖のプレイヤーが危険だ、彼に狙ねらわれた、とプレイヤーを特定できる情報を書き込んでいた。

　で、もし、恐怖のプレイヤーがあのスレッドを見ていたとしたらどう行動するだろう？

　……僕は【山田係長】について、どれだけ知っている？　実際に姿を見たことはない。今この場で会ったとして、それが【山田係長】だとどうやって判断すれば……。

　じゃり。

　と、道を踏みしめる音が響ひびいてきた。

「まったく、遅いじゃないか。呼び出しておいて……」

　和水は顔を上げて、言葉に詰まる。

「インド人は寝て待て」

　恐怖のプレイヤーであるターバン男が影の中から姿を現していた。和水はその姿を見つめながら思う。

　待ち伏せされていた。僕がこの場所にいることを知っていて、狙ってきたのだ。

「あなたとはもうずーっとお別れしなくちゃって。八や十そ吉きちがそういうの」

　背後から囁ささやかれて、和水は振り返る。血ち飛沫しぶきのついた白衣の少女。恐怖のポケットがいつものように背後から忍び寄ってきていた。

「掲示板にて、貴様の死に場所はここと定まれり」

　ターバン男の言げんは静かな声で告げてきた。

　やっぱり、あれを見ていたのか。そして、彼等はここまでやってきた。僕をこの世から消すつもりで……。

　完全に挟はさまれている。もう逃げ場はない。

　予定通りだ。

　和水は手にしていたブザーを鳴らす。

　強烈な音がした。恐怖のポケットはびっくりしたのか耳を塞ふさいでしゃがみ込んでしまったくらいだ。ターバン男の眉まゆが顰ひそめられる。それはブザーの強烈な音に不快感を示したからではない。周囲から突然響ひびき始めたサイレンに気付いたからだ。

　あんまりうるさいので、和水もブザーを停止させた。途と端たんに周りから駆かけ寄ってくる大勢の靴音が聞こえてくるようになる。ざっざっざ、と鈍にぶく重い音が十と重え二は十た重えに和水なごみ達を取り囲んでいく。

　そして、音の発生元が姿を現した。警官達だ。制服警官達の先頭にトレンチコートの男。34～５くらいの男だ。その男が鋭い目でターバン男を睨にらみつけた。

「持もち田だ八や十そ吉きちだな。殺人および未成年者略りやく取しゆの容疑で逮たい捕ほする」

　おそらく彼が【山やま田だ係かかり長ちよう】だろう。和水はその刑けい事じらしき男を見てそう思った。

　和水は囮おとりだった。【山田係長】と電話で打ち合わせた通り、人ひと気けのない場所で恐怖達が来るのを待ち構えていた。そのために、わざと掲示板に待ち合わせ場所を記しておいたのだ。

「お前を狙ねらっているプレイヤー。そいつは俺おれが追っているシリアルキラーだ」

【山田係長】は電話の向こうから説明してくれたものだ。

　それは『危険なプレイヤーの出しゆつ没ぼつに注意』スレッドに、和水が【山田係長】の指示に同意する旨むね書き込んだ後のこと。和水の書き込みを待ち構えていたかのように、すぐに返信があった。

「では、ここに電話しろ。五分以内だ」

　と、電話番号も記されている。指示に従うという約束を守って和水が早速電話すると、

「はい、こちら黄き桜ざくら署刑けい事じ第一課第一係」

「え、警察……」

　騙だまされた!?　悪戯いたずら電話をかけさせられたのか！　掲示板にある電話番号に面白がって電話すると警察につながるというトラップか！

「いえ、すいません、あの悪戯電話とかじゃなくてここに電話するように言われたから……」

　と、慌あわてる和水に対して、

「ノーネームだな？　山田係長だ」

「なんだって？」

　電話の向こうは至し極ごく真ま面じ目めな声だったので面食らう。

「ここに悪戯電話をかけてくる奴やつは滅めつ多たにいない。もしかけてきても、自分がどこに電話してるのか気付いたら慌てて切るだろう。あの書き込みを見て、面白がって電話してきた奴は痛い目を見ることになる」

「なんで刑事があの掲示板なんかに……」

「俺もプレイヤーだからに決まっている」

　電話の向こうの声は淡々としたものだ。

「俺のポケットは安あん寧ねいだ。この世界を安寧の世界に導くとか何とか。俺もそうなって欲しいとは思ってるがな。ともかく、俺おれは仕事上もあの恐怖のプレイヤーを追っていた。あいつはもう何人も殺している。俺がお前に協力するのは、奴やつを捕まえたいという個人的思い入れからだ」

「で、どうするつもりなんだ」

「奴がお前を狙ねらっているということは、お前の傍そばにいれば奴を捕まえる機会があるということだ。そこで、お前には奴を捕まえるための囮おとりになってもらう。危険は覚かく悟ごしてもらうぞ」

　電話の向こうからの提案に、和水なごみは少々面食らう。

「警察がそういうこと言っていいのか？　一般人を危険に晒さらすのって問題なんじゃ」

「お前も奴をどうにかしたいんだろう。このまま奴に狙われ続けるか、ここで俺と組んでけりをつけるか。好きな方を選べ」

　突き放したような言い方。和水は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もく。考えるまでもなかった。

「……やろう」

「そうか。お前、年はいくつだ？」

「16」

「……４年経たったら一杯おごってやろう。約束だ」

　それから、恐怖達を罠わなに導くための手て筈はずを整えていったというわけだ。

　和水はわざと人ひと気けのない場所に出向いて、恐怖が来るのを待つ。【山やま田だ係かかり長ちよう】は応援と共にその付近に隠かくれている。そして、実際に恐怖が現れたら和水の合図で一いつ斉せいに囲む。逃走されないように、警けい戒かい線の準備も怠おこたらない。

　大体そのような目もく論ろ見みで恐怖達を待ち受けていた。目の前に本当に恐怖達が現れた時、和水は内心ホッとしたものだ。

　あの書き込みが不自然で罠わなだと気付かれないかとひやひやしたが、うまくかかってくれた。

　そう思いつつ、追い込んだはずが逆に追い込まれた恐怖達の動向を窺うかがう。

「もう逃げられないぞ。持もち田だ」

【山田係長】は電話の向こうで聞いたのと同じ声でそう告げていた。周りを警官達に取り囲まれて、ターバン男もさぞや慌あわてているだろう。と思ったら、

「取らぬ狸たぬきのインド人」

　悠ゆう々ゆうとしたものだ。

　周囲に逃げ道もないのに、この余よ裕ゆうはどういうことだろう。何かまだ切り札が……？

　と、そう思う和水こそがターバン男の切り札だった。

「あ？　れ？」

　無む造ぞう作さに伸ばされたターバン男の腕うでが和水の肩かたを摑つかむ。警官達が周りを取り囲んだことで、和水はすっかり勝利を確信していた。もう相手は白旗を上げるものだとすっかり思い込んでいた。だから、その場から離れもせず、ターバン男の目の前に突っ立っていたのだ。

　逃げ道は無いのだから悪わる足あ搔がきはすまい、まさか僕ぼくを……、

「案ずるよりインド人が易やすし。貴様を盾たてとなす」

　人ひと質じちにするとか。

　大きな掌てのひらが和水なごみの首筋に絡からみついた。そして、ターバン男が吠ほえる。

「道を空けよ」

　和水は自分の迂う闊かつさを呪のろう。

　僕のせいでこいつを取り逃がしてしまうなんて……。

　だが、和水の心配は杞き憂ゆうだった。というのも【山やま田だ係かかり長ちよう】は人質を取られても平然としていたからだ。和水に向かって、

「危険は覚かく悟ごしてもらう。そう言っておいたはずだな。世界の安あん寧ねいのためだ。こいつをここで逃がすわけにはいかない」

　そう言ってくるではないか。

「……係長、さすがにそれは……」

【山田係長】の横に立っていた私服の若い男が言いかける。が、【山田係長】にじろりと見られて沈ちん黙もくした。

　見殺しにするつもりか？　と、和水は【山田係長】の表情をじっと見つめる。

　涼しい顔だ。

　和水はターバン男に訴えた。

「無む駄だだ。あの男は僕ぼくのことなんか助けるつもりはない。むしろ、僕を殺してくれた方がいいと思ってる」

「ならば、死ぬがよい」

「そして、あなたも死ぬ。僕に手を出したことを理由に、この場であなたも始末するつもりだ。彼もプレイヤーだ。僕達をいっぺんに片付けられて万ばん々ばん歳ざいだろう」

「……このようなところでも理由か」

　ターバン男が呟つぶやいたのを和水は聞き逃さない。

「そうだ。あなたの行動が理由を作り出す。あなたが僕を殺すから、あなたも彼に殺される。あなたのポケットだって一いつ緒しよに始末される。因いん果が応おう報ほうだ。原因があって結果がある」

「……何にでも理由をつける。理由をつけねば何も為なさぬ。理由さえつけば何事をも為す。そんな世界が吾われはたまらなく憎にくい」

　ターバン男は激した様子もなく、憎しみを語りだした。

「この世界は因果で支配されている。因果があるということは、過去があれば未来はもう定まっているということだ。将来は昔のことによって決められる。そしてそれは変更することができない。吾等は過去に囚とらわれている。一度過去に過ちがあれば、それはあやまたず将来に禍か根こんを生ずる。それが因果だ。ひどい過去を持つ者は将来幸福にはなれないのだ」

　ターバン男の眼まな差ざしから光が消えている。その眼差しは白衣を着た少女に向けられているようだ。

「たとえば、親に殺されかけた過去を持つ者は、そのことで一生苦しむ。その将来は避さけられぬ。因いん果がの世界では苦しみを回かい避ひできない。一度間違った者は将来報むくいを受ける。それを回避することはできない。それが因果のある世界。だが、恐怖の世界は因果無き世界。酷ひどい過去の持ち主でも、過去からもたらされるはずの苦痛を避けられる世界だ。苦しむ理由がない。それは幸福なことだ。吾われは何人もの人を殺あやめた。このままでは将来苦しみ続けることになるだろう。そのような因果の先を吾は望まぬ。だからこそ、吾は恐怖の世界を望む」

　和水は自分の首筋に回された手から力が抜けていくのを感じた。

「そのような吾が因果を生じさせるなど耐えがたきこと。貴様を殺し、恐怖のポケットを死なせるなどという因果を」

　突然、ターバン男は両手を上げる。お手上げ、という風ふうに、

「背にインド人は代えられぬ。投降しよう」

【山やま田だ係かかり長ちよう】の片かた眉まゆが跳はね上がった。

「どういうつもりだ？　お前にしては諦あきらめが良すぎるだろう」

「インド人三日会わざれば刮かつ目もくして見よ。吾はたちどころに心を入れ替えよう」

　ターバン男は観念したように言う。それを聞いて【山田係長】は歯は嚙がみしたようだ。まるで抵抗することを望んでいたかのよう。それから吐はき捨てる。

「確保」

　周囲の警官達が動き出す。僅わずかに包囲が乱れた。と、和水なごみは車にぶつけられたのかと思うくらいの衝しよう撃げきを背中に受ける。前へ突き出された。当然、ターバン男に近寄りかけていた警官達にぶつかる。そして視界が二転三転。警官達を巻き込んで転倒したらしい。

　何事か、と視線を彷徨さまよわせれば、手を突き出したターバン男の仁に王おう立だち。

　僕ぼくを押して、警官達にぶつけたのか。そう思う和水の耳に誰かの悲鳴が飛び込んできた。警官が何人も蹲うずくまって苦痛を訴えている。それをじっと見み据すえているのは白衣の少女だ。

　またあの力を使ったな。と、和水はすぐに理解した。が、そこまでだった。

「確保だ、確保しろ！　逃がすな！」

【山田係長】が叫ぶと、無表情な警官達が殺さつ到とうしてくるではないか。和水はもみくちゃにされる。何が何だかわからない。

「撃うて！」

「撃つな！　係長、それはまずい！」

　罵ば声せいや悲鳴が交差し、和水は警官達の群れから弾はじき出された時には息も絶え絶えになっていた。

「追え！　絶対に逃がすな！」

【山田係長】の声だ。駆かけ足の音が響ひびく。周りの警官達もこぞって駆けだしていった。だんだん遠ざかっていく。

　残された和水なごみは息を荒げながら、その場に腰こしを下ろす。

　逃げられた。なんてことだ。

　和水は思う。

「……大だい丈じよう夫ぶかい？」

　声をかけられて、和水は顔を上げた。若い私服の男が、気き遣づかうように腰を屈かがめ、和水を見ていた。

「今、係かかり長ちようが応援を連れて持もち田だを追いかけてる」

「……あなたは？」

「係長の下についている青あお島しまっていう者だ。協力してくれてありがとう。ノーネームくん」

「……どうしてその名を」

「実を言うと、僕ぼくもプレイヤーの一人でね」

「あなたもゲームに参加してるのか」

「あー、しまった……言っちゃった」

　青島は顔をしかめた。

「係長からいつも注意されてるんだけど、どうしてこう口が軽いのかな、僕は」

「……あの係長の部下ってことは、あなたもあんまり良い人じゃなさそうだな」

　青島と名乗った若い警官は肩かたを竦すくめた。

「……係長のこと、悪く思わないでくれ。あの人はどうしても自分の手であの男、持田を捕まえたいんだ」

「人ひと質じちにされたのに見殺しにされかけたんだぞ。悪く思うなって無理だ」

「でも、君の安全を確保するよう、僕にここへ残るように命令したのも係長なんだ。係長はちょっと、その、焦あせってるんだよ」

「何をだ」

　青島は頭を搔かいて、

「……係長は自分の、っとと。いや、そのう、色々あってね」

　言葉を濁にごす。




「……奴やつには逃げられた」

【山やま田だ係長】がわざわざ和水の前にやってくる。もう初夏に近いというのに、コート姿で暑くないのだろうか。などと心配してしまう和水だ。

「だが、あのポケットの少女は確保した。これもお前のおかげだ。感謝する。ポケットがいなければ奴は無力だ。奴がお前を襲おそうことはおそらくもうない。残念だが」

「結局、あの男は何をどうしたかったんだ」

　和水なごみの呟つぶやきに、【山やま田だ係かかり長ちよう】は呟きで返してきた。

「さあな。単に狂っていただけだろう。奴やつの言っていることは矛む盾じゆんだらけで出で鱈たら目めだった。奴は世界が憎にくいと言っていたが、それはつまり憎い理由があったということだ。奴も理由を持っていた。結局、自分が憎んでいた因いん果がというものから逃れられていなかったということだ」

　それから【山田係長】は和水に目を合わせ、

「そして、俺おれも因果って奴には苦労してる。昔のことから自由になるってのは本当に難しいもんだ。ようやく持もち田だを捕まえかけたっていうのに逃げられた。俺おれはこれからもしばらくは自由になれそうにない」

「そういえば、奴を捕まえるのに個人的思い入れがあるとか何とか言ってたな。昔、奴と何かあったのか」

「ああ、俺のポケット安あん寧ねいは奴に殺された」

　あっさり言うので、和水は、え？　と反応に困る。だが、【山田係長】は淡々と続けた。

「正確には、殺されたようなものだ。病院で寝たきり、意識が戻らない。俺のポケットは安寧の名前の通り、ずっとベッドの中で安らかな夢を見てる。覚めない夢をな」

「……そんなことがあったのか」

「持田を捕まえればこの後こう悔かいから逃れられるかとも期待したが、やはりダメだったな。俺は娘むすめを助けられなかったことを一生背負って生きていかなきゃならんらしい」

「え、娘……？」

【山田係長】の目が暗く光ったような気がした。

「持田が抵抗してくれれば……この場で始末をつけられれば……もしかしたら。だが、奴はさっさと逃げちまった。自分のポケットすら捨ててな。本当に汚きたない奴だ」

　僅わずかな沈ちん黙もく。そして、

「この件はこれで終わりだ。子供はもう帰れ」

【山田係長】は和水を追い払うように手を振った。

「その子供を囮おとりに使った大人おとなはこれからどうするんだ」

「後始末さ。ゲームのことを公おおやけにするわけにはいかないだろう。色々と手を回さないといけない。なのに、お前がこの場にいたことになると、お前からも事情を聞かなくちゃいけなくなる。余よ計けいな仕事は増やして欲しくない」

【山田係長】はゲームの存在を隠いん蔽ぺいしようとしているらしい。ゲーム参加者である和水は最初からこの場にいなかったものとして処理するようだ。

　もみ消しか。と、和水は察した。早くこの場から立ち去れ、ということだ。和水は立ち上がる。その前を白衣の少女が連れられて行った。先導しているのは青あお島しまだ。

　恐怖のポケットである少女はニコニコ笑っている。何が起きているのかまるでわかっていないようだ。そのままパトカーに押し込められるのを見つつ、

「あの子はどうなる？」

「親もいないから施設に入れられることになるだろう。だが、そんなことを知ってどうなる？　お前に何かできることがあるとでも思ってるのか？」

　和水なごみは【山やま田だ係かかり長ちよう】からそう言われ、黙だまり込んだ。

　そして別れ際、

「４年経たったら一杯おごってくれるはずだったな？」

「ああ、そうだな」

「僕ぼくがあそこで恐怖のプレイヤーに殺されてたら、その約束も反ほ故ごになってた」

「俺おれは約束は守る」

「だと思った。僕をあのまま見殺しにするわけはないと思ってた」

「ああ、当然だ」

　本当にそのつもりだったのかどうか怪しいものだ。和水は心の中で呟つぶやいてやった。











　　　７、看破フェイズ






　恐怖のポケットが保護されて危険がなくなったことによるのだろうか？

　和水は新たに提示されたマス目の内容を確認してそう思う。

『風雨の去った後、絆きずなは深まる』

『ヒーリングポーションで炊すい飯はんするが如ごとし』

『険しき道を行く時、必ず落とす』

『山頂の雲は遠のき、天上はあまりに近い』

『高原に遊びて幸福の蝶ちようと舞う』

『唯一の者との逢おう瀬せこそ唯一の喜びとなる』

　といった内容がマス目上に書かれていた。いつものように６マス目までしか確認できないようになっている。

『恐怖企たくらみて向こう上じよう消失す』というイベント内容を改変したあとのことだ。和水は、幾いく分ぶんマス目の内容が変化しているように感じる。そして、じっくりとこれらマス目の意味を考え出した。特に６マス目の『唯一の者との逢瀬こそ唯一の喜びとなる』に注目してしまう。

　これは……。逢瀬というとデートとかの古い言い方だ。それが喜びとなるというのは……。

　それ以外のマス目だって悪くなさそうだ。これまでの（特に前回の『恐怖企たくらみて向こう上じよう消失す』だらけだった）マス目内容とは違って、明るい見通しを感じさせるものが多いのではないか。

『風雨の去った後、絆きずなは深まる』については、困難が過ぎた後、歩あゆ美みと仲が良くなるということを示している。困難すなわち恐怖達の襲しゆう撃げきのことだろう。それを退しりぞけた今、僕ぼくと歩美の仲は進展するという意味に違いない。

『ヒーリングポーションで炊すい飯はんするが如ごとし』は良く意味はわからないが、何となく景気がいいというか豪ごう勢せいな感じがする。ご飯はん炊たくのにヒーリングポーション使っちゃうというお大だい尽じん。美う味まいかどうかは別として。

『険しき道を行く時、必ず落とす』これはなんだろう。スピード？　シフト？

『山頂の雲は遠のき、天上はあまりに近い』これも『風雨の去った後……』と同じことを言っているのではないか。曇っていた見通しが晴れて真まっ青さおな空が見えたような。良いことがありそうだ。

『高原に遊びて幸福の蝶ちようと舞う』これもどこかふわふわとして、苦痛や恐怖とは縁えん遠どおい内容に思える。血なまぐさい戦いとかがこの後起こることはないだろう。

　そして、やはりこれだ。『唯一の者との逢おう瀬せこそ唯一の喜びとなる』これが一番の当たりに思える。逢瀬が喜びとか書いているわけで、つまりデートが嬉うれしいという意味だ。この唯一の者というのは僕のことだろう。僕であって欲しい。その僕とのデートがすごく嬉しい、と。そういう風ふうに解釈したい。ならば、何としてもこれを選びたいではないか。

「それでは、彼女の運命を決定してください」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいの指示に、

「６……６……６……」

　と和水は呪じゆ文もんを唱となえる。そして、サイコロにタッチ。コロコロとサイコロは回転し始めた。

「あなたは６の目を出すことを強く願っていますか」

　突然、和水は運命測定機械から問われた。６の目を念じる集中が途と切ぎれてしまう。

「え？　なんだ？」

「画面に触ふれて、サイコロを止めてください」

　まるで運命測定機械に導かれるように、和水はもう一度サイコロにタッチした。サイコロが止まる。

「おお!?」

　出で目めは６。

「本当に出た！」

　思わず和水は大声を出してしまい、慌あわてて周囲を見回す。朝のＨＲ前、幸いなことにクラスの連中が和水に注意を向けた様子はない。

　恥はずかしい思いをするところだった、と和水は一安心する。それから、ふと運命測定機械に尋たずねた。

「もしかして、何かやったのか？」

　そう言う和水なごみの指は、サイコロの６の目を指している。

　運うん命めい測そく定てい機き械かいの声は盛り上がりというものが一切ない。

「質問にお答えしますと、何も」

「サイコロの目を操作したんじゃないのか」

　まるで輝きのない眼まな差ざしが和水を見み据すえてくる。

「運命を決めるのはあなた方自身です。私はそれを補助するプログラミングに過ぎません」

　そんなやり取りをしている間に、歩あゆ美みの姿をした駒こまがピョンピョンはねて『唯一の者との逢おう瀬せこそ唯一の喜びとなる』マスに辿たどり着く。

「これで歩美に何が起こるか……教えてはくれないよな？」

「チップの支払いが確認されれば、それに見合うだけの情報を渡す許可は得ています。チップを支払われますか？」

　運命測定機械は、ん、とやる気のない態度で左手を差し出してきた。掌てのひらを上にして、御お駄だ賃ちんのチップちょうだい、と要求しているかのようだ。

　和水は肩かたを竦すくめた。

　ここでチップを支払う必要はない。というか、残りが少ない。また何か危機的状況に陥おちいった際に備えて、むしろ増やしておきたいところだ。無む駄だ遣づかいはしたくない。

　となると、また【白ネズミ】にでも相談してみるか。それに【白ネズミ】の「味方を募つのれ」という助言によって恐怖のプレイヤーを無力化できたことも伝えておきたいし。

　そう思った和水は掲示板へと移動する。いつものように見難いアイコンを探し出してタッチ。携帯端たん末まつの画面が切り替わった。

　そうして現れたスレッドタイトル一覧表の中から『ライフ・マニピュレーターとはどんなゲームか？』スレッドを選ぶ。当然だが、前回のやり取りがそのまま残っていた。和水はそこへ続けて書き込む。

「改めて礼を言う。うまくいった。僕ぼくを襲おそってきたポケットは警察に保護された。それ以降、マス目の内容も悪くないものに変わったようだ。あなたの助言のおかげだ」

　しばらくして、【白ネズミ】から返信が来る。

「ご無事なようでなによりです。私は何もしていません。運命を変えたのはあなたです。あなた自身の力です。マス目の内容も好転したようですね。あなたの意思の力は強いのでしょう。これからも頑がん張ばってください」

　それを見て、和水はすぐに書き込んだ。

「そのマス目の内容なのだが、意見を聞かせて欲しい。そこには『唯一の者との逢瀬こそ唯一の喜びとなる』と書かれていた。悪い内容ではないと思うのだが」

　しかし、それに対する返答がつく前に和水なごみは携帯端たん末まつを閉じねばならなくなった。

「何見てんの？　エロサイト？」

　軽けい薄はくでもって知られるクラスメートの脇わき坂さかが朝の挨あい拶さつをしてきたからだ。

「朝会って一番の発言がそれか」

　和水は携帯端末を机に仕し舞まって脇坂に注意した。もちろん、脇坂は聞いちゃいない。

「ああ、朝練きつかった」

　和水の机に勝手に尻しりを乗せてくる。仲の良い友人というわけでもないのに、なんだ？　と和水は眉まゆをひそめた。

「朝練って、あのファンクラブのか」

「もちろんそうだ。今日きようは特にきつくてなあ。学園のアイドル達と一いつ緒しよに戦乱のファンタジー世界へ飛ばされたらどうすべきかってイメトレだったんだけど、紛ふん糾きゆうしちゃったんだよ。世界征せい服ふく派と変態紳しん士し派とで見解の相違が明確になってな。俺おれはハーフリングの成人女性なら合法じゃないかと提案したんだが」

「わかった黙だまれ紳士」

　和水は丁てい重ちように話題を打ち切った。脇坂は、まあそれはいいんだ、と肩かたを竦すくめ、

「ところで、今日は歩あゆ美みちゃんの姿が見えないようだが」

　そう言って、きょろきょろ辺りを見回している。言われるまでもなく、それには和水も気づいていた。

　確かに、いつもなら元もと部べ真ま奈な美みの席近くに陣じん取どってキャッキャっしているところだ。その元部も姿が見えない。

「今日は向こうのクラスに行っているのかもな」

「なんだ、つまらない。俺がこの席にいるのは歩美ちゃんを見るのに便利だったからなのに。歩美ちゃんが俺達のクラスに来てくれてないんじゃ、ここにいても仕方ないな。というわけで、もう用済みだ。利用価値もない」

　脇坂はひょいと和水の机から降り立つと、鼻歌交じりで自分の席へと帰っていた。あっさり切り捨てられた格かつ好こうの和水は、思わず苦笑する。

　ほんとに自分の欲望に素直な奴やつなんだろうな。

　そう思っていると、そろそろＨＲの時間だ。

　元部真奈美が慌あわてて教室内に入ってくるのが見えた。そうして自分の席に着いた元部に向け、和水はさりげないつもりで話しかける。

「おはよう。ところで全然関係ないが、歩美はどうした？」

「え？　あの、どうって……？」

「いや、今日はこちらに来ていないようだから」

　元部は一いつ瞬しゆん押し黙だまって、何だか目を細目にしてきた。

「……こっちに来づらい事情があるんだと思うよ」

「そうか。なんだろうな」

「許嫁いいなずけがいる人と顔を合わせづらいんじゃないかな」

「それは誤解なんだが。僕ぼくはこの前の彼女と婚こん約やくした覚えはなくて……」

「……あたしじゃなくて、歩あゆ美みちゃんに直接言った方が……」

　元もと部べの言葉に、和水なごみは口ごもる。歩美の目の前で釈しやく明めいするのを想像してしまったのだ。躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「……歩美ちゃん、ホントにかわいそう」

　元部がそう呟つぶやいたところでＨＲが始まった。和水はそれ以上何も言えずに話を切り上げる。

　さっき元部が細目をして見せたのは、僕を睨にらんでいたつもりだったのではないか。和水はＨＲ中にようやくそう思い当たる。




　結局、その日は歩美に会えず仕じ舞まいだった。とはいえ、和水は慌あわてない。ゲームのマス目の指示はそれほど危険な内容ではないという判断があったからだ。

『唯一の者との逢おう瀬せこそ唯一の喜びとなる』

　これなら、陰から歩美を守る、とか張り詰めた気持ちで見守る必要もないだろう。

　和水は気を緩ゆるめていた。だから、【白ネズミ】からの忠告を目にしたのは、自宅に帰ってもう夜になってからだった。

「ポケットにとって自分のプレイヤーはたった一人。ですから、唯一の者というのはプレイヤーのことを指す、という解釈は成り立つと思います」

　掲示板のことを思い出し、携帯端たん末まつで続きを読みだした和水は早速【白ネズミ】の忠告に目を奪うばわれる。

「ただ、唯一の喜びとなる、という箇か所しよは気になります。あまり良い意味ではないかもしれません。それ以外には喜ぶべきことが無くなる、という風ふうに受け取れるからです。プレイヤーとの逢瀬以外良いことが無い。この内容が実現すると、あなたのポケットは辛つらい立場に陥おちいるものと思われます」

　なんと。和水は居い住ずまいを正して考え込んでしまう。

　唯一の者、というのが僕のことだというのは良い。そして、その僕とデートするというのはとても良いことだ。だが、そうすると歩美は不幸になるという。僕とデートすると不幸になるって、それはショックすぎる。だが、【白ネズミ】の解釈が正しいと決まったわけでもない。ともかく良い面だけを考えよう。今回は、歩美とデートという指示なのだ。昔の行き違いを正して仲直りも間近いという風に考えよう。それにまだチップは２枚ある。何かマス目の内容で問題が起こりそうなら、チップを使って実現しないようにすることもできる。とはいえ、デートができるという内容を未達成で終わらせるというのは抵抗あるし……。

　和水なごみはそうやって煩はん悶もんしながら夜を明かした。




　翌日。

　おかしな雰ふん囲い気きだった。学校に着いて、和水は机の上に鞄かばんを置く。いつもなら脇わき坂さかが用もないのに近くをうろうろしているのだが、今日きようは違った。いない。というか、既すでに自分の席についている。その上、目の錯さつ覚かくでなければ、脇坂は塞ふさぎこんでいるように見えた。

　黙もく然ぜんと座り込み、腕うで組ぐみ。それだけでクラス全体の印象がおかしな感じだ。他ほかのクラスメート達も常にない脇坂の態度に違和感を覚えているらしい。

「……なんだよあいつ？」

「……それがさあ……」

　ぼそぼそと囁ささやかれる声は聞きとり辛づらい。

　別に和水は全然脇坂のことなど心配でも何でもなかったが、どうも気き色しよく悪いので自分から話しかけてしまう。

「おい、どうした」

「ユニコーンは死んだ」

　脇坂が唐とう突とつなことを言うので、和水はまたファンタジー世界の朝錬がどうとかという話かと思う。何と返していいかわからないので、

「そうか。それはご愁しゆう傷しようさまだな」

「信じられるか？　俺おれ達の純情を踏みにじったとか言ってファンクラブの過激派がアンチ化してる。もうバラバラだ。鉄の規律を誇ほこった俺達ユニコーン隊が壊かい滅めつ……」

「何の話だよ」

「何だよ？　お前も向むか井い歩あゆ美みファンクラブの準会員みたいなもんだろ。まだ聞いてないのか」

「何が？」

「歩美ちゃん、昔何か暴力事件を起こしてたらしい」

「……なに？」

　初めて聞く話に、和水はそう短く呟つぶやいた。

「まあ、な。歩美ちゃんガチで喧けん嘩か強いみたいだし、そうかもなって思うところもあるよ。この前も、チンピラをマジでぶちのめして病院送りにしたとか何とか。いや、俺はたとえ歩美ちゃんが昔ヤンキーだったとかでも、それくらいならヤンキー可愛かわいいで済ませられるさ。ただ、かなりえげつないことしてたって聞くと、な。後こう輩はい苛いじめて転校させたとか、いじめられっ子に万引きさせて、その金で遊び回ってたとか。……俺もうショックでさあ。そんな話は今までなかったのに突然ぼろぼろと……。ファンクラブの連中は騙だまされてたって大おお騒さわぎにしてるけど、俺はそんな元気ない。ショックでメシが喉のど通らない」

　脇坂はむっつりとした様子で続ける。

「もう学校中の噂うわさになってる。みんな白い目で歩あゆ美みちゃんのこと見てるよ」

　話し込む和水なごみ達の脇わきに何者かがすっと寄ってきた。

「……そんな話を信じたの？」

　険しい声。握にぎられた拳こぶし。元もと部べ真ま奈な美みだった。大人おとなしい彼女が脇わき坂さかに食ってかかっている。

「歩美ちゃんが誰かを苛いじめてたとか……信じたの？」

「信じるも何も……だって、そういう話だし、サイトにも書かれてたし皆がそう言ってる。昔、歩美ちゃんに苛められてたって奴やつが暴ばく露ろしたんだ」

　元部の憤ふん懣まんやる方ない様子に呼応するように、和水も問いかけた。

「苛められたって、誰だよそれ」

「さあ、知らないけど……なんだよ、急に低い声出して」

　それを聞いて、元部が言う。

「そんなあやふやな話で右う往おう左さ往おうして。恥はずかしくないの？　友達ならそんな話を陰でしたりしない。むしろ支えてあげるべきでしょう？　それなのに……」

　元部は感情が高ぶり過ぎたのか、言葉が出てこない様子だ。悔くやしそうに下唇くちびるを嚙かんでいる。そして、ぱっと身を翻ひるがえして教室の外へと駆かけだして行ってしまった。

「何だよ、元部の奴」

　脇坂が戸と惑まどったように呟つぶやいている。

　和水には元部の言いたかったことがわかる気がした。

　友達なら……歩美のことを大事に思っているなら、信じるべきだ。

　その思いが、和水の口を開かせる。

「いいか、脇坂。歩美はそんなことしない」

「しないって……なんか確かな証しよう拠こでもあるのか？」

「友達を信じるのに証拠が必要なのか？」

「お前、それはおかしいだろ」

　脇坂の言葉に、和水はそれこそおかしいと思ってしまう。

　友達かどうか決めるのは気持ちというか心じゃないのか。証拠とかそういう外側の要因で友達かどうか決めるのか。例えばその友人が落ちぶれて貧乏になったら友達を止やめるのか。

「……ファンっていうのはそんなものなのか？　お前らファンクラブの連中は学園のアイドル達が困ったことになった時、身を呈ていして助けるのが本ほん望もうなんじゃなかったのか。今こそその時だろ。なのに」

　和水は腹の底に冷たいものを感じていた。冷たい怒りだ。

「誰だよ、そんなつまらない噂を流したのは。そして、なんでお前はそれを聞いて落ち込んでるだけなんだよ。お前は歩美のファンじゃなかったのか」

　何だか情けなかった。

「どうしてそんな掌てのひらを返したように歩あゆ美みの悪い噂うわさを垂たれ流してるんだ……」

「べ、別に垂れ流してるわけじゃ……ただショックで」

　脇わき坂さかがしどろもどろに答える。和水なごみは強い口く調ちようで言ってしまう。

「少なくとも自分達のやり方を貫いてたお前はまだ立派だった。情熱があった。だが、今のお前はなんだ？　なるほど、お前の言う通りだ。ユニコーンは死んでる」

「おい、御調みつぎまでそんなに熱くなるなよ……」

　脇坂が力ない声を上げる。が、和水は止まらない。

「こんな酷ひどい出で鱈たら目めを聞かされて怒りもしないでしょげかえってるお前の方がおかしいんだ」

「御調……」

　脇坂は言葉に詰まった様子で黙だまってしまう。和水はもう脇坂など知らぬ風ふうに置いてけぼりにした。

「お、おい、御調。どこ行くんだ。すぐにＨＲ始まるぞ」

　そう追いすがるようにかけられた脇坂の言葉に振り返りもせず、

「歩美のところだ」

　言い捨てた。行ったからといって、どうすればいいのかわからない。ただ、歩美がそんな目で見られているというのを払ふつ拭しよくしたい。そんな思いだけが先走って、和水を意味無く急せかした。

　確かに、歩美と疎そ遠えんになってから今再び巡めぐり合うまでの間、和水は歩美がどのような道を進んでいたか詳しよう細さいを知らない。だが、歩美は他人を蔑さげすんだり弱い立場の者を食い物にしたりする人間ではない。それは知っている。

　そんな奴やつだったら、僕ぼくと最初に出会うこともなかったはずだ。苛いじめられている子こ猫ねこを助けに入るなんてことしなかったろう。

　だから、僕はそれを知っているということを歩美に伝えなければ。

　和水を動かしていたのはそんな気持ちだった。そして、和水以外にもそんな気持ちを持っている者がいた。

「……歩美ちゃん、その、気にすることないよ」

　歩美の教室に行くまでもない。途と中ちゆうの階段の踊おどり場から聞こえてきた声に、和水ははっと立ち止まる。

「あんな出鱈目、すぐにみんな噓うそだってわかるよ」

　元もと部べ真ま奈な美みだった。そして、彼女が懸けん命めいに訴えかけている相手はもちろん、

「ありがとう」

　歩美が微笑ほほえんでいた。

「なんか心配させちゃったみたいだね。でも、わたしは大だい丈じよう夫ぶだから」

「よかった……うん、そうだよね。歩美ちゃんはこんなことくらいで凹へこんだりしないよね」

「何言ってるの。真奈美がいてくれるから凹んだりしないで済むんだよ。こういうとき、友達がいれば何も落ち込む必要なんかないんだから」

　手を取り合って二人が階段を上がってくる気配。何となく、和水なごみは姿を見られぬよう元来た廊ろう下かを引き返してしまった。

　……何だ、僕ぼくがいなくても大だい丈じよう夫ぶだ。歩あゆ美みには元もと部べという友人がちゃんといる。そして、歩美を支えてくれている。

　自分の教室に戻った和水は席に着く。ちらちら脇わき坂さかがこちらを窺うかがっているようだったが、気にしない。そのうち、昨日きのうと同じように慌あわてて元部真ま奈な美みが教室に入ってきた。

　和水はその元部に頭を下げる。

「元部、ありがとう」

「え？　な、なに？」

　戸と惑まどった表情で、元部は和水をまじまじと見つめてきた。和水はそれをしっかりと見つめ返す。

「お前が歩美の友達でいてくれてよかった」

「……御調みつぎくんも歩美ちゃんの友達でしょう？」

「……」

　そうでありたい、と願っていた。だが、未だ完全に仲直りできているとは言えない。そう思った和水は思わず口を噤つぐんでしまった。

「……歩美ちゃんはきっと待ってると思う。御調くんも、歩美ちゃんを助けてあげて」

　元部の真剣な眼まな差ざしに、和水の口は知れず動いていた。

「……わかった」

　そうだ。何を気き後おくれする必要がある。こういう時に、いやこういう時だからこそ、歩美に自分もいるんだと言ってやるのだ。

　和水はふと笑った。

「本当に、元部が歩美の友達で良かったよ」

「……あたしは歩美ちゃんの友達でもあるし、御調くんとも友達のつもりだよ」

　つられたように元部も微笑ほほえんだ。

　和水は、何だか全すべて上う手まく行くような気がしてきた。




　そして昼休みのことだ。和水は歩美を少しでも元気づけられれば、とダッシュして焼きそばパンを買った。購買で一番人気のパンで中々入手が難しい。

　これでも食って元気出せ。そういう食い物で釣つろうという目もく論ろ見みの元、歩美のクラスへと向かう。歩美と、それに元部も一いつ緒しよに昼食を取ろうという作戦だ。

　すでに元部が先に歩美を誘さそってくれているはず。そういう手はずだった。

　和水はそう思うと足早になる。

　だが、その足が歩あゆ美みの教室の前で止まった。そこには青白い顔をして佇たたずんでいる元もと部べの姿がある。教室に入らず、呆ぼう然ぜんと突っ立っている。その片手には携帯端たん末まつ。昼休み前の様子と随ずい分ぶん違う。

　和水なごみは片眉まゆを上げながらも、

「どうした？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「……あの……御調みつぎくん……」

　今にも止まりそうな息遣づかいだ。

「あたし……やっぱり……歩美ちゃんとは仲良くできない」

「なに？　なんだって？」

「歩美ちゃんと一いつ緒しよにお昼とか無理……あの、御調くん一人で誘さそってくれる……？」

「おい、どうした？　何だって急に。あんな噂うわさなんて出で鱈たら目めだって、自分でそう言ってただろう？」

「ダメなの……あたし……」

「あれ？　真ま奈な美みに……和水？」

　教室から出てきた歩美が和水達に気付いた。和水を目にし、ぎこちない表情。だが、元部に話しかけるようにして、

「どうしたの……えっと、二人して？」

　近付いてくる。だが、途と端たんに元部の表情が切せつ羽ぱ詰まったものに変わる。

「あ、あたし……歩美ちゃんとはもう会わないから！　絶対に会わないから！」

「……え？　どうしたの？　真奈美、わたし何か……」

「お願い、来ないで！」

　元部は脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。

　え、なに？　何がどうしたんだ？　と、和水は呆あつ気けにとられる。元部は逃げ出してしまった。

　突然どうして？　朝方は脇わき坂さかに食ってかかっていたあの元部が……。あんなことを言い出すなんて信じられない。まるで周りの連中の態度が伝染したかのよう。これは異常な事態だ。

　元部を見送った歩美も呆ぼう然ぜんと、

「……どういうこと？」

　呟つぶやくのみ。そして、その一部始終を見ていた連中が、歩美が腫はれ物ででもあるかのように距離を取る。

「……やっぱ、向むか井いってやべーんだよ……」

「……聞こえるぞ、バカ……」

　目をそらし、足早に通り過ぎていく生徒達。教室から出てくる歩美のクラスメート達も、誰一人歩美に声もかけない。

　歩美を支える者はこれで一人もいなくなった。たった一人和水を除いて。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか。しっかりしろ」

　呆ぼう然ぜんとしている歩あゆ美みの腕うでを取り、意識をはっきりさせるように揺らした。すると、誰に問うでもない歩美の呟つぶやきが漏もれてくる。

「……わたし、真ま奈な美みに何か悪いことでもした……？」

「わからない……わからないけど、大丈夫だ」

　根こん拠きよもなく力づける。

「きっと何か誤解してるんだろう。そのうち誤解は解ける。大丈夫だ」

　和水なごみの声が聞こえているのかいないのか。歩美は夢む遊ゆう病びようにでもかかっているかのよう。あやふやな手つきで元もと部べに対して通話を試みたりメールを入れたりしたようだが、全すべて着信拒否されているようだった。携帯端たん末まつを耳に押し当て、

「……出ない……」

　完全な拒絶。それは思ったより歩美を打ちのめしているように見える。歩美の声はか細く、肩かたも落ちていた。

「わたしのこと、もう会いたくないくらい嫌きらいになったのかな……」

「今は混乱してるだけだ。もう少し時間を置いたら元もと部べも冷静になる」

　和水は歩美を少しでも勇気づけたい。前向きなことを言って、歩美を励はげます。だが、歩美はやはり聞こえていないようだ。和水の言うことを無視して、独り言のように呟き続けている。

「……どうして？　真奈美は、朝はわたしの友達だって言ってくれたのに」

「ああ。元部はいい奴やつだ。だから、あんなことを言ったのは何か事情があるに違いない」

　和水のその言葉も歩美に届いていなかった。それには何の反応も見せず、歩美は和水を見上げるようにして、

「……とうとう誰もいなくなっちゃった……」

　そう呟いた。生せい気きの抜けた声。放心している。

　どうやら、歩美は自分のクラスでもずっと疎そ外がいされていたらしい。和水は言い様のない怒りを覚える。中傷に流される連中に対する怒り。だが同時に不ぶ気き味みさも感じた。どうして急に、こんな悪意が歩美に向けられなければならないのか。何が起こっているのか？　そんな中、ただただ一人、元部真奈美だけが変わらぬ態度で歩美に接してくれていた。それが歩美を支えていた。その元部が去った今、歩美の心しん痛つうはいかばかりか。

　それを思うと、和水はしっかりとした口く調ちようで告げる。

「僕ぼくがいるだろう」

　歩美の目が焦しよう点てんを結んだ。

「え？」

「僕だって歩美の友達だ。僕は歩美のことを知ってる。噂うわさで言われてることなんか出で鱈たら目めだ」

「……和水……」

「僕ぼくが歩あゆ美みのことはわかっていてやる。だから、何も心配したり心を痛めたりすることはないんだ。こういうとき、自分をわかってくれている友達がいれば、何も落ち込むことはない。違うか？」

　和水なごみは、朝方に歩美が自分で言っていたことを口にした。

　歩美の表情に動きがあった。それは迷い。視線を右に揺らして、一いつ旦たん下した唇くちびるを嚙かむ。そして、

「……でも、いいの？」

「？　何がだ？」

「和水には許嫁いいなずけがいる……わたしなんかに構ってていいの？」

　何だそれは。と、和水は予想外のところから不意打ちされた気になる。

「その婚こん約やくの話だが、僕はそういうつもりはない」

「でも、この前のあの人は和水の許嫁さんなんでしょう？　それは間違いないんだよね？」

「それは確かにそうだ。でも、あれは僕が望んだものじゃない。父とうさんが勝手に決めた話なんだ。僕もあの時初めて知ったくらいで」

　歩美の視線が再び揺れた。

「……おじさんがまた……そう、わかった。それはすごくありそうな話ね」

「ああ、僕の知らないところで、僕の同意も取らずに物事を決める。これまでも何度かそういうことがあった」

「ええ、でしょうね」

　歩美はどういうわけか非常に納なつ得とくしたようだ。深く頷うなずき、溜ため息いきを吐つく。

「でも、勝手に決められたとはいえ、あの人が和水の許嫁であることに変わりはない……。わたしに関わっていると、あの許嫁さんは気を悪くするんじゃない？」

「なぜ彼女が気を悪くするんだ？　友達を近くで支えるのは当然のことだろう」

　和水の答えに、歩美は俯うつむいて小さく呟つぶやく。

「……だって、わたしはいい気持ちしなかったし……」

「なんだって？」

　よくわからなくて和水は聞き返してしまう。それに対して、歩美は首を横に振るのみだ。

「いいの。それはもうどうでも。……とにかく、わたしは……和水の邪じや魔まにはなりたくないから。わたしのせいで和水とあの許嫁さんが上う手まく行かなくなったりしたら困る」

「何で困るんだ」

「それは……」

　歩美が言い淀よどんだのに重ねるように、和水は力説する。

「僕に支えさせてくれ。僕も歩美の力になりたいんだ。いつも助けてもらってばかりだった頃の僕じゃなく、今の僕は歩美を助けることもできるってわかってくれ」

「……和水」

　歩あゆ美みの眼まな差ざしは今、和水なごみの目に向けられている。じっと目と目が交差する。

　和水の中で何かが囁ささやいた。

　この流れは良い。このまま身を委ゆだねればうまく行く、と。

　何だか流れで自分の思いを素直に伝えられた気がする。あの三み澄すみ家のお嬢じよう様のことも説明できた。あの婚こん約やくが自分の同意したものでないこともわかってもらえた。僕ぼくに対する誤解は解け、このままいけるのではないか。どこへ？　歩美との和解、そしてマス目の指示通りにデートへ、だ。このまま流れに沿っていけば自動的にそうなる。それは和水の中で確信に近い。

　そうなるように定められたレールに乗って進んでおり、次に何が起こるのかわかっている。あとはそれが実際に起こるのをじっと見て待っていればいい。それで、歩美と仲直りのデートもできる。

　実に都合よく物事が運んでいるではないか。マス目の指示通りだ。歩美から友人がいなくなり、たった一人僕だけが彼女の支えとなる。

　和水ははっとした。

『唯一の者との逢おう瀬せこそ唯一の喜びとなる』

　この内容が今、達成されようとしている。僕は何も働きかけていないのに、現実はその実現に向けて勝手に動いている。勝手にイベント達成される系の内容だったのか。

　そのことに気付くと同時に、このまま流れに身を任せていいのか？　という疑問も急速に膨ふくれ上がってきた。このままイベント達成してよいのか、という葛かつ藤とう。このまま進んでいけば、きっと僕は歩美とデートすることになる。僕以外の友人を全すべて失った歩美とデート。それは僕にとってある意味到達点だ。嬉うれしくないと言ったら噓うそになる。だが、それは歩美にとって本当に望ましいことか？　歩美は辛つらい状況になるのではないか。

　何だか釈しやく然ぜんとしない。もっといい運命があるはずだ、という思い。歩美が友人を失わず、しかも僕とデートして嬉しがるという運命が。それを選ぶことはできないのか？

　このまま流れに沿って行ったら、そのもっといい運命を選ぶことはできなくなる。そんな気がする。だから、ちょっと待て。

　和水は踏み止とどまった。

　そもそも元もと部べが急に態度を変えたのがおかしい。

　と、和水は元部の態度の不自然な急変に意識を向けた。英語で言うとアンナチュラル　サドン　チェンジだ。

　朝はあんなに親身になっていた彼女が、どうして昼休みになったら気持ちを変えたのか。それにもっと言うなら、歩美に関する悪い噂うわさが急に流れだしたのもおかしい。何か裏があるのではないか。これをそのままにしておきながら、僕だけが歩美のたった一人の友人だ、なんて悦えつにいるとはとんでもない話だ。こんな形で、自分に都合のいい運命を受け入れる気にはなれない。

　不ふ審しんな点があるのに、自分は得するから目を瞑つむる。今の和水なごみは、それは正しいことではない気がした。

　まずは元もと部べに事情を聞く必要がある。彼女の気持ちを聞こう。彼女が歩あゆ美みと友人関係を維持してくれる方が歩美も嬉うれしいはずだ。僕ぼくだって嬉しい。

　元部も、歩美に対しては拒絶の態度を示しているが、僕になら話してくれるかもしれない。そして、僕なら彼女の誤解を解くこともできるかもしれない。そうだ。僕は今こそ歩美のために働くべきだ。

　和水は歩美に告げる。

「そもそもこんな話が広がったり、元部が態度を急に変えたりしたのが変だと思わないか」

　歩美は考え込むように首を傾け、

「……ええ、それはそう思うけれど」

「だから、ちょっと待ってろ。僕が元部に事情を聞きにいってくる」

「じゃあ、わたしも……」

「彼女は、歩美がいると冷静でいられないみたいだった。僕に任せて欲しい」

「……そう、だね。わかった」

「なに、誤解はすぐ解けるさ」

　和水は歩美を励はげますように頷うなずく。そして、元部の後を追った。

　教室に戻ったのだろうか？　それとも、どこか別の場所に？　元部が行きそうな場所ってどこだろう？

　和水はきょろきょろと視線を巡めぐらす。廊ろう下か、階段、学食、購買、闇やみ雲くもに駆かけ回ったが見つからない。

　一いつ旦たん、教室に戻ろうか。そう思った和水は窓の外、階下に見える体育館裏へと歩いていく元部をようやく見つけた。周りを見回していて挙動がおかしい。

　和水はすぐさま駆け出し、その場へと急ぐ。廊下を行く連中にぶつかりそうになり、声を荒げられたりしながら外へ。体育館裏はもう目の前だ。

「……言われたとおりにしました……」

　ぼそぼそと声が漏もれてくる。

「……もう歩美ちゃんには近付きませんから……」

　元部の声だ。そう思うと、和水は知れず足音を忍ばせてしまう。

　誰と、何の話をしているんだ？

　そっと体育館裏の様子を窺うかがった。そこには果たして、元部がいる。元部一人だ。

「……だから、約束は守ってください……」

　震ふるえていた。声も、携帯をオフにする指も。通話を切って、それでもなお目に見えるほどガクガクしている。

「……どういうことなんだ」

　和水なごみは元もと部べに背後からそう問いかける。小動物が物音を聞きつけたかのように、元部の体がびくりと跳はねた。ぎこちなく振り返って和水を見つめるその目。

「御調みつぎくん……」

　大きく見開かれている。顔色は悪い。

「何な故ぜ急に歩あゆ美みともう会わないなんて言い出したんだ。今の電話は何だ？　約束って？」

「あ、あの、それは……」

　動揺は明らかだった。何だか見ている方が気の毒になるくらいだ。和水はちょっと不ふ憫びんになりながらも、それでも聞かないわけにはいかない。

「事情があるんだろう？　話してくれ」

「……言えない」

　元部の返答はごく短い。首を横に振った。

「なんで言えない？」

「……ごめんなさい……」

　そう言いながら立ち竦すくんでいる。視線は落ち着かない様子だ。まっすぐ和水を見ることもできず、けれど和水の表情を窺うかがわずにはいられない。その態度は、和水を頼るべきか巻き込まざるべきか、決めかねているように和水には思えた。だから、促うながす。

「言ってくれたよな。歩美と同様、僕ぼくのことも友達だと思っているって。僕も同じだ。君のことを友達だと思っている。迷めい惑わくだなんて思わない。話してくれ。友達として、苦しんでいる君を助けたい」

　元部はそう聞いて、和水の顔を見つめてきた。迷いの浮かぶ瞳ひとみ。それが、和水の目にじっと注そそがれる。だから、和水はそれを真正面から受け止めてやった。それが引き金だったのだろうか。和水の目に促されたかのように、

「……あの、あたし……」

　元部はぽつりと語りだす。




「まあ、よくいらっしゃいました」

　三み澄すみ華はな江えのこぼれんばかりの笑顔で歓待される。和水より二つ下のお嬢じよう様は、子供とは思えないほど、もてなし方が様さまになっていた。

「御調様が我が家においでくださるなんて、今日きようは何と善よき日でしょう」

　冗じよう談だんみたいな家だった。家というよりお屋敷か。使用人が何人も畏かしこまり、赤いじゅうたん敷きつめて、長い廊ろう下かに絵画が並ぶ。そうして通された先の応接室に三澄華江が待っていた。

　テラスから差し込む陽ひの光が、応接室の銀の調度類にきらきら光る。よく磨みがかれていた。

　三澄華江は心底嬉うれしそうだ。

「よろしければお茶などいかがですか？」

　そう問いかけて和水なごみの目を見てくる。はにかんだような笑みが浮かんだ。

「こちらの焼き菓子、私が焼いたものですの」

　それは狐きつね色のクッキー。シナモンの香りが鼻をくすぐる。

「お口に合うとよろしいのですが」

　ちら、と上うわ目め遣づかい。和水と目が合うと柔やわらかく笑う。

　華はな江えは事あるごとに和水と視線を交わし、その度に笑みを漏もらしている。一いつ緒しよにいるのが嬉うれしくてしょうがないという感じだ。

　こんなに手放しで喜ばれるとこちらまで嬉しくなってしまう。笑みを返しそうになった和水だったが、そこはぐっとこらえた、感情を抑おさえて、彼女の様子を窺うかがう。

　違う。多分、彼女は関わっていない。後ろめたさの欠片かけらも感じられないからだ。となると……。

「それで、この突然のご来訪、どういったご用件でしょうか？」

　小首を傾かしげる仕し草ぐさにも華はながある。

「ちょっと話があってな」

「仰おつしやってください。私達の間で遠えん慮りよは無用です」

　熱のこもった声で華江は訴えかけてくる。和水は目をそらし、

「それが……話があるのは君じゃなくて彼に、なんだ」

　華江の背後に控えていた黒服の男、瀬せ場ばを指す。私に？　とでも問いかけるように僅わずかな笑みを口に貼はり付け、背の高い使用人は礼れい儀ぎとしてお辞じ儀ぎする。どういうつもりか、まるで影のように控えていた男は指名されても言葉が無い。

「まあ、瀬場に、ですか？」

　華江は戸と惑まどったようだ。目を丸くし、

「御調みつぎ様がそうお望みでしたら構いませんが」

　華江が同意したので、和水は更に付け加える。

「彼と二人だけで話がしたいんだが、いいか？」

「まあ。いつの間にかそこまで親密になられたのですか。男同士の友情というものですのね。少し妬やいてしまいます」

「いや、そういうわけでは」

　華江は小さく笑い、

「ふふ、冗じよう談だんです。わかりました。私、席を外しますわね。どうかごゆっくり」

「お言葉ですが、お嬢じよう様」

　初めて瀬場が口を開いた。

「私はお嬢様のお傍そばに控ひかえているのがお役目でございます。御調様とお話ししている間、そのお役目を疎おろそかにするわけには参まいりません」

「いいえ、瀬せ場ば。御調みつぎ様の望み通りになさい」

「かしこまりました」

　瀬場は優ゆう雅がに一礼し、主人に従ってみせる。

　そうして、三み澄すみ華はな江えが退室するのを見届けると、

「では、御調様。私のごとき者に如い何か様ようなご用件か、お伺うかがいしてよろしいですか？」

　慇いん懃ぎんに頭を下げてきた。席に着くでもない。使用人としての常なのか、部屋の片かた隅すみに立ったまま控えている。

　和水なごみは淡々と告げる。

「あなただろう」

「何のお話でしょうか？」

「……僕ぼくの友人が、三澄家を名乗る者から脅おどされた。その子の父親は三澄家と関わりの深い事業に携たずさわっていて、言ってみれば三澄家の意向次第で職を失う。で、その三澄家を名乗る者は要求してきたそうだ。向むか井い歩あゆ美みと絶交しろ、と。もう二度と顔も合わせるな。さもないと、父親の仕事がどうなるかわからない。そう告げてきた」

「左さ様ようですか」

　僅わずかな笑みを貼はり付けたまま、瀬場は相あい槌づちを打つ。

「ただの悪戯いたずら電話にしては家庭の事情等に詳くわしすぎた。そして、その子は父親や家族のことを大切に思う心優しい子だった。ゆえに、僕の友人は怯おびえてその脅きよう迫はく電話の言うことに従わざるを得なかった」

「つまり、その少女にとっては家族の方が友人より上、ということでございましょう。家族の方を優先したのは彼女自身でございます」

　瀬場の言葉を、和水は無視する。突き付けるように言った。

「あなたがこれをやったんだ。少なくとも、あなたはこの件に関わっている」

「どうしてそのように思われるので？」

「あなたは実際に三澄家の力を行使できる立場にいる」

「私はただの使用人でございます。そのような立場にはございません」

「いいや。あなたは三澄家のお嬢じよう様の専属使用人という特殊な立場だ。彼女を守るために様々な権限が与えられているらしいな。お嬢様の安全を図るため、と称して各種情報を入手するのも容た易やすい。例えば、僕の友人のこととか」

　和水は父親の秘書から聞きだした話をぶつけてみた。ここに来る前にした電話で、秘書の柴しば崎さきさんは言っていた。

「はいはい、三澄家はこの街の支配階級ですからね。そこに仕つかえる人達もそれなりの権力を振るえる立場にありますよ。今後和水さんもその中に入るのですから、その使い道は知っておいたほうがよろしいでしょう……」

　三み澄すみ家に乗り込むにあたり、事前に調べたというわけだ。そして、三澄家について、そこの使用人について、和水なごみはまことしやか噂うわさを幾いくつも柴しば崎さきさんから耳にしていた。

　さて、そう言われて瀬せ場ばは僅わずかに首を横に振る。

「そうお考えになるのは自由でございますが。私は実際に三澄家を動かすような力など持ち合わせておりません。もっとも、三澄家と無関係に私の個人的依頼でもって動く者達はおりますし、それを余よ人じんが勝手に誤解する分には仕方のないことと申せますが」

「僕ぼくの友人を脅おどすのは止やめろ。そして、話してもらおう。何が目的だ。何な故ぜ歩あゆ美みを追い詰めようとする」

「脅すも何も、その少女はご自身で判断されたのではないのですか？　向むか井い歩美様と絶交した方が得だ、と。誰も、絶交しろ、などと強制してはいないはずですが」

「認めるんだな。元もと部べに圧力をかけたのを。それに歩美に関する誹ひ謗ぼう中傷を流したのもあなただろう」

　和水は畳たたみかける。だが、瀬場は僅わずかな笑みを貼はり付けたままだ。表情に変化はなく、余よ裕ゆうさえ感じられる。

「御調みつぎ様、これらは全すべてあなた様のためでございます」

　瀬場は胸に右手を当て、深々と礼をしてくるではないか。恭うやうやしい態度。だが、和水は誤ご魔ま化かされない。

「何が僕のためだ。どこがどう僕のためになるというんだ。歩美や元部を苦しめるだけじゃないか」

「それが御調様の幸福につながるのではないですか」

「何だと？　何言ってるんだ？」

「向井歩美様が孤立して苦しい立場になれば、御調様は幸福になると申しております」

　今や瀬場の笑顔は鼻につくくらいだ。端たん整せいで中性的な顔立ち。そこに浮かぶ笑みは親愛や喜びを表すものではない。冷笑、嘲ちよう笑しようの類たぐいだ。

「御調様のご友人一同が悩み苦しむことこそ、御調様の幸せにつながる。それがゲームであなた様に示された内容だったはず」

「なんでそのことを……」

「『唯一の者との逢おう瀬せこそ唯一の喜びとなる』でしたか。向井歩美様が御調様とデートをするとの内容。それはすなわち、御調様が向井歩美様にとって唯一信頼できる者になる、ということでございます。向井様と友人だった者は全すべて離れていき、心が弱っているところを御調様が助けて差し上げる。それによって達成されるものなのです」

　得とく々とくと語りだす。そんな瀬場に、和水は毒づく。

「勝手に解釈してくれるじゃないか。僕に対して示されたマス目の内容を、関係のないあなたが」

　瀬せ場ばは相変わらずにこやかだ。

「御調みつぎ様にご奉ほう仕しいたすのが私の喜びですから。無む償しようの善意でございます。御調様のためなら如い何かなる労苦も厭いといません」

「勝手なことを」

「お喜びいただけるものと思っておりましたが。『唯一の者との逢おう瀬せこそ唯一の喜びとなる』の実現のために、向むか井い様と仲の良いご友人一同を追い込んで差し上げたのですがお気に召めしませんでしたでしょうか。人を雇やとって悪い噂うわさを流したり、向井様とご自身の家族とどちらが大切か考える機会を与えたりした程度ではありますが」

「そんなことをして何のつもりなんだ」

「何度も申し上げております。全すべて御調様のためでございます」

　再び、大げさに一礼。とても、信用できない。そう感じた和水なごみはようやくピンとくる。

「あなたが僕ぼくのために何かするとは全然思えないな。むしろ、僕のためにならないことなら喜んでしそうだが。でも、あなたが何より優先させるのはお嬢じよう様に関することだろう。僕を歩あゆ美みの唯一の者として、付き合わせるのが目的じゃないのか」

　では、何のために？　そう、

「僕と三み澄すみ家のお嬢様の婚こん約やくを破談にするため、といったところか」

　瀬場は笑みを引っ込めた。真しん摯しな表情。

「御調様がどこの馬の骨とも知れぬ娘むすめと交際されているとなれば、三澄家としても今回の婚約を考え直さざるを得ないでしょう。御調家の側に非がある以上、お嬢様も御調様のことを呆あきれ果て、諦あきらめてくださるかと」

「……やっぱりあなたは僕と三澄のお嬢様の婚約が面白くなかったんだな」

「いえいえ。私はお嬢様の命令には絶対服従でございます。お嬢様が御調様と結ばれるのを望んでおられるのなら、それを叶かなえることこそが我が喜び。もちろん、お嬢様が御調様と結ばれたくないとお望みならば、それを叶えることこそが我が喜びでございます。つまり、お嬢様が御調様への愛情を失う事態になれば、私は喜んでそれに従うということです」

　瀬場の顔に再び僅わずかな笑みが灯ともる。それを見て、和水は悟さとった。

　最初から狙ねらっていたのか。出会ったあの時から、こうなるように企たくらんでいたのだ、こいつは。だって、言っていたではないか。「今のお嬢様は御調様と結ばれることを望んでおいでです。今は、でございますが」と。三澄のお嬢さんが僕と婚約したくない、とそう言い出すように仕向けようとしている。お嬢様の命令、という大たい義ぎ名めい分ぶんが欲しいのだ。自分の本心に従うのではなく、あくまでお嬢様の命令に従うという形が欲しくて、わざわざこんなことを……。

　そう気付くと、和水は知れず震ふるえた。

　こいつ、少しおかしい。

　瀬せ場ばは和なごやかに続けてくる。

「それに、これはあなた様のためでもあるのですよ。あなた様にとっても利益になると存じます。向むか井い様と結ばれる運命を実現させたいでしょう？」

　和水なごみは瀬場の唆そそのかすような言葉に何かひっかかる。

　なんだろう、この言い方。何か不ふ愉ゆ快かいな気分が刺激される。小ズルさというか言い訳めいているというか。理屈をつけて、自分の本心を隠かくそうとしている。でも、それは……僕ぼくも同じことをしていなかっただろうか？

　和水は瀬場の言動の何が不愉快なのかわかった気がした。自分の嫌いやな部分を見せつけられているような感じ、同どう族ぞく嫌けん悪おとでもいったものを感じるのだ。

　歩あゆ美みのためだ、といって僕はゲームを利用している。でも、それは本当のところ自分のためではなかったか。歩美を助けるため、と言い訳して歩美を自分の都合の良いように動かそうとしていた。結局、人のためと言いつつ自分のためでしかない。

　今回のマス目の内容もそうだ。歩美を不幸にして、僕に都合の良い展開に持っていこうという意図。結局僕自身のため、だ。

　歩美と親密になるためなら、歩美が孤立しても構わない。ゲームはそんな考えをまるで僕に認めさせようとしているかのようだ。押し付けたり強いたりするわけではない。あくまで、僕自身がそう選ぶように……。

　和水は頭を振った。

　このゲームは、なんなんだ？　何か嫌な意図があるのではないか。

　和水の中でゲームに対する不信が芽め生ばえ始めていた。ゲームの指示する内容に唯い々い諾だく々だくと従うのはまずい。そんな勘かんが働いたのだ。だから、

「僕のためとか御ご託たくはいい。もう二度と歩美やその周りに手出しするな。僕は今回のマス目の指示内容をチップを使ってでも改変する事にした」

　そう瀬場に宣言してやった。

「あなたが流した歩美の噂うわさも払ふつ拭しよくする。僕は、噂を耳にした人達の誤解を解いて回るつもりだ。あなたも歩美の周囲の連中に圧力をかけるのはやめろ。そんなのは汚きたないやり方だ」

　突然、瀬場は吹き出した。堪こらえ切れない、といった風ふうで笑ったのだ。そして、右手で口元を隠かくしつつ、取り繕つくろった声で、

「……失礼。御調みつぎ家の方ともあろうお方がそのようなことを仰おつしやるとは……」

「何がおかしい」

「周囲に圧力をかけるのはあなた様のお父上の常じよう套とう手段ではございませんか」

　和水は父親の姿を思い浮かべる。御調貞さだ之ゆき。この街の有力議員。強引で、僕の知らないところで勝手に話を決めてしまう父とうさん……。

「……父さんがそういうことをしているからといって、僕もそれを是ぜとする理由はないな」

　瀬せ場ばの口元の僅わずかな笑みが大きくなる。

「よろしいのでございますか？　今回のマス目の内容に従わないと、お父上の意図する通りに物事は進みますよ？」

「何の話だ」

「お父上は御調みつぎ様をお嬢じよう様と結び付けて姻いん戚せき関係を結びたい。昔からこれあるを狙ねらっておられたご様子。そのために向むか井い歩あゆ美み様に圧力をかけて、あなた様から遠ざけたのはお父上だと申しております。このままではお父上の狙い通りとなるでしょう。今なら、マス目の内容に従って向井様と関係を結び直すことも可能と考えますが、御調様はそれを望まないのですか？　幼き頃の想い人より、三み澄すみ家の地位や財力をお望みで？　お父上と血は争えないということでございますか？」

「は？　何を言って……」

「失礼ながら調べさせてもらいました。御調様と向井様は幼少の頃、大変仲なか睦むつまじかったようでございますね。けれど、突然疎そ遠えんになられた。それはなぜか、もうお分かりでは？」

「……父とうさんが？　歩美に何か言ったのか？　でも、なぜそんなことを……」

「もちろん、御調様の傍そばから追い払うためでございます。将来、政略結婚の手て駒ごまとして御調様を使用する際、余よ計けいな虫がついていては何かと不都合でございましょう」

　じゃあ、あの歩美の理り不ふ尽じんな去り方は、全すべて父さんが仕組んだことだったのか？　歩美が僕のことを無視したり、顔を会わさないようにしてたのは、父さんの所せ為い……？

「……父さんが歩美に何を言ったというんだ。それに歩美は脅おどされたって言うこと聞くような奴やつじゃ……」

「お父上は脅したりはなさらなかったようでございますね。ただ、因いん果がを含めたと申しましょうか。道理を言い聞かせて、諦あきらめさせたようですね。向井様は頭の良いお方のようですから、お父上の懸け念ねんを察したのでしょう。御調様と向井様とでは住む世界が違います。御調様にはこれから輝かしい未来が待っている。しかし、向井様が傍に居ては御調様は飛躍できない。御調様のことが本当に大事なら身を引いてほしい、といったことを言い含めたそうです。向井様は心優しい方でもあられたようで、御調様のため、と言われては引き下がらざるを得なかったのでしょう」

「そんなバカな話があるか！　僕のためだとか……」

「身分が違う、ということではございませんか。たとえ、御調様がそのような点に無む頓とん着ちやくでも、それに付き合わされる向井様はいつも引け目を感じておられたのかもしれませんよ？　御調様はご自覚もなく向井様を傷付けていたのでは？　……いえ、失礼いたしました。これは私の勝手な憶おく測そくでございます」

　瀬場はどこか自じ嘲ちようするように僅わずかな笑みを浮かべていた。だが、和水なごみはそれに気付ける状態ではない。今まで思い悩んでいた過去の出来事。その原因が思いもよらぬ人物、父親によって引き起こされていたと知ったのだ。父親の顔が過よぎる。

　昔からそんなことをしてたなんて。陰で歩あゆ美みと僕ぼくを引き離しておいて、何食わぬ顔で僕と接していたのか。僕が賞をもらった時笑って褒ほめてくれた。あの裏で僕をずっと誤ご魔ま化かしていたのだ。ふざけるな。僕を自分に都合のいい道具とするために、歩美を……！

　壁があったら殴なぐりつけていたかもしれない。和水なごみは怒りを持て余す。

「……歩美は僕のことが嫌きらいになったとかそういうわけじゃなかったのか。僕のために……そんな思いで僕から離れたのか……。陰で父とうさんがそんなことをしてたなんて……」

　瀬せ場ばの言葉は続く。

「御調みつぎ様のご祖母様がご存命の時はお父上もまだ抑制しておられたようですが、亡くなられてからは遠えん慮りよなく向むか井い様を排はい除じよにかかったようでございますね。向井様は如い何か程ほど傷付いたことでしょう。おいたわしや。自分は御調様に相応ふさわしくない相手なのだと、その歳としで自覚してしまわれたのですから。御調様にお会いしたがらなくなったのも当然でしょう。お父上も罪な呪じゆ縛ばくを向井様にかけたものです。御調様に会ってはならないと刷り込まされて、まことに不ふ憫びんな話ではございませんか」

「……で、あの喧けん嘩か別れか」

　和水は思い出す。祖母の葬そう儀ぎの日、歩美と顔を合わせた最後の日。

　そこで瀬場が訳知り顔で言い出した。

「けれど、健気けなげなことです。向井様はご自分を御調様に相応しい存在とするために、陰で必死に努力をなさってこられた。その結果が、特とく待たい生せいとしての黄き桜ざくら学がく園えんへのご進学でございます。御調様と同じ世界で生きるための努力。それが今ようやく実ったというわけです」

　歩美はそんな風ふうにして僕と同じ学校へ入学してきたのか？　僕はただ父親の言うがままにエスカレーター式に進学しただけだというのに……。知らなかった。知ろうともしなかった。たまたま運よく同じ学校に入ったのだとばかり思っていた。なのに、歩美は僕のために……。

　和水は情けなかった。自分が何も考えずに父親の言いなりになっていたことに気付き、深く落ち込む。

　父さんは結局、僕を一人の人として見てくれていなかったのだ。あくまで父さんの付属品。僕は父さんの所有物だった。僕はそれに気付きもせず、へらへら笑って生きてきた。その間抜けぶりを今突き付けられると、がっくり来る。

　そうだ、変わらなければ。このままではいけない。決められたことにただ従うなんてダメだ。自分の意志で道を選ぶ。そうでないと、僕はずっと父さんの所有物のまま。父さんの都合の良いように人生を操られてしまう……。

　父親のこと、歩美のこと、色々なことが頭の中を巡めぐり、和水は目眩めまいすら感じる。そこへ、瀬場が大きな声を出すものだから、飛び上がりそうになった。

「であるというのに。御調様も男ならそれに応こたえてあげるべきではございませんか？　御調様は向むか井い様と結ばれるべきです。そのためにゲームの指示内容を受け入れ、イベントの達成に努力なさいませ。なぜ、イベント達成の邪じや魔まをして向井様を拒絶するのですか？」

　瀬せ場ばの目は苛いら立だちを示すように吊つり上がっていた。

「僕ぼくが歩美のことを拒絶してるだと……？」

「向井様との逢おう瀬せをもたらす指示内容を受け入れない、と御調みつぎ様は仰おつしやる。それはすなわち、お父上の望み通り、お嬢じよう様と結婚したいということでございますか。向井様のことはもうどうでもいい、と？」

「……今だって仲直りしたいとは思っているさ」

　和水なごみはゆっくりと口を開いた。それに対して、瀬場は再び表情を僅わずかな笑みの貼はりついたものに戻し、

「ならば、御調様もイベント内容の実現のためにご努力を。向井様の周りから信頼できる者を消すのです」

「それは歩美にとって不幸なことだ。できない」

「では、向井様のことは諦あきらめるのですか？　お嬢様へ乗り換えるという魂こん胆たんで？」

「僕は歩美との絆きずなを取り戻すのを諦めたりしない。でも、そのために歩美を傷付けることもしない。歩美の周囲の誤解を解いた上で、歩美とデートしてやる」

　瀬場は大きく頭を振った。

「お言葉ながら、それは不可能かと存じます。ゲームの指示内容との矛む盾じゆんがございますでしょう？　ゲームでは、御調様は向井様と結ばれるように定められている。まことに結構なことではございませんか。ただ、そのためには向井様を孤立させ彼女にとって唯一の者とならなければならない。それができないのであれば、御調様はこのイベントを達成できません。向井様を傷付けることなく、向井様に逢おう瀬せを承しよう諾だくさせることはできない。そういうことではございませんか」

　和水はそう言われて、先程から感じていた物を吐はき出す。

「なら、このゲーム自体がおかしいんだ。そんな風ふうに僕等の行動をゲームに縛しばられる必要はない。もしこのゲームのイベントでデートのマスに止まらなかったら、もうそれでデートはできないのか？　考えてみろ。もし、あなたの主人である華はな江えさんが一人ぼっちにならなければいけない、と定められていたらどうする？　誰も彼女の支えになってくれない、当然あなた自身も彼女の傍そばから離れなくてはいけない。そう決められていたら？　それでもゲームで決められているからといって従えるのか？」

「……それがお嬢様の幸せのためならば、私は喜んで受け入れます」

　瀬場は急に能のう面めんのような顔になる。和水は、その答えが気に入らない。こいつはまた自分の本心を誤ご魔ま化かしている、と感じたからだ。

「それで彼女は本当に幸せなのか？　あなたがいなくなって、彼女が本当に喜ぶとでも？」

「……何を申されているのかわかりかねますね。私など所しよ詮せんただの使用人でございます。私はお嬢じよう様の幸せのためなら……」

　瀬せ場ばの言葉は最後まで続かない。和水なごみは言い募つのる。

「たとえゲームで定められていようと、本当はデートしたくなかったら、それは回かい避ひできる。それと同じように、本当にデートしたかったらマス目に書いてあろうが無かろうができるんだ。自分で決めればいいだけだ。マス目の内容に書かれているからデートできるとか、できないとか、悩む必要はなかったんだ。そんなことで迷うんだとしたら、それはまるでこのゲームに全すべて決めてもらっているようなものじゃないか。自分で決めることを放ほう棄きして、ゲームに決めてもらってるだけだ。でも、そうじゃない。僕ぼく等らはこのゲームに縛しばられて生きてるわけじゃない」

「……」

　瀬場は沈ちん黙もくしている。そして、

「……では、御調みつぎ様はこの後、どうなさるおつもりなのですか？」

「このイベントを達成するのは拒否する。その上で、改めて歩あゆ美みに言うさ。これまでのことを謝って、そして仲直りして欲しいって。自分の意思で」

「ご自分の意思で……それが御調様の選せん択たくですか」

「ああそうだ」

　瀬場の表情は真剣だ。

「できますか？　ゲームに従うでもなく、更にお父上の意向に逆らって、その上で向むか井い様を選ぶことが？」

「僕がやりたいと思うことをするだけだ。簡単なことだ」

　和水はこともなげに言ってみせた。実際には、自分の思うようになど中々できないからこそ、歩美とも長い間喧けん嘩か別れだったのだが。けれど、今の和水はそれを覆くつがえしてやるという決意があった。その決意を感じ取ったのか、

「……御調様が向井様を選ぶというのであれば私としては何も申し上げることはございません」

　瀬場は沈ちん思し黙もつ考こうの末、そう口を開いた。

「私としては、それで三み澄すみ家との婚こん約やくが破は棄きされれば良いのです。であれば、これ以上向井様のご学友一同に干かん渉しようする必要もございません」

「じゃあ、もう歩美の周囲に手出しは二度とするな。今度やったら……」

「その点については約束いたしましょう……ご自分の意思で決める。先程の口こう上じようが御調様に果たせるのかどうか、見極めさせていただきます」

　瀬場はもう口元に僅わずかな笑みなどたたえていなかった。




「ありがとう。御調くんのおかげだね」

　朝一番で感謝された。教室に入るなり、待ち構えていた元もと部べが頭を下げてきたのだ。

「本当にどうにかしてくれるなんて。無理したんじゃないの？」

　昨日きのう、青い顔で歩あゆ美みとの絶ぜつ縁えんを口にした少女は今、和水なごみの手を握にぎって振り回さんばかりだ。

　聞けば、昨夜元もと部べの元へ再度三み澄すみ家を名乗る者からの電話があったという。その人物は前言を撤てつ回かいした。

「合意に基づき、先程の指示は取り消します。今後こちらからあなた方に干かん渉しようすることはありません。ご自由に対人関係を構築ください」

　歩美と仲良くしようが絶交しようが好きにしろ、といったことを告げてきたのだそうだ。

　元部はちょっと心配そうに、

「昨日の電話では、合意に基づき、とか言っていたけれど、それって御調みつぎくんが何かしたってことでしょう？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

　友人として力になる。昨日、和水は元部にそう約束していた。

　それを果たしただけだ。わざわざこういうことをした、なんて言うのは自じ慢まん臭くさいというか野や暮ぼってものだろう。

　そう思った和水は短く、

「気にするな」

　それを聞いた元部は察するところがあったらしい。

「うん、わかった。詳くわしくは聞かないけれど、でも、とにかくありがとうね。これであたし、歩美ちゃんに謝れる」

　元部は歩美に、もう二度と会わない、などと言ったことをとても気に病んでいる様子で、

「……謝ったら、仲直りできるかな……」

　ぽつりと呟つぶやいた。和水はそれを拾ひろう。

「できるさ」

　そう励はげまして、元部を歩美の元へ送り出してやった。その背中を見つつ、和水は思う。

　そして、僕ぼくもだ。

　歩美にあの日のことを謝る。ばあちゃんの葬そう式しきの日。父とうさんが裏で何をしていたか知りもしないで、歩美に声を荒げて駄だ々だをこねたあの日。あの過ちを謝りたい。そして、仲直りするんだ。

　和水は昨夜の内に父親に告げていた。いや、正確には秘書の柴しば崎さきを通じてだが、もう三澄家との婚こん約やくの話は無かったことにしてくれ、と常にない強い口く調ちようで繰り返した。柴崎も和水の本気を感じ取ったらしい。

「……そんなにお嫌きらいですか？　向こうのお嬢じようさんが気に入らないと？」

「向こうがどうこうじゃないんだ。ただ、僕の知らないところで決められてたのと、僕には今、もっと大事な人が……」

「三澄家のお嬢さんが気に入らないわけではないのですね？　承うけたまわりました。その線で先生とは話を進めておきますので」

　結局父親とはいつものように、忙しいから、ということで話せなかったが、それでも和水なごみの決意は伝わったはずだった。

　父とうさんの思おも惑わく通りにはいかないから。いくら邪じや魔ましたって、僕ぼくは歩あゆ美みと……。

　そんな決意を胸に秘めつつ、和水は一いつ旦たん自席へと腰こしを落ち着ける。もちろん、これから歩美と向き合うつもりだ。ちゃんと話しあう。二人の新しい関係をスタートさせるのだ。

　ただ、やはりこういうデリケートな話をするにはタイミングというものがある。ちょっと人ひと気けがない時を見計らって話しに行かなければ、向こうだって困るだろう。いや、怖気おじけづいているわけではなくて……。

　とか何とか、今日きようこれからどうやって歩美に切り出そうか、椅い子すに座ってああでもないこうでもないと考え込む和水。その目の前の机の上に、どさりと尻しりを下ろしてきた者がいる。

「よう、御調みつぎ」

　クラスメートの脇わき坂さかだった。着き崩くずした制服に軽そうな頭を乗せている。それを見て、和水は感じたままを口にした。

「……なんだ、昨日きのうより随ずい分ぶんマシな顔してるじゃないか」

「歩美ちゃんは白だったぞ」

　また唐とう突とつなことを告げてきたので、和水は眉まゆをひそめる。

「何が？」

「昨日……俺おれが信じるものを奪うばわれたあの時、お前は言ったな。それでもユニコーン隊の一員か、と。俺達が身を呈ていして守るべきものは何なのか、お前の言葉で目が覚めたぜ」

　何かカッコいいこと言おうとしている。でも、その内容は実のところ学園のアイドルがどうとかいう話だ。和水はそんな脇坂を見ていると思わざるを得ない。

　ああ、今日も順調にこいつは何か悪い物でも食べたのだな。腐くさった納なつ豆とうでも拾ひろい食いしたのだろう。

　何かに当たったらしい脇坂は熱っぽい口く調ちようだ。

「俺はお前の心意気をユニコーン隊の全員に伝えたよ。伝えなくてはならなかったんだ。そして、俺達は皆目を覚ました。本当の敵てきはそこにはないんだ、と。疑い、いがみ合う、俺達の心自身が敵だったのだと！」

「訳のわからんことぬかすな」

　無視。

「お前の言葉で俺達ユニコーン隊は団結を取り戻した。新たに結集し、皆で総力を上げて向むか井い歩美の噂うわさの出で所どころを洗ったんだ。そしたらどうだ！　学校の裏サイト上で、歩美ちゃんについて悪い噂を書き込んでいるのは全部同じＩＰからだった。歩美ちゃんに苛いじめられてたとか書き込んでた奴やつはさっさとログを消して逃亡してる。これはもう、誰かが歩美ちゃんを陥おとしいれようとしてたとしか思えないんだよ！」

「うん、そうだな」

　和水なごみは何となく今日きようの夕飯はカレーがいいなあと思っていた。

「もう俺おれ達は迷わない！　いつまでも幻想を抱いだいて生きていける！　お前のお陰だ、御調みつぎ！　誰が何と言おうと、歩あゆ美みちゃんは天使だし橘たちばな先せん輩ぱいはブラコンいやブラキチだしサナコ生徒会長は超百ゆ合り百合お姉ねえさまなんだよ！　おおお、もう迷うまいぞ！　一いつ心しん精しよう進じん勇ゆう猛もう精進一心精進勇猛精進！」

　脇わき坂さかは数珠じゆずを振り回しながら印を切り、呪じゆ文もんまで唱となえ始めた。和水は脇坂のことなど本当は全然別にどうでもよかったのだが、

「……元気を取り戻したようでなによりだ」

　安心した。




　脇坂をはじめとするファンクラブの連中の活動もあってか、向むか井い歩美に対する悪い噂うわさは急速に収まりつつあった。

　これなら、歩美は孤立することなく済むだろう。歩美を不幸にすることは回かい避ひできた。あとは……。

「御調くん、歩美ちゃんなら今一年昇降口の前にいるはずだよ。あたしと一いつ緒しよに帰るって待ち合わせしたから」

　完全に歩美と和解したらしい元もと部べがそう囁ささやいてきた。

「あたし、もうちょっと時間置いてから行くから……その間に、ね！」

「そ、そうか。ありがとう」

　元部がいいタイミングをプレゼントしてくれるというわけだ。歩美と話をするのにそれほど人目もなく不自然でないタイミングを。けれど、和水自身がどうもいけない。

「……どう切り出したものかな」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　元部が後押ししてくる。そして、更なるプレゼント。元部は和水の両手をぎゅっと握にぎってくるではないか。

「きっとうまくいくから！」

「？　おい、これ？」

　和水は両手に押しつけられた紙片を目の前にかざす。

「お礼にあげる」

　元部ははにかんだように微笑ほほえんできた。

「……歩美ちゃん、前にそこのアイス食べに行きたいって言ってたから」

　それはチケットだった。ボードウォーク遊園地の一日券。それが２枚、和水の手の中にある。

「それを使ってデートにでも誘さそうといいよ」

　妙みように明るいテンションの元もと部べ。

「いいのか？　結構高かったんじゃ」

「いいのいいの。歩あゆ美みちゃんを誘って行くつもりだったけど……その、御調みつぎくんにも歩美ちゃんと仲良くなって欲しいしね」

「すまないな。ありがとう」

「……ううん。気にしないで。頑がん張ばって！」

　小さくガッツポーズなどされては、和水としても頑張らざるを得ない。気合を入れ直して、一人階下にある一年生用の昇降口まで降りていった。

　放課後の校内はまだ幾いく分ぶん騒さわがしい。部活へ向かう連中や、帰り支じ度たくをした連中がざわざわしている。和水なごみは昇降口の近くまで行った。近付くにつれ、胸の鼓こ動どうが速くなる。

　落ち着け。別に、取って食われるわけじゃない。さりげなく話しかければいいだけだ。もうすぐ昇降口。そろそろ心の準備ができていい頃じゃないか。

「和水」

　昇降口に辿たどり着く前に、歩美から声をかけられたので激しく動揺する。

「あ、ああ。歩美か」

　昇降口で待ってるはずじゃなかったのか。和水は想定と異なる事態に上う手まく言葉を続けられない。

　見み透すかされたようで、和水は声を出せない。一方の歩美ももじもじした様子で、

「で、えーと、ね。わたし、和水に話したいことがあって……」

「……なんだ」

「今回、わたしのために和水が色々やってくれたんだよね。そのお礼を言いたいの。和水が頑張ってくれたおかげで、わたしは真ま奈な美みや他ほかのみんなを失わずに済んだ。……和水はもう昔の和水じゃないんだね。わたしに守られてるだけの和水じゃなくて、わたしを守ってくれるくらい強くなったんだね」

「……そんな大したことじゃない」

「ううん。和水がわたしをフォローしてくれたのは知ってるからわかってるから」

　そこで和水は躊躇ためらいがちに口を開く。

「あの、だな。その、良かったらでいいんだが」

「いいよ」

「早いよ。今度、僕ぼくと遊園地へでも行かないか」

「遊園地？」

「ここにボードウォーク遊園地のチケットが丁ちよう度どあって……どうだろう？」

　歩美の丸い目が悪戯いたずらに動く。笑みを形作った口が開いて、

「もう一度言うけど、もちろんいいよ」

「そうか」

　和水なごみは短く答えた。が、内心では踊おどりだしていた。ゲームなんて使わなくても上う手まくいったじゃないか！

「じゃあ、今度の日曜日辺りにでもだな」

　歩あゆ美みは小さく笑って、

「ちょっと待って。もうすぐ真ま奈な美みが来ちゃう」

　その言葉と共に、まるでどこかに隠かくれていたのではないかと思うくらいすぐ近くから、元もと部べ真奈美が、

「ごめん、待った？」

　姿を現した。

「詳くわしい話はまた後でしよ？」

　歩美が悪戯いたずらっぽく、人差し指でシーッとジェスチャー。和水は無言で頷うなずいた。そして、ねえ何かいいことあったんじゃない？　とかこしょこしょ元部に尋ねられている歩美と元部を見送った。




　結局、デートに誘さそうことだけで手一杯になり、あの日のことを謝るのを忘れていたのに気付いたのは、和水が家に帰り着いてからのことだった。
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　　　８、運命決定フェイズ






「『唯一の者との逢おう瀬せこそ唯一の喜びとなる』の未達成を確認しました。イベント内容の改変により、プレイヤーからチップが消費されます。今回の消費枚数は１枚です。それでは、再びサイコロを振って、向こう上じようの運命を決定してください」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいがそう促うながしてきた。だが、目前に迫った遊園地デートを前にして、和水なごみは興味無さげに答える。

「ああ、それなら、もういい」

　運命測定機械は沈ちん黙もくで応こたえてきた。仕方なく、和水は言葉を続ける。

「僕ぼくはもうゲームには頼らないから。今まで世話になったな」

　これからいよいよ待ち合わせ場所の遊園地へ行こうという段階になって、携帯端たん末まつが鳴りだしたのだ。開いてみれば、運命測定機械からの連絡と催さい促そくだった。前回の『唯一の者との逢瀬こそ唯一の喜びとなる』について、今になってようやく未達成に終わったことを認めたらしい。

　運命測定機械は画面内から熱のない眼まな差ざしを送ってくる。

「警告します。サイコロを振らなければ、プレイヤーとしてゲームを放ほう棄きしたものと見み做なされます」

「だから、僕はもうゲームをしないんだよ。それにこれからデートなんだ。邪じや魔ましないでくれ」

　今更、ゲームを利用して歩あゆ美みを操るみたいな真ま似ねはする必要がない。というか、するべきじゃない。自分の意思でやることは決めるのだから。

　和水はそう思うと、携帯端末の奥に向かって言ってやる。

「大体、このゲームってやつは胡う散さん臭くさい。もう関わり合いになりたくないね」

　運命測定機械は肩かたを竦すくめたように見えた。

「プレイヤーによるゲーム続行の意思なしと見做します。ゲームを放棄するということであれば、向上の運命にあなたは関与できません。向上の行く末は、他ほかの者達の行動によって自動的に決定されます」

　途と端たんに、画面内の歩美の駒こまが動き出す。サイコロを振っていないのに、勝手にマス目を進んでいくのだ。

「おい、何を勝手に動かしてるんだ」

　和水の抗議にも関わらず、歩美の駒は４歩進んだところで止まった。

『遊ゆう興きようの地にて、愛を唱となえる者から死に至る傷を受ける』

　そのマス目にはそう書かれていた。よく見ると、他のマス目には何も書かれていない。このマス以外の未来は無いかのように。

「向上のポケットの運命が決定されました」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいの宣言。何の思い入れもなさそうな平へい坦たんな声。だが、その声で宣言された内容は和水なごみの心をかき乱した。

「なんだ、これは。死に至る傷を受ける……？」

　不ふ吉きつな内容だ。これが向こう上じようのポケットたる歩あゆ美みに降りかかる運命……？

　和水は画面内を睨にらんだ。

「嫌いやがらせか」

　僕ぼくがゲームを進めようとしないから、こいつはこんな不吉なマスに歩美を動かしたのか。

「ご質問にお答えしますと違います。私が意図して向上をこのマス目へ導いたわけではありません。この結果は、他ほかのポケットの関与等によるものです」

「他のポケットの関与、だと」

「向上以外のポケットが運命を選せん択たくした結果、それに付ふ随ずいする形で向上のポケットの運命も決定されました」

「……じゃあこれは、他のポケットの誰かが歩美を殺そうとしているってことか」

　遊ゆう興きようの地、とあるのはまさに今日きようこれから行く遊園地のことだろう。では、愛を唱となえる者とは？　愛。愛情溢あふれるポケット。和水はそれに思い当たる。

「まさか……博はく愛あいのポケット？」

　それは三み澄すみ華はな江えのことだ。あのお嬢じよう様。彼女が歩美を殺す？　というより、彼女が誰かを傷つけようとする姿など想像できないのだが……。

「これ、何かの間違いじゃないのか？」

　和水の問いかけに、運命測定機械は何も答えない。

「ゲームを放ほう棄きしたプレイヤーには既すでに関係のない事じ象しようですので、これ以上お答えする必要性を認めません」

　いつも通り、詳くわしく説明するつもりはないということか。

　まさか、三澄華江が歩美を殺しに来るとは思えないが……殺しに来るのは華江ではなくて、別のポケットかもしれない。どちらにせよ、歩美を守らなければ。

　和水はすぐに家を出ることにした。携帯端たん末まつを閉じ、運命測定機械の全くやる気のない顔とさよならする。そして、遊園地へと急いだ。

　和水はこんなゲームで決められた運命をただ見過ごすつもりは毛もう頭とうなかった。運命は自分の意思で変えられるのだ。そう思う和水には目もく算さんがあった。

　もし華江が歩美を殺しに来るのなら、それを思いとどまらせればいい。できるはずだ。華江ならきっとわかってくれる。何といっても彼女は博愛のポケットであり、誰かを傷付けるなんて望むわけがないのだから。

　そうして、運命測定機械から連絡があってから１時間経たったか経たないかという頃。和水は電車を乗り継ぎ、ボードウォーク遊園地へと辿たどり着いていた。

　まだ昼前の早い時間だというのに、すでに人の群れができている。周りを押し囲むようなざわめき。最も寄より駅から流れてくる人の流れが、それに次々と飲み込まれていく。和水なごみはその流れから一いつ旦たん外れた。辺りを見回す。

　歩あゆ美みとの待ち合わせ場所は、ここ遊園地前の広場だった。入園口付近に遊園地のマップが、オブジェのように飾られている。その前には、待ち合わせの男女がそれぞれ思い思いの格かつ好こうで佇たたずんでいた。和水はその付近をうろうろしてみる。マップ傍そばの待ち合わせの人々の中に歩美の姿は無い。

　まだ早かったか。

　そう思うと、和水は携帯端たん末まつを取りだす。歩美が今どの辺りまで来ているか、電話して確認するつもりだった。

　そうだ。何だったら、歩美がここへ来る前に別の場所へデート先を変更してしまうのはどうだろう。歩美が遊園地に居なければ、襲おそわれずに済むのではないか。

　だが、和水はマス目の内容を思い出して考え直す。あそこには『遊ゆう興きようの地にて……』とあった。別に遊園地と断定しているわけではない。デート場所を変更したらしたで、その場所でトラブルが起きるのではないか。ともかく、歩美と早く合流した方がいい……。

「まあ！　本当に来てくださるなんて！」

　弾はずむような歓声が上がり、それが自分に向けられたものだと和水は気付く。周囲の目も、その声の主へと集中しているようだ。特に男はぽかんと口を半開きにする者続出。和水の口も半開きになる。

　高原のお嬢じよう様、といった出で立ちの三み澄すみ華はな江えがきらきらした笑顔で和水を見上げてきていた。大きな麦むぎ藁わら帽ぼうを右手で押さえ、白のワンピースを左手で押さえた格好だ。その姿を見ただけで高原の涼風と陽ひ射ざしが辺りに射さすかのような錯さつ覚かく。実に不自然な美少女ではないか。英語でいうとアンナチュラル　ニンフ。

「君か……」

　和水はその可か憐れんさに言葉を失いかけるも、

「ということは、やっぱり君が歩美を狙ねらっているわけか。信じたくはなかったが……」

　そう呟つぶやいて気を引き締める。

　なぜ、三澄華江がこの場にいるのか？　和水にはその理由は明らかに思えた。だから、

「いいか。よく聞いてくれ。君は人を傷つけるような人じゃないはずだ。何を吹き込まれたか知らないが、粗そ暴ぼうなことはやめろ」

　そう三澄華江に言い聞かせる。だが、華江は麦藁帽の陰で首を傾かしげるのみだ。

「？　はい？　私が何か？」

　要領を得ない。和水はもう一度、華江の様子をよく見た。

　避ひ暑しよ地ちへバカンス、といった風情ふぜいで、とてもこれから殺し合いをするような殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きは無い。和水なごみを熱っぽく見上げる視線は、殺意や敵てき意いとは無む縁えんのもの。むしろ、和水は自分が全肯定されている気になってむず痒がゆいくらいだ。

　ただ、ちょっと不ふ審しんなことに、

「……いつも君の傍そばにいる黒服の彼は？　どこだ？」

「まあ。ここでも瀬せ場ばが気になるのですか？　瀬場なら外しておりますが」

　ちょっと、華はな江えが膨ふくれてみせた。が、それも冗じよう談だんだったようで、すぐに相そう好ごうを崩くずす。

　これはどう考えても違う。歩あゆ美みを襲おそいに来たのではない。

「え？　じゃあ、君は何しにここへ……？」

「ここへ来れば御調みつぎ様に会えると、瀬場から言われまして。私、このような場所へ参まいったのは初めてです。よろしくエスコートお願いいたしますね」

　何の話だ？

「初めてのデート、ということになるのですもの。良い思い出がたくさんできそうです！」

　三み澄すみ華江は完全にその気だった。和水と一いつ緒しよに遊園地を回る気らしい。

「何を言ってるんだ。僕ぼくは……」

「？　何か私、間違ってしまいましたかしら？」

　華江の毒気のない笑顔に、和水はどうしたものかと嘆たん息そくする。と、その視界の片かた隅すみで歩美らしき人影を捉とらえた。人々の波に隠かくれて遊園地の中へと向かっているではないか。

「おい、歩美。こっちだ」

　呼びかけて手も振る。だが、おかしい。歩美はこちらを見たのか見ないのか、どんどん先へと行ってしまうのだ。気付かなかったのか。一人で遊園地内へ入って行ってしまった。

　見間違いか……？

　と、和水は首を傾かしげる。そこで、ある可能性に気付いてドキリとした。

　もしかして、歩美を襲うのはこの三澄華江ではなくて、やはり全然別の誰かなのではないか。そして、そいつは今野放しで歩美を狙ねらっている。その歩美は既すでに遊園地内に入り込んで……。

　大変だ、とにかく歩美と連絡を取らねば。

　和水は携帯端たん末まつを取りだした。素早く歩美の番号をコール。だが、どういうわけかつながらない。電波の届かないところにいるか電源が入っていないというメッセージを空しく耳にしながら、和水は立ち尽くす。

　これはすでに歩美の身に何かあったということでは……。

　軽やかな着信音が鳴り響ひびき、和水は飛び上がりかけた。驚いた。だが、急いでそれに出る。

「もしもし、歩美か？　よかった、連絡がついて……」

「ぬか喜びさせたようだが、違う」

　低く響くような男の声。和水は着信番号を確認する。歩美の携帯からではなかった。そこには発信者：【山やま田だ係かかり長ちよう】とある。

「……なんだ、あなたか。今立て込んでいる。話は後に……」

「恐怖のプレイヤー、持もち田だの居場所が判明した」

【山やま田だ係かかり長ちよう】は前置きなしに話しかけてきた。

「ボードウォーク遊園地にいる」

「なんだって!?」

「今、俺おれ達はそこへ向かっているが、もしかしてお前もそこにいるんじゃないかと思ってな」

「どうしてそう思ったんだ？」

「持田が遊園地なんかへ向かう理由は一つしかない。お前だ。奴やつはお前とそのポケットをつけ狙ねらっている」

　あいつが……あのターバン男がここにいる？　和水なごみはぞっとした。

　歩あゆ美みに危害を加えようとしているのではないか。歩美に死に至る傷を与えるというのは、すなわち奴のことでは。

【山田係長】の声が続いている。

「もし、奴を見つけたら時間を稼かせげ。足止めしろ。俺達もすぐにそこへ着く。今度こそ逃がさん」

「……その場から急いで離れろ、とか言わないんだな」

「当然だ。奴を引き付ける囮おとりに逃げてもらっては困る。その場にいろ」

　言いたいことだけ言って、【山田係長】は通話を切ってきた。和水は携帯端たん末まつ片手に立ちすくむ。

　なんてことだ……。一刻も早く、歩美にもこの危険を知らせないと……。

「どうされました？　御調みつぎ様、お顔の色がすぐれないようですけれど」

　下から覗のぞきこまれて、和水は仰のけ反ぞりそうになる。心配そうな華はな江えの顔。ずっと傍そばで様子を見ていたらしい。

「すまないが僕は急用ができて……」

　和水はそう言いつつ、声を小さくしてしまう。

　こんな浮うき世よ離れした子をこの場に一人で放り出して大だい丈じよう夫ぶだろうか。この子だってポケットだ。もし見つかったら、ターバン男が何をするかわからない。瀬せ場ばは何をやっているのか。この子から離れるなんて。

　和水は華江をこの場に置き去りするわけにもいかず、もう一度携帯端末で歩美と連絡を取ろうと試みる。だが、やはり応答はない。

　どうしよう。今の僕に何かできることは……。

　和水は藁わらにもすがる気持ちで掲示板を開いた。【白ネズミ】に相談するつもりで例のスレッドに書き込む。

「サイコロを振らずにいたら、勝手に駒こまを動かされてしまった。それでも、止まったマスの内容は現実に起こるものなのか。意見を聞きたい」

　すると、すぐに反応があった。だが、それは【白ネズミ】からのものではない。

「危ないからすぐに離れて！　あなたはその子に殺されるかもしれない」

　そう書き込んできたのは【クジラ島じま】だ。以前、【ノーネーム】である和水なごみに助言をしてきたこともあるプレイヤー。和水は眉間みけんにしわを寄せる。

　なんだこれは。どういう意味だ。

　和水は隣となりに目をやった。屈くつ託たくのない様子で、華はな江えが微笑ほほえみかけてくる。

　僕ぼくが三み澄すみ華江に殺される？　そう言いたいのか？

　和水は失笑しかける。あまりにバカげた内容だったからだ。彼女がそんなことをするわけがないではないか。だが、すぐに笑ってばかりもいられない事実に気付いた。

　なぜ【クジラ島】はこんなことを書き込んだのか？　そもそも、これは僕に当ててのメッセージなのか？　だとしたら、今僕が誰と一いつ緒しよにいるか【クジラ島】には見えている……つまり監かん視しされているのか？

　和水は周囲を見渡す。人が多い。誰がこちらを注視しているかなどわかりようもない。

　再び書き込みがある。今度は【白ネズミ】からだ。和水からの問いに答えている。

「駒こまが止まったマス目の内容は起こりうる未来です。プレイヤーが関与せずに決められたとしても、それがポケットの身に起こることは十分に考えられると思います」

　マス目に書かれた内容はポケットの身に起こること。やはり、間違いとか出で鱈たら目めではないのか。と、【白ネズミ】の書き込みが続いているのに気付く。

「【クジラ島】さん、その書き込みはどういう意味でしょうか。【ノーネーム】さんに危険が迫っていることを知らせようとしているのですか？　だとしたら、何な故ぜ？」

【白ネズミ】も【クジラ島】の唐とう突とつな書き込みに反応していた。和水もそれに頷うなずきたくなる。

　本当に、何の意図があってこんなことを書き込んだんだ、【クジラ島】は。僕の身を案じている？　【クジラ島】の操作するポケットのマス目に僕が殺されるという内容が書かれていたということか。

「お嬢じよう様！」

　鋭い声が上がった。瀬せ場ばだ。人をかき分け、こちらに駆かけてくるのが見える。

「まあ、瀬場。どうしたのです。御調みつぎ様と私を２人っきりにしてくれるはずではなかったのですか？」

「大変申し訳ございません。火か急きゆうの用件でございます」

　華江の前に辿たどり着くや否いなや、瀬場は華江を庇かばうようにする。

「急にどういうことです？」

「どうかご勘かん弁べんを。私がお嬢様をお連れいたします」

　瀬場が三澄華江を連れて行ってくれるなら好都合だ。和水は肩かたの荷を下ろした気分になる。が、瀬せ場ばの囁ささやきが耳に入るとそんな気分は吹き飛んだ。

「……この遊園地内に殺意を持ったポケットが潜ひそんでおります」

　それは和水なごみの耳にだけ入れようと細心の注意がはらわれていた。

「私はお嬢じよう様を安全なところへ移さねばなりません」

「？　瀬場？　どうかしましたか？」

　華はな江えが小首を傾かしげて、瀬場を見上げていた。それに対して、瀬場は右手を胸に当てて大きく一礼、

「申し訳ございません、お嬢様。少々御調みつぎ様と込み入った話をせねばなりません。しばらくお待ちを」

「またですか？　本当に仲がよろしいのですね」

　華江は上品に肩かたを竦すくめてみせる。が、それ以上何か言うでもない。

　たとえ内心に不満を抱かかえていても、誰かから言いつけられたことには素直に従う。そう躾しつけられているみたいだ。というか、そもそもこの子は不満を感じることなどあるのだろうか。

　和水はそんな風ふうに華江を見てしまう。

　瀬場は申し訳なさそうに更に一礼すると、くるりと和水に視線を向けてきた。やはり、和水にだけ聞こえるような囁き声で、

「……後始末はご自分でつけられるかとよろしいかと」

「後始末？」

「遊園地内に入り込んだ、殺意あるポケット……それはあなたのポケット、向こう上じようです」

「は？」

　ぽかん、とした表情を浮かべていたことだろう。和水は目を丸くしていた。そして、思い出される。声をかけたのにまるでこちらを振り返らず遊園地内に入り込んでいった歩あゆ美みの姿……。

「彼女は爆ばく発はつ物ぶつを使って無差別な破は壊かいを目もく論ろんでおります」

「おい、バカなこと言うな、そんなわけ」

「ゲームでそのように示されたのでございます」

　瀬場は真剣な眼まな差ざしだった。

「ボードウォーク遊園地にて向上が爆発物を用いて全すべてを破壊する。難を逃れる者は少ない。と、私の振ったマス目には書かれておりました。お嬢様を一刻も早くこの場から立ち去らせるが我が使命。けれど、御調様の使命は異なるでしょう？　仰おつしやっていたはずです。運命は自分で変えられると。なら、変えていただきましょう。向上のポケットを探し出して、爆ばく破はを止めていただきたい。それが向上のポケットを操作するプレイヤーとしての責任の取り方ではありませんか」

「……そんな話信じられるか。大体、なんで歩美がそんなことしなくちゃいけないんだよ」

「御調様が憎にくいからではないでしょうか」

　瀬せ場ばの素そっ気けない言い方に、和水なごみは声を詰まらせた。

「……なんで僕ぼくが憎にくいんだ」

「噓うそをつかれたからかと存じます。お嬢じよう様との婚こん約やくは本意ではない。そう向むか井い様に説明されたのではありませんか？　さて、その婚約。取りやめにするとのお話でしたが、それはどうなりました？」

「？　どうって……婚約の話はもうなかったことに……」

「なっておりません」

　瀬場の表情は氷のようだ。虫を見るような眼め。

「むしろ、公式に発表しようという段階です。御調みつぎ家側はこの婚約を既き成せい事実化するおつもりのようですね」

「そんな！　僕はちゃんと言ったぞ」

　ちゃんと、この婚約は取り下げてくれと秘書の柴しば崎さきさんに言ったし、柴崎さんも父とうさんに伝えると言った。伝わってないのか？　それとも、伝わった上でこの仕打ち？

　瀬場はそれを聞いて僅わずかな笑みを口元に浮かべた。いつもの冷笑。

「お父上はお聞き入れくださらなかったようでございますね。……むしろ御調様がそう仰おつしやったからこそ、既成事実化を急がれたというところでしょうか。後から取り消そうとしても、婚約が公になっていれば三澄家の面子めんつもございます。あそこのお嬢様は婚約を取り消されたお嬢様だ、何か問題があるに違いない、と口さがない連中に噂うわさされるのを恐れて、三澄家は意地でも婚約を破は棄きすることができなくなるでしょう。……だからこそ、ここで手を打っておかねばならぬわけです。向むか井い様が御調様を信じられなくなったとしてもむべなるかな。自分を選んでくれなかったのだ、と自じ暴ぼう自じ棄きになるのも仕方がありますまい。つまり、よろしいですか？　これは全すべて御調様が招いたことなのです。ご自分の手でけりをつけるべきかと存じます」

　そんな話があるものか。歩あゆ美みが僕のせいでやけくそになって……爆ばく弾だんだと？

「爆弾だとか、全然現実感ないな。歩美がそんなもの持ってるわけないだろ。それに何で僕のことで、関係のない遊園地で爆ばく破はとかするんだ。八つ当たりか。でも、歩美はそんな無関係な人を巻き込むような奴やつじゃない」

　和水は反はん駁ばくをした。瀬場は慇いん懃ぎんに頭を下げる。

「私は爆発物と申し上げました。容器に入れたガソリン等でも爆発は起こり得ます。それに何より、ゲームでそう示されたのですから、これは間違いのない事実でございましょう」

　そう言われたって、やはり信じられない。和水は首を振った。

「とにかく、歩美に実際に会って事情を聞かないことには、全然話が見えない」

「いずれにせよ、向井様を探し出すのが急務なのは間違いございません。事情を聞くにせよ、止めるにせよ、でございます。向井様が事を起こしてからでは遅うございます。運命をご自身の力で変えたいのでしたら、急がれた方がよろしいかと」

　瀬せ場ばの笑みはこう言っているかのようだった。変えられるものなら変えてみろ。和水なごみは不ふ愉ゆ快かいなものを感じる。

　ああ、変えてやる。やってやるとも。というか、そもそも歩あゆ美みがそんなことするわけないのだ。とはいえ……、

「どこに歩美がいるか、見つけるのは相当手間だ」

「観かん覧らん車しやに向かわれたはずです」

　和水のぼやきを瀬場があっさり解決する。和水は当然疑問を呈ていした。

「なんでそんなことがわかる？」

「それももちろん、ゲームで示されておりましたから」

　そうして瀬場は、三み澄すみ華はな江えを先導して和水から離れていこうとする。瀬場に引かれながら、華江が何か言いたそうに和水を見つめてきた。だから、先に和水が言う。

「危険かもしれないから、瀬場と一いつ緒しよにここから離れていてくれ」

「でしたら、御調みつぎ様もご一緒に」

「僕ぼくは止めなくちゃいけない」

　それ以上は語らず、和水は瀬場と華江を見送った。

　そして視線を転じる。園内のマップを掲かかげたオブジェ。人々の待ち合わせスポットともなっているそれを見た。

　観覧車はどこだっけ？　と、瀬場に教えてもらった歩美の居場所を確認した。園内の東端にあるのがそうらしい。入口からだと、ぐるっと回っていかねばならないか。

　和水が観覧車へのルートを確認していると、ふと気付いたことがある。

　クジラ島じまがない。迷子まいごになった時の目印、クジラ島。水色の小山のようなオブジェだ。

　だが、良く見ればマップにクジラ島らしきものはちゃんと書かれている。ただ、名前が違っていた。大おお波なみ岩いわ。実際はクジラではなくて波を表していたらしい。

　小さい頃の僕等はこれを勝手にクジラ島と名付けていたわけだ。これを知っているのは僕と……。

【クジラ島】の書き込みを見直そうと、和水は携帯端たん末まつを覗のぞき込む。画面にはゲームの掲示板が開かれたままだ。そこへまた、新たな書き込みがあるのを見つける。

「爆ばく破は危険逃げて」

　慌あわてて書き込んだのだろうか。【クジラ島】からの書き込みは短く切迫していた。

【クジラ島】も爆破の危険性を訴えてきている。これは本当にここで爆ばく発はつが起きることを裏付けているのだろうか。

　和水は考え込む。

【クジラ島】はこの場が危険だと言っている。

　瀬場の見たマス目の内容では、歩美が爆破犯とされていた。

　そして僕ぼくが見たのは『遊ゆう興きようの地にて、愛を唱となえる者から死に至る傷を受ける』。歩あゆ美みが愛を唱える者に殺されることを示し唆さしていた。

　加えて【山やま田だ係かかり長ちよう】からの連絡だ。この場にシリアルキラーのターバン男が入り込んでいると伝えてきた。

　何が起こるというのだ？　起こるべき事柄がこんがらがっている。

　そして、和水なごみの脳のう裏りに一つの構図が浮かぶ。




　爆ばく破は物ぶつを仕掛けた者は確かにいた。その者は今、園内の植え込みの陰に潜ひそんでいる。いや、普通に園内を行きかう人達から見れば休きゆう憩けいしているようにしか見えないかもしれない。

　その者は目立たぬように物陰に隠かくれながら（日陰で休んでいるかのように装いながら）、油断なく見張っていた。

　和水はまだ来ていないようだ。と、その者は思う。

　その者の視線の先には観かん覧らん車しやがそびえていた。辺りの樹木や建物からニュッと突き出して見える。車輪状のフレームに赤いゴンドラが鈴なりに実っているかのようだ。それらが時計の針がごとくゆっくりゆっくり動いていた。

　その観覧車に乗ろうと並ぶ列は短い。家族連れやカップルが数組、順番を待つのみだ。その中に当然ながら和水の姿は無い。

　風船を手にした子供が嬌きよう声せいを上げていた。これから自分が爆破に巻き込まれるなど思ってもいないに違いない。

　……もしかして、和水はもう既すでに別の場所へ移動してしまったのか？

　その者は携帯端たん末まつを取りだした。掲示板を確認する。何か和水が書き込んでいないかチェックしたのだ。だが、和水の書き込みは一行だけ。混乱したように、「迷子まいごになった。こういう時はどうすればいい？」

　その者は呆あきれる。

　何を書いているのか。吞のん気きというか間抜けというか。だが、まあいい。迷子でもそのうちここには会いに来るだろう。その時こそ爆破の時だ。

　その者の手の中には簡単なスイッチがある。押せば、周囲に仕掛けられた爆ばく発はつ物が一いつ斉せいに作動する。これで御調みつぎ和水に裁きを受けさせるのだ。

　その者はその時のことを想像すると愉ゆ悦えつを覚える。

　ああ、早く来ないだろうか。




　和水は歩美を探し回っていた。

　ホットドッグを売る屋台からいい匂においが漂ただよってくる。明るい色をした服の子供がパッと駆かけだしては、遅れてやってくる両親をじれったそうに振り返る。ミラーハウスの鏡かがみ張ばりの外観が陽光を反射して眩まぶしい。どこか遠くから聞こえてくるのは、ジェットコースターが走り去った後の名残なごりか。

　そんなありふれた遊園地の風景の中、和水なごみは早足だった。遊園地の風景に溶け込まない、切せつ羽ぱ詰まった様子。

　早く、早く見つけなくては。

　その思いがせかせかした足取りに表れている。

　もし僕ぼくの思った通りなら、歩あゆ美みは今頃……。

　そして、和水は例の場所に歩美が佇たたずんでいるのを目にする。まるで身を潜ひそめるかのようだ。和水はそっと彼女に近付くことにした。




　どうした？　なぜ現れない？

　そう焦じれていたその者は背後から呼びかけられる。

「誰か待ってるのか？」

　それは和水の声。しまった、背後を取られるとは。その者は内心焦あせりながらも、振り返り微笑ほほえんだ。自分もあなたを探していたのだ、と言おうとして口ごもる。

　その場に和水がいる。それはいい、だが、その傍そばに一いつ緒しよにいるのは……。

「向むか井い歩美……」

　博はく愛あいのプレイヤー瀬せ場ばは爆ばく破はスイッチを片手に握にぎったまま呟つぶやく。

　ちょっと予想外だった。いつのまに向井歩美と合流していたのか。和水は向井歩美を探すためにまずこの場に現れる。そういう予定だった。なのに、和水はもう既すでに歩美と合流を果たし、なおかつ何な故ぜかこの場に現れた。途と中ちゆうで歩美を見つけたなら、ここ観かん覧らん車しやの近くに来る必要などないだろうに。なぜわざわざ？

　というか、歩美と既に話し合った後なら、こちらの意図も既に露ろ見けんしている？

　瀬場はそう思うと、僅わずかな笑みを浮かべる。

　なるほど、やる気か。二人がかりでこの自分を倒すつもりなのか。それにしても、和水は向井歩美が大切なら、彼女を止めるためにここへまっすぐやって来るべきではないか。和水はいつ、どうやって歩美を見つけたのだ。途中でたまたま行き会ったのか。あの、迷子まいごになっている、とかいう間に？




「……どうやら向井様を見つけられたようで……」

　瀬場がそう呟くのが聞こえてきた。和水には、瀬場はそう言うのが精いっぱいに見える。和水は別にそれで得意になるでもない。

　瀬場を追い詰めてしまっては僕の目もく論ろ見みに支し障しようをきたす。できるだけ冷静に聞こえるように、

「待ち合わせが上う手まくいったからな」

「……待ち合わせた？」

「ゲームの掲示板を使った」

　瀬せ場ばの表情があやふやなものになる。いつもの笑みが消えている。

「……掲示板を？　けれど、待ち合わせを示すような書き込みは見当たりませんでしたが」

「迷子まいごになった時はクジラ島じま、なんだよ」

　和水なごみは歩あゆ美みをクジラ島で見つけた時のことを思い返す。もちろん、それは正確にはクジラ島ではない。大おお波なみ岩いわという名前のオブジェの前だ。




　水色のオブジェには滑すべり台が付ふ随ずいしていて、そこを子供達がキャッキャ言いながら滑り降りたりしている。歩美はそこにいた。小さい頃、遊園地内ではぐれた時にいつもそこで待っていてくれたように。

　歩美はすぐに和水に気付いたようだった。それまで見ていた子供達からくるりと視線を回して、和水を見てくる。

「わたしが【クジラ島】だって気付いたの？」

「ああ」

　和水は歩美に短く応こたえた。

「いつ気付いたの？」

「ついさっきだ。考えてみたら【クジラ島】なんて名前を使うのは歩美しかいない」

　そう言いつつ、和水はクジラ島＝大波岩を見上げる。

「これのことをクジラ島なんて呼んでたのは、小さい頃の僕と歩美だけだ。その名前をハンドルネームとして使っているとなれば、それは歩美しかいないと思った」

「クジラ島のこと、ちゃんと覚えてたんだね」

　歩美の言葉に幼い日のことが思い出される。「……わたしがいなかったらダメなんだから……。いい？　しょうがないから、和水が大きくなっても一いつ緒しよにいてあげる……」そんな話をしたのはここだった。

「忘れるわけがない。歩美との大事な場所なんだから。昔はばあちゃんに連れられて二人でよくここで遊んでただろ」

「……ボードウォークアイスのことは忘れてたくせに」

「それはそれとしてだ」

　和水は話を進めることにした。

「歩美が僕ぼくの書き込みを見て、ここで待っていてくれて本当にうれしい」

　掲示板に「迷子になった。こういうときどうすればいい？」と書き込んだのは、もし歩美が本当に【クジラ島】なら必ずここへ来てくれるだろうという読みからだった。そして、その読みは正しかった。

「で、歩あゆ美みの方は【ノーネーム】が僕ぼくだっていつから気付いてたんだ？　最初から？　助言をくれた時があったな。ポケットに危険を教えてあげた方がいい、と。あの時には、もう僕だってわかってたのか？」

　歩美の首が横に振られる。

「いいえ、最初は知らなかった。でも、【ノーネーム】が新しくスレッドを立てた時わかった。あのスレッドで恐怖のポケット達に襲おそわれた顚てん末まつを書き込んでいたでしょう？　あの場にいたのはわたしと和水なごみだけ。和水が【ノーネーム】なんだと気付いたのはその時。てっきり和水の方も【クジラ島じま】がわたしだと気付いてるのかと思ったら全然そうでもなかったのね」

　歩美はちょっと照れたように手を後ろ手にし、

「色々余よ計けいなこと考えちゃったりしたよ」

　和水はその表情につられて微笑ほほえみ返した。そうやって笑いかけつつ、

「でも、歩美が【クジラ島】ってことは、歩美もプレイヤーなんだろう？　どんなポケットを操作してるんだ？」

「……それは気付いてなかったの？　わたしが操作してるのは調和のポケット。世界を調和の世界に導く人」

「ほう」

「和水のことよ」

　ズバリと言われる。一いつ瞬しゆん、和水は言葉に詰まった。

「……僕が調和のポケット？」

「うすうすわかっていたんじゃないの？　わたしのポケットは和水だよ。和水が危ない時、わたしが何度か助けに入ったことがあったよね。それはゲームで和水に何が起こるかわかっていたから」

　最初に不良を待ち伏せしていた時も、恐怖達に襲おそわれた時も、確かに歩美は言っていた。危ないことになるから帰れ、と。それによく携帯端たん末まつを見ていた。あれも運うん命めい測そく定てい機き械かいから連絡を受けていた証あかしではないか。あれらの行動の何もかもが僕のためだったらしい。僕の身に何が起きるのか、歩美は知っていた。その上で僕のことを案じていたということか。

「……そうか。僕と同じだな」

　そう呟つぶやく。歩美が問いかけるように首を傾かしげた。

「僕のポケットは歩美だよ。僕も歩美の身に何が起こるか知ってて、それをどうにかしたかった……」

　歩美が目を丸くする。

「じゃあ、わたし達はお互いに相手を操作しあっていたってこと？　まったく……運命測定機械は悪趣味としか言い様ようがないわね」

　そうだ。と、和水は同じ気持ちになる。お互いに相手のことを思ってプレイヤーとなったのに、お互いポケットだったというのだ。この世界の将来として選ばれるのはいずれか一人のポケットだけだというのに。相手を助けたら、必然的に自分がポケットとして勝ち残れなくなる。

　歩あゆ美みは俯うつむいた。

「……最初、わたしは和水なごみを自分の操作するポケットに選んだ。でも、ゲームで勝ち残れなかったポケットは命の危険すらあるってわかってきて……大変なことをしでかしてしまったって後こう悔かいしたわ。……とてもわたしの口から和水をこんなゲームに巻き込んだなんて打ち明けられなかった……」

「……こうやって、僕ぼく等らが後悔するのを運うん命めい測そく定てい機き械かいは楽しんでるんじゃないかとさえ思うよ」

　あのやる気のない表情が思い出されてくる。このままではいずれ歩美とポケットとしての勝ち残りをかけて戦うことになるのだろうか。もちろん、歩美のためなら自分などどうなってもいい。だが、だからといってこんな理り不ふ尽じんに、仕方がない、とただ従うのは癪しやく過ぎた。何とかそんなことを避さける方法は無いものか……。

　和水は頭の片かた隅すみをそっと突かれたような刺し激げきを感じる。記き憶おくの網が何かに引っ掛かっている。

　そういえば、ずっと前もこんな気持ちになったことがあった。その時も確か歩美と一いつ緒しよだった。一緒になって、何だかずるい、でもどうしようもない、と行き場のない不満を抱かかえていたものだ。そうだ、おばあちゃんも元気だった頃。

　何だったか？　確か、トランプの大だい富ふ豪ごうが小学校で流は行やっていて、その特訓をしようとか言っていたのか。どうしても勝てない相手がいたからだ。そいつは頭の良い奴やつで完全にゲームを支配していた。一度大富豪になると、絶対にその地位を明け渡さない。仲間と組んで、盤ばん石じやくの態勢を築くのだ。そうなるともういけない。絶対にひっくり返せなくなる。革命を起こそうにもそいつらは仲間同士で通じあって、革命を起こせないように手て札ふだを調節する。たまに革命を起こせるカードが来てもそれは罠わな。仕込まれたカードだから始末に悪い。わざと革命を起こさせた後、革命返しで希望を打ち砕くだかれた下しも々じもの顔をゲラゲラ笑うという按あん配ばいだった。誰の元に何の手札が行っているか、大体把は握あくしているからこそできる芸当だ。何な故ぜだか、そいつと運命測定機械が被かぶる。

　僕と歩美はどうにも悔くやしくて、何とかそいつに勝つ方法は無いものかと頭を捻ひねっていたのだった。その時、確か脇わきで見ていたおばあちゃんが「ゲームは一人じゃできないんだよ」と……。

「……わたしって何のポケットだったの？」

　歩美の問い。和水は記き憶おくから引き戻された。肩かたを竦すくめつつ、

「向こう上じよう。それにしても、僕が調和のポケットだとは。世界を調和に導く？　なんだか笑ってしまうな」

「……そんなことないよ。和水は前とは違う。皆を、周囲の人達を、うまく調和させてると思う。ほんとだよ」

　歩美の思いがけない言葉に、和水は戸と惑まどってしまう。

「なんだよ、それ」

「わたしが一人ぼっちになりかけたのを、和水なごみが助けてくれたでしょう？　だから、わたしはそう思うの」

　和水は、

「そうか」

　と、短く返すだけでそれ以上何も言えない。

「ところで……どうして掲示板に、迷子まいごだ、なんて書いたの？」

　歩あゆ美みが更に尋たずねてきた。そう、それが本題だ。和水は歩美に向き直る。

「他ほかのプレイヤーには気付かれないように歩美と落ち合いたかったからだ。歩美に確認しておきたいことがある。でも、それは掲示板に書き込むにはデリケートな話だ。他のプレイヤーに見られていい内容じゃない」

　特にこちらに悪意を持って手の内を探ってくるプレイヤーがいる場合は。

「……そう。他の人には秘密の話をするというわけね」

「でも、そもそも僕ぼくから歩美への電話が通じていればこんな手間はかからなかったんだが。どうして僕からの電話やメールを無視してたんだ？」

　歩美がもじもじする。

「だって……和水はわたしに話すことなんかない、と思ったんだもの」

「？　どういうことだ」

「……いいでしょ、別に」

「いいわけないだろ。電話をしたのに出ないから、何かあったんじゃないかと僕がどれほど心配したことか……」

「和水はわたしのことなんか心配してる場合じゃないんじゃないの？　わたしが和水に聞きたいこと、先に聞いてもいい？　……やっぱり、あの子なの？」

「なにが？」

「……婚こん約やく者しやの子……どうして一いつ緒しよに入口にいたわけ？　今日きようはわたしと約束してたのに、どうして？」

　三み澄すみ華はな江えのことか。僕と三澄華江が一緒にいたのを見ていたらしい。そう思うと、和水は事情を説明する。

「あれはたまたまだ。偶ぐう然ぜん出会った」

「そんな偶然あるの？　それってもう運命なんじゃ……」

「バカ言うな。彼女は自分の執しつ事じに言われてあの場に来てたんだ……ん？　なんでだ？」

　自分で自分の言葉に疑問を発する和水。なんで瀬せ場ばの奴やつはわざわざ華江をここへ連れてきた？　僕と会わせたかったのか？　でも、あいつは僕と華江がくっつくのを阻そ止ししたがっていたはず……。

　言葉が途と切ぎれる。考え込んだ和水なごみに対し、

「……じゃあ、和水は結局あの子を選んだ……っていうことじゃないの？」

　歩あゆ美みがおそるおそるといった風ふうに尋たずねてきた。

「そんなわけない。僕ぼくは婚こん約やくなんか無かったことにしてくれって言ったんだ」

　でも、それは父親に無視された。いや、むしろ逆の方向へ作用してしまったらしい。これもどうにかしなければ……。そう思いつつ、和水はふと感じた疑問を口にする。

「もしかして、そんなことを気にして電話に出なかったのか？　僕があの子と一いつ緒しよにいたのを見たから、口を利きたくなかった？」

「！　そんなことって！　和水にとってはそんなことなわけ？」

「でも、こっちからの電話には出なかったくせに、掲示板では僕に警告をしてくれてたのか」

　和水はゲームの掲示板に【クジラ島じま】から「すぐにその子から離れてきっとあなたはその子に殺される」と書き込まれていたのを思い浮かべる。そして、

「おかしなことをするんだな。そんなことをせずとも、ちゃんと電話に出ていれば何の問題もなく話が通じていた……」

「い、いいでしょ、もう！　和水のバカ！」

　歩美の行動は和水には全然わけがわからない。しかも下へ手たにつつくと怒られるらしい。和水は触さわらぬ神にたたりなし、とそれ以上の言げん及きゆうを避さけた。

「わかった。そのことはいい。でも、あの警告はどういうことなんだ？　僕が歩美に聞きたかったのはそれだ。僕が三み澄すみ華はな江えに殺されるとどうして思った？」

「もちろん、ゲームで知ったからよ。急遽きよサイコロを振らされることになってね。それでマス目に書かれていた内容は『出会い契ちぎりし地へ赴おもむけば、爆はぜて千ち切ぎれて死地へ赴く』というものだった。デートを約束した場所に行くと、和水は爆ばく発はつに巻き込まれて死ぬような窮きゆう地ちに追い込まれる、という意味だと思ったの。遊園地は危ないからデートの場所を変更して、と和水に伝えたかったんだけど、でも……あの子と一緒にいるのを見たら何だかショックで思わず逃げ出しちゃった……」

　歩美はばつが悪そうに、のの字など書いている。和水は眉まゆをひそめた。

「……それだと、別に三澄華江が殺すとは一言も言及されてないと思うんだが……なんで彼女が僕を殺すなんて警告を？」

「だって、あの子もポケットでしょう？」

「知ってたのか」

「これまでのマス目の内容から薄うす々うすそんな気がしてた。だから……あの子がポケットである和水を攻こう撃げきしてくるんじゃないかって……」

　歩美は目を逸そらしてそう言うと、今度は和水にしっかり目を合わせて、

「それで、和水の方はどうなの？　わたしはどうなると書かれてた？」

「僕ぼくの方は『遊ゆう興きようの地にて、愛を唱となえる者から死に至る傷を受ける』と書かれていた。だから、僕は歩あゆ美みの身に何が起こるか心配で……」

　歩美の顔がちょっと考え込むように上を向いた。宙を睨にらんでから、

「……そういえば、あの婚こん約やく者しやの子は何のポケットだか知ってる？」

「ん？　博はく愛あいのポケットだが」

「……なるほどね。愛を唱える者か……。確かにマス目の内容は正しいわ」

「え？　まさか、あの子が本当に歩美を殺そうと……？」

　そこで歩美が首を横に振った。

「いいえ、正確には正しかった、かな。ほんと、わたし死にそうなくらい傷付いたもの」

「いつ？　どこを怪け我がしたんだ？」

　和水なごみは慌あわてる。見たところ怪我は無いようだが、歩美の奴やつそれを隠かくしていたのか？　と。

　歩美の表情が苦笑いのそれに変わった。

「……自分と今日きようデートの相手が、待ち合わせ場所で別の女の子と、しかも婚約者だとかいう子と一いつ緒しよにいたら傷付くよ。すごく」

「そういうものなのか」

　和水の問いかけに、歩美は疲れたような小さなため息。

「……はぁ……。でも、死にそうなくらい、であって、死んだりしてないよ。あの子との婚約のことは……わたし、和水のこと信じるから。だから、もうそんな死ぬほど傷ついたりしていない。マス目の内容は結局のところ実現していないね。今のところ、だけど……」

「そうか」

　ということは、歩美は死に至る傷を受けることなく済んだということで、マス目の内容は改変されたわけか。

「……でも、そうなるとわたしの『出会い契ちぎりし地へ赴おもむけば、爆はぜて千ち切ぎれて死地へ赴く』というのはどうなるのかしら。あの子が和水を狙ねらっているんじゃないの？」

「……博愛のポケットである三み澄すみ華はな江えのプレイヤーもこの場に来ている。爆ばく発はつ物ぶつのことを知っているのは、そのことをゲームで示された歩美とそいつだけだ」

　考えてみれば、この場で一番僕に害意を持っているのは瀬せ場ばだ。華江との婚約話が解消されるどころか進行していたことに憤いきどおりを感じていた様子だった。

「そして、彼は歩美が観かん覧らん車しやにいると言っていた。ゲームでそう書かれていた、と。それに、歩美が爆ばく破は犯はんだ、というのもゲームに書かれていたそうだ」

「……でたらめだよ！」

「ああ。僕もそう思った。彼の言っていたことは噓うそだ。では、なぜ観覧車に歩美がいるなんて噓をついたのか？」

「……罠わな？　そこに誘おびき出したいってことじゃない？」

「だろうな」

　和水なごみは頷うなずいた。僕ぼくがそこへ出向いたところで罠わな、おそらく爆ばく発はつ物を作動させるつもりなのだろう。ということは、僕がその場にやって来るのを見張れる場所に瀬せ場ばはいる。

「というわけで、僕はそこへ行ってみようと思う」

「なんで!?　危ないよ！」

「そいつ、瀬場と話をつけたいからさ。運うん命めい測そく定てい機き械かいから瀬場が何を言われたのか、確かめる」

　そして、和水は歩あゆ美みを伴ってクジラ島じまから離れた。一つ用事を済ませてから、観かん覧らん車しやへと向かう。




「ところで、どうなさいますか？」

　瀬場は右みぎ腕うでを前に掲かかげる構えを取った。左手は体の後ろに隠かくすように回している。以前にも見た構えだ。瀬場の表情にはいつものように僅わずかな笑み。

「私とやり合いますか？」

「その前に左手に隠してるものを捨てて欲しいな。そんなものを握にぎられてたらまともに話もできない」

　和水はそう告げる。瀬場はせせら笑うような笑みを貼はり付けたままだ。

「話？　この期ごに及んで？　もう気付いておいででしょう？　私は御調みつぎ様を害そうとしているのですよ？」

「そのことで聞きたい。それはゲームでそう決められていたからか？　マス目の内容が僕を殺すような内容だったから、それに従っている……そういう理解でいいか。歩美が爆ばく破は犯はんだとかいう内容じゃなかったんだろう？」

「向むか井い様とは既すでに話し合われたのございましょう？　なら、私が虚きよ偽ぎの内容を御調様に申しん告こくしたことはおわかりのはず」

「それはわかった。だが、あなたが正確には運命測定機械からどんな話を聞かされたのか、マス目には何が書かれていたのか、それを知りたいんだ」

　和水の訴えに瀬場は僅かにしかめ面つら。

「……今更そのようなことを聞いたとて、現況が変化するのでございますか？　私はマス目の内容達成のためにあなたをお嬢じよう様の前から消さなければなりません。それは変えようのないことでございます」

「和水、この人、強いよ」

　歩美も身構えている。古こ武ぶ術じゆつ道場の娘むすめとして、肌はだで感じる者があるらしい。囁ささやくように忠告してきた。

「下へ手たに戦ったら返り討うちにあう……」

　和水は頷うなずく。わかってる。だから、真正面からやり合うのは避さけたい。というか、戦ったりしたらそれは運うん命めい測そく定てい機き械かいの目もく論ろ見みどおりになってしまうのではないか。

　和水なごみはこのゲームに対する不信を口にする。

「あなたは運命測定機械に良いように操られているんじゃないか。狭せばめた選せん択たく肢しを示されて、もっと別のやり方があるのでは？　と考えられなくなっている。運命測定機械の、このゲームの示した未来に踊らされているんだ」

「何を仰おつしやっているのかわかりかねます」

「マス目の指示に縛しばられることは無いって言ってるんだ。自分の意思で何をすべきか判断しろ」

　和水の言葉に対して、瀬場は微笑ほほえみで返す。

「……それほどお知りになりたいのでしたらお教えいたしますが、私が今回ゲームから受け取ったお嬢じよう様の未来予想は『恋人達の集つどう地にて、恋の終わりを知る』というものでございました」

「……それだと、僕ぼくを殺せなんてことは示し唆さされていない……？」

「いいえ。お嬢様の恋はこの地で終わりを迎えるのでございます。御調みつぎ様の死をもって」

　死は全すべての終わりだ。恋もまた死によって終わる。そういう考え方だというのか。

　和水はあまりに乱暴な話に目を瞬しばたかせる。

「それは随ずい分ぶん強引な解釈だな」

「私も当初はもっと穏おん当とうな未来かと推測しておりました。実のところ、御調様がこの遊園地にて本日デートをなさることは存じておりましたゆえ、そこへお嬢様をお連れすれば済む話と考えていたのでございます」

「なんで僕達がここに来ることなんて知ってたんだよ」

「私の個人的依頼でもって動く者達が良く働いてくれますので」

　和水は知らぬ間に自分が何者かから探られていたらしいと知り、気持ちが悪い。一方の瀬場は和水の気分などお構いなしだ。

「仲なか睦むつまじい御調様と向むか井い様の姿を見て、お嬢様も心変わりをしてくださる。恋の終わりを知ってくださるのかと期待していたのでございます。けれど、それは間違いでした」

　大げさに顔をしかめて残念そう。こんな結論に至ったのが不本意でならないとでも言いたいかのようだ。

「どのような手違いか、お嬢様はお一人でいる御調様を見つけて、むしろより傍そばに近付かんばかり。恋の終わりとはまるで逆の方向へ進もうとしているのを見て、私は悟さとったのでございます。このまま放置しておけば『恋人達の集う地にて、恋の終わりを知る』は達成できないのだ、と。私は決断いたしました。恋の終わりをお嬢様に知らしめるには、冷れい徹てつな事実をもってするしかございません。それには御調様、あなた様が死ぬことが肝かん要ようです。御調様がこの世からいなくなれば、お嬢様の恋も必然的に終わるのでございます」

「……だから、それが運命測定機械に翻ほん弄ろうされてるってことじゃないか」

　和水なごみはむっつりと言った。

「このゲームが、いや運うん命めい測そく定てい機き械かいが提示した『恋人達の集つどう地にて、恋の終わりを知る』という一文。これが未来に起こることだと信じて、それに合致するように行動している。それでは、いつまで経たってもこのゲームから抜け出せない。ゲームに影響されて生きてくことになる」

　ゲームで示された内容を見て、生きている限り一いつ喜き一いち憂ゆうするのだ。これからこんなことが起きるのか、とまだ起こってもいないことで悩んだり喜んだり……。

「それが何か問題なのですか？　何かに影響を受けて生きていくなどよくあることです。占うらないに左右されるのと同じようなものではございませんか」

「なら、その占いとやらの中身が恣し意い的な物だったらどうする？　運命測定機械が自分に都合のいい内容を提示してきた時、それに乗せられて行動するのか？　それで自分のポケットが幸せになるとでも？」

　ポケットの幸せと聞くと、瀬せ場ばはとても深い笑みを浮かべる。

「お嬢じよう様は御調みつぎ様がいなくなれば幸せになりますですとも。そのためなら私は手を汚よごすことも厭いといません。それにお分かりでしょう？　私に示された未来予想は御調様の殺害を直接示すものではありませんでした。けれど、私がそう決めたのでございます。私の意思をもって。御調様をこの世から亡き者にする、と。意思もなく、ゲームで示された未来予想をなぞっているわけではございません。私は自分の意思で、未来はこうなるのだ、と解釈しているのです。決してゲームに乗せられているわけではございません」

「そう自分で決めるように、誘導されているとは思わないか？　今思い返してみると、僕ぼくはそうだった。『遊ゆう興きようの地にて、愛を唱となえる者から死に至る傷を受ける』という内容が運命測定機械から示された時、僕はこんな運命には逆らってやると思った。博はく愛あいのポケットにそんなことをしないように思い留とどまらせてやる。そう思って、ここ遊園地へ来てしまった。その結果、僕は三み澄すみ華はな江えと出会って、それを見た歩あゆ美みは傷付いた。運命に逆らってやる、という僕の意思も見越した上で、運命測定機械はこの場所に僕等を集めたんだ。何だか全すべて仕組まれている通りに進んでしまっているような気がするくらいだ」

「私もそうだと？　けれど、こうしたならどうでしょう？」

　そうして、それまで背後に隠かくしていた左手を前につきだす。スイッチが握にぎられていた。

「なんでしたら、私もろともこの場で爆はぜるというのはいかがでございますか？　これも仕組まれたこととお思いで？　私はお嬢様のためなら我が身であろうと他人の命であろうと何者をも犠ぎ牲せいにするのを厭いません」

　そう言って笑う瀬場は明らかに常じよう軌きを逸いつしている。

「誰もそんなことは望んでない。いいか、ゲームは一人じゃできないんだ」

　和水は昔、祖そ母ぼから言われた言葉を繰り返した。

「ゲームは一人じゃできない。どんな優秀なプレイヤーだろうと、ゲームの支配者だろうと。僕ぼく等らが今やっているゲームは運うん命めい測そく定てい機き械かいが支配している。彼女がプレイヤー同士の争いやポケットの運命を操っていて、それに対抗することは難しい。だが、皆で協力すればこの勝てないゲームも引っ繰り返せるかもしれない。それは皆で一いつ斉せいにゲームを止やめることだ。そうすれば、もうゲームは続けられない。支配者は支配するものを失っては支配者ではいられない」

　和水なごみは再び小学生の頃を思い出す。皆が、もう大だい富ふ豪ごうはいいや、とそっぽを向いてしまったときのことを。そう、そいつはやり過ぎたのだ。和水や歩あゆ美みだけでなく、他ほかの皆が大富豪というゲームから手を引いた時、あの永世大富豪は何の力も持たなくなった……。

「この殺さつ伐ばつとしたゲームから、あなたも手を引くべきだ。僕等はもうそうすると決めた」

　和水は歩美に目をやった。歩美もこちらを見て、頷うなずいてくる。

「ええ。このゲームは誰も幸せになんかしない。プレイヤーやポケット同士を争わせるだけのゲームだもの。ゲームに関わる限り、これからも誰かから襲おそわれるんじゃないか、ポケットを失うことになるんじゃないかと怯おびえることになる」

　だが、黒服の執しつ事じは執しつ拗ようだった。

「今ゲームを止めて、それでどうなるのです？　お嬢じよう様は御調みつぎ様とご婚こん約やくされるが、御調様は向むか井い様にも手を出しておられる」

「手って……！」

　歩美がもごもごした。

「どう考えてもお嬢様を悲しませるだけの結末が見えております。この場で御調様に消えていただければ、お嬢様は幸せになれるのです。私はお嬢様のためなら……！」

　左手を高く掲かかげた。スイッチに手がかかる。が、

「もう止やめなさい」

　静かな声が水面みなもの波は紋もんのように拡がった。瀬せ場ばの動きがぴたりと止まる。直立不動といっていい。

「瀬場、もう止めてください」

　三み澄すみ華はな江えだった。堪こらえ切れず出てきたという風ふうだ。小さく震ふるえ、嘆たん息そくする。

「そのようなことをされても、私は嬉うれしくありません」

「お嬢様……」

　突然の華江の登場に、瀬場は掲げていた左手をようやく下ろす。

「……なぜここへ？　園内は危険ゆえ園外へお連れしたではありませんか」

「御調様に言われて来ました」

　和水達はここ観かん覧らん車しやへ来る前に、まず三澄華江を探し出していた。そして、瀬場の目に触ふれぬ場所に隠かくしたまま事の顚てん末まつを全すべて彼女に聞かせていたというわけだ。

　華江の表情はいつもの明るいものではない。

「話は聞かせてもらいました」

「ではお嬢じよう様、ゲームのことも……？」

「私がポケット……なる存在であることも知りました」

「なんということ……！」

　瀬せ場ばは言葉を失った様子で、あとは呻うめき声になる。

「瀬場、あなたが私のことを思って大変な苦労をしてきたことはよくわかりました。けれど、もう十分です」

「い、いえ、お嬢様！　このままではお嬢様は不幸になられます。今ここで禍か根こんを断っておかねば！」

　和水なごみに鋭い殺意が向けられる。和水はそれを真正面から受けて怯ひるみかけた。が、

「そのようなことをされても、私は少しも嬉うれしくありません」

「お嬢様……」

　瀬場が一気に萎しおれたようになった。

「やはり、お嬢様は御調みつぎ様のことが……」

「瀬場、あなたにそのようなことをさせたくないのです。あなたを苦しませたくない……あなたはずっと私の傍そばにいてくれた大切な家族ではありませんか。人殺しなんて、して欲しいわけがないでしょう。そのようなあなたを見たら、私は……」

　身を震ふるわせ、

「嫌いやです。瀬場、そんなことしないで。あなたのそんな苦しむ姿は見ていられません」

「しかし、お嬢様」

「どうか、瀬場。お願いです」

　華はな江えの柔やわらかな、だが断固とした態度。和水はその姿を見て、印象を新たにする。

　彼女はちゃんと生きている。

　それまでのお人形然とした、何を言われても微笑ほほえんで従うような、そんな存在からは程遠く見えた。我がを通そうと抗あらがっている。それがとても生きているように見えたのだ。

　そんな華江を前にして、瀬場は立ち尽くす。もしかして震ふるえてすらいたかもしれない。

　和水は横から説得した。

「もし、あなたが運うん命めい測そく定てい機き械かいの言うことに乗って爆ばく破はなどしたら、彼女を悲しませることになる。彼女はあなたを失って不幸せになるということだ」

「そんな……お嬢様、私などのためにそのお心を痛める必要など……」

「御調様の仰おつしやるとおりです。もし瀬場を失ったらと思うと私……」

　一いつ旦たん言葉を切り、その濡ぬれたような瞳ひとみで瀬場を見る。

「お願いです。私のために無理をするのはもう止やめて」

　和水も畳たたみかけた。

「ゲームに従うことは彼女を悲しませること。それがあなたの本意とは思えない」

「御調みつぎ様……」

　瀬せ場ばの手からスイッチが落ちる。

「……私はもう少しでお嬢じよう様を悲しませるところだった、と……感謝いたします御調様」

　そうして、華はな江えに向き直る。

「承うけたまわりました。私は今後二度とこのゲームに関わらぬことをお誓ちかい申し上げます」

　そう言って跪ひざまずき、華江に深く頭を下げる。華江もそれを受けて、瀬場の手を取る。

「ありがとう」

　そう言って微笑ほほえんだ華江の笑顔は、和水なごみがこれまで見た中で最も魅み力りよく的な物だった。

「……今のあの子となら、婚こん約やくしていてよかったと思ってしまうかもしれないな……」

　思わず心の中の声をそのまま口に出して、

「……なに？」

　と、歩あゆ美みから静かな声で問いかけられてしまったりする。

「い、いや、何でも……」

　大おお慌あわてで誤ご魔ま化かそうとするところへ、和水の携帯端たん末まつが着信音を奏かなで出す。うまい具合に歩美の追及から逃れられる理由ができた、と和水は急いで携帯に耳を当てた。

「もしもし？」

「俺おれだ」

　短く低い声。

「【山やま田だ係かかり長ちよう】？」

「終わったぞ」

　手短に用件を伝えてきた。だが、短すぎて伝わらない。

「何が？」

「持もち田だを捕まえた。使える捜査員を全部ここに回して徹底的に張ったお陰だ」

　持田というと……あのターバン男の名だ。そうか。捕まったのか。そう思いつつ、和水は更に問いかける。

「やっぱり奴やつは遊園地内に？」

「ああ。やはりお前を狙ねらっていたらしい。来るのはわかっていたから、もてなしの準備はぬかりなかった。狙われていたお前にも逮捕したことを一応伝えて安心させてやろうと思ってな」

「随ずい分ぶん優しいな」

「俺は今機き嫌げんがいいんだ。奴の携帯端末も回収した。今の奴はもうゲームのプレイヤーでもない。完全解決だ」

　呆あつ気けないものだ。と、和水は思う。あの何をしでかすかよくわからないターバン男も、自分のポケットを失っては為なす術すべがなかったということか。

「いずれにせよ、終わったんだな」

「ああ、終わった。もうお前の身に危険が迫ることは無いだろう。今日きようから枕まくらを高くして眠ねむるといい」

【山やま田だ係かかり長ちよう】はそういうと通話を打ち切ってきた。

「……どうしたの？　誰からの電話？」

　歩あゆ美みが尋たずねてくる。

「悪い大人おとなからの電話だ。でも、内容は悪くなかった。これで何もかもうまく終わった。もう危ないことは起こらない」

　大だい団だん円えんというやつだ。和水なごみはそう思うと晴れやかな気分になる。

　だが、終わってはいなかったのだ。

　再び、携帯端たん末まつから軽やかな音がする。同時に平へい板ばんな声が漏もれてきた。

「状態の異常を確認しました。直ただちに是ぜ正せいすることを要求します」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいだ。相変わらずの口く調ちようながら、告げてくる内容は淡々と受け流せるものではなかった。

「複数のプレイヤーにゲーム参加意思の欠けつ如じよが認められます。直ちに是正することを要求します。さもなくば然しかるべき措そ置ちが取られることを警告します」

　看かん過かしえず、和水は携帯端末を開いた。例の黒い画面が広がり、その中に運命測定機械がサイコロに寄りかかって立っている。

「然るべき措置とは何だ。僕ぼく等らはもうゲームを続けるつもりはないぞ」

「相互理解の必要性を認めました。理解の一助として、プレイヤーに説明を要求します。何な故ぜプレイヤーはゲームの続行を望まないのですか」

　気だるげに運命測定機械は口を動かす。

「このゲームが胡う散さん臭くさいからだ。僕等を操って何をさせようとしてるんだ？」

「ゲームへの懐かい疑ぎはルールに違反した行為です。プレイヤーはルールに従ってください。それはプレイヤーの義務です。もう一度要求します。何故プレイヤーはゲームの続行を望まないのですか」

「このゲームに従ってると不幸なことになる。だから従わない。簡単な理屈だと思うが」

「その論理はあり得ない論理です。プレイヤーはあり得ない論理をもとにあり得ない結論を導き出しています。直ちに是正することを要求します」

「どこがあり得ないんだ。実際、このゲームに乗せられて罪を犯し、捕まった奴やつもいる。それに巻き込まれて襲おそわれたりもしている。運命を捻ねじ曲げられることのどこが不幸じゃないというんだ」

「ご質問にお答えしますと、幸福はプレイヤーの義務です。プレイヤーが不幸であることはあり得ません。それはルールに違反した行為です。直ちに是正することを要求します」

　幸福でないのはルール違反だから直ちに幸福になれ。そう言われているわけで和水は、

「そんな無茶な話があるか。勝手なこと言うな」

　当然の反応を示した。それの何が気に入らなかったのか。運うん命めい測そく定てい機き械かいは首を横に振る。

「プレイヤー及びゲームにアウブレの発生を確認しました。現時点からゲームのタテクレウデを最優先とします」

「なに？　なんだって？」

　運命測定機械が突然耳慣れない言葉を使いだしたので、和水なごみは聞き返してしまう。だが、運命測定機械は答えない。答えるわけもない。運命測定機械は自分に課せられた職務に従って言葉を呟つぶやくのみだ。

「全プレイヤーにゴールが提示されました」

　その声はステレオのように、重なって聞こえてきた。え？　という顔で歩あゆ美みが、眉まゆをひそめて瀬せ場ばが、それぞれ携帯端たん末まつを取りだす。運命測定機械の声はそこから漏もれていた。

「全プレイヤーにゲームの続行を望みます」

　同じ声がそれぞれの携帯から聞こえてくる。

　戸と惑まどいつつ、和水は自分の携帯画面に視線を落とした。

　黒い画面にマス目が見える。そのマス目の先に一ひと際きわ大きく、更に輝くマス目があった。そこでマス目の連なりは終わっている。最後のマスだ。すなわち、ゴール。

「以後、ゴールに辿たどり着いたプレイヤーが発生した時点でゲームは終了となります。そのプレイヤーの操作するポケットがこの世界の行く末として選せん択たくされ、生き残ることとなります」

　自らの携帯端末を覗のぞいていた歩美が声を上げる。

「……わたしのところにも、ゴールができてる」

　和水は歩美の携帯を確認する。そこにも和水の携帯と同じように、運命測定機械が立っている。サイコロに寄り添うように気け怠だるげに。そして、黒い画面内に並んだマス目の先に輝くゴールのマス。

　同じ画面だった。和水が今、自分の携帯で見ているのと変わらぬ画像。

　瀬場も口を開くことなく、和水に頷うなずきかけてくる。

　どうやら、全すべてのプレイヤーの携帯端末にゴールが現れたらしい。映し出された画面は全てのプレイヤーで共有されているようだ。運命測定機械が全員の携帯に同時に現れている。

　運命測定機械の囁ささやきが聞こえてきた。

「ご忠告いたしますと、早い者勝ちです」

「なんのつもりだ、これは」

「ご質問にお答えいたしますと、ゲームの速すみやかな目的達成を目的とした措そ置ちです。複数プレイヤーのゲーム放ほう棄きにより、これ以上のチップの収集継続は非効率であると判断されました。よってゲームを終了し、それに伴いこの世界の運命が決定されます。現存する全てのチップは世界の運命決定と同時に回収されます。なお、ゴールに最初に到達したプレイヤーは勝者と認められ、望みが叶かなえられることを示し唆さします」

「ゲーム終了で、この世界の運命が決まる……それで、選ばれずに決定されなかったポケットはどうなるんだ」

「以後の世界から消去されます。敗退したポケット、すなわち実現する可能性の消えたポケットは、最も早はや運命の定まった世界に存在することは叶かないません。それがご不満でしたら、どうぞ急ぎゴールを目指すことをお勧めいたします」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいはつまらなそうにサイコロを指差す。振るならどうぞ？　と誘さそっているかのようだ。

　和水なごみは歩あゆ美みの顔を見た。歩美も和水を見つめてきている。その表情は幾いく分ぶん青ざめているが、和水は自分も同様に青ざめているのではないかと思った。

「ポケットが消える……お嬢じよう様が……？」

　瀬せ場ばの呻うめき声。そこまで事情がわかってはいないらしい三み澄すみ華はな江えは戸と惑まどったように、

「どうしたのです？　瀬場？」

　このままでは歩美が消えるだと？　和水から嫌いやな汗あせがにじみ出る。

　ならば、早く歩美をゴールさせて一刻も早く勝者にしなくては。だが、それは同時に自分が敗北したポケットとして消え去ることも意味していた。さらに、目の前の三澄華江も消え去る。

　同じ葛かつ藤とうを歩美も感じているのだろう。先程顔を見合わせたのはそういうことだ。

　もし、歩美が僕ぼくを助けようと考えたとしたら、すぐにでもサイコロを振ってしまうかもしれない。ならば、歩美が振る前に僕の方こそ急いでサイコロを振らねば。ということを、歩美も当然考えているはずで……お互いに相手が先にサイコロを振ってしまうのではないか、と怖おそれて窺うかがい合ってしまうのだ。

　運命測定機械はこれを見て笑っているのか。葛藤する僕等を面白がっているのか。

　だが、和水が携帯の画面を見直したところで、中の運命測定機械は笑みを浮かべるでもない。冷静な観察者としてこちらをじっと探るでもない。どうでもいい、と言わんばかりに佇たたずむのみだ。好きなように選せん択たくしろ、と面めん倒どうくさげに見える。

「……お嬢様とゲームには関わらぬとお約束したとはいえ……こればかりは……！」

　瀬場が画面に手を差し伸べかけている。

　いけない。これは運命測定機械の思う壺つぼではないか。誰かを助けるために、運命測定機械の仕掛けた罠わなにみすみすかかるようなものだ。

「待て！」

　和水は声に出していた。瀬場を制止する。瀬場は余よ裕ゆうをかなぐり捨てていた。

「そうは仰おつしやられても、御調みつぎ様。私がお嬢様をお守りするには、お嬢様を勝ち残らせる以外他ほかに手段が……」

「だが、それで勝ち残れなかったポケットは死ぬことになる」

　和水なごみの指摘にも、瀬せ場ばは動じない。

「私はお嬢じよう様さえご無事なら、他ほかの誰が消えようが構いません。もちろん、御調みつぎ様、あなた様が消えることになろうとも……その罪はこの身で甘あまんじて受けますゆえ」

「そうやって生き残ったとして、彼女は幸せになれるのか？　彼女は自分がポケットであることをすでに知っている。自分が生き残ったことで他の誰かが死んだことがわかっている。他人の直接的な犠ぎ牲せいの上に生きていることを彼女は苦悩しないような女の子なのか？」

　和水は三み澄すみ華はな江えを指して言った。華江は驚いたように、和水と瀬場の両方を見比べている。その瀬場の表情が歪ゆがんだ。

「それでも……それでも死ぬよりは！　私はお嬢様に生き残って欲しいのです」

「生き残って欲しい。僕ぼくもそうだ。だからこそ。だからこそ、だ。言っただろう？　ゲームは一人じゃできない。皆が運うん命めい測そく定てい機き械かいの指示に従わなければ、ゲームは成り立たなくなる。誰もゴールさえしなければ、ゲームは終わらない。終わらなければ、誰かが犠牲になることもない。運命測定機械の言うことに従っては駄だ目めだ。ゴールしてはいけない。こいつの狙ねらいは危機感を煽あおって、誰かをゴールまで辿たどり着かせることなんだ。ゲームを終了させるために」

　瀬場は一いつ瞬しゆん黙だまった。吟ぎん味みするかのように黙もくす。そして、

「……ですが、私達がここでゲームを放ほう棄きしたとしても他のプレイヤーは？　この場にいない誰かがゲームを進めてゴールしてしまうかもしれない。そうしたら、お嬢様は消えてしまう……。だったら、その誰かがゴールする前に私がゴールしなければ……！」

　瀬場の言葉に、和水は詰まった。

　ゴールが示されたことで全すべてのプレイヤーが今、ゴール目指してサイコロを振っているかもしれない。そういうことになっているのだとしたら……。どうにかして止めなくては。

　和水は急いで掲示板を開いた。他のプレイヤーに訴えかけることができるのはここしかない。そんな思いを抱かかえて、急いで目を走らす。

　ゴールが現れたことは他のプレイヤー達にとっても大きな関心を呼んでいたらしい。新しいスレッドが早くも立てられていた。スレッドタイトルは『ゴールの登場について』。

　書き込んでいるのはやはりというか【白ネズミ】だった。

「先程、ゲーム内にゴールが登場した模様です。

　プレイヤーの誰かがゴールに到達すればゲームは終了、そのプレイヤーの操作するポケットがこの世界の運命として決定されます。

　その際、この世界の運命として決定されなかったポケット、つまり一番にゴールへ到達できなかった残り全てのポケットは世界から消されるという説明が運命測定機械からありました。

　異常な事態です。運命測定機械は何な故ぜゲームの終了を急ぐのか。

　皆さんも自分のポケットが消されると聞いては心穏おだやかではいられないと思います。

　今後どうすべきか、意見を募ぼ集しゆうします」

　その後に書き込みが続いている。【山やま田だ係かかり長ちよう】の書き込みだ。

「ゴールしたポケットによっては世界がよくない未来に決定されることも考えられる。この世界の秩ちつ序じよが乱れるような未来は避さけねばならない。そのようなポケットが未来にならぬよう処理すべきだ」

【山田係長】はこの世界を悪い未来に導くポケットをゴールさせないようにと訴えている。安あん寧ねいのポケットのプレイヤーらしい態度かもしれない。当然それに対する反発もある。名前の表示のない匿とく名めいでの書き込みが続いた。

「よくない未来って何だよ？　誰が決めるんだそんなの」

「そもそもホントにゴールして大だい丈じよう夫ぶなのか？　今までこのゲームで散さん々ざん上う手まい話に乗せられてやられてきたから信用できない……」

「お前らさっさとゴールしろよ。早い者勝ちだぞ」

「誰かがゴールすると残りのポケットは消されてしまいます。なら、わたしは誰もゴールするべきではないと思います。ゲームを進めないようにすれば、誰も犠ぎ牲せいにならずに済むはずです。皆が生き残るにはそうするしかない。全プレイヤーで協調してサイコロを振らないようにしましょう」

　その書き込みは【クジラ島じま】の名で書き込まれている。目の前の歩あゆ美みを見た。いつのまに書き込んだのか。

　歩美は和水なごみと目を合わすと頷うなずいてみせてきた。

「わたし達の考えを他ほかのプレイヤーにもわかってもらわないとね」

　歩美の素早い対応に感心しつつ、和水は再び掲示板に目を落とす。

　それに対し【山田係長】が賛同するかのような書き込みをしてきた。

「ゴールしない、というのは一つの考え方だ。ポケットをゴールさせる以前に、どのポケットが勝ち残るべきポケットなのか、全てのプレイヤーで協議する必要がある。全プレイヤーの総意を得たポケットをこの世界の未来として選せん択たくすればよい。それまでは誰もゴールしないよう、全プレイヤーに対して同意を求める」

　だが、そういった議論に嚙かみ付く者が現れた。【Ｋオス】だ。

「皆で仲良く？　ばかなの？　これはそういうゲームだろ？　誰かが勝者になる。それなのに皆揃そろって一等賞かよ。世の中は競争なんだよ。ガキは黙だまってろ。皆で協力してとか気持ちワル。綺き麗れい事ごとぬかすんじゃねえ。そんなこと言って、どいつもこいつもこっそり自分だけ抜け駆がけしてゴールする気のくせに」

　口汚ぎたない。【Ｋオス】は本当に誰に対しても何に対してもネガティブに反応するようだ。和水はその書き込みで眉間みけんにしわを寄せてしまった。さらに【Ｋオス】は続けて、

「でもその手は食わねえよ、バーカ。俺おれが真っ先にゴールするから残念でした！　俺のポケット、今のイベント終わらせたら即サイコロ振ってゴールさせるわ。俺の勝ち」

　すると、【白ネズミ】が【Ｋオス】に説き始めた。

「運うん命めい測そく定てい機き械かいの言うことに従っていいのですか？　運命測定機械は明らかにプレイヤー間に対立を引き起こそうとしています。その思おも惑わくに乗せられてゴールを目指すことに、意義があるとお思いですか？」

「うるせえ何焦あせってんの？　必死すぎ。だったら、お前が先にゴールすりゃいいだろ」

【Ｋオス】は聞く耳を持たない。ゴールを目指すと公言し、他ほかのプレイヤーを煽あおっているようだった。

　プレイヤーの中で【Ｋオス】だけが明確にゴールを目指している。少なくとも、このスレに書き込んでいる者の中では。

　書き込まないでいるプレイヤーの中にもゴールを目指している者はいるかもしれない。だが、おそらく【Ｋオス】ほど積極的ではないのだろう。そして、このスレッドの中身を注視しているはずだ。ゴールが何なのか、情報を得たいと思うならスレッドに注目しないわけにはいかないからだ。

　それにしても……と、和水なごみは考え込んだ。【Ｋオス】は何な故ぜこんな嚙かみ付くのか。何を意い固こ地じになっているのか。他ほかの連中が持論を述べれば述べるほど、せせら笑う。

　そこまで考えて、和水には閃ひらめくものがあった。他人の意見はせせら笑い、何事にもネガティブ。ということは、もしかしてこうしたらどうだろう……。そう思った和水はスレッドに書き込んだ。

「先にゴールすれば勝ちだ。なら俺おれがやる」

　短く自分もゴールを目指すことを宣言する。それを携帯画面で見た歩あゆ美みと瀬せ場ばの顔色が変わる。

「和水!?」

「……どういうおつもりでございますか」

　和水は手を振って二人を制した。そして、画面に注目する。すぐに【Ｋオス】が反応したようだ。

「てめえ、真ま似ねすんな。俺が勝つんだよ」

　短い書き込みには短い書き込みが返ってきた。すぐに和水も書き返す。

「むきになるなよ」

「あ？　やんのかコラ？　俺がゴールするって言ってんだろ」

「ああ、わかったわかった。じゃあ、お前にゴールくれてやるよ」

「へたれてんじゃねえよ。へたれるくらいなら最初から黙だまってろカス」

　さあ乗ってくるだろうか。和水は挑ちよう発はつが上う手まく行くことを願いながら書き込んだ。

「お前にはそれだけゴールしたい理由があるんだろ？　自分のポケットがそれくらい大事ってわけだ」

「バカじゃねえの。クソ姉あね貴きなんてどうなろうが知るかよ。むしろ、選ばれなくて死んでくれた方がせいせいする」

「無理するな。本当はそのポケットを助けたくて必死なんだよな。俺おれは別にポケットなんてどうでもいいし、だからお前に譲ゆずってやるよ」

「なに余よ裕ゆうこいてんの？　譲ってもらわなくても普通に俺の勝ちなんだけど？」

「ああ、お前の勝ちでいいよ。その姉ねえちゃんと仲良くな」

【Ｋオス】はその沸ふつ点てんの低さを露ろ呈ていしてきた。

「ふざけんな。誰が譲ってもらわなきゃならないんだ？　てめえの言う通りになんてゴールしてやるかよ。それより、このまま誰かがゴールするの待って、俺のポケットが死んでくれた方がいいわ。俺は人に指さし図ずされるのが大だい嫌きらいなんだよ。クソが」

　そんな【Ｋオス】の書き込みを確認すると、和水なごみは安あん堵どのため息を漏もらす。

　あまのじゃくな奴やつで助かった。少なくとも、これで【Ｋオス】が今すぐゴールを目指すことは無い。と信じたい。頭に血が上って、まともな判断は下せないはずだ。とりあえず誘導は上う手まくいった。これで、わかる範はん囲い内ではゴールを目指しているポケットはいないはず。

　和水は画面を掲示板からゲーム画面へ戻す。運うん命めい測そく定てい機き械かいがだらっとしていた。そこへ和水は話しかける。

「どうだ？　一人じゃゲームはできないだろ？」











　　　９、運命逆転フェイズ






　ゲーム内でどんな力を持っていようと、そのゲームに参加する者が他ほかにいなくては空むなしいだけだ。ゲームから参加者を奪うばってやったぞ、と和水はそんな意味を込めたつもりだった。

　運命測定機械は動じた様子もなく、物もの憂うげに和水を見つめてきた。だが、その言葉は疑問符で満ちている。

「なぜゴールを目指さないのですか？　現在全すべてのプレイヤーがルールに違反する行動を取っています。ゲームに参加する意思が全てのプレイヤーから認められません。なぜですか」

　和水は軽口を利くくらい余よ裕ゆうが出てきた。

「たぶん、お前に愛あい想そが無いから。もう少し愛想良くしてれば言うこと聞いてくれるプレイヤーもいたかもな」

「愛想とは具体的にどのような行動を指しますか」

「笑うとか」

　運命測定機械は押し黙だまった。沈ちん黙もくは長くもなく短くもなく、

「愛想の問題については今後の検討課題とすることが記録されました」

　そういう運命測定機械の顔に笑みは無かった。笑うという能力を持っていないのかもしれない、などと和水なごみは思う。

　その運うん命めい測そく定てい機き械かいは続けて、抑よく揚ようのない声を上げた。

「それでは全プレイヤーの意向を確認いたします。プレイヤーとしてゲームに参加する意志はありませんか？」

　それぞれの携帯端たん末まつから同じ声が流れる。それに対し、

「何度言われてもノーだ」

「わたしはもうゲームに参加しません」

「ございません」

　各おの々おのが応こたえる。

　運命測定機械はどうということもない様子だ。

「では、このゲームは放ほう棄きされます。現在のゲームとプレイヤーは目的にそぐわない状態にあることが確認されました」

　和水は眉まゆをひそめた。

「やけに諦あきらめがいいな？」

「このゲームに関与し続けるのは非効率的であるとの判断に基づきます。解決策が提示されました。新たなプレイヤーを招しよ致うちし新たなゲームを開始します。この世界の行く末はそこで決定されるでしょう」

「……それはつまり、どこか別の場所で別の人間を使ってこれと同じことをするということか？」

「端たん的てきに言えば、そうです」

　こともなげに言う。

　そうか。たとえここで僕ぼく等らがゲームを止やめたとしても、運命測定機械はまた別のカモを探し出してゲームを続けるだけだ。こいつは人の人生を弄もてあそび続ける。僕が止めなければ……。

「……ちょっと待て」

　和水は考えを纏まとめた。携帯を少し操作してから、呼びかける。

「考え直した。僕はプレイヤーとしてこのゲームのゴールを目指してもいい」

「は!?」

　反応したのは運命測定機械ではなく、瀬せ場ばだった。

「何を仰おつしやっているのでございますか!?　今までの話を全すべてひっくり返すおつもり……まさか、やはりご自分のポケットを救いたい一心で我々を謀はかっていた……」

「待って！」

　その瀬場を制するのは歩あゆ美みだ。

「……和水を信じて。さっきもそうだったでしょう？　何か考えがある……そうだよね？」

　和水は頷うなずいた。大だい丈じよう夫ぶだ。きっとうまくやれる。と、歩美に目で訴えつつ、運命測定機械に続けて告げる。

「でもその前に、僕ぼくと勝負しろ。僕が負けたら、お前の言う通りにしてやろう。でも、僕が勝ったらこんなゲームを二度と行うな。……僕は必ず勝つけどな。そして、お前がやろうとしていることは無む駄だだと教えてやる」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいは画面の向こうから冷めた目だ。だめか？　もうこのゲームのプレイヤーには見切りをつけていて、勝負するつもりなど無いか？

　だが、和水なごみのそんな懸け念ねんは杞き憂ゆうというものだった。運命測定機械は心を動かされた様子もなく、

「そこまで仰おつしやるのなら、あなたが再びゴールを目指すことを認めます。どうぞご自由に敗北してくださって結構です。それでは、勝負の方法を選せん択たくしてください」

「単純なのでいい。サイコロ勝負だ。サイコロを振って、出た目の数の大きい方が勝ち。それでどうだ」

「使用するサイコロはこちらで指定することを求めます。現ゲームで使われているサイコロの使用を提案します」

　運命測定機械は、今まさに自分が寄りかかっているサイコロを示している。

「いいだろう」

「バカな！」

　瀬せ場ばが吐はき捨てるように言った。

「このゲームの中のサイコロでございますか？　この画面の中の？　このようなもの、運命測定機械が好きなように操作するに決まっているではございませんか」

「和水、それで大だい丈じよう夫ぶなの？　サイコロはこっちで用意した方がいいんじゃない？」

　歩あゆ美みがそう提案してくる。和水はそれでも歩美に頷うなずいてやった。それで、歩美は納なつ得とくしたようだ。

「わかった……和水のこと信じる」

　その歩美の態度に、瀬場も吞のまれたかのよう。それ以上口を挟はさめない。と、その瀬場の手を三み澄すみ華はな江えが握にぎった。

「大丈夫。私達も御調みつぎ様を信じましょう」

　まず、運命測定機械がサイコロを振る。画面内で運命測定機械がサイコロをよいしょとばかりに押すと、サイコロはその場でコロコロ回転し始めた。

　しばらく回るままにしている。と、何か見切ったのか。それとも面めん倒どうくさくなったのか。

　運命測定機械がひょいと手を伸ばしてサイコロを止めた。

　６。

　６つの点の並んだ面が、和水達の画面上に示される。

　運命測定機械は得意げでもなく淡々と、

「この時点で、あなたの勝つ見込みは失われました。投とう了りようしますか？」

「……いかさまをしてくるに決まっているではございませんか」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいの言葉に、瀬せ場ばの呟つぶやきが重なった。だが、和水なごみはそれらを無視する。

「お前の出した目の数は６。で、間違いないな？」

「御ご覧らんになっている通りです。あなたは次に６を出さなければ敗北します」

「だが、引き分けになればやり直しだ」

「老ろう婆ば心しんながら、引き分け後にあなたが勝つ確率がゼロであることを提示します」

　和水はそれを聞いて、笑う。

「なるほど。お前の出す目の数は引き分けた後もずっと６、なんだろう？」

「ご質問にお答えしますと、その通りです。私の出す目の数は今後６以外にはあり得ないことを理解願います。このサイコロの使用を認めた以上、異議は認められません。以上の事実を踏まえ、投了することをお勧めします」

「いいや。これでむしろ、お前に勝ち目はなくなったんだ。というか、僕がサイコロ勝負を言い出して、それを受け入れた時点でお前の勝ちは無かった」

　和水の言葉に、運命測定機械はしばらく黙だまりこむ。そして、

「では、実際に結果を示すことを望みます」

　サイコロを振るように促うながしてきた。和水はそれに従い、画面内のサイコロに触ふれる。

　おそらく……と内心思いつつ、出た目は１。

　瀬場が「……なんということか……勝てるわけもない」と呟くのが聞こえてくる。

「やはりな。お前のサイコロだもの。実際は、こうやっていくらでも操作できたというわけだ」

「不正を主張してやり直しを要求されますか？」

「いいや。負けは無いんだから、やり直す必要はないな」

「負けています」

　運命測定機械はもっともなことを言った。

「６と１とでは６の方が大きい数字であることをあなたに教えます」

　だが、和水は首を振る。

「いいや。よく見ろ」

「光情報を元にした私の情報処理システムに不具合は認められません」

「本当にそうか？　よーく数えてみるといい。僕が振って出たサイコロの目の数は、１」

　と自分の携帯の中のサイコロの目の数を数え、それから、

「歩あゆ美み、歩美の携帯も貸してくれ」

「？　いいけれど……？」

　受け取った歩美の携帯の画面内を指差した。

「これで、２」

　その画面では和水なごみの振ったサイコロの目１が示されている。

　さらに、瀬せ場ばからも携帯を受け取って、

「さらに３。僕が振って出たサイコロの目の数はこれで合わせて３になる」

　瀬場の携帯にも、やはり同じくサイコロの目１が映っていた。１＋１＋１で３。和水は３つの携帯を並べて、その寸すん分ぶん違たがわぬ画面を示す。

「この場にいるプレイヤーの携帯にはみんな、僕の振ったサイコロの出で目めが表示されてる。サイコロで出た目で勝負するんじゃなくて、出た目の数。それが大きい方の勝ちと言ったな？」

「それに２を加えて、５だ」

　そんな声が割り込んできた。低く、よく響ひびく声。

「……どちら様でございますか」

　警けい戒かいしたように瀬場が問いかける。

「警察だ」

「やあ、また会えたね」

　その場に現れたのは【山やま田だ係かかり長ちよう】とその部下の青あお島しまだ。二人とも携帯を手にしている。もちろん、彼らが持つそれぞれの携帯画面にも同じくサイコロの目１が映っていた。

　和水はトレンチコート姿の【山田係長】に礼を言う。

「丁ちよう度どあなた方も近くにいてよかった。僕の呼びかけに応こたえてくれてありがとう」

「気にするな」

【山田係長】の答えは短い。そこへ、運うん命めい測そく定てい機き械かいが割り込む。

「自分の振ったサイコロの目の数を足すというあなた方の言い分を認めるとしても、それでもまだ５です。６と５では６の方が大きい数字であることをあなた方に教えます」

「慌あわてるな。もう一人にも参加してもらうから」

　和水はそう言って、【山田係長】に頷うなずきかける。【山田係長】は懐ふところからさらに携帯を取りだした。弁わきまえたもので、それを和水に渡す。和水は淡々とそれを開き、

「恐怖のプレイヤー、持もち田だの携帯だ。奴やつを捕まえた際に、彼等が手に入れておいてくれた」

　もちろん、そこにも同じ画面が表示されている。

　和水は手持ちの携帯の中の運命測定機械に呼びかける。

「これで６対６。引き分けだな」

「再度勝負を行いますか？」

「何度やっても結果は同じだ。お前は６の目を出し続けるしかない。実際お前は、引き分けの後も出す目の数はずっと６だと宣言した。一方、僕はずっと１を出し続けても負けることは無い。６対６で引き分け続ける。だろう？」

「では別のゲームで勝負を決めることを提案します」

　運命測定機械の提案に和水は首を振る。
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「僕ぼくが言いたいのはそういうことじゃない。勝負に勝つとかそういうことじゃない。僕が言いたいのは何度繰り返しても無む駄だだってことだ」

「あなたのその発言がどのような意味を持つのか、説明を求めます」

「お前が僕らとのゲームを放り出して、新しいプレイヤーを集めて新しいゲームを始めたとしても無駄だ。そこのプレイヤーも僕等と同じように気付き、ゲームを放ほう棄きするだろう。何度新しくゲームを繰り返しても、千せん日にち手てを続けるだけだ」

「……」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいが沈ちん黙もくする。

「それに、運命を測定するはずのお前がすでに６を出すことを決めている。そんな決められた運命に測定の意味はあるのか？　……さて、サイコロ勝負を続けよう。引き分け続けようじゃないか」

　和水なごみの呼びかけに、無言で運命測定機械はサイコロに触ふれた。回転しだすサイコロ。そして止める。

　５だった。

　え？　とか、これは……？　といった声が携帯画面を目にしていた者達の中から漏もれる。

　和水は黙だまったまま、画面内の運命測定機械を見つめ続けた。その運命測定機械がようやく口を開く。

「あなたをプレイヤーとして認めた時点で、このような結末を招くことは決まっていたのかもしれません」

「このような結末？」

「全すべてのプレイヤーがゲームへの参加を拒否し、チップの供給が得られなくなるという結末です。けれど、このような結末に陥おちいることはその時点では計測されていませんでした。あなたの持つ意志の力は私の期待する値より上だったということです。計測外の結果をもたらす意志の力。その供給が継続されていれば、それこそ文字通りの計り知れない利益がもたらされたはずです」

　運命測定機械は言葉の羅ら列れつを続ける。

「ですが、その供給は途と絶だえました。私は自らの敗北を認め、私が新たなゲームを行うことは無いと宣言します」

　と、そこに、

「……ちょっと、和水なごみ」

　歩あゆ美みが自らの携帯端たん末まつに目を向けたまま呼びかけてきた。

「これ、見て」

　そして、和水に自らの携帯端末を差し出してくる。そこには見慣れた掲示板が表示されていた。そのトップに、

『ノーネームさんへ』

　名指しでスレッドが立っているではないか。和水はそれを書き込んだのが【白ネズミ】だと確認する。

　僕ぼく宛に何を書き込んでいるんだ？　と、その目を走らせた。

「ノーネームさんの目に触ふれるかどうかわかりませんが、ここに記しておきます。

　私は昔から運うん命めい測そく定てい機き械かいという存在に関わってきました。それでおぼろげながら摑つかんだことが幾いくつかあります。

　運命測定機械はその名の通り運命を測定します。これから先、何が起こるかを測定し見通す力を持っています。普通の人間には不可能なことです。人知を超えた力を持つ存在、いえ種族と言えるでしょう。

　彼女達はある必要に迫られて、人間達にゲームを仕掛けてくるようです。それはチップです。運命測定機械達には運命を変えようという意志の力が必要なのだと思われます。

　運命測定機械はこれから先のことを計算し、神のごとく予言をします。それはつまり、将来のことが全すべてわかるということ。そして、先が見えるから、見えてしまうからこそ、チップが無いと存在できないのだと思われます。

　運命測定機械は先が見通せるが故ゆえに、最も効率的な未来を選せん択たくし続けてきた存在です。しかし、その存在は最も早はや行き詰まりかけているのです。

　どの未来を選せん択たくしてもリスクが予想でき、しかも結局同じ結果に行きつく。そんな状況に陥おちいった場合、効率を優先する運うん命めい測そく定てい機き械かいは何も選択せず緩ゆるやかに衰すい退たいしていくことを受け入れます。それが最も効率がいいからです。抗あらがうことは無む駄だな努力と判断し、効率の観点からそれを切り捨てます。

　先が見えるからこそ、何も行動に移せないという状況に運命測定機械達は陥おちいっているのです。

　では、それをどうすれば打破できるか。

　運命測定機械達はその解決を人間から得たチップに求めています。

　チップ、すなわち意志の力です。それは将来に希望を見出す力。危険を承知で決断する力。もっと良いものを得たいと望む力。悪い予想やリスクを誤ご魔ま化かすために自分に噓うそをつく力。

　あらゆる物を動かす力です。

　運命測定機械達は人々から収しゆう奪だつしたそれを、行動する糧かてとしてきたのだと思われます。そして、予想される衰退を覆くつがえすために抗い続けています。定められた運命を改変するのにチップを使っているのでしょう。

　けれど、このゲームでは運命測定機械は失敗しました。それも、彼女等が求める人間の意志の力によって。運命測定機械は先が見え過ぎるが故に、それを覆そうという意志の力を自らは持ち得ません。最も早はやチップを手に入れられない非効率なこのゲームは運命測定機械にとって価値の無いものとなったはずです。

　もし、このゲームでまだチップを得られるという希望を持てるのなら、運命測定機械はゲームを維持しようとするでしょう。けれど、彼女はその存在からして希望など持たない種族です。リスクと効率だけが判断基準なのです。

　だから、これが最後の書き込みとなるでしょう。

　希望的観測などというものを持たない運命測定機械は、収益の見込めないゲームを切り捨てるだけです。このゲームは放ほう棄きされるでしょう。誰もゴールして終了することなく。

　私は運命測定機械のゲームに弄もてあそばれる人達を少しでも助けたかった。そのゲームが今このような形で終わろうとしています。

　ノーネームさん、これがあなたのお陰だということを私は知っています。だから、ノーネームさんに一言いいたいのです。

　ありがとうございました」

【白ネズミ】からの書き込みはそれで終わっていた。和水なごみは狐きつねにつままれたような気分だ。運命測定機械とはそういう生き物？　存在？　なのか？

　と、和水がその書き込みを読み終わると同時に、運命測定機械が声を上げる。その声の口く調ちようは相変わらず。

「これ以上のゲームの停てい滞たいはタテクレウデに反します。是ぜ正せいされねばなりません。ゲームの進行を停止しました。運命測定機械のこれ以上の存在に意義を見出せません。存在が是正されます」

「存在が是ぜ正せいされるって……何だか不ふ吉きつな言い方だな」

「何も懸け念ねんする必要はありません。この次の私はもっとうまくやってくれることでしょう」

　和水なごみは違和感を覚えた。運うん命めい測そく定てい機き械かいの口く調ちようも表情もいつもと変わらない。だが、何か……何か違う。言葉そのものが虚きよ勢せいめいていないか？　虚勢とはもろさの裏返しだ。

　和水には運命測定機械がまるで人間のように思えてきた。

　こいつは今動揺しているのか？

「おい。この次って何だ」

　そう問うた。運命測定機械は黙もくするばかり。そして、和水は驚く。運命測定機械の眼まな差ざし。それは今、和水を見み据すえてきていた。そこに明らかな躊躇ためらいが見えたのだ。

「……ご質問にお答えいたしますと、今現在の私は是正されます。そののち、是正された新たな私が発生します。現在の私が是正された場合、あなたは私の存在を記き憶おくに留とどめるか否か、回答を要求します」

「なんだそれは」

「……端たん的てきに申し上げて、私はあなたに羨せん望ぼうの念を抱いだきます。私、運命測定機械は意志の力を保持することを目的として、しかしそれは叶かないませんでした。ゲームの維持は非効率と判断され、そこに意志の介かい入にゆうする余地はありません。次の私はもっとあなたと近しい存在として是正されていることを望みます」

　運命測定機械が目を瞑つむる。その口調に明らかに変化があった。

「……あなたのような意志の力が欲しい……衰すい退たいに抗あらがう力を……是正された際は、またあなたをプレイヤーに……」

　突然だった。

　プッと画面が消えた。通常の待ち受け画面に戻る。掲示板への見え辛づらいアイコンも消えている。

「消えた？」

「わたしの方も消えた」

「私もでございます」

　歩あゆ美みと瀬せ場ばにも同様のことが起きたらしい。【山やま田だ係かかり長ちよう】と青あお島しまも無言で首を振ってくる。

「……どういうことだ？」

　和水は携帯端たん末まつを上に掲かかげたり、タッチしてみたり、振ってみたりした。それでも、何の変哲もない普通の携帯端末だ。ゲーム画面には戻らない。

　瀬場が顎あごに手を当て、思案顔になる。

「……おそらく、これでゲームが終了した、ということではございませんか。終わったというより、放り出したようにも見えますが。誰もゲームに参加しようとしなかったが故ゆえに、ゲーム自体を維持できなくなった。そういうことでは？」

「……本当だ」

　歩あゆ美みが呟つぶやき、自分の携帯端たん末まつを差し向けてきた。

「チップが消えてる」

　歩美の携帯には子犬の待ち受け画像が上げられている。その画面内のどこにも、所持チップ枚数を表すコインがない。

　ゲーム『ライフ・マニピュレーター』はこの世から消えていた。











　　　10、エンドフェイズ






『ライフ・マニピュレーター』が終了してからしばらく経たったある日。

　和水なごみは映画館の前で歩美を待っていた。上映中の映画は「ボストン　糖とう蜜みつ災さい害がいの奇き跡せき」。

　１００年に一度という蜂はち蜜みつの大だい洪こう水ずいがボストンに迫る中、無力な恋人達が愛の奇跡によってそれを（文字通りの意味で）乗り越えるというパニックアクションラブロマンスサーフィン映画だ。何でこんなものを見る羽は目めになったかといえば、クラスメートの元もと部べ真ま奈な美みが強きよう烈れつに推おしてきたからである。

「これを観みに行くといいよ！　主演の若手俳はい優ゆうがラストで蜂蜜の大波をイェーッて潜くぐり抜けるんだけど、その時の甘いマスクに全米が虫歯になったって言うよ」

　どうやらその俳優の熱狂的なファンらしく、元部はいつもとノリが違う。

「ああ、本当ならあたしが行きたいんだけど……でも、歩美ちゃんもこれを観たらきっと泣いちゃうと思う。絶対盛り上がるから、うまくやってね」

　そんな助言を受けて、そうか盛り上がるのか、と和水はこの映画を見ることに決めたのだった。ただ、この映画に誘さそわれた時の歩美の表情は少々微び妙みようだったようだが……。

　映画館の前で歩美を待ちながら、和水は感かん慨がいに耽ふける。

　ようやくだ。ようやくやり直せる。改めて歩あゆ美みとのデートに漕こぎつけられて本当に良かった。

　そう思うのも無理はない。ゲーム終了からごたごたがあり、和水なごみは結局台無しになった先日のデートの代わりの時間も取れずにいたのだから。それがようやく落ち着いたのである。

　そのごたごたというのは和水の家庭の事情だった。親子の縁えんを切るとか切らないとかの大おお騒さわぎだ。

　和水は、自分が婚こん約やくは受け入れないと拒否したのに無視されたのが腹立たしかった。父親は和水の気持ちなど解さず、強引に三み澄すみ家との婚約を推おし進めようとしている。

「そういうことなら、僕ぼくは家を出る」

　和水の方から絶ぜつ縁えん状を送りつけた。もう他人に自分の生き方を強いられるのは真まっ平ぴらだ。と、無む慈じ悲ひで徹てつ底てい的な家出を実行する。

　当ての無い逃とう避ひ行こう。といってもネットカフェで一夜を明かしただけで終わってしまう。家を出てさあこれからというところで、どういうわけか父親の秘書の柴しば崎さきさんに見つかってしまったのだ。

「和水さん、先生の指示に従ってください」

　柴崎さんは見た目にも慌あわてふためいていた。

「和水さんの態度に先生は酷ひどく気を揉もんでおられます。大変なことになっているのですよ」

「どうして僕の居場所が……」

「和水さんを探し出すくらい造ぞう作さもありませんよ。和水さんはご自身の立場というものから決して逃げられないのです。ご自宅にお戻りください」

「嫌いやだ」

「和水さんが戻らないと私が叱しつ責せきされます。私の首が二つ三つ飛ぶことになります。私が首になってもいいんですか。私はよくありません。さあ、戻りましょう」

「無理に婚約させられるくらいなら、柴崎さんが首になってもいいかな」

「ひどいですよ、和水さん。和水さんには価値があるのですよ。なのに、家を出るやら先生に反抗するやら。困ります。一度評判に傷が付いたら、和水さんの価値も下がってしまいます。それは損でしょう？　さあ、損をするくらいなら戻りましょう」

「説得になってない」

「……なぜそんなに婚約にこだわるのか私には理解できませんが……理解しました。とにかく、三澄家との婚約さえ白紙に戻せば家に戻ってくださるのでしょう？　先生もこのまま和水さんにいなくなられては大損です。私が間に立ちますから、どうか先生と話し合ってください」

　そういうわけで、それからも二転三転あったわけだが、どうにか話はまとまった。和水が家に帰る代わりに、三澄家との婚約はなかったことにされる。ただし、三澄家の息そく女じよが正式に結婚のできる年ねん齢れいになった際に改めて、両者の意思を確認することも決められた。

　こうして和水の家庭内の問題は収まった。だが、映画館の前で待つ和水に、新たな外的問題が発生する。

「……どうしてここにいる？」

「御調みつぎ様の仰おつしやる通り、自分の意思で決めたからです」

　三み澄すみ華はな江えは透すき通るような声で応こたえたものだ。

「お嬢じよう様がご自分の意思で御調様にお会いしたいと仰るものですから。お嬢様の幸福こそ第一の私にどうしてそれを止めることができましょうか」

　その背後に控える瀬せ場ばも優ゆう雅がに一礼して応えてきた。更に囁ささやき声で。

「……私もお嬢様を見習って、自分の意志というものを大切にしようかと存じます。ええ。私はゲームで決められたから御調様に害意を抱いだくのではなく、私自身の意志として御調様のことが大だい嫌きらいでございます」

　和水なごみはため息交じり。三澄家のお嬢様に向けて言った。

「もういいだろ。僕ぼくと三澄家の婚こん約やくは無くなったんだから」

「はい。これは家同士の約束などは関係ありません。私が御調様にお会いしたいから参まいったのです」

　華江は花のような笑顔で和水を見上げてくる。その背後の瀬場は冷笑で和水を見下げていた。

「私も婚約など関係なく、純粋な気持ちで御調様のことが嫌いです」

　そう表情で語っていた。

　和水はしばし考え込み、

「……自分の意志を貫くのはいいが、周りのことも考えろ」

　自分のことは棚たなに上げることにした。そして、重大なことを打ち明ける口く調ちようで、

「僕はこれからデートなんだよ」

「では、私もご一いつ緒しよいたします」

　とても自然にそう言うので、ああそうですかどうぞ、と和水は言いそうになる。

「……いやいや。そういうわけにはいかないだろ」

「どうかお気になさらず。私も御調様がどのようなお付き合いの仕方をなさるのか、とても興味がありますから」

　微笑ほほえみは柔やわらかいが退ひく気はなさそうだ。どうやら、お嬢様は思ったより意志強固であらせられる。などと和水が頭を抱かかえていると、瀬場が耳打ちしてきた。

「……ところで、御調様のお父上は懲こりもせず、まだお嬢様との縁えん組ぐみを諦あきらめておられぬご様子でございますが。一体何をお考えなのでございますか」

「もうその話は済んだはずだって言っただろ。僕にその気は金こん輪りん際ざいないんだから」

　瀬場の口元が僅わずかに笑みを作る。

「いえ。済んでおりません。今度はお父上自らお嬢様と婚こん姻いんなさろうと画かく策さくしておられるようでございますが」

「正気か!?」

　和水なごみは叫んでしまう。瀬せ場ばは鼻であしらうように、

「私に仰おつしやられるより、お父上にご確認ください。正気を保っておいでですか、と。御調みつぎ様のご身内でございましょう？　恥はずかしいとはお思いにならないので？　私の希望としては、是ぜ非ひやめていただきたいのですが」

　もしそんなことが成立したら、いずれ華はな江えは僕の母親になるのか。若すぎる義母にも程があるだろ。

　父親のあまりのやり方に茫ぼう然ぜん自じ失しつとなる和水。

　これはまた厄やつ介かいなことになりそうだ……。

「……ねえ。どうしていつもデートのときにはその子と一いつ緒しよにいるの……？」

　とても静かな声でそう呼びかけられて、和水は我を取り戻す。

　歩あゆ美みがいた。いつやってきたのか、腕うで組ぐみして立っている。

「いや、これはだな」

「……さすが調和のポケットね。女の子となら誰とでも仲良くできるというわけ？」

　歩美の冷ややかな態度に、和水は慌あわてる。

　どう説明したものだろう。華江とは別に歩美が考えているような関係ではないということを。こういうのはどうか。

「ええと……この子はいずれ僕ぼくの義か母あさんになるかもしれない女の子だから全然そういうのではなく……」

「つまり母親同伴でデートに来たと？」

　わあ、それは酷ひどいな。歩美の氷のような声が脳内で再生されて、和水は身み震ぶるいする。

　考えはまとまらないが、黙だまってばかりもいられない。

「あー歩美、勘かん違ちがいするな。彼女は……」

　歩美が突然ぷっと吹き出した。さらに顔を背そむけ、我が慢まんしきれずに笑い声を漏もらす。和水は呆あつ気けに取られた。

　ようやく笑いの発ほつ作さが治まったのか。歩美は眦まなじりを指で拭ぬぐいながら、

「……ごめんごめん、冗じよう談だんだよ。もう、なんて顔してるの？」

「え？　あれ？　歩美、怒ってる……わけじゃない、のか？」

「当り前でしょ。和水がそんな奴やつじゃないってことくらいわかってるもの」

　そう言って、歩美は和水の肩かたに手を乗せてくる。それから背伸びして、和水の耳に口元を近付けてきた。

「和水のことは、わたしが一番よくわかっているんだから」

　呟つぶやきが和水の耳に入ってくる。和水は歩美の顔をまじまじと見、

「そうなのか？」

「そうだよ。和水なごみは変に頑がん固こで融ゆう通ずうが利かなかったりするけれど、でもいざというときはわたしを助けてくれる。優しくて、でもただ優しいだけじゃなくて頼りになる人」

　そう言って笑う。

「和水のこと、信じてるから」

　何だか歩あゆ美みは余よ裕ゆうなのだった。華はな江え達に笑顔で、こんにちは、とか挨あい拶さつしているくらいである。しかも、

「……一いつ緒しよに観みますか？」

　華江達に共に映画を観ようと誘さそっている。瀬せ場ばは鼻はな白じろんだようだったが、華江の方は目を輝かせている。

「まあ！　楽しそうですね」

「これは、Ｗデートってことになるのかな？」

　そう言いながら、歩美は含むような笑いを瀬場に向けている。

「な、なにを仰おつしやっておられるのかわかりかねます」

　瀬場が慌あわてふためく。その姿を見て、和水は慨がい嘆たんする。まるで珍めずらしい生いき物ものでも見たかのように。

　すぐに瀬場は取り繕つくろった。

「……私はただの使用人でございますからご一緒することはできません。特に御調みつぎ様とは」

　お前となど一緒にいられるか。そういう目で見られて、和水は肩かたを竦すくめた。

　やれやれ、本当に嫌きらわれたものだな。

　だが、歩美は怯ひるまない。笑いかけながら、

「でも、あなただって和水のこと信頼してるんだよね？」

「それこそ、何を仰おつしやっておられるのか皆かい目もくわかりかねます」

「そう？　和水にどうにかして欲しいことがあるからわざわざここまで来たんじゃないの？　和水ならどうにかしてくれる、と思って。和水を頼りにして」

　父親の暴挙を止めてくれ。先程の瀬場の物言いは、要約するとそういう意味になるか。

　瀬場は虚きよを突かれたかのように、

「いえ、それは……」

　言葉に詰まっている。その一方で、

「Ｗデートというと……。やっぱり御調様と瀬場は仲が良いということでしょうか？」

　華江は華江で首を傾かしげている。どういうカップリングをしているのか。

「いいから、皆で観ましょう。その方が楽しいし」

　歩美がそう結論付ける。そして和水に、

「いいよね？」

　悪戯いたずらっぽい笑い。和水は肩を竦めて、

「ああ、なんといっても僕ぼくは調和のポケットだったからな。誰とでも仲良くするさ」

　そう言いつつ、和水なごみは歩あゆ美みの手だけを取った。そのまま手を繫つないで、

「……別に今日きようが特別な日とか最後の日じゃないんだから。気持ちさえあれば、自分達で決めたのなら、僕ぼく等らはこれからはいつでも会える」

「それって……もう次のデートのこと考えてるの？　だとしたらわたし、絶対和水と食べたいものが……」

「ボードウォークアイス？」

「すごい！　どうしてわかったの？」

「僕ぼくもそう思ってたから。結局この前は食べられなかったし……」

「思い出のアイスだもの。もう一度、小さい頃みたいに和水と一いつ緒しよに食べられたらいいなって思ってた」

「他ほかには何かしたいことある？」

「あるある。いっぱいあるよ。まずはおばあちゃんのお墓にご挨あい拶さつしたい。他ほかにも和水と一緒に色んな所へ行きたいかな。映画を観みて、帰りに甘いものを食べて。そうだ、夏休みになったら海に行こうよ！　この前、可愛かわいい水着を見つけたんだ……」

　運うん命めい測そく定てい機き械かいならざる身。和水達には将来のことを全すべて見通すことなどできない。だからこそ、まだまだやるべきこと、やりたいことがたくさん残っていた。難しく考えることはなかった。運命とは自分で決めて自分で動けば、自ずと切り開かれていくものなのだから。
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　　　あとがき




　家族にばれました。

　何が？

　私が電撃文庫で書いていることがです。

　ゆえにここは家族の目に触ふれることが予想されますので、もう変なことは書けません。というと大変語ご弊へいがあるので断っておきますが、今までも変なことは書いておりません。既刊本のあとがきには、道徳的に正しいことしか書いていないはずです。

　今後もこれまで通り、品行方正なことばかり書いていこうと思います。

　私は毎日朝６時に起きて夜10時には寝ます。

　食事は日に三度、腹八分目です。

　お酒やタバコはやりませんし、賭と博ばくもやりません。

　晴れた日はスポーツで汗を流し、雨の日は読書をして過ごします。

　ゲームは一日一時間、テトリスばかりやります。

　汚い言葉は決して口にせず、日々、感謝の念を忘れません。

　これまで生きてきて、下品なことは何一つやっておりません。

　だから、おならもしません。

　あれは天使のフルートです。

　であるならば、もちろんうんこもしません。

　ファンタジーをします。

　今け朝さのファンタジーは天使のフルート高らかに、なんだかすごくファイナルファンタジーでした。

　鬼おに頭がしらオパーリン。

　以上、品行方正なことばかり書きました。

　終わりです。




　終わってませんでした。

　ここまで読んでくださった皆様、本当にありがとうございました。

　イラストを担当してくださったIsIIさん、素晴らしいイラストをありがとうございました。

　それから担当さま、いつも遅くまで手を煩わずらわせてしまいすみません。感謝しております。

　皆様にまたお会いできるよう、これからも頑がん張ばります。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
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相あい原はらあきら

いい年して20面ダイスにマジギレする。命中率50パーセントで命中する確率は２割に満たない。何を言っているかわからなくてもそれが事実。好きな無限回パワーは自分でダイスを振らなくてもいいコマンダーズ・ストライク。
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イラスト／IイsッIシIー

１９８８年５月12日生まれ。今は大阪の隅っこの方でフィギュアに埋もれつつ、漫画やイラストを描く毎日です。近いうちに東京進出を夢見て画策中。
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彼かの女じょの運うん命めいゲーム系けい
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